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平 成 １ ８ 年 度 平 成 １ ７ 年 度

当 初 予 算 額
（ Ａ ）

国 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源
当 初 予 算 額
（ Ｂ ）

一 般 会 計

490,627,619 82,157,162 73,418,000 80,140,477 254,911,980 494,625,236 99.2

特 別 会 計

19,569,550 1,058,571 3,091,258 15,419,721 18,818,426 104.0

企 業 会 計

33,869,464 673,924 5,364,000 27,831,540 34,471,864 98.3

計

544,066,633 83,889,657 81,873,258 123,391,738 254,911,980 547,915,526 99.3

（ 参 考 ）

年度 平 成 １ ８ 年 度

会計区分
当 初 予 算 額
（ Ａ ）

当初予算（Ｂ） ９月現計（Ｃ） １２月現計（Ｄ） （Ａ）/（Ｂ）×100 （Ａ）/（Ｃ）×100
（ Ａ ） / （ Ｄ ）

×100

一 般 会 計 490,627,619 494,625,236 500,499,501 499,563,063 99.2 98.0 98.2

特 別 会 計 19,569,550 18,818,426 19,896,693 19,896,693 104.0 98.4 98.4

企 業 会 計 33,869,464 34,471,864 34,565,852 34,259,781 98.3 98.0 98.9

計 544,066,633 547,915,526 554,962,046 553,719,537 99.3 98.0 98.3

平 成 １ ７ 年 度 伸 率

平 成 １ ８ 年 度 当 初 予 算

（ 単 位 ： 千 円 、 ％ ）

会 計 区 分
財 源 内 訳

（Ａ）/（Ｂ）×100

（ 単 位 ： 千 円 、 ％ ）

－１－



一 般 会 計

（ 1 ） 歳 入 （ 款 別 内 訳 ） 　　　　　 （単位：千円，％）

区　分

（ 12月現計予算額(D) ） （ A/D×100 ）

款　別 当 初 予 算 額 (A) 構成比 当 初 予 算 額 (B) 構成比 ９月現計予算額（C） 構成比 A/B×100 A/C×100

（ 94,490,861 ） （ 18.9 ） （ 102.6 ）

（ 1 ） 県 税 96,966,603 19.8 94,490,861 19.1 94,490,861 18.9 102.6 102.6

地方消費税 （ 15,719,000 ） （ 3.2 ） （ 109.6 ）

（ 2 ） 清 算 金 17,229,000 3.5 15,719,000 3.2 15,719,000 3.1 109.6 109.6

（ 6,616,100 ） （ 1.3 ） （ 248.3 ）

（ 3 ） 地方譲与税 16,427,613 3.3 6,616,100 1.3 6,616,100 1.3 248.3 248.3

地 方 特 例 （ 5,199,179 ） （ 1.0 ） （ 8.4 ）

（ 4 ） 交 付 金 438,764 0.1 5,199,179 1.1 5,199,179 1.0 8.4 8.4

（ 125,000,000 ） （ 25.0 ） （ 98.8 ）

（ 5 ） 地方交付税 123,500,000 25.2 125,000,000 25.3 125,000,000 25.0 98.8 98.8

交通安全対策 （ 350,000 ） （ 0.1 ） （ 100.0 ）

（ 6 ） 特別交付金 350,000 0.1 350,000 0.1 350,000 0.1 100.0 100.0

分担金および （ 5,586,943 ） （ 1.1 ） （ 101.8 ）

（ 7 ） 負 担 金 5,689,626 1.2 5,595,989 1.1 5,587,908 1.1 101.7 101.8

使用料および （ 7,577,335 ） （ 1.5 ） （ 91.7 ）

（ 8 ） 手 数 料 6,947,760 1.4 7,566,541 1.5 7,577,335 1.5 91.8 91.7

（ 95,502,367 ） （ 19.1 ） （ 86.0 ）

（ 9 ） 国庫支出金 82,157,162 16.7 92,156,856 18.6 95,457,305 19.1 89.1 86.1

（ 992,394 ） （ 0.2 ） （ 151.0 ）

（ 10 ） 財 産 収 入 1,498,947 0.3 988,833 0.2 992,394 0.2 151.6 151.0

（ 867,983 ） （ 0.2 ） （ 101.7 ）

（ 11 ） 寄 附 金 882,333 0.2 864,483 0.2 867,983 0.2 102.1 101.7

（ 17,216,687 ） （ 3.5 ） （ 121.3 ）

（ 12 ） 繰 入 金 20,878,095 4.2 19,031,373 3.8 18,320,922 3.6 109.7 114.0

（ 3,395,076 ） （ 0.7 ） （ 29.5 ）

（ 13 ） 繰 越 金 1,000,000 0.2 1,000,000 0.2 3,395,076 0.7 100.0 29.5

（ 45,582,138 ） （ 9.1 ） （ 94.9 ）

（ 14 ） 諸 収 入 43,243,716 8.8 44,839,021 9.1 45,458,438 9.1 96.4 95.1

（ 75,467,000 ） （ 15.1 ） （ 97.3 ）

（ 15 ） 県 債 73,418,000 15.0 75,207,000 15.2 75,467,000 15.1 97.6 97.3

（ 47,120,000 ） （ 9.4 ） （ 99.1 ）

通 常 分 46,682,000 9.5 46,656,000 9.4 47,120,000 9.4 100.1 99.1

福 井 豪 雨 （ 6,347,000 ） （ 1.3 ） （ 108.2 ）

災 害 対 策 6,870,000 1.4 6,551,000 1.3 6,347,000 1.3 104.9 108.2

臨 時 財 政 （ 22,000,000 ） （ 4.4 ） （ 90.3 ）

対 策 債 19,866,000 4.1 22,000,000 4.5 22,000,000 4.4 90.3 90.3

（ 499,563,063 ） （ 100.0 ） （ 98.2 ）

合 計 490,627,619 100.0 494,625,236 100.0 500,499,501 100.0 99.2 98.0

予　　　算　　　案　　　総　　　括　　　表

1

平 成 1 8 年 度 平 成 1 7 年 度 前 年 度 予 算 対 比

－２－



（ 2 ） 歳 出 （ 款 別 内 訳 ）            （単位：千円，％）

区　分

（ 12月現計予算額(D) ） ( A/D×100 )

款　別 当 初 予 算 額 (A) 構成比 当 初 予 算 額 (B) 構成比 ９月現計予算額(C) 構成比 A/B×100 A/C×100

（ 1,151,552 ） （ 0.2 ） （ 196.9 ）

（ 1 ） 議 会 費 2,267,661 0.5 1,145,371 0.2 1,172,906 0.2 198.0 193.3

（ 36,809,726 ） （ 7.4 ） （ 112.5 ）

（ 2 ） 総 務 費 41,400,690 8.4 35,735,612 7.2 36,969,755 7.4 115.9 112.0

（ 29,717,164 ） （ 6.0 ） （ 107.3 ）

（ 3 ） 民 生 費 31,894,294 6.5 29,436,303 6.0 29,764,474 6.0 108.4 107.2

（ 19,713,603 ） （ 4.0 ） （ 95.1 ）

（ 4 ） 衛 生 費 18,754,234 3.8 19,682,408 4.0 19,740,778 3.9 95.3 95.0

（ 1,679,044 ） （ 0.3 ） （ 91.5 ）

（ 5 ） 労 働 費 1,537,004 0.3 1,546,849 0.3 1,688,845 0.3 99.4 91.0

（ 45,988,614 ） （ 9.2 ） （ 93.3 ）

（ 6 ） 農林水産費 42,896,746 8.8 45,838,744 9.3 46,114,399 9.2 93.6 93.0

（ 41,795,708 ） （ 8.4 ） （ 92.6 ）

（ 7 ） 商 工 費 38,713,666 7.9 41,741,710 8.4 41,807,109 8.4 92.7 92.6

（ 96,127,998 ） （ 19.2 ） （ 96.6 ）

（ 8 ） 土 木 費 92,850,379 18.9 94,097,928 19.0 96,174,072 19.2 98.7 96.5

（ 23,616,604 ） （ 4.7 ） （ 98.9 ）

（ 9 ） 警 察 費 23,348,386 4.8 23,570,804 4.8 23,806,871 4.8 99.1 98.1

（ 96,207,644 ） （ 19.3 ） （ 99.7 ）

（ 10 ） 教 育 費 95,873,814 19.6 96,165,312 19.4 96,504,886 19.3 99.7 99.3

（ 10,168,434 ） （ 2.0 ） （ 63.7 ）

（ 11 ） 災害復旧費 6,475,137 1.3 9,077,223 1.8 10,168,434 2.0 71.3 63.7

（ 74,408,993 ） （ 14.9 ） （ 95.8 ）

（ 12 ） 公 債 費 71,277,191 14.5 74,408,993 15.1 74,408,993 14.9 95.8 95.8

（ 22,077,979 ） （ 4.4 ） （ 105.3 ）

（ 13 ） 諸 支 出 金 23,238,417 4.7 22,077,979 4.5 22,077,979 4.4 105.3 105.3

（ 100,000 ） （ 0.0 ） （ 100.0 ）

（ 14 ） 予 備 費 100,000 0.0 100,000 0.0 100,000 0.0 100.0 100.0

（ 499,563,063 ） （ 100.0 ） （ 98.2 ）

合 計 490,627,619 100.0 494,625,236 100.0 500,499,501 100.0 99.2 98.0

平 成 １ 8 年 度 平 成 １ 7 年 度 前 年 度 予 算 対 比

－３－



（ 3 ） 歳 出 （ 性 質 別 内 訳 ） （単位：千円，％）

区　分

（ 12月現計予算額(D) ） （ A/D×100）

性質別 当 初 予 算 額 (A) 構成比 当 初 予 算 額 (B) 構成比 ９月現計予算額(C) 構成比 A/B×100 A/C×100

（ 219,482,213 ） （ 43.9 ） （ 100.3 ）

220,227,557 44.9 220,403,226 44.6 220,418,651 44.0 99.9 99.9

（ 126,239,057 ） （ 25.3 ） （ 101.8 ）

人 件 費 128,566,028 26.2 127,175,495 25.7 127,175,495 25.4 101.1 101.1

（ 18,835,255 ） （ 3.7 ） （ 108.4 ）

扶 助 費 20,414,075 4.2 18,819,830 3.8 18,835,255 3.7 108.5 108.4

（ 74,407,901 ） （ 14.9 ） （ 95.8 ）

公 債 費 71,247,454 14.5 74,407,901 15.1 74,407,901 14.9 95.8 95.8

（ 148,925,863 ） （ 29.8 ） （ 96.8 ）

144,208,874 29.4 144,957,824 29.3 148,925,863 29.8 99.5 96.8

（ 74,456,665 ） （ 14.9 ） （ 96.4 ）

公 共 事 業 71,787,231 14.6 73,902,762 14.9 74,456,665 14.9 97.1 96.4

（ 3,832,078 ） （ 0.8 ） （ 53.6 ）

補 助 事 業 2,053,173 0.4 3,710,360 0.8 3,832,078 0.8 55.3 53.6

（ 49,920,800 ） （ 10.0 ） （ 107.4 ）

単 独 事 業 53,621,607 10.9 48,916,103 9.9 49,920,800 10.0 109.6 107.4

国直轄事業 （ 9,707,164 ） （ 1.9 ） （ 96.8 ）

負 担 金 9,400,333 1.9 8,611,318 1.7 9,707,164 1.9 109.2 96.8

（ 649,522 ） （ 0.1 ） （ 115.5 ）

受 託 事 業 749,891 0.2 548,858 0.1 649,522 0.1 136.6 115.5

（ 10,359,634 ） （ 2.1 ） （ 63.7 ）

災害復旧事業 6,596,639 1.4 9,268,423 1.9 10,359,634 2.1 71.2 63.7

（ 131,154,987 ） （ 26.3 ） （ 96.2 ）

126,191,188 25.7 129,264,186 26.1 131,154,987 26.2 97.6 96.2

（ 19,848,570 ） （ 4.0 ） （ 96.8 ）

物 件 費 19,210,475 3.9 19,454,237 3.9 19,848,570 4.0 98.7 96.8

（ 1,766,772 ） （ 0.4 ） （ 110.2 ）

維持補修費 1,947,383 0.4 1,717,391 0.4 1,766,772 0.3 113.4 110.2

（ 54,394,713 ） （ 10.9 ） （ 100.0 ）

補 助 費 等 54,379,934 11.1 52,962,449 10.7 54,394,713 10.9 102.7 100.0

（ 38,924,197 ） （ 7.8 ） （ 94.0 ）

貸付金出資金 36,593,308 7.5 38,924,197 7.9 38,924,197 7.8 94.0 94.0

（ 6,549,937 ） （ 1.3 ） （ 84.8 ）

繰 出 金 5,557,369 1.1 6,536,381 1.3 6,549,937 1.3 85.0 84.8

（ 9,570,798 ） （ 1.9 ） （ 87.8 ）

積 立 金 8,402,719 1.7 9,569,531 1.9 9,570,798 1.9 87.8 87.8

（ 100,000 ） （ 0.0 ） （ 100.0 ）

予 備 費 100,000 0.0 100,000 0.0 100,000 0.0 100.0 100.0

（ 499,563,063 ） （ 100.0 ） （ 98.2 ）

合 計 490,627,619 100.0 494,625,236 100.0 500,499,501 100.0 99.2 98.0

その他行政経費

平 成 １ 8 年 度 平 成 １ 7 年 度 前 年 度 予 算 対 比

義 務 的 経 費

投 資 的 経 費

－４－



（ 4 ） 歳 出 （ 公 共 事 業 内 訳 ） （単位：千円，％）

（ 12月現計予算額（D） ） （ A/D×100 ）

当 初 予 算 額 （ A ） 構成比 当 初 予 算 額 （ B ） 構成比 ９月現計予算額（C） 構成比 A/B×100 A/C×100

（ 47,023,199 ） （ 63.2 ） （ 98.5 ）

46,316,716 64.5 46,631,976 63.1 47,023,199 63.2 99.3 98.5

（ 10,684,183 ） （ 14.4 ） （ 93.4 ）

道 路 事 業 費 9,979,000 13.9 10,568,000 14.3 10,684,183 14.4 94.4 93.4

（ 1,343,089 ） （ 1.8 ） （ 172.1 ）

街 路 事 業 費 2,312,000 3.2 1,957,089 2.6 1,343,089 1.8 118.1 172.1

（ 11,052,146 ） （ 14.8 ） （ 100.5 ）

河 川 事 業 費 11,108,000 15.5 11,052,146 15.0 11,052,146 14.8 100.5 100.5

河 川 総 合 （ 6,240,800 ） （ 8.4 ） （ 97.2 ）

開 発 事 業 費 6,063,000 8.4 6,100,043 8.2 6,240,800 8.4 99.4 97.2

（ 9,351,200 ） （ 12.6 ） （ 119.1 ）

砂 防 事 業 費 11,137,200 15.5 9,351,200 12.7 9,351,200 12.6 119.1 119.1

（ 1,054,000 ） （ 1.4 ） （ 59.8 ）

海 岸 事 業 費 630,000 0.9 1,054,000 1.4 1,054,000 1.4 59.8 59.8

（ 1,496,300 ） （ 2.0 ） （ 69.2 ）

港 湾 事 業 費 1,035,000 1.4 1,302,000 1.8 1,496,300 2.0 79.5 69.2

（ 277,450 ） （ 0.4 ） （ 101.9 ）

公 園 事 業 費 282,855 0.4 277,450 0.4 277,450 0.4 101.9 101.9

住 宅 建 設 （ 1,324,532 ） （ 1.8 ） （ 10.0 ）

事 業 費 132,783 0.2 1,324,532 1.8 1,324,532 1.8 10.0 10.0

災 害 関 連 （ 4,199,499 ） （ 5.6 ） （ 86.6 ）

事 業 費 3,636,878 5.1 3,645,516 4.9 4,199,499 5.6 99.8 86.6

（ 27,100,132 ） （ 36.4 ） （ 90.3 ）

24,470,515 34.1 26,937,452 36.4 27,100,132 36.4 90.8 90.3

大 型 魚 礁 （ 198,410 ） （ 0.3 ） （ 94.7 ）

設 置 事 業 費 187,860 0.3 198,410 0.3 198,410 0.3 94.7 94.7

県 営 漁 港 （ 1,933,000 ） （ 2.6 ） （ 93.8 ）

事 業 費 1,812,400 2.5 1,864,000 2.5 1,933,000 2.6 97.2 93.8

市 町 村 営 （ 703,852 ） （ 0.9 ） （ 91.4 ）

漁 港 事 業 費 643,016 0.9 703,852 0.9 703,852 0.9 91.4 91.4

（ 1,745,312 ） （ 2.3 ） （ 96.1 ）

造 林 事 業 費 1,676,838 2.3 1,745,312 2.4 1,745,312 2.3 96.1 96.1

（ 1,477,352 ） （ 2.0 ） （ 94.9 ）

林 道 事 業 費 1,402,365 2.0 1,477,352 2.0 1,477,352 2.0 94.9 94.9

（ 3,050,416 ） （ 4.1 ） （ 91.0 ）

治 山 事 業 費 2,775,290 3.9 3,050,416 4.1 3,050,416 4.1 91.0 91.0

土 地 改 良 （ 10,988,844 ） （ 14.7 ） （ 99.1 ）

事 業 費 10,890,955 15.2 10,907,244 14.7 10,988,844 14.7 99.9 99.1

かんがい排水 （ 4,996,011 ） （ 6.7 ） （ 53.6 ）

事 業 費 2,677,500 3.7 4,996,011 6.8 4,996,011 6.7 53.6 53.6

農 道 （ 2,546,035 ） （ 3.3 ） （ 125.1 ）

事 業 費 3,183,908 4.4 2,546,035 3.4 2,546,035 3.3 125.1 125.1

農 村 総 合 （ 5,190,883 ） （ 7.0 ） （ 65.0 ）

整 備 事 業 費 3,373,671 4.7 5,190,883 7.0 5,190,883 7.0 65.0 65.0

農 地 防 災 （ 1,091,063 ） （ 1.5 ） （ 87.6 ）

事 業 費 956,120 1.3 1,078,983 1.5 1,091,063 1.5 88.6 87.6

（ 721,000 ） （ 1.0 ） （ 104.3 ）

海 岸 事 業 費 752,000 1.0 721,000 1.0 721,000 1.0 104.3 104.3

（ 333,334 ） （ 0.4 ） （ 300.0 ）

1,000,000 1.4 333,334 0.5 333,334 0.4 300.0 300.0

（ 74,456,665 ） （ 100.0 ） （ 96.4 ）

合 計 71,787,231 100.0 73,902,762 100.0 74,456,665 100.0 97.1 96.4

建 設 事 業 費

北 陸 新 幹 線

平 成 １ 7 年 度 前 年 度 予 算 対 比

土 木 関 係

農 林 水 産 関 係

平 成 １ 8 年 度
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（ 5 ） 歳 出 （ 県 単 事 業 内 訳 ） （単位：千円，％）

（ 12月現計予算額（D） ） （ A/D×100 ）

当 初 予 算 額 （ A ） 構 成 比 当 初 予 算 額 （ B ） 構 成 比 ９月現計予算額（C ） 構 成 比 A/B×100 A/C×100

（ 8,901,892 ） （ 17.5 ） （ 88.4 ）

7,865,797 14.4 8,901,892 17.8 8,901,892 17.5 88.4 88.4

（ 7,512,743 ） （ 14.7 ） （ 88.0 ）

道 路 事 業 費 6,610,029 12.1 7,512,743 15.0 7,512,743 14.7 88.0 88.0

（ 152,638 ） （ 0.3 ） （ 91.8 ）

街 路 事 業 費 140,053 0.3 152,638 0.3 152,638 0.3 91.8 91.8

（ 665,940 ） （ 1.3 ） （ 90.6 ）

河 川 事 業 費 603,240 1.1 665,940 1.3 665,940 1.3 90.6 90.6

河 川 総 合 （ 153,000 ） （ 0.3 ） （ 88.2 ）

開 発 事 業 費 135,000 0.2 153,000 0.3 153,000 0.3 88.2 88.2

（ 280,781 ） （ 0.6 ） （ 88.5 ）

砂 防 事 業 費 248,480 0.4 280,781 0.6 280,781 0.6 88.5 88.5

（ 28,240 ） （ 0.1 ） （ 109.8 ）

港 湾 事 業 費 31,000 0.1 28,240 0.1 28,240 0.1 109.8 109.8

（ 3,000 ） （ 0.0 ） （ 100.0 ）

海 岸 事 業 費 3,000 0.0 3,000 0.0 3,000 0.0 100.0 100.0

（ 105,550 ） （ 0.2 ） （ 90.0 ）

下水道事業費 94,995 0.2 105,550 0.2 105,550 0.2 90.0 90.0

（ 590,610 ） （ 1.1 ） （ 90.0 ）

531,549 1.0 590,610 1.2 590,610 1.1 90.0 90.0

県 営 漁 港 （ 61,530 ） （ 0.1 ） （ 92.0 ）

事 業 費 56,600 0.1 61,530 0.1 61,530 0.1 92.0 92.0

市 町 村 営 （ 9,270 ） （ 0.0 ） （ 75.7 ）

漁 港 事 業 費 7,020 0.0 9,270 0.0 9,270 0.0 75.7 75.7

（ 246,295 ） （ 0.5 ） （ 90.0 ）

林 道 事 業 費 221,660 0.4 246,295 0.5 246,295 0.5 90.0 90.0

（ 46,750 ） （ 0.1 ） （ 89.8 ）

治 山 事 業 費 42,000 0.1 46,750 0.1 46,750 0.1 89.8 89.8

土 地 改 良 （ 218,165 ） （ 0.4 ） （ 89.9 ）

事 業 費 196,188 0.4 218,165 0.5 218,165 0.4 89.9 89.9

農 地 防 災 （ ） （ ） （ 皆増 ）

事 業 費 1,581 0.0 皆増 皆増

（ 8,600 ） （ 0.0 ） （ 75.6 ）

海 岸 事 業 費 6,500 0.0 8,600 0.0 8,600 0.0 75.6 75.6

（ 3,636,577 ） （ 7.1 ） （ 84.0 ）

3,056,517 5.6 3,636,577 7.2 3,636,577 7.1 84.0 84.0

（ 8,079,000 ） （ 15.8 ） （ 105.5 ）

8,521,000 15.5 7,895,000 15.8 8,079,000 15.8 107.9 105.5

（ 561,000 ） （ 1.1 ） （ 81.1 ）

455,000 0.8 561,000 1.1 561,000 1.1 81.1 81.1

（ 387,869 ） （ 0.8 ） （ 139.3 ）

540,390 1.0 387,869 0.8 387,869 0.8 139.3 139.3

（ 766,209 ） （ 1.5 ） （ 91.5 ）

700,837 1.3 765,859 1.5 766,209 1.5 91.5 91.5

（ 26,997,643 ） （ 52.9 ） （ 118.3 ）

31,950,517 58.3 26,177,296 52.3 26,997,643 52.9 122.1 118.3

（ 49,920,800 ） （ 97.8 ） （ 107.4 ）

53,621,607 97.9 48,916,103 97.7 49,920,800 97.8 109.6 107.4

（ 1,142,342 ） （ 2.2 ） （ 102.8 ）

1,174,013 2.1 1,142,342 2.3 1,142,342 2.2 102.8 102.8

（ 51,063,142 ） （ 100.0 ） （ 107.3 ）

54,795,620 100.0 50,058,445 100.0 51,063,142 100.0 109.5 107.3

（ 10,634,844 ） （ 20.8 ） （ 90.0 ）

①＋②＋③ 9,571,359 17.5 10,634,844 21.3 10,634,844 20.8 90.0 90.0

県 単 事 業 再 計

そ の 他

投 資 的 経 費

県 単 事 業 計

土 木 事 業

合 計

緊 急 林 道

維 持 補 修 費 ③

整 備 事 業 費

公 共 つ ぎ た し

平 成 17 年 度 前 年 度 予 算 対 比

緊 急 農 道

整 備 事 業 費

土 木 関 係 ①

農 林 水 産 関 係 ②

平 成 18 年 度

地 方 特 定 事 業 費

緊 急 地 方 道 路

整 備 事 業 費

－６－



2 特 別 会 計

平 成 18 年 度

（ 12月現計予算額(Ｄ) ） （
Ａ / Ｄ

×100 ）

会 計 名 当 初 予 算 額 ( Ａ ) 当 初 予 算 額 ( Ｂ ) ９月現計予算額(Ｃ) Ａ / Ｂ ×100 Ａ/Ｃ×100

（ 258,064 ） （ 105.4 ）

用 品 等 集 中 管 理 事 業 272,007 250,007 258,064 108.8 105.4

（ 41,451 ） （ 15.5 ）

災 害 救 助 基 金 6,413 38,436 41,451 16.7 15.5

（ 173,240 ） （ 80.0 ）

母子寡婦福祉資金貸付金 138,507 115,329 173,240 120.1 80.0

（ 4,493,122 ） （ 89.6 ）

中小企業支援資金貸付金 4,025,053 3,534,776 4,493,122 113.9 89.6

（ 181,036 ） （ 100.3 ）

農 業 改 良 資 金 貸 付 金 181,549 181,036 181,036 100.3 100.3

（ 101,357 ） （ 100.0 ）

沿岸漁業改善資金貸付金 101,324 101,357 101,357 100.0 100.0

（ 71,792 ） （ 94.4 ）

林 業 改 善 資 金 貸 付 金 67,775 45,854 71,792 147.8 94.4

（ 100,801 ） （ 101.6 ）

県 有 林 事 業 102,370 100,801 100,801 101.6 101.6

（ 3,019,943 ） （ 66.3 ）

用 地 先 行 取 得 事 業 2,001,736 3,019,943 3,019,943 66.3 66.3

（ 247,403 ） （ 160.8 ）

駐 車 場 整 備 事 業 397,811 247,403 247,403 160.8 160.8

（ 2,507,560 ） （ 134.1 ）

港 湾 整 備 事 業 3,363,408 2,482,560 2,507,560 135.5 134.1

（ 3,358,552 ） （ 99.5 ）

下 水 道 事 業 3,343,152 3,358,552 3,358,552 99.5 99.5

（ 5,342,372 ） （ 104.2 ）

証 紙 5,568,445 5,342,372 5,342,372 104.2 104.2

（ 19,896,693 ） （ 98.4 ）

合 計 19,569,550 18,818,426 19,896,693 104.0 98.4

3 企 業 会 計

平 成 18 年 度

（ 12月現計予算額(Ｄ) ） （
Ａ / Ｄ

×100 ）

会 計 名 当 初 予 算 額 ( Ａ ) 当 初 予 算 額 ( Ｂ ) ９月現計予算額(Ｃ) Ａ / Ｂ ×100 Ａ/Ｃ×100

（ 22,855,280 ） （ 106.1 ）

病 院 24,243,050 23,049,459 23,093,537 105.2 105.0

（ 2,551,938 ） （ 95.8 ）

電 気 2,444,069 2,581,990 2,626,134 94.7 93.1

（ 676,080 ） （ 83.4 ）

臨 海 工 業 用 地 等 造 成 563,778 669,599 675,365 84.2 83.5

（ 853,797 ） （ 129.7 ）

工 業 用 水 道 1,107,658 846,392 846,392 130.9 130.9

（ 6,705,235 ） （ 70.3 ）

水 道 用 水 供 給 4,712,657 6,703,622 6,703,622 70.3 70.3

（ 617,451 ） （ 129.3 ）

臨 海 下 水 道 798,252 620,802 620,802 128.6 128.6

（ 34,259,781 ） （ 98.9 ）

合 計 33,869,464 34,471,864 34,565,852 98.3 98.0

（ 単 位 千 円 ， ％ ）

（ 単 位 千 円 ， ％ ）

平 成 17 年 度 前 年 度 予 算 対 比

平 成 17 年 度 前 年 度 予 算 対 比

－７－
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平成１８年度当初予算発表要旨 
       

 

Ⅰ 平成１８年度当初予算の重点課題 
 

○ 経済の活性化 
○ 農林水産業の振興 
○ 少子化対策 
○ 健康長寿ふくい 
○ 人づくり 
○ 県民生活の安全・安心 
○ 高速交通体系の整備促進とまちづくり 
○ 歴史的遺産、自然の保全・活用 
○ 文化の振興とふくいブランドの展開 

 
 
 
Ⅱ 予算編成の工夫 
 
 ○ 「元気宣言」中間評価の反映 
 ○ 「三位一体の改革」を契機とした本県独自の予算編成方法 
 ○ 県民、市町、民間団体との協働  

○ 職員提案型ゼロ予算事業 
○ 政策形成過程からの県民参加 

 
 
 
Ⅲ 平成１８年度当初予算の規模 
 
  一 般 会 計  ４，９０６億２７百万円余 

  特 別 会 計    １９５億６９百万円余 

  企 業 会 計    ３３８億６９百万円余 

      計    ５，４４０億６６百万円余 

 

※『福井元気宣言』のビジョンを実現するための「新世紀政策推進枠

事業」として、一般財源６６億円を措置 

資料 No.２
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Ⅳ 主要施策 

○経済の活性化 

 

 （挑戦（チャレンジ）ふくいの推進）…………………資料 NO.4 参照 

  

（観光誘客（ビジットふくい）） 

   Ｐ５０「○新 民宿の魅力づくり支援モデル事業」 

Ｐ１７「○新 エコ・グリーンツーリズム強化推進事業」 

   Ｐ５１「○拡 観光土産品活性化支援事業」 

   Ｐ５１「○新 伝統的工芸品産地誘客拡大事業」 

  

 （団塊の世代、フリーター・ニート対策） 

   Ｐ３２「○新 団塊の世代社会貢献活動促進事業」 

  Ｐ３２「○新 団塊の世代就労支援事業」 

 Ｐ３２「○新 団塊の世代就農相談事業」 

  Ｐ３２「○新 ふくい田んぼ塾開催事業」 

  Ｐ３２「○新 『達年』介護・子育てボランティア活動支援事業」 

  Ｐ５０「○新 『新ふくい人』誘致促進事業」 

  Ｐ２ 「○新 若年者就職基礎能力向上事業」 

   Ｐ２ 「○新 若年無業者（ニート）自立支援事業」 

 

（エネルギー研究開発拠点化計画の推進） 

  Ｐ４２「エネルギー研究開発拠点化推進会議運営事業」 

Ｐ４２「○新 原子力・エネルギー関連技術開発支援事業」 



 3

○農林水産業の振興 

 （担い手の育成） 

  Ｐ１１「○新 生産組織高度化支援事業」 

 Ｐ１２「○新 農地集積実践事業」 

 Ｐ１２「○新 農業生産組織等育成支援事業」 

 

 （福井米の販売促進） 

Ｐ７ 「○新 『おいしい福井米』販売促進事業」 

  Ｐ８ 「○新 コシヒカリ育成５０周年記念事業」 

Ｐ８ 「○新 『イクヒカリ』販売促進支援事業」 

 

 （園芸品目の生産拡大） 

Ｐ１４「○新 福井うめ産地活性化事業」 

 Ｐ１４「○新 越前水仙産地活性化支援事業」 

 

 （坂井北部丘陵地対策） 

Ｐ１２「○新 坂井北部丘陵地畑作再生総合対策事業」 

 

 （地産地消の新展開とふくい野菜の販売促進） 

Ｐ１４「○新 地産地消の新展開支援事業」 

Ｐ１５「○新 ふくい産食材消費拡大推進事業」 

Ｐ７ 「○新 『健康長寿ふくいの野菜』販売促進事業」 
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  （全国植樹祭に向けた取組み） 

Ｐ１８「○新 全国植樹祭開催準備事業」 

   Ｐ１９「○新 全国植樹祭関連県民運動展開事業」 

 

○少子化対策 

 （経済的負担の軽減） 

Ｐ２６「○新 ふくい３人っ子応援プロジェクト」 

Ｐ２６「○新 元気なふくいっ子出産応援事業」 

Ｐ２４「○拡 保育対策等促進事業」 

Ｐ２４「○拡 すくすく保育支援事業」 

Ｐ２４「○拡 すみずみ子育てサポート事業」 

Ｐ２６「○拡 不妊治療費助成事業」 

    

（縁結び） 

   Ｐ２６「○拡 若者出会い交流応援事業」 

 

（子育て支援） 

Ｐ２２「子育てマイスター地域活動推進事業」 

   Ｐ２２「○新 父親の子育て力向上推進事業」 

Ｐ２３「○新 子育て女性の再就職支援事業」 

 

（フレンドリー企業の支援） 

Ｐ２２「子育て支援職場づくり推進事業」 

Ｐ２２「○拡 企業の子育て奨励事業」 
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○健康長寿ふくい 

（健康寿命） 

Ｐ３３「○拡 『健康長寿ふくい』推進特別アドバイザー設置事業」 

  Ｐ３４「○新 『健康長寿度チェック（仮称）』推進事業」 

  Ｐ３４「○新 『ふくい（腹囲）新健康自己チェック』推進事業」 

Ｐ３４「○新 生涯を通じた口腔の健康増進事業」 

 

（新介護保険制度への対応） 

Ｐ４０「○新 在宅介護のための医師との連携促進事業」 

  Ｐ４０「○新 在宅介護推進のための普及啓発と研究事業」 

  Ｐ４０「○新 介護予防専門能力向上支援事業」 

Ｐ４０「○新 地域包括支援センター充実強化支援事業」 

 

 （食育の推進） 

   Ｐ３１「○拡 元気いきいき福井をつくる食育推進事業」 

   Ｐ５４「○新 『ごみを出さない地域づくり』推進事業」 

 

（がん検診・がん治療） 

Ｐ３３「○新 元気長生きがん予防推進事業」 

  Ｐ３３「陽子線がん治療施設整備事業」 

 

○人づくり 

 （子どもの教育の充実） 

   Ｐ２９「元気福井っ子笑顔プラン事業」 
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   Ｐ２９「○拡 低学年学校生活サポート推進事業」 

   Ｐ２８「○新 教科指導力養成セミナー実施事業」 

  Ｐ２８「○新 学力向上セミナー実施事業」 

  Ｐ２８「高等学校学力向上教員配置事業」 

Ｐ２８「高校生学力向上推進支援事業」 

  Ｐ２９「○新 小・中学校教員指導力向上事業」 

 

（県立大学の充実） 

Ｐ３０「県立大学法人化準備事業」 

  Ｐ３０「県立大学生物資源学部における教育水準向上事業」 

 

○県民生活の安全・安心 

（子どもの安全・安心の確保） 

Ｐ６１「○拡 子ども安心３万人作戦」 

 Ｐ６１「○新 子ども安全・安心パワーアップ事業」 

  Ｐ６１「○新 子ども地域安全情報の提供」 

 

（治安の向上） 

  Ｐ６２「臨時交番相談員配置事業」 

  Ｐ６２「 ふくいマイタウン・パトロール隊育成・支援事業」 

Ｐ６２「○新 わがまち安全・安心ロック＆ライトアップ作戦」 

  Ｐ６２「○新 女性のための防犯安全対策事業」 
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（地域防災対策） 

Ｐ６３「○新 災害時要援護者避難支援人材育成事業」 

Ｐ６２「○拡 災害情報インターネットシステム拡充事業」 

  Ｐ６３「○新 地域防災動画情報配信事業」 

  Ｐ６３「○拡 ため池防災情報提供事業」 

  Ｐ６２「防災情報ネットワーク再整備事業」 

 

（雪害対策） 

Ｐ６４「除雪事業（公共・県単）」 

Ｐ６４「歩道除雪モデル事業（県単）」 

Ｐ６４「雪寒道路整備事業（公共・臨交）」 

 

（交通安全対策） 

Ｐ６０「○新 交通安全３Ｓ運動ステップアップ事業」 

   Ｐ６０「○新 事故防止体験教育事業」 

 

（福井豪雨災害対策） 

  Ｐ７１「河川激甚災害対策特別緊急事業（公共）」 

  Ｐ７１「河川等災害復旧助成事業（公共）」 

   Ｐ７１「砂防激甚災害対策特別緊急事業（公共）」 

Ｐ７１「治山激甚災害対策特別緊急事業（公共）」 

        

 

 



 8

○高速交通体系の整備促進とまちづくり 

  （北陸新幹線） 

Ｐ４３「北陸新幹線建設事業」 

 

（高速道路） 

Ｐ４３「舞鶴若狭自動車道整備推進事業」    

Ｐ４３「中部縦貫自動車道整備推進事業」 

 

（まちづくり） 

   Ｐ５ 「○新 学生発 中心市街地等商業活性化プラン誘発事業」 

   Ｐ６ 「○新 中心市街地店舗開業支援事業」 

Ｐ５７「手寄地区市街地再開発における県施設整備事業」 

Ｐ５６「○新 新快速直通化開業記念行事等開催事業」 

 Ｐ５６「○新 『つるが縁結び紀行』（仮称）作成支援事業」 

 Ｐ５６「○新 快速鉄道による京阪神観光客拡大事業」 

  Ｐ５６「○新 自転車タクシー利活用推進事業」 

  Ｐ５６「○新 敦賀港線活用調査事業」 

   Ｐ５７「○新 中心市街地活性化道路照明灯整備事業」 

    Ｐ６ 「○新 中心市街地店舗開業支援事業」 

 

○歴史的遺産、自然の保全・活用 

（歴史的遺産の保全・活用）  

Ｐ５８「福井の歴史的建造物保存促進事業」 

 Ｐ５８「○新 アカタン砂防歴史遺産活用促進事業」 
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Ｐ５８「一乗谷朝倉氏遺跡整備・活用推進事業」 

Ｐ５７「福井城址整備事業」 

 

（景観対策）  

  Ｐ５８「福井の景観づくり推進事業」 

   

（ラムサール条約湿地「三方五湖」の再生）  

   Ｐ５５「美しい三方五湖再生事業」 

 Ｐ５５「ラムサール条約湿地『三方五湖』魚類生息状況調査事業」 

Ｐ５５「○新 ラムサール条約湿地『三方五湖』再生整備事業」 

 

○文化の振興とふくいブランドの展開 

 ・文化の振興 

Ｐ６６「○新 ふくい県民文化総合推進事業」 

Ｐ６６「○新 子どものための文化芸術促進事業」 

Ｐ６６「○新 指定等文化財活用推進事業」 

Ｐ６４「○新 県立図書館等歴史資料活用推進事業」 

Ｐ６５「○新 『ふるさと文学コーナー』（仮称）整備事業」 

Ｐ６５「○拡 県立図書館サービス向上事業」 

Ｐ６５「○拡 ふくい漢字学習推進事業」 

Ｐ６６「○新 交流特別展『白山』の開催」 
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・ふくいブランドの展開 

（アニバーサリーの活用）  

Ｐ５０「○新 岡倉天心『茶の本』出版１００周年記念事業」 

 Ｐ５０「○新 継体天皇即位１５００周年記念事業」 

 

（恐竜のブランド化）  

    Ｐ６５「○拡 恐竜ブランド発信事業」 

 

（「考福学（こうふくがく）」運動）  

Ｐ４９「○新 『考福学（こうふくがく）』運動推進事業」 

Ｐ３ 「○新 『実は福井』の技発見事業」 

Ｐ６６「○新 『平成ふくい風土記』（仮称）作成事業」 

 



平成１８年度当初予算 

 

 

主  要  事  業 

福井豪雨災害対策事業 

 

 

 

 

福  井  県 

資料 No.３
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～ 事業内容の見方について ～ 

 

 

 

１．事業名称の先頭に 

 

 「」とあるのは、１８年度の新規事業です。 

 

 「」とあるのは、１８年度において事業内容の拡充を行った事業です。 

 

 

２．事業名称の後に 

 
   ☆ 
  

とあるのは、「新世紀政策推進枠事業」に該当するものです。 

 

  「新世紀政策推進枠事業」…「福井元気宣言」の実現のために、行財政構

  造改革の推進により生み出す財源で行う事業（ただし施設改修、公共事業

  関連を除く。） 

 

 チャレンジふくい  

 
とあるのは、「挑 戦

チャレンジ

ふくい －福井県経済社会活性化プラン－」を具体化する 

ために実施する事業です。 

 
 県民参加  

 

とあるのは、広く意見を募集し、県民の皆さまに予算編成過程に参加していた 

だいた事業です。 

 

 電源  

 

とあるのは、本県等の提案により使途が弾力化した国の電源交付金・補助金を 

有効に活用して実施する事業です。 
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Ⅰ 元 気 な 産 業 

 

 

１ 経済対策の緊急発動 

 

 

◇経済対策の発動 

 

 〈経済社会活性化プランの推進〉 

 

 福井県経済社会活性化戦略会議事業（総合政策部）☆ ★ 2,496

 経済界・労働界・学識経験者で構成する「福井県経済社会活性化戦略会議」において、

平成１５年１２月に策定した「挑戦ふくい－福井県経済社会活性化プラン－」の推進状況

等について意見交換を行います。 

   委員数 １０名程度 

(2,760)

 

 

〈１５，０００人の雇用創出〉 

 

 福井県労働状況調査事業（総務部）☆ 20,656

  雇用創出プラン等各種雇用施策の立案等に活用するため、四半期毎の就業状況を調査し

ます。 

   調査期日 毎月末日 

   調査対象 県内に居住する１５歳以上の世帯員（約２，１００人） 

   調査内容 完全失業率等の就業状態、フリーターの実態 

(21,958)

 

 

 若者就職支援センター（ジョブカフェ）運営事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  21,252

  若者のための就職に関する悩み事の相談から、求人情報の提供、国の公共職業安定所と

連携した就職のあっせんまで、若者の就職をワンストップでサポートします。 

(16,630)

 

 

 高校生就労意識向上事業（教育庁）☆  チャレンジふくい  8,975

  高校生の職業観や就労意識の向上を図り、早期離職を防止します。 

   事業内容 企業経営者等による講演会（職業学科・総合学科設置校１８校） 

        民間企業での就業体験（職業学科・総合学科設置校１８校２年生全員） 

        就労意識向上のための研修（県立高校３２校１年生の希望者） 

(8,500)

 

 

 離転職者等能力開発推進事業（デュアルシステム分）（産業労働部）☆  チャレンジふくい  14,362

  産業技術専門学院において、講義と企業実習が一体となった職業訓練（デュアルシステ

ム）を実施し、企業の即戦力ニーズに対応できる人材を育成します。 
(0)

 

 

 再就職支援セミナー・早期就職面接会開催事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  5,746

  雇用のミスマッチの解消を図り早期就職を促進するため、中高年者を対象として、再就

職支援セミナーと就職面接会を開催します。 

   開催場所 県内６会場（延べ５００人参加予定） 

(3,150)

 

 

 

予 算 額 
（単位：千円）

（  ) 内は一般財源 

（内部資料にのみ記載） 

★印は１６年度に

掲載した事業 



 

 

- 2 -

 

 

 コールセンター産業人材育成事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい   電 源  8,485

  誘致したコールセンターへの就業促進と新たな誘致につなげるため、民間業者に委託し

て、学生や一般の求職者等を対象に研修を実施します。 

   事業内容 コールセンターへの就職セミナー 年１０回（延べ４４０人受講予定） 

        コールセンター入門講座     年 ８回（延べ１２０人受講予定） 

(0)

 
 

 若年者就職基礎能力向上事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい   県民参加  2,368

  職場におけるコミュニケーション能力の向上や、基礎的なビジネスマナーの習得を図る

講座を開催し、若年者の就職やキャリアアップに結びつけます。 

   事業内容 就労体験つきの短期講座 年３回（延べ４５人受講予定） 

(0)

 
 

 若年無業者（ニート）自立支援事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい   県民参加  2,161

  若年無業者（ニート）の自立を支援するため、農作業などの労働体験を実施し、社会活

動への参加を促すとともに、県民全体の意識を喚起するためのセミナーを開催します。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   事業内容 労働体験などの実施 年４回（延べ２０人受講予定） 

セミナー開催 年１回（２００人受講予定） 

(0)

 
 

 県外新規学卒者就職支援事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  4,053

  メールマガジンや民間就職支援サイトを活用し、本県出身者や本県への就職に関心を持

つ県外大学生等の本県への就職を促進します。 

事業内容 メールマガジンによる県内就職関連情報の配信 

     民間就職支援サイトへの県内就職関連イベント等の掲載 

(0)

 
 



 

 

- 3 -

 

 

２ ものづくり・新産業創出 

 

 

◇新技術開発による産業の高付加価値化 

 

〈産学官共同研究企業数を倍増〉 

 

 福井県産力強化事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい    ★ 2,000

 本県ものづくり産業の競争力を強化するため、県内の産学官の代表者で構成する「福井

県産力戦略本部」が中心となり、県内の企業、大学、産業支援機関および行政が足なみを

そろえ、最先端技術開発や産学官共同研究を推進します。 

（2,000）

 
 

 「実は福井」の技発見事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい    ★ 2,884

 優れた技術力を有する県内企業の情報を収集し、広く全国に向けて発信することにより、

県外大学・企業等と連携した研究開発や新事業展開を促進します。 

事業期間 １８年度～２０年度 

  事業内容 ものづくり技術や製品などを紹介した冊子、ホームページ作成 

（2,000）

 
 

 ふくい産学官共同研究推進総合事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  ★ 75,800

 先端的な技術開発を行う産学官共同研究に加えて、県内個々の企業や企業グループが大

学等と共同で取り組む幅広い分野での研究に対し補助を行うことで、新技術の開発を促進

します。 

重点５分野での戦略的な産学官共同研究（１件） 

実施主体 ふくい産業支援センター 

補 助 率 １／２（補助限度額 ４５０万円） 

企業が中心となって行う産学官共同研究 

実施主体 県内中小企業を含む産学官共同研究グループ（１４件程度） 

補 助 率 １／２（補助限度額 ５００万円） 

工業技術センターと企業等との共同研究（１３件程度） 

事業内容 企業ニーズに対応した共同研究の実施 

          工業技術センターが持つ技術シーズの製品化共同研究の実施 

(89,300)

 
 
 知的財産セミナー開催事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  2,000

  特許出願件数の増加を図るため、県内企業の経営者や実務者等を対象としたセミナーを

開催します。 

事業期間 １７年度～１９年度 

   事業内容 知的財産セミナー 年３回（延べ３００人参加予定） 

(2,000)

 
 
 ふくい産力強化国際特許出願経費補助事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  11,500

 県内企業の国際的な事業展開を支援するため、優れた技術を有する県内企業等（６件程

度）に対して、国際特許出願に要する経費の一部を助成します。 

事業期間 １７年度～１９年度 

補 助 率 １／２（補助限度額 １５０万円） 

(12,000)
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 産学官連携による「メイドインふくいソフト」開発支援事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  14,900

 産学官連携による福井発の独自のソフトの研究、開発を行うグループに対して支援を行

い、本県ＩＴ関連産業の活性化を図ります。１６年度からの研究の成果を踏まえ、新たな

研究グループをさらに５件程度募集します。 

事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 産学官連携により研究に取り組むグループ（５件程度） 

        産学官連携により商品開発に取り組むグループ（２件程度） 

補 助 率 １／２（補助限度額 研究グループ３０万円、開発グループ５００万円） 

(16,4)

 

 

〈最先端技術開発を通じて地域産業を活性化〉 

 

 工業技術センター次世代ものづくり技術研究事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  91,066

 本県が有する産業活性化に有望な「炭素繊維開繊技術」「難加工金属材料加工技術」「レ

ーザ技術」をもとに、先端的ものづくり技術の研究開発を行います。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

(0)

 

 

 地域科学技術振興研究事業（産業労働部）☆★ 324,105

 本県で成長が期待される分野を中心に、複数の試験研究機関の連携による研究事業を実

施することにより、本県の科学技術の振興を図ります。 

   事業内容 継続研究 １８テーマ（バフンウニの資源回復対策の研究 など） 

        新規研究 １１テーマ（カーボンナノチューブ精製技術等の研究 など） 

(0)

 

 

 早期事業化促進技術開発補助金（産業労働部）☆  チャレンジふくい  35,200

 産学官共同研究の成果を活用し、３年以内に事業化を見込むことのできる実用化技術開

発に要する経費の一部を助成し、新製品の開発および早期事業化展開を促進します。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 県内中小企業または企業グループ（７件程度） 

   補 助 率 １／２（補助限度額 ５００万円） 

(35,200)

 
 

〈付加価値の高い新商品の開発販売を支援〉 

 

 ふくい発新商品開発支援事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  10,900

  企業グループ等が、大都市圏への販路開拓、新たな市場の創出や異分野の市場開拓、本

県産品であることのＰＲについて、デザインの専門家と共同で行う商品開発に対して支援

を行い、魅力的な商品開発を促進します。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   実施主体 中小企業事業者のグループまたは商工組合、事業協同組合等（５件程度） 

   補 助 率 １／２（補助限度額 ２００万円） 

(8,000)

 

 

 繊維産業自立化支援事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  80,155

 中小繊維製造事業者等が、これまでの下請け賃加工形態から脱却し、自ら商品企画・開

発等を行い、市場に近いところで自ら販売を行うなどの自立化に向けた取組みに対して助

成します。 

   事業期間 １６年度～１９年度 

   実施主体 県内繊維製造中小企業等（１１件程度） 

繊維関連団体等（４件程度） 

補 助 率 １／２（補助限度額 ５００万円、繊維関連団体は１，０００万円） 

(80,160)
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 ファッション新市場開拓事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  6,000

  ＹＯＳＡＫＯＩ祭の参加チームの衣装に着目し、本県繊維製品の優秀さを全国にＰＲす

るとともに、新市場開拓を推進します。 

事業期間 １７年度～１９年度 

   実施主体 ふくいファッションイベント実行委員会（県、５市、繊維団体で構成） 

事業内容 全国のＹＯＳＡＫＯＩチームから衣装のデザイン画を募集 

入賞２０作品について県内デザイナーと企業が衣装制作 

入賞２０チームをモデルとした公開審査会を開催 

(6,000)

 

 伝統工芸品産業企業活性化支援事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  5,000

  本県の伝統工芸品産業の活性化を図るため、企業または企業グループが実施する大都市

圏での展示会開催などの販路開拓事業や、市場ニーズ調査事業に対して支援します。 

   事業期間 １７年度～１９年度 
   実施主体 伝統工芸品を製造する中小企業または中小企業グループ（５件程度） 
   補 助 率 １／２（補助限度額 １００万円） 

(5,000)

 

 

◇やる気のある企業や創業に対する強力なバックアップ 

 

〈５０００の新規創業を達成〉 

 

 新規創業支援事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  ★ 10,418

 創業予定者に対して、産業支援センターの新事業コーディネーター等が集中的にアドバ

イスを行い、意欲ある創業予定者の事業化を支援します。 
(5,618)

 

 

 創業支援体制連携強化事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  ★ 2,329

 創業相談窓口を土日に開設するなど、創業支援強化に向けた商工会議所の新たな取組み

に対して助成を行い、新規創業を促進します。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 福井県商工会議所連合会 

   補 助 率 １／２ 

(2,833)

 
 
 地域助け合いビジネス起業化支援事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  ★ 2,756

  地域住民が中心となって介護や保育など地域の課題をビジネスとして解決しようとする

取組みを支援し、地域の活性化とサービス産業の振興を図ります。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 県、ふくい産業支援センター 

(2,254)

 

 

 わくわく商店街づくり促進事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  ★ 1,234

 個々の商店が魅力的な商品やサービスを提供する「１店１品運動」の取組みを促進し、

商店街の活性化と県内商業者の競争力強化を図ります。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 商店街振興組合等 

(645)

 
  

 学生発 中心市街地等商業活性化プラン誘発事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい   県民参加  1,300

 学生グループが主体的に参画する商業活性化のための企画を公募し、優秀な企画を商店

街等と連携して実際に取り組むことにより、若者がにぎわうまちづくりを促進します。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   実施主体 公募の中から選定された大学等の学生グループ（３グループ） 

(645)
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 中心市街地店舗開業支援事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい   県民参加  18,510

 中心市街地活性化基本計画を有する市町において、ＴＭＯ等が行う家賃補助等の空き店

舗対策を支援することにより商店街の活性化を図ります。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   補 助 率 県１／３ （市町１／３ 実施主体１／３） 

       （鉄道快速化関連） 

        県１／２ （市町１／２ 補助限度額５０万円までの出店経費等を含む） 

(645)

 
 商店街魅力向上支援事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  1,100,000

  県の無利子貸付金により、商店街の元気を取り戻すための基金を産業支援センターにお

いて造成し、市町とも連携しながら実効性のある商店街活動を支援します。 
   助成対象事業 商店街ブランド商品開発、イベントなど 
   補 助 率  １／２（商品開発、店舗改装等は１／３） 
   補助限度額  １事業当たり３００万円 

   基金積立金  １７年度 ４億円 、 １８年度 １１億円 

(0)

 

 

〈産業支援センターの充実〉 

 

 産業支援センタープロジェクトマネージャー等設置事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい ★ 23,809

 専門的見地から企業経営に助言を行い、企業の成長を支援するプロジェクトマネージャ

ー等を、産業支援センターに設置します。 
(12,589)

 

 

〈制度融資による創業支援〉 

 
 開業特別支援資金貸付金（産業労働部）☆  チャレンジふくい ★ 250,000

 創業予定者等に対して無担保で、第三者保証人を要せず、かつ、大規模な資金を融資し

ます。また、産業支援センターが事業計画の策定支援や経営全般にわたるフォローアップ

を行い、新規創業者の前向きな取組みを強力に支援します。 

   貸付限度額 １億円 

   資金使途 設備資金および運転資金 

   融資期間 １０年以内（据置３年以内） 

   保 証 料 全額補給 

   貸 付 枠 １５億円 

(0)

 
 
 意欲ある企業支援資金貸付金（産業労働部）☆  チャレンジふくい  250,000

 新たな分野や販路の開拓などにチャレンジする中小企業に対する支援の強化を図るた

め、創業後１年以上を経過した独自性とやる気のある中小企業者に対して、無担保で融資

します。 

   貸付限度額 ５，０００万円 

   資金使途 事業計画に基づく新規事業資金 

   融資期間 ７年以内（据置１年以内） 

   貸 付 枠 １０億円 

(0)
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 産業活性化支援資金貸付金（地域助け合いビジネス支援分）（産業労働部）☆  チャレンジふくい  120,000

  地域助け合いビジネスの事業展開に必要な資金を、中小企業者以外のグループ等に融資

し、新たな雇用機会の創出、地域経済の活性化を支援します。 

貸付限度額 ３，０００万円 

   資金使途 設備資金および運転資金 

   融資期間 設備資金 １０年以内（据置１年以内） 

         運転資金  ７年以内（据置１年以内） 

保 証 料 １／２補給 

   貸 付 枠 ３億円 

(0)

 

 

〈ふくい南青山２９１の機能拡充〉 

 
 福井県ビジネス支援センター運営事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  90,787

  「ふくい南青山２９１」の運営業務を、民間事業者へ委託し、業務の効率化を図ります。 

   委託期間 １７年１０月１日～２０年３月３１日  
(45,412)

 
 
〈県産品の売込み〉 

 

 ふくいの「食」インターネット通信販売実践事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい  7,500

  インターネットによる情報発信および販路開拓に意欲のある生産者等を支援するため、

インターネット物産展を開催します。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   事業内容 インターネット通信販売研修会の開催（嶺北、嶺南各３回） 

        インターネット物産展の開催（３回）（拡充） 

 

 

 「おいしい福井米」販売促進事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい  35,300

  コシヒカリ発祥地であることを象徴する付加価値商品の創出や、「健康長寿キャンペー

ン」による販売促進活動を実施します。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   実施主体 経済連 

   補 助 率 １／２ （実施主体１／２） 

   事業内容 付加価値米の販売促進 

        福井米「健康長寿キャンペーン」の展開 

(20,700)

 

 

 「健康長寿ふくいの野菜」販売促進事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい  9,000

  「健康長寿ふくい」がイメージできるような県産青果物等が四季を通して販売できるよ

う、販売促進を行う県内協議会および生産者団体の取組みに対し支援します。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   実施主体 経済連、卸業者等で構成する協議会等 

   補 助 率 １／２ （実施主体１／２） 

   事業内容 特徴のある県産青果物や高収益園芸品目の販売促進 

 

(20,700)
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 こだわりふくいの「食」ＰＲ事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい  29,700

  ふくいの「食」のＰＲとブランド化の推進を図るために実施してきた都市圏ホテルにお

ける福井県食材フェア、パブリシティ活動等をさらに充実します。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   事業内容 福井県食材フェア、食情報誌によるふくいの「食」のＰＲ 

        雑誌出版社等への働きかけによるパブリシティ活動 

(20,700)

 

 

 コシヒカリ育成５０周年記念事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい   県民参加  ★ 7,000

  本県のイメージアップおよび福井米のブランド化を図るため、コシヒカリ育成５０周年

を機に、「コシヒカリのふるさと・福井」を全国にＰＲします。 

   事業期間 １８年度 

   事業内容 インターネット「コシヒカリギャラリー」の開設 

        体験型イベント（全国小学校での稲栽培体験等） 

        「福井生まれコシヒカリ５０周年記念米」の認定・販売 

        ５０周年記念表彰・シンポジウム 

(8,000)

 

  

 「イクヒカリ」販売促進支援事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい   県民参加  8,400

  平成１８年度から県外に向け流通を開始する新品種「イクヒカリ」の販売促進を図るた

め、銘柄単品での販売推進に取り組む卸事業者に対し支援します。 

事業期間 １８年度～２０年度 

   実施主体 県 

   事業内容 卸事業者への販売促進キャンペーン資材の提供等 

(11,000)

 

 

 「越前おろしそば」ブランド確立事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい  3,200

  「越前おろしそば」のブランドを確立するため、全日本そば打ち名人大会の開催経費等

に対し助成します。 

   実施主体 福井そばルネッサンス推進実行委員会 

   事業内容 全日本そば打ち名人大会 

福井手打ちそば入門講座（「ふくい南青山２９１」で開催） 

 

 

 大都市圏販路開拓強化事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい ★ 9,414

  大都市圏の企業等に人脈を持つ本県出身者等をアドバイザーに委嘱し、県内中小企業の

ための受注情報収集や新たな取引先の開拓を行い、都市圏での販路の拡大を図ります。 

 実施主体 ふくい産業支援センター 

(4,842)

 
 
 ベンチャー企業等へのチャレンジ発注推進事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  219

  ベンチャー企業や経営革新を目指す県内中小企業者の開発した製品等の購入を促進する

ため、必要なものについては県自らが購入し、受注企業の信用力を高めるなど、販路開拓

を支援します。 

(352)
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◇人づくり 

 

〈短期ビジネススクールの開設〉 

 

 県立大学ビジネススクール（短期課程）開設事業（総務部）☆  チャレンジふくい  1,236

  県立大学に事例研究など実践的な方式で行うビジネススクールの短期課程（６か月）を

開講します。 

(1,612)

 

 

〈科学学術の顕彰〉 

 

 福井県科学学術顕彰事業（総務部）☆ 2,735

  福井県科学学術顕彰基金により、科学技術の開発や学術研究において特に顕著な業績を

挙げ、産業振興、地域活性化、住民福祉の向上に貢献したと認められる人を顕彰します。 

   表彰内容 毎年２人以内（賞金１００万円） 

(500)

 

 

 

◇新たな販路開拓 

 

〈東アジア・マーケット開拓戦略の実施〉 

 

 繊維製品東アジア販路開拓支援事業（産業労働部）☆ ★ 4,121

  国際的展示会であるインターテキスタイル上海への出展を支援し、福井県産繊維製品の

ＰＲと販路開拓を推進します。 

   事業期間 １５年度～１８年度 

(4,121)

 

 

〈県海外事務所機能の再構築と上海事務所の充実強化〉 

 
 東アジア海外事務所機能強化事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい ★ 4,713

  上海事務所にビジネスコーディネーターおよび経済顧問を配置し、法律や商慣習に関す

る相談対応、取引先紹介等を行い、本県企業の販路開拓等の取組みを支援します。 

(4,668)

 

 

 

◇先端産業の誘致 

 

〈大胆な企業誘致の展開〉 

  

 企業誘致アタック５００推進事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい ★ 2,487

  本県への企業立地をより一層促進するため、年間延べ５００社に対する企業誘致活動を

展開します。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   事業内容 立地する可能性が高い企業への訪問等 

(2,648)
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 企業立地促進補助金（産業労働部） 2,314,411

 産業クラスター形成の核づくりを担う企業をはじめ、本県への企業立地を促進するため、

土地の取得費や造成費などに対して補助を行い、本県の産業構造の高度化と雇用機会の拡

大を図ります。 

事業期間 １８年度～２２年度 

対象業種 先端技術産業、一般製造業、情報サービス業、試験研究所 

(2,161,186)

 

 

 誘致企業支援補助金（産業労働部）☆  電 源  216,469

 企業誘致をより積極的に推進するため、新たな県外からの進出企業に対し、従来からの

補助制度（企業立地促進補助金）と併せ、事業活動費等を対象とした補助を行います。 

   事業期間 １５年度～１８年度 

(0)

 

 立地企業関係強化事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  1,000

  県と市町が協力し、県内に既に立地している企業との意見交換の場を設け、立地企業に

対して増設や関連企業の誘致を促し、県内産業の継続的な発展・活性化を図ります。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

(1,000)
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３ 福井の豊かさを支える農林水産業 

 

 

◇農業 

 

〈農業生産法人数・認定農業者数を１．５倍に〉 

 

 新規就農サポート事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい  22,520

  次代を担う農業者を確保するため、優良農家での研修や奨励金の交付等により新規就農

者の育成、確保を図ります。 

   事業期間 １６年度～２０年度 

   実施主体 県、市町 

   補 助 率 県１／２ （市町１／２） 

        県１／４ （市町１／４ 就農者１／２） 

   事業内容 新規就農者農家等受入研修支援事業（県） 

        新規就農者経営支援事業（市町） 

        ・新規就農研修奨励金 

        ・就農開始小農具等整備奨励金 

        新規就農者住宅確保支援事業（市町） 

(19,851)

 

 

 新規就農者（園芸認定就農者）機械等リース事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい  10,000

  新規就農者に対して機械等のリース事業を行う（社）ふくい農林水産支援センターに対

し助成します。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   実施主体 （社）ふくい農林水産支援センター 

   補 助 率 県１／３ （市町１／３ センター１／３ リース料収入） 

(27,000)

 

 

 ふくいアグリスクール開催事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい  2,055

  農業に意欲と夢を持った若者等が現在の職業に従事しながら就農のための基礎知識や技

術を習得できるようにするとともに、新たに実践研修を希望する者には専門の講師による

指導を行います。 

   事業期間 １６年度～１９年度 

   事業内容 入門コース 座学講義、農家視察・実習 

        実践コース 園芸振興センターを利用した実践研修、宿泊費助成 

(1,620)

 

 

 生産組織高度化支援事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい ★ 6,000

  協業組織や農業法人を目指す集落営農組織に対し、経営分析や経営相談を行い、組織形

態の高度化を支援します。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   事業内容 組織形態の高度化を目指す生産組織に対する経営分析・経営相談 

        先進的農業生産法人のリーダー派遣による事例紹介 

(8,000)
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 農地集積実践事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい ★ 11,400

  認定農業者の経営規模拡大を促進するため、地域内の農地集積を進める団体の取り組み

に助成し、認定農業者への農用地の面的集積を促進します。 

   事業期間 １８年度～２１年度 

   補 助 率 国１／２ 県１／２（個人、５名以下の法人） 

        県１／２ （市町１／２）（６名以上の法人） 

事業内容 認定農業者への農地集積を行う農業者集団等への農地集積促進費の交付 

(8,000)

 

 

 農業生産組織等育成支援事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい ★ 12,448

  認定農業者や生産組織に対し、経営・技術両面での相談、指導を実施し、認定農業者の

新規育成や所得向上、さらに生産組織の協業化（経理の一元化）を図ります。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   事業内容 生産組織等育成支援協議会の設置 

        栽培・経営技術指導 

        生産組織の協業化に向けた学習会の開催 

        低コスト・高収益実証圃の設置 

(8,000)

 

  

 水田生態系再生研究事業（農林水産部）☆ ★ 5,000

  農業の生産性の向上と水田生態系の調和を図るため、モデル圃場における試験を行い、

水田生態系に配慮した農業生産基盤の整備技術を確立します。 

   事業期間 １８年度～２１年度 

   事業内容 モデル圃場（県内２箇所）において生態系保全に配慮した工法（水田魚 

道等）の検証・改良を行い、整備工法と管理手法を確立 

(8,000)

 

 

〈地域における生産組織を育成し、農業経営の低コスト化の推進と品質向上に向けた支援〉 

 

 坂井北部丘陵地農業経営体育成モデル事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい  107,000

  坂井北部丘陵地における園芸振興を図るため、同地で新規に企業的農業経営を目指す農

業生産法人の施設整備等に対して助成します。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   実施主体 新規参入する農業生産法人または農業者で組織する団体 

   補 助 率 企業的経営を目指すための調査・研修等のソフト事業 

県１／２ （実施主体１／２） 

        施設等の整備事業  

        県１／３ （市１／６ 実施主体１／２） 

(68,000)

 

  

 坂井北部丘陵地畑作再生総合対策事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい   県民参加  14,750

  坂井北部丘陵地の遊休農地等を解消し、農業生産法人等への農地集積による地域農業の

活性化を図るため、遊休農地の再生整備等に対して助成します。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   実施主体 県、三国・あわら丘陵地営農推進協議会、坂井北部土地改良区 

   補 助 率 作付状況、荒廃状況等の実態調査等 

        国１／２ 県１／４ （実施主体１／４） 

        基盤整備事業（障害物除去、整地、客土等） 

        国１／２ 県１／５ （実施主体３／１０） 

(14,000)
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 村落広域営農支援事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい ★ 104,461

  集落農業を基本としつつ、集落を超えた新たな地域営農体制、更には旧村単位等の広域

的な営農体制を整備し、生産性の高い水田農業の確立を図ります。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 県、市町、農業協同組合、営農集団等 

   補 助 率 県１／２、１／３ （実施主体１／２、２／３） 

   事業内容 推進事業          

        組織育成事業    

        地区条件整備事業  

(89,901)

 

 

 米政策改革円滑推進事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい  50,000

  大麦、大豆の高品質生産および生産配分への対応として加工用米の作付けを推進するこ

とにより、需要に応じたものづくりと安定した経営体の育成を図ります。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 農業者、営農集団 

   補 助 率 県１／２ （市町１／２） 

   事業内容 大麦・大豆品質向上奨励事業 

        加工用米推進事業 

(66,800)

 

 

 農林水産業者提案型共同研究事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい  5,000

  県の試験研究機関が農林水産業者の技術開発を支援するため、試験研究に取り組むとと

もに、農林水産関係試験場と大学・民間企業等との共同研究により、「健康長寿の福井米・

福井野菜」等健康長寿食品の開発に取り組みます。 

   事業期間 １７年度～２０年度（新規採択は１９年度まで） 

   事業内容 農林水産業者の施設を活用した共同試験研究 ５試験研究機関 

        民間企業等の施設を活用した共同研究    ２課題 

(3,000)

 

 

 農業者経営夢プラン支援事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい  10,075

  家業から企業への経営発展を促進するため、農産物加工品の開発等モデルとなる新しい

取組みを行う認定農業者等に対し助成します。 

   事業期間 １７年度～２０年度（新規採択は１９年度まで） 

   補 助 率 県１／２ （実施主体１／２）  補助限度額５００万円 

(10,075)

 

 

 地域農業支援員設置事業(農林水産部) ☆ 5,300

  直売所に出荷する農家に対し、安全安心を中心とした栽培技術向上のための現地指導を

行うため、農業改良普及事業等に１０年以上従事した経験豊かな地域農業支援員を設置し

ます。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   事業内容 地域農業支援員 ５０人の設置 

指導内容 伝統野菜など特色ある農産物の栽培技術 

        安全安心な農作物生産のための農薬適正使用         

(5,300)
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 新規園芸産地形成事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい  6,110

  高収益園芸品目による園芸農家の所得向上を図るため、既存品目の高度化や新たな「健

康長寿ふくいの野菜」等の創出と普及用モデル展示圃の設置を行います。 

  事業期間 １７年度～１９年度 

   事業内容 新品目の試作圃の設置 

        既存品目の経営モデル圃の設置 

（高糖度ミディトマト、クリスマスイチゴ、日本一早いナシ） 

        求評・販売戦略検討 

(20,700)

 

 

 やる気のある園芸産地づくり支援事業（農林水産部）☆ 100,000

  営農集団育成および産地再生のための施設整備を行う営農集団に対し助成します。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   補 助 率 県１／２、１／３ （実施主体１／２、２／３） 

(100,000)

 

 

 高収益園芸品目緊急育成事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい  88,775

 高収益園芸品目（高糖度ミディトマト、クリスマスイチゴ、日本一早いナシ）の生産の

ために必要な設備整備に対して支援を行います。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   実施主体 市町、農業協同組合、営農集団 

   補 助 率 県１／２ （実施主体１／２） 

(80,400)

 
 

 福井うめ産地活性化事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい   県民参加  ★ 4,223

 生理障害果（ヤニ果）の発生しないオリジナル品種への入れ替えを推進するための優良

苗木の生産・販売を行います。 

   事業期間 １８年度～２２年度 

   事業内容 うめ産地リーダー養成研修会、講習会の開催 

        一次加工の実習と手引きの作成 

        品種入れ替え用高品質苗木の生産・販売 

(80,400)

 

  

 越前水仙産地活性化支援事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい   県民参加  5,000

 市場の需要に応じた越前水仙の安定供給体制を確立することにより、産地の活性化と拡

大を図ります。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   事業内容 気象災害に強い生産環境、市場の需要に応じた安定生産のための条件整 

備（ハウス、傾斜地栽培用機械等）への支援 

 実施主体 営農集団 

         補 助 率 県１／３（実施主体２／３） 

(80,400)

 
  

 地産地消の新展開支援事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい   県民参加  5,000

 地産地消の更なる推進を図るため、加工業者等が行う県産食材を活用した新たな商品開

発を支援します。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   事業内容 農林水産業者と加工業者等との商談会の実施 

        マーケティングアドバイザーの派遣 

        福井県産であることのＰＲ活動支援 

(80,400)
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 ふくい産食材消費拡大推進事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい   県民参加  3,600

 県産食材の消費拡大を図るため、直売市のＰＲと「野菜のソムリエ」の育成を通じ、地

産地消活動を支援します。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   事業内容 「とれたてふくいの市」の開催、ＰＲ 

        「野菜のソムリエ」資格講座の誘致 

(80,400)

 
 
 直播による稲作経営規模拡大事業（農林水産部）☆ 26,155

  省力・低コストの直播栽培を普及拡大させることにより、稲作農家の経営規模拡大を図

ります。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   実施主体 県、認定農業者、農業生産法人等 

   補 助 率 県１／４ （実施主体３／４） 

   事業内容 県指導推進事業 

        経営規模拡大奨励事業 

 
 

 畜産活性化支援対策事業（農林水産部）☆ 13,333

  生産規模を拡大しようとする意欲ある畜産農家が行う生産施設（畜舎等）、管理機械（給

餌施設等）の整備に対し支援します。 

   事業期間 １８年度～２２年度 

   実施主体 飼養頭羽数または生産量を１．２倍以上に拡大しようとする畜産農家 

   補 助 率 県１／３ （実施主体２／３） 

(7,000)

 

  

 遊休地利用による若狭牛放牧導入事業（農林水産部）☆★ 1,094

  家畜管理の省力化と坂井北部丘陵地の有効活用等を図るため、小区画面積における若狭

牛の放牧を実施します。 

   事業期間 １８年度～１９年度 

   事業内容 小区画（４０ａ程度）における放牧の実施 

        放牧による環境影響調査 

(7,000)

 

 

〈熟年農業者のグループ化を促進〉〈女性農業グループの育成、女性の感性を活かした農業経営の推進〉 

  

 いきいき女性・熟年農業者活動支援事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい  22,250

  一定の年間販売額を目指す女性や熟年農業者のグループを育成するとともに、商品開発

や簡易な施設等整備、空き店舗を利用した販売促進活動に対して支援します。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   実施主体 県、市町、農業協同組合、女性・熟年農業者グループ 

   補 助 率 県１／２、１／３ （実施主体１／２、２／３） 

(20,800)
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〈福井型食生活の提案、地産地消および県産食材給食を強力に推進〉 

 
 ふくい食の安全・安心推進事業（健康福祉部）☆ ★ 1,217

  生産者から製造、流通、消費者および行政関係者で構成する「ふくい食の安全・安心会

議」を開催し、県民が一体となって食の安全・安心を確保します。 

   事業内容 食に関係する幅広い県民の意見交換会の実施 

        食の安全・安心を考える集いの開催 

 

 
〈生産者の顔が見えるシステムの確立〉 

 

 ふくい農畜産物「あんしん情報」提供事業（農林水産部）☆ ★ 9,207

  消費者が県産農畜産物の生産情報等を容易に取得できる環境を整備し、安心して購入で

きるしくみを確立します。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   実施主体 県、農業協同組合等 

   事業内容 「あんしんふくいの食ネット」を活用した消費者への体験型ＰＲ活動 

        「あんしんふくいの食ネット」の運営（牛肉、豚肉、鶏卵システム） 

(40,805)

 

 

 ふくいの農林水産物安全管理事業（農林水産部）☆ ★ 27,323

  「食品安全ＧＡＰ」（プロセスチェック方式によるリスク管理）を取り入れた生産管理体

制の導入を進めるとともに、外部監査によるチェック体制の強化、残留農薬検査の実施に

より、安全で安心できる県産農産物を届ける体制を構築します。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   実施主体 県、農業協同組合 

   事業内容 県推進方針の検討と普及啓発 

        各品目・産地別検討会、農家向け研修会の開催 

        外部監査、残留農薬検査の実施 

(40,805)

 

 

 ＪＡＳ法に基づく食品表示適正化環境整備事業（農林水産部）☆ ★ 2,323

  ＪＡＳ法に基づく食品表示の適正化を図るため、食品表示ウォッチャーの設置による県

内食料品店の調査・指導等を行い、制度の普及啓発に努めます。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

(1,375)

 

 
〈環境調和型農業の普及促進と流通体制の整備〉 

 

 環境調和型農業ふくいモデル推進事業（農林水産部）☆ ★ 9,100

  農業生産者に対して環境調和型農業の普及を行うとともに、新たにエコファーマー制度

に取り組むモデル的な集団や集落を支援します。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   補 助 率 県１／２ （実施主体１／２） 

   事業内容 生産者向け研修会の開催 

        モデル的な集団および集落の育成支援 

(9,450)

 
 
 
 
 



 

 

 

 
〈鳥獣被害対策の強化〉 

 

 鳥獣害のない里づくり推進事業（部局連携：安全環境部・農林水産部）☆ ★ 82,000

  関係部局連携による有害鳥獣防除指導や専門家の育成および県下一斉の防除・駆除、電

気柵の整備等を行うことに加え、新たに捕獲物を地域資源として利活用するための処理対

策を推進します。 

   事業期間 １６年度～１９年度 

   実施主体 県、市町、各市町鳥獣害対策協議会等 

   事業内容 広域一斉防除・駆除、電気柵・捕獲檻の整備 

有害鳥獣分布等の情報収集・分析 

野生鳥獣被害防除推進員、駆除隊員の養成 

有害鳥獣捕獲物処理対策（捕獲物利活用の検討普及・調査実証） 

(87,228)

 
 
 ツキノワグマ広域調査事業（安全環境部）☆ 4,522

 最先端技術を活用しながら、近県と連携してクマの行動、生息状況等に関する情報

の収集・解析を行い、出没予測に基づく的確な対策を講じることにより、クマによる

人身被害等を防止します。 
  事業期間 １７年度～１９年度 
  事業内容 ＧＰＳ（衛星を活用した位置測定システム）を用いたクマの行動調

査、ドングリ類調査、生息数調査等 

(14,116)

 
 
〈「エコ・ツーリズム」、「グリーン・ツーリズム」の推進〉 

  

 
エコ・グリーンツーリズム強化推進事業 

（部局連携：安全環境部・産業労働部・農林水産部）☆  チャレンジふくい   県民参加 ★ 
5,800

  県内各地のエコ・グリーンツーリズムの魅力ある地域資源を効果的に結びつけ、県外か

らの誘客に結びつく体験プログラムやコースの企画等を行う意欲ある地域の実施主体に対

して支援します。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   事業内容 地域の実施団体が行うコースの企画・実施等に対する支援 

         実施主体 農業者・観光協会・市町等で組織するグループ 

         補 助 率 県１／２（実施主体１／２） 

        情報提供、広報等 

(465)

 
 

 「人とメダカの元気な里づくり」推進事業（安全環境部）☆  チャレンジふくい  3,637

 メダカやアベサンショウウオの生息地でもあり全国的に高い評価を受けている越前市白

山・坂口地区を中心とした地域の里地里山について、地域住民が主体となる保全活用等の

取組みを進めていきます。 
 事業期間 １７年度～２０年度 

  事業内容 希少野生生物保全指導員の養成 
   地元小中学生を対象とした希少野生生物保全のための環境教育の実施 

(3,752)
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◇林業 

 
〈県産材の利用率を５０％以上に〉 

 

 県産材生産流通システム確立事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい  20,500

  森林組合等の事業体が森林施業と経営の集約化を図り、林業生産活動を効率的に実施す

るとともに、未利用間伐材等の新たな販路に安定的に供給していくための体制づくりへの

支援を行います。 

事業期間 １８年度～２０年度 

   事業内容 間伐材等供給団地の設定（県下１０団地程度） 

実施主体 県森連 

補 助 率 県１／２（実施主体１／２） 

        森林の評価技術士の育成 

         実施主体 県（県森林整備支援センター） 

        間伐材等共同出荷体制の整備 

         実施主体 間伐材等出荷組合 

         補 助 率 県１／３（実施主体２／３） 

(904)

 

  

 「ふくいの木」普及支援事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい   県民参加  1,450

  木材の供給側（素材生産者、製材工場等）と活用側（建築士、大工・工務店等）との連

携を促進し、県産材の認知度向上を図り、県産材を使用した住宅の普及を図ります。 

事業期間 １８年度～２０年度 

   事業内容 「ふくいの木」総合サイト開設事業 

実施主体 県産材活用推進センター 

補 助 率 県１／２（実施主体１／２） 

        「ふくいの木」コーディネーター認定事業 

          実施主体 県、県産材活用推進センター 

(904)

 

  

 木の香るふくいの環境づくり推進事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい  10,500

  県民が身近に使える木製品の開発や普及活動に対し支援するとともに、県産材製品を活

用した地域の団体や企業による花と緑にあふれた地域づくりを展開します。 

事業期間 １８年度～２０年度 

   事業内容 「四季（木）の木製品」開発・普及事業 

実施主体 県産材活用推進センター 

補 助 率 県１／２（実施主体１／２） 

         花と緑にあふれた地域づくり定着支援事業 

          実施主体 地域における団体、企業等 

          補 助 率 県１／２（実施主体１／２） 

(904)

 

  

 全国植樹祭開催準備事業（農林水産部）☆  県民参加  15,400

  「第６０回全国植樹祭」（２１年度）の本県開催に向け、推進体制を整備するとともに、

本県にふさわしい植樹祭を行うための準備を行います。 

事業期間 １８年度～２１年度 

   事業内容 基本構想策定、苗木等育成 

        ホームページ開設、大会テーマ募集等 

(904)
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全国植樹祭関連県民運動展開事業 

（部局連携：安全環境部・産業労働部・農林水産部・土木部）☆  県民参加 ★ 
5,650

  「第６０回全国植樹祭」（２１年度）の本県開催に向けて、人と自然の関係を県民全体が

考え行動する運動を展開します。 

事業期間 １８年度～２１年度 

   事業内容 川を中心とした水に親しむ運動の展開 

        子どもに対する環境教育の推進 

        環境学習を通じた県土緑化の大切さ等の理解促進 

        「花のまち運動」の展開 

(904)

 

 

 間伐促進緊急特別対策事業（農林水産部）☆ 18,000

  間伐の実施が比較的遅れている高齢級の森林整備に対して、重点的に支援します。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   実施主体 森林所有者等 

   補 助 率 県３／１０ （市町１／１０ 実施主体６／１０） 

(18,000)

 

 
〈意欲のある林業者を支援〉 

 

 ふくいの森ビジネス活性化事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい ★ 13,840

  低コストで山から市場へ木材が流れる体制を整備するため、抜き伐りによる伐採活動を

積極的に行う森林所有者のグループ化や低コストで伐採搬出を行う事業者グループを育成

します。  

   事業期間 １６年度～１９年度 

   実施主体 県、福井県木材市場素材生産組合 

   補 助 額 作業路 １，０００円／ｍ 定額 

   事業内容 施業活性化グループ育成事業  

        伐採搬出用作業路開設支援事業  

(16,350)

 
 
〈松くい虫被害防除を推進〉 

  

 松くい虫等被害総合対策事業（農林水産部）☆★ 132,420

  松くい虫等による被害の蔓延を防止するため、総合的な対策を実施し、森林資源の保全

を図ります。 

   事業内容 駆除事業 １４，４８０㎡ 伐倒駆除、枯損木処理 

        予防事業    ８７８ha 薬剤散布、樹幹注入 

(96,982)
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◇水産業 

 

〈「漁業者の顔が見える」流通システムの確立〉 

  

 がんばる海業(うみぎょう)支援事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい ★ 4,330

  意欲ある漁業者グループが行う商品開発、生産・販売基盤強化など「儲かる海業」への

取組みを支援し、海業の担い手の育成を図ります。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   実施主体 福井県漁業協同組合連合会 

   補 助 率 商品開発、技術開発等  

県１／２（実施主体１／２） 

        簡易な加工設備・機器の整備 

         県１／３（実施主体２／３） 

(5,752)

 

 

〈「越前がに」などのブランドを育成、水産物の高付加価値化〉 

 

 環境配慮型漁場保全事業（農林水産部）☆ 9,393

  良好な漁場環境を確保するため、沿岸漁場の環境保全や環境に配慮した魚礁整備に対し

助成します。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   実施主体 漁業協同組合等 

   補 助 率 県１／３ （実施主体２／３） 

(8,693)

 

 

 ふくい生まれのアユ増産事業（農林水産部）☆ 12,700

  栽培漁業センター等の既存施設を活用した県産アユの増産体制を確立し、福井生まれ、

福井育ちの「ふくいアユ」の地域ブランドを確立することにより、内水面漁業の振興を図

ります。 

   事業期間 １６年度～２０年度 

(10,000)

 

 

 安全でおいしい若狭ふぐ高品質化事業（農林水産部）☆ ★ 6,130

  「若狭ふぐ」のブランドとしての地位を確立し市場価格を高めるため、現在の市場が求

めている「安全でおいしい」トラフグの養殖技術を開発し、高品質化を図ります。 

   事業期間 １６年度～１９年度 

   実施主体 県、福井県海水養魚協会 

(3,283)
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Ⅱ 元 気 な 社 会 

 

 

４ 女性の元気が福井の元気 

 

 

◇女性の持つ優れた感性を県政に反映 

 

 福井女性会議開催事業（総務部）☆★   2,354

  県内在住の女性の方から、県政の様々な課題について意見や提言を求め、女性の持つ優

れた感性や発想を県政に反映させます。 

   対 象 者 過去３年間の女性会議委員 １６０名 

(1,664)

 

 

 男女共同参画海外調査派遣事業（総務部）☆ ★ 7,489

 自主企画により男女共同参画に関する海外調査を行うグループに助成するとともに、諸

外国有識者を含めたシンポジウムを開催し、本県における男女共同参画社会の形成を強力

に進めます。 

事業期間 １６年度～１８年度 

実施主体 男女共同参画海外調査派遣事業実行委員会 

事業内容 海外調査グループの調査活動に要する経費への助成 

       派遣予定  １０グループ（４０人） 

       補 助 率  １／２ 

       上 限 額  １グループごとの通訳等共通経費１０万円 

             参加者渡航旅費等１人当たり１０万円 

シンポジウムの開催 

(3,787)

 

 

 男女共同参画計画改定事業（総務部）☆★ 2,167

  平成１４年度に策定した「福井県男女共同参画計画」を、より本県の特性を反映したも

のにするとともに、１７年１２月に改定された国の計画も踏まえて、県計画の改定を行い

ます。 

(3,787)

 

 

◇女性の起業や経営革新を支援 

 

 女性企業家支援事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  1,440

  女性が創業や経営革新に取り組みやすい環境を整備するため、女性企業家のための相談

窓口を設置するとともに、女性の異業種交流会を開催します。 

   実施主体 ふくい産業支援センター 

(1,000)

 

予 算 額 
（単位：千円）
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◇子育てと自己実現のための活動が両立できる環境づくり 

 

〈活き活きとした子育て環境づくり〉 

 

 子育てマイスター地域活動推進事業（健康福祉部）☆  電 源  5,196

  地域で子育て中の親が気軽に相談できる環境を整備するため、子育てマイスター（保育

士、教諭、保健師等）の活動の機会や場所を確保し、県内各地域における活発な活動を促

進します。 

   実施主体 県、市町 

   補 助 率 １／２ 

事業内容 子育てマイスターによるラジオ番組での育児アドバイスの実施 

        児童館や公民館等で乳幼児と保護者が集える場を提供し、子育てマイス 

ターを活用する市町の事業に対する助成 等 

 

 

 ♯８０００子ども医療電話相談事業（健康福祉部）☆  10,814

 病児を抱えた保護者の不安を解消するため、毎日、夜間（１９時から２３時まで）に全

国統一の小児医療電話相談用短縮番号「♯(シャープ)８０００」で小児科医が相談に対応

します。 

 

 

 父親の子育て力向上推進事業（健康福祉部）☆  チャレンジふくい   県民参加  1,500

 父親の育児参画を促すために、父親の子育て力向上を図る事業を行う取組みに対し助成

します。  

  実施主体 県内を中心に活動している団体（５団体） 

  対象事業 父親育児セミナー、先輩父親との座談会など父親が２０人以上参加する 

取組み 

  助成限度 １団体当たり３０万円 

 

 

〈子育てを支援する労働環境の整備〉 

 

 子育て支援職場づくり推進事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい   10,718

 労働者が育児休業等を取得しやすく、働きながら子育てしやすい環境を整備するため、

育児休業制度やフレックスタイム制の導入を図る企業等に対し、子育て支援奨励金を支給

するとともに普及啓発に努めます。 

(9,100)

 

 

 企業の子育て奨励事業（部局連携：健康福祉部・産業労働部）☆  チャレンジふくい  19,265

  労働者が働きながら子育てしやすい環境を整備するため、企業の子育て応援への取組み

を促進します。 

   事業内容 父親が子育てしやすい労働環境づくりに取り組み成果をあげている企業 

を表彰 

        表彰企業が利用する制度融資の保証料の全額補給 

       子育て支援への取組みを積極的に行う企業の募集、広報 

       法の義務規定を超える就業規則等を整備し利用があった企業への制度融 

        資の保証料の全額補給 等 

(7,438)
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中小企業育成資金貸付金（企業の子育て奨励分）☆  

★                （部局連携：健康福祉部・産業労働部） チャレンジふくい  
80,000

  中小企業育成資金(一般)に保証料を全額補給する特別枠を設け、積極的に子育て奨励に

取組む企業を支援します。 

   対象企業 子育て中の男性社員を支援する取組みで表彰を受けた企業 

        法の義務規定を超える就業規則等を整備し利用があった企業 

貸付限度額 ８，０００万円 

   資金使途 設備資金および運転資金 

   融資期間 設備資金 ７年以内（据置１年以内） 

         運転資金 ５年以内（据置６か月以内） 

保 証 料 全額補給 

   貸 付 枠 ８億円 

(0)

 

 

 
勤労者ライフプラン資金貸付金（育児・介護休業生活資金貸付金） 

                           （産業労働部）☆  チャレンジふくい  
50,000

 育児・介護休業期間中の生活資金を低利で融資し、育児・介護休業の利用促進を図ります。 

   貸付限度額 １００万円 

   資金使途 育児・介護休業期間中の生活資金 

   融資期間 ５年以内（据置 休業期間中かつ１年６か月以内） 

  貸 付 枠 ７，５００万円 

(0)

 

 

 子育て女性の再就職支援事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい   県民参加  3,684

  子育て等により離職した後、再就職を希望する女性に対し、実務能力の向上を図る訓練

を実施し、再就職を支援します。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   事業内容 就職準備講座と実践力復活訓練    年５回（延べ１００人受講予定） 

        巡回就職支援相談員による就職支援 

(7,438)

 

 

〈子どもへの虐待を防ぐ環境づくり〉 

 

 地域ぐるみ児童虐待防止体制整備事業（健康福祉部）☆ 900

  児童虐待防止の関係機関による協議会の開催、地域協力員への専門研修等により、近年

増加傾向にある児童虐待の防止および早期発見・早期対応に取り組みます。 
(509)

 

 

 ２４時間・３６５日児童相談事業（健康福祉部）☆ 7,866

  総合福祉相談所において、夜間、休日も児童相談を受け付け、２４時間３６５日相談に

対応します。 
(4,979)

 

 

 育児不安解消サポート事業（健康福祉部）☆ 2,523

 子育てに関する強い不安や悩みを持つ親を対象に、精神科医等専門家によるグループワ

ークを実施し、虐待を未然に防止します。 

(2,523)
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〈幼稚園・保育園での預かり保育やきめこまかな子育てサービスを充実〉 

 

 保育対策等促進事業（健康福祉部）☆ 276,055

 保育所で実施する一時保育、特定保育、乳児保育等および地域子育て支援センター運営

に要する経費について助成し、安心して子育てができる環境を整備します。 

なお、１８年度より、３人目以降の子どもについては、３歳に達するまで一時保育およ

び特定保育の利用者負担を無料とします。 

実施主体 市町 

補 助 率 通常分 国１／３ 県１／３ （市町１／３） 

     拡充分 県１／２ （市町１／２）  

(135,449)

 

 

 すくすく保育支援事業（健康福祉部）☆ 169,486

 第３子以降３歳未満の児童の保育に要する経費を助成します。 

なお、１８年度より、現行１／１０まで軽減されている保育料を無料とします。 

実施主体 市町 

補 助 率 県１／２ （市町１／２） 

(135,449)

 

 

 すみずみ子育てサポート事業（健康福祉部）☆  チャレンジふくい   電 源  7,003

  病気、冠婚葬祭などで一時的に子育てに対する支援が必要となった場合、保育サービス、

家事代行サービス、保育所等への送迎などＮＰＯ等が行うきめこまかな子育てサービスに

対する経費を助成します。 

 なお、１８年度より、３人目以降の子どもについては、３歳に達するまで利用者負担を

無料とします。 

   実施主体   市町 

   補助対象時間 利用時間１日当たり８時間まで 

   補助対象額  利用料金３５０円／時間（補助率１／２） （第３子以降３歳未満 

については７００円／時間） 

保険料(年額)４００円／人（補助率１０／１０） 

(0)

 

 

 私立幼稚園送迎バスの自動車税の減免（総務部）☆  

  私立幼稚園の送迎バスについて、幼保一体を推進する中で、保育所と同様に自動車税の

減免を行います。 

   減免見込額 約４０万円 

 

 

〈児童館・児童センター等の整備を促進、放課後児童クラブを育成・充実〉 

 

 こども家族館（仮称）整備事業（健康福祉部）☆  電 源  117,071

  嶺南地域に「こども家族館（仮称）」を整備します。 

   事業期間 １７年度～２０年度 

   整備場所 おおい町成海 

   事業内容 １８年度 建設工事 

(969)
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 児童環境づくり基盤整備事業（健康福祉部） チャレンジふくい  234,844

  地域の児童クラブや児童館活動等に対し助成を行い、児童の健全育成を図ります。 

   実施主体 市町 

補 助 率 国１／３ 県１／３（市町１／３） 

補助対象 放課後児童クラブの運営 

民営の児童館および児童センターにおける自然体験活動、相談支援等 

     母親クラブの自主的な活動 

(117,422)

 

 

〈「まちなかキッズルーム」（休憩室・授乳室）を100か所設置〉 

 

 まちなかキッズルーム設置促進事業（健康福祉部）☆ 35,000

  乳幼児連れの利用者が見込まれる施設において、授乳施設やおむつの交換設備等の整備

を促進し、家族がいつでも気軽に外出できる環境をつくります。 

   実施主体 県、市町 

   整備箇所数 県施設 １０か所 市町・民間施設 １５か所 

   補 助 率 市町施設  県１／２（市町１／２） 

         民間施設  県１／２（市町１／４ 事業者１／４） 

(35,000)

 

 

〈「病児デイケア」を全市に設置〉 

 

 病児デイケア促進事業（健康福祉部）☆  チャレンジふくい   電 源  14,129

  病気治療中で集団保育が困難な児童を病院等で一時的に預かるサービスの実施に必要な

経費に助成し、病児デイケアの充実を図ります。 

 なお、１８年度より、３人目以降の子どもについては、３歳に達するまで利用者負担を

無料とします。 

   実施主体 市町（病院等に委託） 

   補 助 率 県１／２ （市町１／２） 

(0)

 

 

 病児デイケア施設整備事業（健康福祉部）☆  チャレンジふくい  1,432

  病児デイケア施設の整備費に対し助成し、その設置を促進します。 

   実施主体 病院等 

      対象施設 １か所 

   補 助 率 国１／３ 県１／３（設置者１／３） 

   実施箇所 ９市２町 １６か所（１７年度より３か所増、うち２か所は既存施設 

        等を活用して整備） 

(716)

 

 

〈小児救急・周産期医療ネットワークの整備〉 

 

 小児救急医療支援事業（健康福祉部）☆ 4,603

  小児医療について、病院の輪番制による夜間救急医療体制を確立し、急な入院加療が必

要な子どもに対して的確な治療が行える体制を整備します。 

   実施主体 市町 

   補 助 率 国１／３ 県１／３（市町１／３） 

(2,365)
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 周産期医療体制運営事業（健康福祉部）☆  157,152

 危険性の高い妊娠や出産における安全性を確保するために、高度専門的な医療を提供し

ます。 

   事業内容 総合周産期母子医療センターの運営 

        周産期医療協議会の開催 

        周産期医療情報ネットワークの運営 

(144,518)

 

 

〈子育て家庭等の経済負担を軽減〉 

 

 不妊治療費助成事業（健康福祉部）☆  県民参加   電 源  40,060

 不妊治療を受けたい夫婦の経済的負担を軽減するため、体外受精および顕微授精に要す

る検査費および治療費の一部を拡充して助成します。 

           （現行制度）     （拡充後） 

   助成回数      年１回    →  年２回  

   助成限度額     年額１０万円 →  年額２０万円 

   助成期間      ４年間    →  無期限 

(10,030)

 

 

 元気なふくいっ子出産応援事業（健康福祉部）☆  県民参加  48,020

  少子化対策の一環として、第３子以降の妊婦健診費用を無料化し、妊娠・出産にかかる

自己負担の軽減を図ります。 

   事業内容 第３子以降の妊婦に妊婦健診の無料受診券を配布（全１４回分） 

   負担割合 県１／２ 市町１／２ 

 

 

 ふくい３人っ子応援プロジェクト（健康福祉部）☆  

  ３人以上の子どもを持つ世帯の経済的負担を軽減するため、妊娠、出産から子どもが３

歳に達するまで、健診、医療、保育にかかる経費を原則無料化します。 

   事業内容 

妊婦健診の無料化（元気なふくいっ子出産応援事業（再掲）48,020千円） 

    医療費の無料化（乳幼児医療費無料化事業） 

    保育所入所児童の保育料の無料化（すくすく保育支援事業（再掲） 

拡充分23,207千円） 

    一時保育・特定保育の無料化（保育対策等促進事業（再掲） 

拡充分5,158千円） 

    一時的な保育サービス等の無料化（すみずみ子育てサポート事業（再掲） 

拡充分764千円） 

    病気治療中および回復期の児童の保育無料化（病児デイケア促進事業（再掲） 

拡充分613千円） 

 

 

〈縁結び〉 

 

 若者出会い交流応援事業（健康福祉部）☆ 8,226

  自然な形で男女の出会い・交流ができる場を提供する市町の事業を支援するとともに、

結婚相談事業を充実させ、結婚を希望する若者を応援します。なお、１８年度より結婚相

(8,226)
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談員の家庭訪問に要する経費を拡充し、活動の一層の活性化を図ります。 

   実施主体 県、市町 

   補 助 率 １／２ 

 

〈配偶者からの暴力を容認しない社会づくり〉 

 

 「配偶者暴力防止および被害者保護計画」推進事業（総務部）☆ 2,784

 「配偶者暴力防止および被害者保護のための福井県基本計画」の方針に基づき、暴力防

止、被害者保護ならびに自立支援を総合的に推進し、配偶者からの暴力を容認しない社会

の実現を目指します。 

  事業内容   

   緊急一時保護の実施 

   計画説明等の研修会開催やキャンペーン等の実施 

   関係機関連携体制の強化 等 

(1,000)
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５ 未来を託す人づくり 

 

 

◇未来を託す人づくり 

 

〈高校生の学力全国１０位以内の実現〉 

 

 教科指導力養成セミナー実施事業（教育庁）☆  県民参加  1,200

 高校教員を対象に小論文指導の研修会を開催するとともに、教員による模擬授業を実施

し、教員の教科指導力の向上を図ります。 

(1,118)

 

 

 

 

 

 

 

 

 高校生学力向上推進支援事業（教育庁）☆★ 15,000

  学習合宿の実施や、大学のオープンキャンパスへの参加など各高校独自の企画による学

力向上のための取り組みを支援します。 

   対 象 校 普通科、総合学科設置校１９校 

(15,000)

 

 

 高校生学力診断テスト実施事業（教育庁）☆★ 1,600

 生徒一人ひとりの基礎学力に応じた学習指導を行うための基礎学力診断テストや、大学

入試センター試験会場でのプレテストを実施します。    

(1,600)

 

 

 

 

 学力向上セミナー実施事業（教育庁）☆  県民参加  1,745

 高校生の学力向上を図り、志望進路を実現するため、進学を希望する高校３年生を対象

に学力向上セミナーを開催します。 

   事業内容 （春季セミナー） 

         予備校講師による学習方法の講演 

         高校教員による教科別学習会 

        （夏季セミナー） 

         予備校講師と高校教員による進路別小論文指導 

         高校教員による教科別学習会 

(140,000)

 高等学校学力向上教員配置事業（教育庁）☆ ★ 168,000

 県立高校に教科指導および進路指導の中核となる指導的教員を配置し、教科指導力の向

上、進路指導の充実および学習時間の確保を図ります。 

   配置教員数 ２４人 

(140,000)

 中高一貫教育推進教員配置事業（教育庁）☆ 56,000

  中高６年間の計画的・継続的な教育課程の編成や指導方法の工夫、中高の交流活動の研

究などを行うために教員を配置し、本県にふさわしい中高一貫教育を推進します。 

   対 象 校  金津高校、丹生高校、美方高校、武生高校池田分校 

   配置教員数 ８人 

(56,752)
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〈小中学校教員の指導力向上〉 

 

 小・中学校教員指導力向上事業（教育庁）☆★ 3,630

  教員の教科指導力の向上を図る研修を行います。 

   事業内容 民間教育機関への教員派遣研修 

        民間教育機関の講師による研修会の開催 

(617,178)

 

 

〈３０人学級編制の導入〉 

 

 元気福井っ子笑顔プラン事業（教育庁）☆★ 1,008,000

  小学校３～５年においては、ティーム・ティーチングや少人数での指導を強化するとと

もに、小学校６年から中学校３年においては、少人数学級編制の段階的な導入を進め、き

め細かな教育体制の充実を目指します。 

   配置教員数 １４４人 

(617,178)

 

 

 低学年学校生活サポート推進事業（教育庁）☆ 204,055

  小学校１、２年において、児童の学校生活を支援するため、非常勤講師を配置するほか、

引き続きボランティアを導入して、きめ細かな教育体制の充実を図ります。 

   事業内容 非常勤講師１００人の配置 

        ボランティアに対する研修の実施 

(211,062)

 

 

〈きめこまかな教育体制の充実〉 

 

 発達障害児支援推進事業（教育庁）☆ 8,487

  通常の学級に在籍しながら個別の指導を必要とする児童・生徒（学習障害、注意欠陥・

多動性障害等）に対して、養護学校等が積極的に学校を支援する体制を整備します。 

   事業内容 発達障害児の教育に関するガイダンスの開催 

        特殊教育センター、養護学校等による巡回相談の実施 

(211,062)

 

 

 学級特別サポート事業（教育庁）☆ 27,738

  注意欠陥・多動性障害などにより特別な支援を必要とする児童・生徒に対して、ティー

ム・ティーチング等によるきめ細かな指導を行います。 

   配 置 数 非常勤講師２０人  

(211,062)

 

 

 私立高等学校魅力アップ推進事業（総務部）☆  チャレンジふくい  300,000

  私立高等学校の特色ある教育の推進や開かれた学校づくりに係る事項に着目し、取組み

に応じて加算補助することにより、各校の魅力アップを推進します。 

   特色教育推進加算 

  多様な学科等の設置、部活動・ボランティア活動の充実等に着目して加算 

   開かれた学校づくり推進加算 

     教育内容、財務状況などの情報公開等に着目して加算 

(300,000)



 

 

 

 

 県立学校リフレッシュ事業（教育庁）☆  電 源  1,645,803

  電源立地交付金を活用することにより、県立学校のリフレッシュ工事の一層の促進を図

り、施設の耐久性の向上を図るとともに、快適な学習環境を確保します。 

   事業内容 ７校の施設整備、実習用設備整備 

(390,646)

 

 

 県立高等学校冷房設備設置促進事業（教育庁）☆ ★ 88,725

  夏季における快適な学習環境を提供し、生徒の学習意欲の向上を図るため、県立高校に

冷房設備を整備します。 

   事業期間   １５年度～１８年度 

   事業内容   電源設備の増設および改造工事、電気配線工事 

   実施校数   １１校 

   実施校累計数 ３１校 

(225)

 

 

 県立大学法人化準備事業（総務部）☆ 94,169

 平成１９年４月に県立大学の法人化を行うため、設立準備会議の開催や監査法人の助言

等を得ながら新たな会計システムの構築等所要の準備を行います。 
(11,300)

 

 

 県立大学生物資源学部における教育水準向上事業（総務部）☆ 1,640

  県立大学生物資源学部の教育プログラムについて、平成２０年度にＪＡＢＥＥ（日本技

術者教育認定機構）の認定審査を受けるため、カリキュラムの充実等を進めます。 
(914)

 

 

 県民参加による県立大学地域貢献研究推進事業（総務部）☆ 30,578

  県の行政施策や地域社会のニーズを反映した特色ある研究に対して、県民等で構成する

委員会の意見を踏まえ奨励研究費を交付し、その成果を地域社会に還元します。新規枠の

概ね１／２について「健康長寿」を研究テーマとします。 

   交 付 額 １件１００万円以内 

(30,581)

 

 

 県立大学授業改善活動（ファカルティ・ディベロップメント）実施事業（総務部）☆★ 2,682

  大学間競争が激化する中、県立大学において質の高い教育を提供するため、学生、教員

の参加による授業の改善を行います。 

   事業内容 学外講師による研修会の開催、学生による授業評価等 

(2,695)

 

 
 ボランティア体験「ユースチャレンジャー隊」事業（教育庁）☆ 7,000

 青少年がボランティア活動を通して、心のよりどころと達成感を得られるよう、各地域

で清掃活動などの社会貢献活動を展開し、健全な青少年の育成を図ります。 

事業内容 青少年ボランティアの募集およびボランティア活動の実施 

（県内７地区で実施） 

(7,000)
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 青少年非行防止・マナーアップ推進事業（教育庁）☆★ 2,846

 青少年非行を防止するため、県下一斉の街頭補導活動、公共交通機関でのマナー指導お

よび県内主要ショッピングセンターで非行防止キャンペーンを実施します。 

実施主体 県 

協力機関 青少年愛護センター、学校、警察 

公共交通機関、青少年育成福井県民会議、青少年育成市町民会議 

(3,155)

 

 
〈英語などの会話力養成〉 

 

 英会話力向上事業（教育庁）☆  チャレンジふくい  2,945

 小・中・高等学校における英会話力向上のための取組みを推進し、児童・生徒の英会話

能力を育成します。 

  事業期間 １５年度～１８年度 

   対 象 校 小・中・高等学校 ３１校 

(285)

 

 

〈「福井型コミュニティ・スクール」を全市町に創設〉 

 

 「福井型コミュニティ・スクール」推進事業（教育庁）☆ ★ 5,000

  開かれた学校づくりを推進するため、全市町に創設されたモデル校の取組みを基に、コ

ミュニティ・スクールを県内の小・中学校に拡大します。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   事業計画 １８年度       小・中学校  １００校 

        １９年度～２０年度    〃   １６５校 

(4,145)

 

 

〈食育の推進〉 

 

 
元気いきいき福井をつくる食育推進事業 

        （部局連携：安全環境部・健康福祉部・農林水産部・教育庁）☆  チャレンジふくい   県民参加  
68,474

  家庭・地域・学校が連携して、食や農の体験を重視した食育を推進し、豊かな心と健康

な身体を育むことにより、本県が全国に誇る「健康長寿」に寄与します。 

   事業内容 これまでの食育の取組みに加え、以下の新たな取組みを実施 

「魚がさばける福井人」を育成する県民運動の展開 

食べ残しを減らす活動の推進 

        食育活動事例の情報発信 

        子育てマイスターによる食育活動の実践 

        学校給食の食味向上 

(24,655)

 

 

〈動物愛護〉 

 

 動物の愛護および適正管理推進事業（健康福祉部）☆ 2,190

 動物の適正な飼養管理と動物愛護の思想を普及するため、しつけ教室や園児に対する動

物愛護教室等を開催します。併せて、動物の愛護および管理に関する法律の改正により義

務付けられた動物取扱責任者講習会を開催します。 

(-142)
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６ 活き活きやさしい福井づくり 

 

 

◇活かそう熟年パワー 

 

〈高齢者の知恵や経験を社会に還元〉 

 

 「達年」介護・子育てボランティア活動支援事業（健康福祉部）☆  チャレンジふくい   県民参加  3,282

 元気な高齢者等（達年※）の地域社会への参加を促進するとともに、在宅の要介護者等

や子育て家庭を支援するため、達年のボランティアグループを募集し、その活動を支援し

ます。 

  補助対象 メンバーの過半数が６０歳以上である１０人以上概ね２０人程度までの 

ボランティアグループが行う介護・子育てのボランティア活動 

  補 助 額 ６０歳以上のメンバー１人当たり５千円 

（※達年 豊富な経験を持ち、働く意欲の高い健康な高齢者を表す造語） 

(282)

 

 

◇団塊の世代の社会参加を促進 

 

〈団塊の世代の知識や能力を活用〉 

 

 団塊の世代社会貢献活動促進事業（総務部）☆  チャレンジふくい   県民参加  2,450

  社会貢献活動への参画に向け、ボランティア団体、ＮＰＯの活動紹介とＮＰＯ設立相談

等の機会を提供します。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   事業内容 団塊世代とＮＰＯ等とのお見合い見本市の開催（年２会場）      

(811,700)

 

 

 団塊の世代就労支援事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい   県民参加  5,379

  中高年齢者の知識と経験を活かすため、就労、ＮＰＯ活動および就農相談などの情報提

供や、再就職など就労を支援するセミナーを開催します。 

事業期間 １８年度～２０年度 

事業内容 就労支援セミナー 年４回（延べ１２０人受講予定） 等 

(0)

 
 

 団塊の世代就農相談事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい   県民参加 ★ 3,184

  県内および都市圏で就農相談会を開催し、新規就農に向けた情報提供、相談活動を行い

ます。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   事業内容 県内就農相談会 

         就農相談会、企業の要請に応じた出張就農相談会、情報提供 

     県外就農説明会 

就農説明会（東京、大阪）、情報提供 

(1,620)

 

 

 ふくい田んぼ塾開催事業（農林水産部）☆  チャレンジふくい   県民参加  4,823

  稲作の基礎知識や技術を習得するための研修会を実施し、稲作部門における新規就農者

や生産組織リーダー、オペレータの育成を行います。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   事業内容 県下７ブロックでのふくい田んぼ塾の開催 

(1,620)
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◇元気百歳プロジェクト 

 

〈がん検診の徹底〉 

 

 元気長生きがん予防推進事業（健康福祉部）☆  3,593

 がん検診の受診率向上を図るため、検診体制の整備や受診率の低い中高年男性への受診

勧奨を重点的に行います。 

  事業内容 ５５～７０歳代の男性をターゲットにした受診勧奨 

       県内市町の保健推進員等に対するがん予防と検診の必要性に関する研修 

       マンモグラフィ撮影技師・読影医師養成講習会の開催 

(2,470)

 

 

〈本県が持つ高度な陽子線技術をがん治療に応用〉 

 

 陽子線がん治療施設整備事業（健康福祉部）☆  チャレンジふくい   電 源  269,600

 若狭湾エネルギー研究センターにおける陽子線がん治療研究の成果や、全国的に優れた

がんの診断・治療技術を活かし、陽子線がん治療施設を整備します。併せて、施設の共同

利用が図られるよう県内主要病院とのネットワーク構築に向けて検討します。 

  事業計画 １７～１８年度 業者選定、基本設計 

       １８～２０年度 実施設計、設備・施設整備  

       ２１年度    試験・調整、治療開始予定 

(2,469)

 

 

〈「健康長寿ふくい」の推進〉 

 

 県立大学健康長寿研究拠点化事業（総務部）☆  チャレンジふくい  1,544

  県立大学健康長寿研究推進機構を中心とした健康長寿に関する研究の組織的・横断的な

推進と研究成果の積極的な発信を行います。 

   事業内容 健康長寿シンポジウム開催、健康長寿ブック（県立大学双書）発行 

        情報誌発行等 

(2,050)

 

 

 
「健康長寿ふくい」推進特別アドバイザー設置事業（健康福祉部） 

                               ☆  チャレンジふくい   県民参加  
2,771

  健康と食に関する研究の第一人者である家森幸男京都大学名誉教授を本県の特別アドバ

イザーに委嘱し、健康長寿に関する研究への助言を得ます。また１８年度は新たにアドバ

イザーの助言を得ながら本県の健康長寿について栄養摂取状況の面から調査を行います。 

(2,771)

 

 

 職場から進める生活習慣改善支援事業（健康福祉部）☆ 1,162

  事業所の衛生管理者を対象として、肥満改善および禁煙の指導に関する研修会を開催し、

職場における生活習慣の改善を推進するとともに、医師を対象とした禁煙指導研修会を開

催します。 

  事業期間 平成１７～１８年度 

(581)
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 「健康長寿度チェック（仮称）」推進事業（健康福祉部）☆  県民参加  1,781

  老化による心身の衰えを緩やかにし、健康で長生きするためのアンチエイジング（抗加

齢）医学の考え方を県民の健康づくりに取り入れるため、かかりつけ医で簡易に行える「健

康長寿度チェック（仮称）」手法を開発し、県民へ普及します。 

(1,781)

 

 

 「ふくい（腹囲）新健康自己チェック」推進事業（健康福祉部）☆  県民参加  1,286

  内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）の概念を用いて生活習慣病予防を推進す

るため、ウエスト周囲径（腹囲）を用いた簡便な検査方法を市町の健診に導入するととも

に、県民への意識啓発を行います。 

(1,286)

 

 

 日本まんなか共和国健康いきいき交流フェア開催事業（健康福祉部）☆ 3,005

  より多くの高齢者にスポーツに親しむ機会を提供するため、滋賀県、岐阜県、三重県と

ともに健康いきいき交流フェアを開催します。 

   開催期日 １１月（２日間） 

   開催場所 三重県 

(3,005)

 

 

 生涯を通じた口腔の健康増進事業（健康福祉部）☆  県民参加  2,542

  生涯を通じて歯や口の健康を保つために、ライフステージに応じた効果的な虫歯予防を

推進します。 

   事業内容 ショッピングセンター等での無料口腔チェック 

        親子歯磨き教室の開催 

        モデル小学校におけるキシリトールを活用した虫歯予防活動の実施 

(1,721)

 

 

 セルフケアの健口（けんこう）づくり事業（健康福祉部）☆ 1,617

   県民の歯の健康づくりを推進するため、８０２０運動の普及と歯科保健医療従事者の資

質の向上を図ります。 

   事業内容 妊婦に対する無料歯科健診 

        歯科医療従事者研修会の開催 等 

(809)

 

 

 自動体外式除細動器（ＡＥＤ）普及事業（健康福祉部）☆ 4,426

 県民の心室細動等による突然死を減少させるため、ＡＥＤの取扱講習会を行います。 

   事業内容 ＡＥＤ指導者講習会の開催（年２回 計２０名参加予定） 

        ＡＥＤ一般講習会の開催（年４８回 計２，４００名参加予定） 

(2,214)

 

 

〈医療提供体制の整備〉 

 

 へき地医師確保対策事業（健康福祉部）☆ 24,966

  地域医療に意欲のある医師を公募し、県立病院等において２年間の総合医養成研修を行

った後、県内のへき地診療所に派遣します。 

   研修医数 ４名（へき地診療所への派遣予定 １９年度２名、２０年度以降４名） 

(22,562)
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 医師確保対策事業（健康福祉部） －

  福井大学、市町および医師会と連携しながら、地域医療を担う人材の養成、医師不足地

域への支援、福井大学医学部卒業生等の県内定着の促進等に取り組み、県内への医師の安

定的供給体制をつくります。 

   ＜関連した事業による主な取組み＞ 

人材養成のための施策 

・自治医科大学負担金 

     県内就業定着を促進するための施策 

      ・県内病院における臨床研修医（義務研修医）の確保 

・福井県総合医後期研修制度を活用した後期研修医の確保 

     医師不足地域への支援施策 

・自治医科大学卒業医師等のへき地診療所への派遣 

      ・へき地医師確保対策事業（再掲） 

      ・へき地医療拠点病院運営事業 

      ・無医地区巡回診療事業 

      ・へき地医療支援機構運営事業 

(22,562)

 

 

 公立小浜病院救命救急・健診機能整備支援事業（健康福祉部） 281,463

  公立小浜病院の再整備に対し、救命救急センターおよび健診部門の整備に要する経費に

ついて助成します。 

   補助期間 １７年度～２１年度 

(182,603)

 

 

〈新型インフルエンザへの対応〉 

 

 抗インフルエンザウイルス薬（タミフル）備蓄事業（健康福祉部） 80,577

  新型インフルエンザが流行した場合に蔓延防止のため早期に適切な対応ができるよう、

「新型インフルエンザ対策行動計画」に基づき必要な量の治療薬を備蓄します。 

備 蓄 量 １８～１９年度にかけ６８万カプセル（県人口の８．３％（６万８千人） 

が１日２カプセルを５日間服用できる分） 

(80,577)

 

 

〈県立病院の再整備〉 

 

 県立病院建設事業（第二期建設工事）（健康福祉部） 3,844,280

 こころの医療センター（精神病棟）の整備を行います。 

 事業期間 １６年度～１８年度 

   事 業 費 約７１億円 

   構  造 鉄筋コンクリート造 地上４階 地下１階  

 延床面積 １５,９６７㎡ 
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 県立病院建設事業（立体駐車場等ＰＦＩ事業）（健康福祉部） 7,121

  県立病院立体駐車場および周辺駐車場の整備、管理運営をＰＦＩ方式により行うため、

ＰＦＩ事業者の募集、選定（契約）と立体駐車場等の実施設計に着手します。 

（債務負担行為 １８年度～４０年度 ２,２７４,３０５千円） 

 事業期間 設計整備 １８年度～２１年度 

        管理運営 ２１年度～４０年度 

 事 業 費 約２３億円 

 構  造 鉄骨造 地上２階 地下１階（立体駐車場） 

(2,274,305)

 

 

 県立病院関連施設再整備事業（健康福祉部・教育庁） 5,481,442

  県立病院の再整備に伴い、小児療育センター、看護専門学校、福井東養護学校および 

特殊教育センターを一体的に再整備します。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

  事 業 費 約８６億円 

   構  造 鉄骨鉄筋コンクリート造 地上５階 地下２階 

   延床面積 １９，７４９㎡ 

事業内容 建設工事、備品購入 

(1,314,227)

 

 

◇一人ひとりの命が輝く福祉 

 

〈障害者が安心でき、夢を持てる社会づくり〉 

 

 授産施設経営ノウハウ向上事業（健康福祉部）☆  電 源  4,211

  平成１７年に設立した福井県セルプ振興センターへの支援や授産施設へのアドバイザー

の派遣等により、授産施設を利用する障害者の経済的自立を支援します。 

   事業内容 マーケティング研修会の開催 

商品開発アドバイザー等の派遣 等 

(0)

 

 

 地域療育拠点設置事業（健康福祉部）☆  電 源  13,479

  小児療育センターから遠距離の奥越、丹南、二州、若狭地区において、障害児が身近な

医療機関で療育が受けられるよう、小児療育体制を整備します。 

   事業内容 拠点病院での小児療育（診療、リハビリ訓練等）の実施 

       小児療育センターの医師、理学療法士等の定期巡回による拠点病院への 

支援 

(31)

 

 

 

 障害児夏休み等生活支援事業（健康福祉部）☆  電 源  2,061

  夏休み等長期休暇中に障害児の日中介護を行う民間団体等に助成し、障害児および保護

者が安心して生活できるよう、支援体制を充実します。 

   実施主体 市町（民間のサービス提供団体等に委託） 

   補 助 率 県１／２（市町１／２）  

(0)
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 障害者自立活動促進事業（健康福祉部）☆ 1,510

  障害者の自立を促進するため、障害者自らが企画した自立活動計画の実現に資する自立

支援施設や企業等での実践活動を支援します。 

補助対象 実践活動のため、県外の施設、企業等を訪ねる旅費 

   補 助 率 ２／３（補助限度額 １０万円） 

(1,510)

 

 

 知的障害者グループホーム支援事業（健康福祉部）☆  電 源  13,125

 知的障害者グループホームが行う安全対策設備等の整備に対し助成し、グループホーム

の設置を促進します。 

   実施主体 知的障害者グループホームを運営する社会福祉法人 

   補助対象 スプリンクラー等の安全対策設備の設置費 

        共同生活用備品の購入費 

   補 助 率 ３／４ 

(1,510)

 

 

 発達障害児（者）支援センター運営事業（健康福祉部）☆  県民参加  12,274

 自閉症や学習障害等の発達障害のある障害児に対する支援を総合的に行う拠点として発

達障害児（者）支援センターを設置します。 

   実施主体 県（知的障害者更生施設等を運営する社会福祉法人に委託） 

   事業内容 相談、就労支援、関係機関とのコーディネート等 

(1,510)

 

 

 社会的入院患者の退院促進支援事業（健康福祉部）☆ 5,285

 病状が安定しているにもかかわらず、精神科病院に長期入院している社会的入院患者に

対し、精神障害者社会復帰施設等と病院の連携を図りながら退院訓練を行い、社会的入院

患者の自立と退院を促進します。併せて、こうした地域移行を支援するための体制を整備

します。 

(1,510)

 

 

 重度精神障害者医療無料化対策事業（健康福祉部）☆ 8,807

 重度の精神障害者の通院医療費の自己負担分を無料化することにより、精神障害者の経

済的負担を軽減します。 

なお、身体障害者および知的障害者についても障害者自立支援法の施行により医療費の

自己負担割合が増加しますが、県が独自に実施している重度障害者医療費無料化制度を継

続し、負担の軽減を図ります。（負担軽減のための充当額 約３，３００万円） 

(1,510)

 

 障害者地域生活推進特別モデル事業（健康福祉部）☆  1,500

  心身等に障害のある方が施設から地域生活へ円滑に移行できるよう、市町が実施する生

活支援体制向上のためのモデル事業を支援します。 

   実施主体 敦賀市 

   補 助 率 （国１／２） 県１／４ （市１／４） 

   事業内容 身体、知的、精神の３障害に対応できる相談窓口の設置 

(1,500)
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〈ＮＰＯ、ボランティアや地域ｺﾐｭﾆﾃｨと連携して、地域全体で高齢者、障害者等を支える体制を整備〉 

 

 福祉ボランティア活動の場づくり支援事業（健康福祉部）☆ 2,800

 市町が行うボランティア団体の活動の場の確保に対して助成を行い、ボランティア活動

の一層の推進を図ります。 

   実施主体 市町 

   補 助 率 国１／３ 県１／３（市町１／３） 

(1,400)

 

 

 いきいき支え合い地域づくり事業（健康福祉部）☆  7,250

 市町地域福祉計画に基づき、地域が主体となって行う高齢者、障害者および子どもたち

を支えるための仕組みづくりを支援し、地域福祉を推進します。 

  事業期間 １６年度～１９年度 

   実施主体 市町 

   補 助 率 県１／２（市町１／２） 

(7,250)

 

 

 福祉の地域づくり推進支援事業（健康福祉部）☆  1,330

 住民の主体的参加による様々な地域福祉活動が一層活発に展開されるよう、ボランティ

ア団体の代表者等による実践発表交流会の開催を行います。 

   事業期間 １５年度～１８年度 

(665)

 

 

 精神科救急医療システム整備事業（健康福祉部）☆ 23,493

  緊急な医療を必要とする精神障害者等に対し、昼夜一貫した医療が適切に提供できるよ

う、輪番制による２４時間受け入れ体制を整備します。 

   実施時間  毎日 １７：００～翌日９：００ 休日昼間 ９：００～１７：００ 

   指定病院数 嶺北地区－県立病院ほか６病院 

 嶺南地区－公立小浜病院ほか３病院 

(11,747)

 

 

 こころのケア推進事業（健康福祉部）☆  3,899

  様々なストレスが原因となって、精神障害や「ひきこもり」が年々増加していることか

ら、県精神保健福祉センターにおいて早期発見・早期治療を目的とした指導事業を行い、

県民の心の健康づくりを促進します。 

   指導内容 ストレスチェック、ストレスセミナー、ひきこもりグループ療法 等 

(3,899)

 

 

〈障害者が健常者とともに暮らすまちづくり〉 

 

 民間施設バリアフリー整備事業（健康福祉部）☆ 25,000

  不特定多数の人が利用する民間施設（商業施設、交通施設、宿泊施設）のバリアフリー

整備に対して支援を行い、福祉のまちづくりを進めます。 

   実施主体 民間事業者 

補 助 率 県１／２ 市町１／４（設置者１／４） 

   整備内容 段差解消、玄関の自動ドア化、障害者用駐車場、 

        障害者トイレ、点字ブロック、バリアフリー客室 

(25,000)
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ユニバーサル・デザインのまちづくり推進事業 

（部局連携：総合政策部・安全環境部・健康福祉部・土木部・教育庁・警察本部） 
－

 各部局で行う人にやさしいまちづくりに関する施策が、より効果を発揮するよう、相互

に調整することにより、障害者、高齢者、幼児を含むすべての県民にとって、安全で暮ら

しやすいユニバーサル・デザイン（万人向け設計）のまちづくりを推進します。 

<関連した事業による主な取組み> 

 歩行者の視点に立った施策 

・安心で明るい子どもの道整備事業（土木部） 

・あんしん歩行エリア整備事業（土木部・警察本部） 

・横断歩道ユニバーサル・デザイン化事業（警察本部） 

 雪対策に関する施策 

・歩道除雪モデル事業（土木部） 

 子どもの安全・安心のための施策 

・子ども安全・安心パワーアップ事業（教育庁） 

・子ども地域安全情報の提供（教育庁・警察本部） 

・まちなかキッズルーム設置促進事業（健康福祉部） 

・子ども安心３万人作戦（教育庁・警察本部） 

・ふくいマイタウン・パトロール隊育成・支援事業（安全環境部・警察本部） 

・地域ぐるみ児童虐待防止体制整備事業（健康福祉部） 

 公共交通機関に関する施策 

・生活バス路線確保対策事業（総合政策部） 

・ノーマイカー交通促進支援事業（総合政策部） 

 建築物に関する施策 

・民間施設バリアフリー整備事業（健康福祉部） 

・バリアフリーのこころ育成事業（健康福祉部） 

(－)

 

 

 横断歩道ユニバーサル・デザイン化事業（警察本部）☆ ★ 1,995

  視覚障害者が安全に交差点を横断できるように、横断歩道に誘導点字ブロックを設置し

ます。 
   設置場所 福井駅周辺の主要交差点（３交差点） 

(1,162)

 

 

 障害者等のユニバーサル・デザイン推進事業（健康福祉部）☆  1,447

 障害者等が利用しやすいよう配慮された施設で特に優れた公益的施設や、バリアフリー

を積極的に進めている団体等を表彰し、広く紹介することにより、障害者等のためのユニ

バーサル・デザインの普及を促進します。 

   事業内容 優良施設・団体等の表彰 

        優良事例集の作成、配布 

(72)

 

 

〈｢待機者ゼロ県」を実現〉 

 

 老人福祉施設整備事業補助金（健康福祉部）☆ ★ 139,250

  介護保険の円滑な運営と地域の老人福祉の向上を図るため、老人福祉施設の整備に助成

します。 

   実施主体 社会福祉法人 

   対象施設 特別養護老人ホーム等 

(276,747)
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〈在宅介護の推進〉 

 

 在宅介護のための医師との連携促進事業（健康福祉部）☆  チャレンジふくい  1,983

 医療ニーズの高い要介護者の在宅介護を充実するとともに、虚弱高齢者を早期に発見し

介護予防へつないでいくため、かかりつけ医に対する研修等を実施し、医療と介護が連携

した在宅サービス提供体制を構築します。  

(992)

 
 

 在宅介護推進のための普及啓発と研究事業（健康福祉部）☆  チャレンジふくい  3,228

 在宅介護を推進するため、施設入所から在宅へ復帰するための手法を研究します。また、

介護サービス事業所の職員等を対象として介護予防を普及するためのフォーラムを開催し

ます。  

(3,228)

 
 

 介護予防専門能力向上支援事業（健康福祉部）☆  チャレンジふくい  3,000

 要支援の高齢者を対象に新たに創設される新予防給付について、専門的な介護予防サー

ビスを提供する事業所の拡大を図るため、先進的なサービス内容の研究活動を支援します。 
 事業内容 生活動作能力や栄養改善、口腔機能の向上などの専門的な介護予防サー 

ビスについて事業所が行う研究活動に助成 
   助 成 額 １事業所当たり３０万円上限 

(3,000)

 
 

 地域包括支援センター充実強化支援事業（健康福祉部）☆  チャレンジふくい  6,216

 平成１８年度より市町に新たに設置される地域包括支援センターの円滑な運営を支援し

ます。 
  事業内容 地域包括支援センター職員、運営協議会委員の研修 
       職員用ハンドブックの作成 
       新予防給付ケアプラン作成担当者の研修 

(3,562)

 
 

 高齢者の権利擁護支援体制整備事業（健康福祉部）☆ 2,171

 市町の地域包括支援センターで実施する高齢者の虐待防止等の権利擁護業務の体制整備

を支援します。 
  事業内容 健康福祉センター単位で地域高齢者権利擁護推進会議を設置し、関係機 

関の連携を強化 
       権利擁護の手引書を作成 

(2,171)

 
 

 在宅介護者ケア支援事業（健康福祉部）☆  チャレンジふくい   県民参加  1,371

 在宅介護にあたる家族の悩みをお互いに相談できる家族会の設置を促進するため、広域

的な家族交流会を開催します。 
(1,371)
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〈福祉サービスの質の向上〉 

 
 介護サービス情報提供システム整備事業（健康福祉部）☆  チャレンジふくい  4,131

 介護保険法の改正により平成１８年度から義務づけられた各介護サービス事業所のサー

ビス内容や提供体制に関する情報の公表について、調査・公表の体制を整備します。 

   事業内容 

  １７年度 １８年度から対象となる９サービスについて調査員および調査員指導 

者の養成 

モデル調査の実施 

インターネットでの公表システムの構築          

１８年度 １９年度に追加される４サービスについて調査員指導者の養成 

モデル調査の実施 

(2,066)

 
 
 介護予防・リハビリ推進人材養成事業（健康福祉部）☆  チャレンジふくい  11,359

  介護予防に関する人材を養成し、高齢者の要介護状態の軽減、悪化防止のための効果的

な介護予防サービスの提供を推進します。 

   事業内容 介護予防サービス従事者（９００人）の養成 

相談窓口の設置 

指導者の派遣 等 

(11,359)
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Ⅲ 元 気 な 県 土 

 

 

７ 原子力は県民の立場に立って 

 

 

◇原子力は県民の立場に立って 

 

〈原子力関連技術を活用した地域産業の振興〉 

 

 エネルギー研究開発拠点化推進会議運営事業（総合政策部）☆  チャレンジふくい   電 源  673

  本県を、原子力を中心としたエネルギーの総合的な研究開発拠点地域とするため、産学

官が連携した取組みを推進するエネルギー研究開発拠点化推進会議を運営します。 

 <参考>平成１８年度エネルギー研究開発拠点化計画関連予算 

    （文部科学省） 

     ・原子力関連業務従事者研修補助 

     ・「ふげん」を中心とした廃止措置研究開発 

     ・高速炉安全技術の研修等      計 １９億１千万円 

    （経済産業省） 

     ・メンテナンス現場の技能者育成支援 

     ・原子力発電所立地地域共生交付金 計 ２５億６千３百万円（全国枠） 

(0)

 

 

 原子力・エネルギー関連技術開発支援事業（総合政策部）☆  チャレンジふくい   電 源  35,000

  エネルギー研究開発拠点化計画に掲げた「産業の創出・育成」を推進するため、嶺南地

域における原子力・エネルギー関連技術を活用したモデル的な研究開発を支援します。 

   支援対象 製造業または製造業への事業展開を目指す単独企業、複数企業、産学 

        官共同研究グループ（嶺南に事業所を有する企業が含まれること） 

   支援内容 基礎研究 

         期 間  １年間 

補助率  ２／３ 

         上限額  ２００万円 

         ＊１９年度以降、実用化が見込める有望なテーマとして審査会が 

認めたものは、５００万円×３年間支援（補助率２／３） 

        実用化研究 

         期 間  ３年間（毎年審査） 

補助率  ２／３ 

         上限額  ５００万円 

(0)

 

 

 

予 算 額 
（単位：千円）
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８ 福井は列島のまん中-より近くより便利に- 

 

 

◇福井は列島のまん中 

 

〈北陸新幹線の早期全線建設に向けた整備促進〉 

 

 北陸新幹線建設事業（総合政策部） ★ 1,000,000

 北陸新幹線福井駅部の平成２０年度の完成を目指し建設を進めます。 

  事業期間 １７年度～２０年度 

  事 業 費 ３０億円（１８年度） 

負担割合 国２／３ 県１／３ 

（うち地元便益に密接な建設工事費の１割は福井市負担） 

事業内容 福井駅部整備（事業費約８１億円） 

(68,048)

 

 

 北陸新幹線建設促進事業（総合政策部）☆ 28,710

 1日も早い福井での開業と敦賀までの整備促進に向けて、国および関係機関へのさらな

る働きかけ、県内体制の整備や関係府県との連携強化および県民総ぐるみの運動を盛り上

げるための広報活動を行います。 

(68,048)

 

 

〈舞鶴若狭自動車道の敦賀からの着工と早期全線開通、中部縦貫自動車道の整備促進〉 

 

 舞鶴若狭自動車道整備推進事業（土木部）☆ ★ 154,500

  舞鶴若狭自動車道（小浜西～敦賀間）の早期全線整備に向けて、用地交渉、測量等を行

います。 

   事業主体 県（中日本高速道路㈱および西日本高速道路㈱から受託） 

(0)

 

 

 中部縦貫自動車道整備推進事業（土木部）☆  12,548

  中部縦貫自動車道永平寺大野道路の早期完成に向けて、用地交渉等を行います。 

   事業主体 県（国土交通省から受託） 

(0(0))

 

 

〈地域公共交通機関の活性化と鉄道、バス等の地域交通網の確保〉 

 

 ノーマイカー交通促進支援事業（総合政策部）☆ ★ 35,000

  広域生活交通活性化協議会における公共交通活性化に向けた検討等を踏まえ、市町や交

通事業者等が実施する公共交通機関の利便性を高めるための施設整備や地域ごとの課題

に応じた調査・実験、利用促進のための取組みを支援します。 

   実施主体 市町、広域生活交通活性化協議会、交通事業者 

   補 助 率 １／２ 

(35,000)
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 福井都市圏総合都市交通体系調査事業（土木部） ★ 60,000

  嶺北地域で交通実態調査を行い、都市圏交通の課題を分析し、都市交通体系整備の方向

性を策定します。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   事業内容 都市交通体系整備の方向性、戦略的な交通体系導入計画の策定 

(30,000)

 
 
〈福井鉄道、えちぜん鉄道の活性化〉 

 

 福井鉄道走行空間改善検討事業（総合政策部）☆ ★ 3,800

  福井鉄道福武線の路面電車部について、事業者が行う現況調査を踏まえた走行空間改善

手法の検討を支援します。 

補助率 ２／３ 

(0)

 

 

 福井鉄道低床化補助事業（総合政策部）☆ 67,855

  小型で低床の車両導入に対し国庫補助制度を活用して、沿線３市とともに支援を行い、

福井鉄道の安全性、利便性の向上を図ります。 

   事業期間 １７年度～１８年度 

   補 助 率 ＬＲＶ（超低床式路面電車）、ホーム切り下げ 

(国１／４) 県１４／３６ (市７／３６ 事業者１／６) 

 小型車両 

          (国１／３) 県１０／２７ (市５／２７ 事業者１／９) 

        ＊事業者負担を通常の１／３に軽減 

   事業内容 小型低床車両の導入 

１７年度 ＬＲＶ２両、小型車両８両、ホーム切り下げ 

１８年度 小型車両１０両 

(75,504)

 

 

 えちぜん鉄道高架化支援事業（総合政策部） 147,170

  北陸新幹線福井駅部整備とえちぜん鉄道の福井駅高架乗り入れを一体的に進めるため、

県と沿線市町の合意に基づき、えちぜん鉄道に対して支援を行います。 

   事業期間 １６年度～２１年度 

   事業内容 車両基地用地造成 

        連続立体交差事業に係る鉄道事業者負担金 

   補 助 率 県２／３ （沿線市町１／３ 直接えちぜん鉄道へ補助） 

(21,062)

 

 

〈嶺南地域の鉄道網の充実〉 

 

 敦賀・関西新快速直通化事業（総合政策部）☆ ★ 2,930,000

  本年秋の関西方面からの新快速電車の直接乗り入れに向け、ＪＲ北陸線および湖西線に

おける敦賀までの直流化工事についてＪＲ西日本に助成します。 

事業期間 １５年度～１８年度 

(0)
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 新快速直通化ネットワークにぎわいの駅支援事業（総合政策部）☆  電 源  244,263

  新快速の敦賀までの直通化にあわせ嶺南地域の駅のにぎわいを創出するため、市町が行

う駅および駅周辺の整備に対し助成します。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   補 助 率 １／２ 

事業内容 ＪＲ若狭高浜駅、新疋田駅の駅舎改築、駅前広場・駐車場整備等 

(0)

 

 
〈越美北線の活性化〉 

 

 越美北線サポート活動支援事業（総合政策部）☆ ★ 1,000

  １９年度の全線運転再開を見据えた利用促進の強化を図るため、越美北線サポート団体

の活動を支援します。 

事業内容 利用促進５か年計画策定 

     活動基盤の強化 

     復旧工事情報の提供 

(0)

 
 
〈健康長寿バイスクルの推進〉 

 

 健康長寿バイスクル事業（総合政策部）☆  チャレンジふくい   県民参加  ―

  健康に優れた乗り物である自転車の利用について、安全快適なまちなか走行空間の整備

と自転車に親しめる環境づくりを進めるとともに、「福井県健康バイコロジー推進協議会」

を中心とした県民の自転車利用運動を推進します。 

(0)

 
 
〈空港の利活用〉 

 

 二区間観光チャーター事業（総合政策部）☆ ★ 1,184

  福井空港を小型機の空港として活用するため、二区間観光チャーターによる県外観光客

の誘客と県民への観光手段の提供を行います。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   事業内容 二区間観光チャーターを２回実施 

（北海道～福井、福井～鹿児島） 

(3,396)

 
 
 小松空港利用促進事業（総合政策部）☆ ★ 5,000

  本県の空の玄関である小松空港の利用促進に向け、「小松空港上海便利用促進同盟会」

を中心に空港ＩＣの新設や上海便の利用者増を図ります。 

(3,396)

  

 
〈敦賀港、福井港の活性化〉 

 

 県内港湾貨物集荷推進事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  13,709

  敦賀港および福井港を利用して輸出入を行う企業に対して、貨物量に応じて助成するこ

とにより、両港の活性化を図ります。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   補 助 率 １／２（補助限度額 ３０万円） 

(8,156)
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 「第7回北陸（日本）・韓国経済交流会議」開催事業（産業労働部）☆  2,695

  日本と韓国で交互に開催されている「北陸（日本）・韓国経済交流会議」の第７回大会

を本県で開催することにより、本県と韓国とのさらなる経済交流を図ります。 

(8,156)
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Ⅳ 元 気 な 県 政 

 

 

９ 新しい福井県政府の樹立 

 

 

◇フレンドシップ 

 

〈市町村合併の自主的取組みを支援し、地域コミュニティの文化や機能を強化〉 

 

 市町村合併支援事業（市町村合併特別交付金）（総務部）☆ ★ 1,140,000

  合併後の一体的なまちづくりを支援するため、合併市町が市町建設計画に基づき実施す

るまちづくり事業に対し交付します。 

   事業期間   １６年度～２２年度 

   総交付額   ５８億円（１０合併市町） 

   １市町限度額 ５億円＋（関係市町村数－２）×１億円 

(811,700)

 

 

〈災害ボランティア活動の推進〉  

 

 災害ボランティア講師派遣事業（総務部）☆ 432

  災害ボランティア活動の知識や経験が豊富な人を「災害ボランティア講師」に委嘱し、

青少年団体、公民館、学校、企業等が行う研修会に講師として派遣することにより、災害

ボランティア活動に対する県民の理解を深めます。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   派遣回数 年３０回程度 

(0)

 

 

 災害ボランティア活動支援事業（総務部）☆ 10,328

  県内外で発生した災害に伴って県民が行う災害ボランティア活動に対し、ボランティア

基金を活用し必要な活動経費を支援します。 

   事業内容 災害ボランティア活動経費の支援（ボランティアセンター設置、資機材 

        購入、移動経費等） 

        災害模擬訓練の実施 

        福井県災害ボランティアセンター連絡会の開催 

(203)

 

 

 災害ボランティア活動推進事業（総務部）☆ 1,454

  今後の災害に対応するため、福井豪雨での災害ボランティア活動のノウハウを活かした

研修会を開催し、県内および全国で活躍するボランティアを養成します。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   事業内容 ブロック別研修会の開催（福井、鯖丹地区） 

        リーダー塾の開催（全国のボランティア対象） 

(0)

 

 

 

 

 

 

予 算 額 
（単位：千円）
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◇パートナーシップ 

 

〈県民の県政参加の推進〉 

 

 住民参加型公募債の発行（総務部）☆ －

  県民から広く公募する県債を発行し、県と県民のパートナーシップのもとで県政を進め

ます。 

対象事業  県債購入という形で、県民が「ふるさとに誇りを持てる」地域づくり 

を進めていると感じる事業 

発行予定額 １８年度 約１０億円（北陸新幹線建設促進事業) 

(811,700)
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１０ 夢あるふるさとづくり 

 

 

◇ふくいブランドの創造 

 

〈ふくいブランドの発信〉 

 

 地域ブランド創造活動推進事業（総合政策部）☆  チャレンジふくい  71,155

 地域のグループ等が、地域資源を組み合わせ、付加価値とストーリー性を高めながら、

ビジネスとして継続可能な取組みを行い、全国レベルで情報発信していく活動に対して、

支援していきます。 

   事業期間 １６年度～２０年度 

   実施主体 地域住民、経済団体等から構成されるグループ（７件以内） 

補 助 率 １／２（補助限度額 １，０００万円） 

(51,055)

 

 

 ふくいの魅力発信事業（総合政策部）☆  チャレンジふくい  19,680

 本県の情報が首都圏・関西圏のマスコミ等を通じて全国により多く効果的に発信される

よう、情報収集・発信体制を強化します。 

事業内容 県外事務所職員によるマスコミ訪問 

マスコミ編集者等の取材活動に対する支援 

        ポスター「なぜか長寿。」の首都圏等における掲出によるＰＲ 

県内企業が県外セールス時に活用するためのポスター図柄チラシ作成 

(4,108)

 

 

 ふくいブランド大使活動支援事業（総合政策部）☆  チャレンジふくい  10,258

 県内外に「ふくいファン」を広げるために、大使間の交流・情報交換を進め、大使同

士が連携した自発的ＰＲ活動を支援します。 

事業内容 大使の募集・登録 

活動報告・交流会の開催 

        会報誌、ホームページの作成 

ふくいブランドアドバイザーとの連携（東京、大阪、名古屋） 

自主的ＰＲ活動への支援 

   大使の登録状況 １，３５０名（１８年1月３１日現在） 

(12,604)

 

 

 「考福学（こうふくがく）」運動推進事業（総合政策部）☆  チャレンジふくい   県民参加  3,450

 福井県の魅力ある地域資源を、県民一人ひとりが考福学の「かたりべ」として語って聞

かせる県民運動を展開します。 

   事業内容 「考福学」データベースの整備 

        考福学かたりべコンテストの開催 

 

(225)
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〈アニバーサリー（周年事業）〉 

 

 
岡倉天心「茶の本」出版１００周年記念事業 

             （部局連携：総合政策部・教育庁）☆  チャレンジふくい   県民参加  

8,515

 郷土の偉人である岡倉天心の偉業について理解を深めるとともに、全国に向け天心およ

び福井県の魅力を発信するため、外国人による「茶の本」講座や座談会・茶会の開催、県

立美術館での特別展開催、ホームページの開設などを行います。 

(225)

 

 

 
継体天皇即位１５００周年記念事業（部局連携：総合政策部・教育庁） 
                                ☆  チャレンジふくい  

1,850

 継体天皇の偉業について理解を深めるとともに、全国に向け福井県の魅力を発信するた

め、県立歴史博物館での特別展の開催（１９年秋予定）や継体天皇が即位した大阪府枚方

市でのセミナー開催、ホームページの開設などを行います。 

(225)

 

〈「新ふくい人」の居住促進〉 

 

 
「新ふくい人」誘致促進事業 

      （部局連携：総合政策部・農林水産部・土木部）☆  チャレンジふくい   県民参加  

16,070

 田舎暮らしを希望する都市圏居住の団塊の世代（昭和２２年～２４年生）等に、「新ふ

くい人」（※）として本県に居住してもらうよう、居住に係る情報提供や都市と農村地域

との交流の場の提供に対する支援を行います。 

※ 新ふくい人…本県を新たなふるさととして居住する方や、定年後、本県にＵターン 

する方、都市圏と本県に居住する「二地域居住」の方を表す造語 

 

   事業内容 県内での居住に役立つ情報の提供 

         ガイドブックの作成、Ｕターン希望者等の相談会参加 

団塊の世代向け雑誌での企画広告 

        空き家改修・市民農園開設に対する支援 

         事業主体 市町、農協、ＮＰＯ法人等 

         補助対象 空き家改修 改修、附帯設備の整備等 

              市民農園  農園の区画、休憩所、農機具収納施設等 

         補 助 率 国１／２ 県１／４（補助限度額４５０万円） 

         補助件数 空き家改修 ２戸 

              市民農園  １件 

        ふくい空き家情報バンクの設置 

         住宅情報の一元化など空き家を活用しやすい環境を整備 

(225)

 

 

◇ビジット“ふくい”の推進 

 

〈観光地の活性化〉 

 

 民宿の魅力づくり支援モデル事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい   県民参加  1,718

 民宿の新たな魅力向上に取り組む民宿組合等を公募し、新たな観光客の誘致のための観

光プランの企画開発等を支援します。 

事業主体 民宿組合、民宿グループ 

補 助 率 １／２以内（補助限度額 ５０万円、補助期間２年間） 

(120,253)
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 観光プロデューサー設置事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  10,758

  民間の優秀な観光専門家を「観光プロデューサー」として(社)福井県観光連盟に配置し、

新しい観光コースの開発や観光事業者への助言等を行い、本県への観光客の誘致拡大を図

ります。 

(10,790)

 

 

 観光デジタル画像配信事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  7,094

 本県の豊かな自然や景観、歴史、文化、伝統芸能などのデジタル画像を、広く一般の方に

ご利用いただくため、インターネットにより提供します。 

(18,000)

 

 

 観光土産品活性化支援事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい   県民参加  2,000

 本県の土産品の活性化を図るため、伝統的工芸品産地が伝統的技法等を使って行う土産

品創造の取組みを支援します。 

事業主体 産地組合等（５件） 

   補 助 率 １／２以内（補助限度額 ４０万円） 

(7,885)

 

 

 伝統的工芸品産地誘客拡大事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい   県民参加  6,235

 伝統的工芸品産地の産業観光施設への観光客誘致拡大を図るため、産業観光施設を訪れ

る旅行商品の造成や産地連携による取組みを行います。 

  事業内容 宿泊を伴う本格的な体験教室の開催や旅行クーポンの活用 

        産地連携による伝統的工芸品の共同販売の支援 

(7,885)

 

 

 「ビジットふくい」観光客誘致拡大事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  50,000

 県内の観光地への観光客誘致拡大を図るため、旅行業者に対し送客の実績に応じて助成

します。 

   補助対象 県内で宿泊し、県内を主としたコースで、地域の魅力づくりに意欲的に 

       取り組む観光地を含む旅行商品 

(50,000)

 

 

 観光と連携した有料道路の利用促進（土木部）☆  チャレンジふくい  ―

 周辺の観光施設等と連携した料金割引サービスを提供し、道路公社が管理する有料道路

の利用と観光誘客を促進します。 
(50,000)

 

 

 北陸三県共同観光客誘致拡大事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  4,000

 県外客の誘致拡大を図るため、北陸三県とＪＲが連携し、首都圏等において北陸の魅力

をＰＲするとともに、旅行エージェントへの売込みを図ります。 

(12,500)

 

 

 中部広域観光推進事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  3,000

 中部圏各県が広域に連携し観光振興を図るため、中部広域観光推進協議会に参画し、国

内および海外からの観光客誘致拡大に取り組みます。 

(12,500)

 

 

 関西国際空港活用誘客事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい ★ 5,000

  関西国際空港を窓口とする海外からの観光客誘致拡大を図るため、関西圏の官民が一体

となって行う観光集客等の取組みに参画します。 

(3,396)
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 「藤野先生の故郷・福井」ＰＲ事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  2,432

 魯迅との師弟関係で知られる藤野巌九郎の故郷としての福井を国内外にアピールする

ため、新たな史料の展示や講演会を開催します。 

(12,500)

 

 

〈くつろぎ空間の創造〉 

 

 産業活性化支援資金貸付金（国際観光基盤整備分）（産業労働部）☆  チャレンジふくい  300,000

  旅館業を営む中小企業者に対し、外国人観光客の受け入れに必要な設備更新等の資金を

融資します。 

貸付限度額 １億５，０００万円 

   資金使途 設備資金および運転資金 

   融資期間 設備資金 １０年以内（据置１年以内） 

         運転資金  ７年以内（据置１年以内） 

保 証 料 １／２補給 

   貸 付 枠 ７億５，０００万円 

(0)

 

 

〈観光の人づくり〉 

 

 観光ボランティアガイド「語り部」育成支援事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  1,808

  福井県観光ボランティアガイド連絡協議会が実施する「語り部」の資質向上や指導者育

成を図る取組みを支援します。 

(1,799)

 

 

 通訳ボランティアガイド育成事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  1,600

 外国人観光客にきめこまかな観光情報を提供するため、通訳ボランティアガイドの研修

会の開催など通訳ボランティアの育成や活用を支援します。 

  実施主体 （財）福井県国際交流協会 

(1,600)

 

 

〈対象を絞ったアプローチ〉 

 

 「学びの旅」誘致事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  3,753

 全国の小中学校、高校を対象に、修学旅行、宿泊学習、合宿等の誘致活動を展開し、旅

行業者の誘致の実績に応じて、市町とともに宿泊費の一部を助成します。 

(3,800)

 

 

 東アジア観光客誘致促進事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい  15,488

 東アジアからの観光客誘致を促進するため、（社）福井県観光連盟が行う中国、香港、台湾等から

の旅行商品造成等の取組みに対し、助成します。 

   事業内容 旅行業者に対する本県への誘客数に応じた助成 

        東アジアの政府観光局、旅行業者等へのＰＲ 

(15,986)
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◇公共施設等の利便性向上 

 

〈県公共施設間にフレンドリーバスを巡回〉 

 

 フレンドリーバス運行事業（教育庁）☆ ★ 15,516

  福井駅と県立図書館、生活学習館、福井市美術館を結ぶフレンドリーバスを運行し、施

設の利便性向上を図ります。 
   事業内容 図書館等の開館時間に合わせ、３０分間隔で無料運行 

(14,616)

 

 

〈交通の利便性の向上など、公共施設等を利用しやすくするためのソフト施策を充実〉 

 

 フレンドリーアート推進事業（教育庁）☆ ★ 2,944

  嶺南地域から県立美術館や県立音楽堂での大規模な展覧会等に無料バスを運行すると

ともに、移動企画展を開催します。 
   事業内容 移動美術館の開催（年３回） 
        歴史博物館の移動企画展の開催 
        県立美術館・県立音楽堂への無料送迎バスの運行（年８回） 

(14,616)

 

 

◇環境保全 

 

〈社会全体で環境を保全する政策を推進〉 

 

 ふくい環境力向上プロジェクト推進事業（安全環境部）☆ ★ 3,613

 子供たちが主役となって地域の環境について学習や保全実践活動に取り組むことによ

り、さまざまな主体の協働による継続的な環境活動を促進します。 

  事業期間 １６年度～１８年度 

  実施主体 環境保全団体、小・中学校、こどもエコクラブ、子ども会等 

事業内容 公募による環境学習モデル事業の実施 

       ブロック交流会、モデル事業推進検討会議、全体発表会の開催 

(3,627)

 
 

 
「ＬＯＶＥ・アース・ふくい」（温暖化ストップ県民運動）の展開（安全環境部） 

                                    ☆  県民参加  
－

  地球温暖化を防止するため、県民や事業者が日常生活（Life）、事業活動（Office）、自

動車利用（Vehicle）および環境教育（Education）の分野において、温室効果ガス削減に

向けた活動の輪を広げる県民運動として「ＬＯＶＥ・アース・ふくい」を展開します。 

   事業内容 「ＬＯＶＥ・アース・ふくい推進会議」の開催 

        「わが家のエコ宣言」実施家庭および「わが社のエコ宣言」実施事業者 

による地球温暖化防止活動の推進 

(2,050)

 

 

 グリーン経営認証取得支援事業（安全環境部）☆  県民参加  1,600

  トラック、バスおよびタクシー事業者に対し、エコドライブの実施等、温室効果ガス排

出量の削減に向けた取組みを進めるグリーン経営認証の取得を推進するため、認証取得に

要する経費への助成を行います。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   補 助 率 県１／２ （事業者１／２） 

(2,050)
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 地域で進める地球温暖化対策支援事業（安全環境部）☆  県民参加  400

 住民、事業者、ＮＰＯ、地球温暖化防止活動推進員、各市町等で構成する「地球温暖化

対策地域協議会」の設立を促進するとともに、地球温暖化防止活動推進センターを核とし

た全県的なネットワークを構築し、県内全域での地球温暖化対策を推進します。 

(120,253)

 

 

 「ごみを出さない地域づくり」推進事業（安全環境部）☆  県民参加  4,691

  家庭や地域におけるリサイクルの取組みや食べ残しを減らす活動を推進するとともに、

その活動を広く広報することにより、ごみの減量化・リサイクルの推進を図ります。 

   事業内容 <ごみの分別収集・リサイクルの促進> 

・家庭におけるごみリサイクル方法のアイデア募集および広報    

・こどもエコクラブ会員親子等を対象としたリサイクル施設見学会開催 

・市町の分別収集のあり方等についての検討会開催 

<食べ残しを減らす活動の推進> 

・宴席等で持ち帰り可能な料理を折り詰めで提供し、持ち帰りやす 

くする「折り詰め料理１／２運動」の展開 

・食べ残しをなくす呼びかけを行う「おいしいふくい食べきり運動」 

の展開 

・食育ボランティアと連携した食べ残しを減らす調理法のアイデア募 

集および調理法集作成 

(10,790)

 

 

 「プラ容器リサイクル３割達成」事業（安全環境部）☆ ★ 2,204

 プラスチック容器包装の分別収集・リサイクルを促進しごみの減量化を図るため、市町

が行う回収拠点の整備に対し助成します。 
  事業期間 １６年度～１８年度 

  補 助 率 県３／１０ （市町７／１０） 

(9,425)

 

 

 敦賀市民間最終処分場抜本対策事業（安全環境部） 83,710

  敦賀市民間最終処分場からの漏出水を適切に処理するとともに、水質等モニタリングを 

実施します。 

(399,956)

 

 

〈豊かな水環境の保全〉 

 

 「ふくいのおいしい水」認定・発信事業（安全環境部）☆  チャレンジふくい  2,941

 「ふくいのおいしい水」として認定した県内各地の名水について、地域ブランドとして県

内外に情報発信するとともに、特産品等との効果的な連携を図るなど活用を推進します。 

(2,358)

 

 

 名水を活かした地域づくり推進事業（安全環境部）☆  チャレンジふくい  10,000

 本県の豊かな水資源を全国へアピールするため、名水を活かした地域づくりを支援します。 

  事業期間 １７年度～１９年度 

  実施主体 市町、地域住民、経済団体、事業者等で構成する地域グループ 

  補 助 率 １／２（補助限度額 ５００万円） 

事業内容 湧水地の整備、水を活かした産業の振興、誘客の促進、情報発信 

(5,000)

 



 

 

 - 55 -

 

 地域をつなぐ河川環境づくり推進事業（土木部）☆★ 14,300

 河川愛護団体等による河川の草刈活動に対して補助を行います。 

  事業期間 １６年度～１８年度 

  補 助 率 県１／３ （市町１／３、団体１／３） 

(17,600)

 

 

〈ラムサール条約湿地「三方五湖」の保全・活用〉 

 

 美しい三方五湖再生事業（部局連携：総合政策部・安全環境部）☆  チャレンジふくい  42,865

 三方五湖の水質浄化の研究を行うとともに、地域住民主体の環境保全活動や誘客の促進

を図ることにより、地域ブランドとしての美しい三方五湖の再生を図ります。 

  事業内容 バイオ技術による水質浄化および湖沼の底質改善剤の研究 

       三方五湖の保全・活用に関する検討委員会の開催、活動プランの作成 

       エコツーリズムの推進等による誘客の促進 

(1,184)

 

 

 ラムサール条約湿地「三方五湖」魚類生息状況調査事業（安全環境部）☆ 4,574

 ラムサール条約湿地「三方五湖」の貴重な自然環境の保全・活用のための基礎資料とす

るため、同湖の固有、希少な魚類の生息状況調査を行います。 

  事業期間 １７年度～１９年度 

事業内容 三方湖、菅湖、水月湖、久々子湖および流入河川域において、定期的に 

魚類の捕獲調査を実施 

   生息魚類 ハス、タモロコ、ナガブナ、イチモンジタナゴ等 

(7,885)

 

 

 
ラムサール条約湿地「三方五湖」再生整備事業（安全環境部） 

                           ☆  チャレンジふくい   県民参加   電 源  
11,104

 ラムサール条約湿地「三方五湖」の保全・活用を進めるとともに、その優れた自然環境

を県内外にＰＲします。 

  事業期間 １８年度～１９年度 

事業内容 田んぼを活用した魚類の繁殖と水鳥の餌場の確保および環境学習の実施 

        ラムサール条約湿地「三方五湖」をＰＲする案内板の整備 

        地元町が行う自然体験や環境学習を通した県外との交流事業への参画 

(7,885)

 

 

〈太陽光発電量を５倍に〉 

 

 太陽光発電等住宅設備設置促進事業（土木部）☆ 282,000

 太陽光発電設備等の住宅への設置に対して補助を行い、環境に配慮した住宅の普及を図

ります。 

  対象設備 太陽光発電設備、屋根融雪・雨水再利用設備 等 

  実施主体 市町 

補 助 率 太陽光発電設備 県１／６（市町１／１８） 

       その他     県１／９（市町１／９） 

       （補助対象限度額 １８０万円） 

(282,000)
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〈低公害車の導入台数を１０倍に〉 

 

 低公害車導入促進事業（安全環境部）☆ ★ 18,378

 通常車より価格が高い低公害車（ハイブリッド車、電気自動車、天然ガス車）の購入に

対して助成を行い、環境にやさしい低公害車の普及を図ります。 

事業期間 １５年度～１８年度 

補 助 率 市町の補助額の１/２以内 

（ただし、１台当たり価格差の１/８かつ６万円を上限） 

(18,378)

 

 

◇まちづくり 

 

〈鉄道快速化に伴う嶺南地域のまちづくり〉 

 

 新快速直通化開業記念行事等開催事業（総合政策部）☆  県民参加   電 源  5,000

  敦賀までの新快速直通化開業を県内外にアピールするとともに、嶺南地域の鉄道利用を

促進するための開業記念行事等を開催します。 

   実施主体  新快速直通化開業記念事業実行委員会（仮称） 
   事業内容  開業前 新快速直通化の広報・ＰＲ 
         開業時 出発式、イベント等の実施 
         開業後 新快速・小浜線利用促進に向けた取組み 
   全体事業費 １，５００万円 
   補 助 率  １／３ （敦賀市１／３、その他嶺南市町１／３） 

(1,510)

 

 

 「つるが縁結び紀行」（仮称）作成支援事業（総合政策部）☆ 2,500

  敦賀の観光地にまつわる恋愛に関するストーリーを盛り込み、縁結びスポットを紹介す

る冊子を作成・配布し、京阪神地域からの観光誘客に取り組みます。 

   実施主体 敦賀市 
   補 助 率 １／２（市１／２） 

(2,050)

 

 

 快速鉄道による京阪神観光客拡大事業（総合政策部）☆ 5,000

  県、嶺南市町、ＪＲ西日本が協力して、嶺南地域の魅力を活かした企画きっぷを発行す

るなど京阪神地域からの幅広い誘客に取り組みます。 
(2,050)

 

 

 自転車タクシー利活用推進事業（総合政策部）☆ 500

  新たな交通手段として期待される自転車タクシーについて、利活用のためのガイドライ

ンを取りまとめ、配備普及を促進します。 

(2,050)

 

 

 敦賀港線活用調査事業（総合政策部）☆ 500

  ＪＲ貨物敦賀港線の敦賀駅・敦賀港駅間(2.7㎞)の観光活用のための列車運行について

調査検討を行います。 

(2,050)

 

 

 



 

 

 - 57 -

 

 中心市街地活性化道路照明灯整備事業（土木部）☆  電 源  10,300

    敦賀までの新快速直流化を契機に、敦賀市の中心市街地にあたたかみのある街路景観・

夜間景観を演出し、みなと街つるがの魅力を県内外にアピールします。 

   事業期間 １８年度 

   事業内容 県道における景観や環境に優れた高圧ナトリウムランプ（オレンジ色） 

の道路照明灯の整備 

(645)

 
 

〈県都の活性化の推進〉 

 

 手寄地区市街地再開発における県施設整備事業（総務部）  電 源  4,105,286

 １９年春の開館に向け、手寄地区市街地再開発組合が整備を進めている都市型複合施設

の保留床を取得し、県民の交流・活動の場としての機能を持つ公共公益施設を整備します。 

  整備施設 多目的ホール、県民活動センター、人権センター、消費生活センター、 

       放送大学福井学習センター 

  事業内容 手寄地区県施設整備事業（７～８階保留床取得） 398,000万円 

        （１６年度債務負担行為設定額 400,000万円） 

多目的ホール初度備品整備等           12,529万円 

(1,366)

 

 

 ＪＲ福井駅観光情報発信事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい   1,184

 ＪＲ福井駅のコンコース内プラズマテレビを活用して、画像や文字情報等で本県の観光

地やイベントの情報を提供します。 

(1,366)

 

 

〈歴史、文化の香りただようまちづくりの推進〉 

 

 福井城址整備事業（総務部）☆  県民参加  41,800

  歴史的遺産である福井城址について、築城四百年を記念し県民に広く親しまれる憩いの

場として整備します。 

   事業内容 福の井への水流入、県庁正面石垣への階段等の整備 

        御廊下橋の復元に向けた調査・検討 

(29,130)

 

 

 伝統的民家の保存活用推進（土木部）☆  チャレンジふくい  23,050

 地域固有の資源である伝統的民家を継承するため、伝統的民家の新築・改修に対する補

助や保存活用推進員の認定、伝統的民家群保存活用推進地区の指定など、伝統的民家保存

活用推進条例に基づく施策を実施します。 

   伝統的民家普及促進事業（補助金） 

    事業主体 市町 

 補 助 率 新築 市町補助額の１／２以内（補助限度額８０万円／戸） 

 改修 市町補助額の１／２以内（補助限度額１５０万円／戸） 

    かつ対象経費の１／４以内 

(23,521)
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 福井の歴史的建造物保存促進事業（土木部）☆  チャレンジふくい   県民参加  9,099

  歴史的建造物を保存・継承するために必要な外観および構造体の保存改修に対し補助を

行います。 

   事業主体 市町・個人・法人 

補 助 率 所有者 市町    対象経費の１／４以内 

               （補助限度額１５０万円／戸） 

個人・法人 市町補助額の１／２以内 

かつ対象経費の１／４以内 

（補助限度額１５０万円／戸） 

(23,521)

 

 

 アカタン砂防歴史遺産活用促進事業（土木部）☆  チャレンジふくい   県民参加   電 源  7,800

 明治時代に築造されたアカタン砂防堰堤群（南越前町古木）の利活用の促進を図るため、

地元と連携した周辺整備を行い、地域活性化につなげます。 

事業期間 １８年度 

事業内容 散策路、ベンチ、堰堤道標・案内標識 

(2,873)

 

 

 一乗谷朝倉氏遺跡整備・活用推進事業（教育庁）☆  チャレンジふくい  54,902

  特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡について、復原整備を促進するとともに、本県の観光振興と

イメージアップに活用します。 

   事業内容 遺跡の発掘調査、復原整備 

        遺跡案内ボランティアの充実、茶店運営等による誘客活動の実施 

        出土遺物の重要文化財指定に向けた遺物整理 

(29,130)

 

 

<美しい街なみ景観の創出> 

 

 福井の景観づくり推進事業（土木部）☆  チャレンジふくい  467

  美しい県土を形成する広域的な景観を保全、創出するため、景観法に基づく景観計画の

策定に取り組む市町を支援します。 

(2,873)

 

 

<豊かさが実感できる住環境の実現> 

 

ゆとりと安心の住まい支援事業（土木部）☆  県民参加  176,000

 県産材を活用した優良な木造住宅の普及を促進するため、住宅取得に要する費用に対

し補助を行います。 

補助対象 ＜基礎要件＞ ・所定面積以上の敷地において、在来工法によって 

             建設される県産材を40％以上使用した木造住宅 

・所定の耐震性、バリアフリー性、省エネ性を満た 

すもの 

＜上質要件＞ ・克雪住宅、二世帯住宅、次世代断熱住宅 

   補 助 額  基礎要件該当       ４０万円／戸  

         基礎要件＋上質要件該当  ８０万円／戸 

(2,873)
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 住まいの履歴書普及促進事業（土木部）☆  県民参加  2,493

  「住まいの履歴書」（維持管理等の記録簿）を全戸に配布し、関係団体と協力してその

活用を促進し、住まいに愛着を持ち、長く大切に使ってもらう意識を醸成します。 

(29,130)

 

 

 ゆとりある住環境形成推進事業（土木部）☆  県民参加  ―

  地域性を考慮した良好な宅地の誘導水準の設定や宅地供給業界への働きかけにより、過

小な宅地開発を抑制し、良好な住環境を確保します。 

(29,130)

 

<総合公園の整備> 

 

 丹南地域総合公園整備事業（公共）（土木部） 90,000

  丹南地域において総合公園を整備します。 

   事業期間 １７年度～２６年度 

   整備場所 越前市氷坂町ほか 

   事業内容 １８年度 用地買収 

(12,000)

 

 

◇ 安全・安心 

 

〈安全・安心な県民生活の実現〉 

 

 消費生活リーダー等支援事業（安全環境部）☆  県民参加  1,200

 県内各地域において消費生活に関する情報や学習機会をきめ細かく提供し、特殊販売

（訪問販売をはじめとする無店舗販売）等に関するトラブルを未然に防止します。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

事業内容 出前講座等で講師を務める消費生活リーダーを養成 

        講師等の人材およびパネル、ビデオ等の教材のリストを作成 

        消費者から依頼のあった講師の派遣および教材の貸し出し 

(10,560)

 

 

 福井県国民保護計画推進事業（安全環境部）☆ 5,386

  福井県国民保護協議会を開催するほか、県民に対して国民保護に関する知識の普及を図

るとともに、武力攻撃事態等に際して国民保護措置を円滑に実施できるよう、国および関

係機関と共同で図上訓練を実施します。 

(2,462)

 

 

 山間集落安全対策緊急支援事業（農林水産部）☆ 12,000

  集落近隣の過密林の間伐等を進め、山間集落を山地災害から守ります。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   補 助 率 県３／１０ 市町３／１０（森林所有者４／１０） 

   事業内容 間伐、整理伐、地表掻き起こし、被害木整理 

(12,000)

 

 

 県有施設天井改修事業（土木部・教育庁）☆ 320,081

 国土交通省技術指針に基づき、県有施設のつり天井について、崩落対策工事を実施し

ます。 

   工事対象施設 １０施設（若狭総合公園温水プール、ﾄﾘﾑﾊﾟｰｸかなづ多目的体育館 

              福井運動公園温水プール、県立高校体育館７棟） 

(7,700)
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 小・中学校耐震化促進事業（教育庁）☆ 75,000

     市町が実施する小・中学校の耐震診断と耐震補強工事に対して支援を行うことにより、

小・中学校の耐震化を促進し、児童生徒の安全確保を図ります。 

  事業内容 耐震診断への補助 

         事業期間  １７年度～１９年度 

         補 助 率  国１／２ 県１／４ 市町１／４ 

               補助対象限度額  １７０万円／棟 

       耐震工事への補助 

         事業期間  １７年度～２１年度 

         補 助 率   財政力指数０．５未満の市町 

                国６／１２ 県１／１２ 市町５／１２ 

               財政力指数０．５以上１．０未満の市町 

                国８／１６ 県１／１６ 市町７／１６ 

               補助対象限度額  ２，４００万円／棟 

(56,700)

 

 

〈交通安全スロー・シグナル・シャイン（３Ｓ）運動〉 

 ※スロー：安全速度の徹底 シグナル：信号の遵守と合図の励行 シャイン：反射材で自分の存在をアピール 

 

 交通安全３Ｓ運動ステップアップ事業（部局連携：安全環境部・警察本部）☆  県民参加  1,841

  交通事故を減少させるため、地域および職域で率先して「３Ｓ運動」の実践・普及活動

を行うサポーターを養成し、その活動により県民全体の交通安全意識の向上を図ります。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

実践内容 安全速度の徹底および安全運転の呼びかけ【スロー】 

        交差点等における「イエローストップ」、合図の徹底等【シグナル】 

        日没前にライト点灯を行う「越前若狭トワイライト作戦」、夜間外出時 

の反射材の着用推進【シャイン】 

(5,250)

 

 

 「見せる」反射材普及活動事業（安全環境部）☆            4,253

  夜間の交通事故を防ぐため、量販店等多くの人が集まる場所において自転車に反射材を

取り付ける活動を行います。 

(4,227)

 

 

〈交通安全対策〉 

 

 事故防止体験教育事業（部局連携：安全環境部・警察本部）☆  県民参加  4,317

 歩行者（高齢者、子ども）と運転者双方に体験型の交通安全教育を展開することにより、

歩行者の安全意識向上と歩行者の立場に立った思いやり運転の普及を図り、交通事故の減

少を図ります。 

   事業内容 横断歩行者トレーナー等を使った体験型教育 

   対 象 者 ２０，０００人（児童、高齢者、運転者） 

 

 違法駐車対策関係事業（警察本部）☆  39,716

 放置車両の確認事務を民間委託することにより、良好な駐車秩序の確立を図ります。 

   事業内容 放置車両確認事務委託事業 駐車監視員２ユニット（４人） 

        放置違反金制度運用事業 
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〈子どもの安全・安心〉 

 

 安心で明るい子どもの道整備事業（県単）（土木部）☆ ★ 300,000

 安心で明るい通学路を確保するため、歩道の新設、段差解消や交差点等における照明灯、

歩行者用照明灯の整備を行います。 

   事業内容 歩道新設    １８箇所 

        歩道段差解消等 １２箇所     

(15,000)

 
 

 子ども安心３万人作戦（部局連携：教育庁・警察本部）☆  県民参加  23,049

  登下校時の子どもの安全を確保するため、「１１０番の家」やＰＴＡ等３万人が連携し、

通学路の要所に立ったり、巡回活動を行う等の見守り活動を支援し、全県での展開を図り

ます。 

   事業内容 全小学校区単位での子どもを見守る活動の実施 

        「子ども１１０番の家」を巡るウォークラリーの開催 

        小学校新入生に対する防犯ブザーの配付 

小学校区単位での声かけ事案対応訓練の実施 

活動参加者のボランティア保険料に対する支援 
 
 

 子ども安全・安心パワーアップ事業（教育庁）☆  県民参加   電 源  50,350

  市町が実施する安全向上策および地域が取り組む子どもの登下校時の安全確保のため

の活動を支援します。 

   事業内容 小学校への防犯ビデオの設置、メール連絡システム導入に対する支援等 

 
 

 子ども地域安全情報の提供（部局連携：教育庁・警察本部）☆  県民参加  5,761

  子どもに対する声かけ事案の発生状況等をインターネットで情報提供し、活用を図りな

がら子どもの犯罪被害未然防止を推進します。 

事業内容 声かけ事案の発生状況等を掲載した地域安全情報マップを県下２１３

小学校区ごとに作成し、県警ホームページに掲載 

マップを参考に、パトロール、見守り活動強化 

 
 
〈治安の向上〉 

 
 「身近な知能犯罪」抑止事業（警察本部）☆ 1,849

  「出前講座」の開催、戸別訪問による「一声作戦」等を展開するとともに、被疑者割り

出しのための資機材の整備を行います。 

  事業内容 地域警察官等による啓発チラシの配付 

       デジタル式防犯ビデオ検索装置の整備 

 
 
 犯罪に強いまちづくり推進事業（警察本部）☆ 2,500

  防犯設備士協会の加盟者を「防犯ドクター」として委嘱し、防犯モデル地域において警

察と協働で住宅等の防犯診断を行い、犯罪に強い地域環境づくりを進めます。 
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 臨時交番相談員配置事業（警察本部）☆ 34,650

 臨時交番相談員を全交番に配置することにより、空き交番対策を強化するとともに、警

察官の街頭パトロール活動の充実を図ります。 

   配 置 数 ３９交番 

   職務内容 各種相談・届出を受けた場合の警察官への連絡 等 

 
 
 来日外国人犯罪・広域組織犯罪対策事業（警察本部）☆ 5,109

  国際捜査官を育成するとともに、犯罪者に対処するための資機材を整備します。 

  事業内容 語学研修（北京語） 

       耐刃手袋の整備 

 
 
 ふくいマイタウン・パトロール隊育成・支援事業（部局連携：安全環境部・警察本部）☆ 11,190

  ふくいマイタウン・パトロール隊への加入および新規結成を促進するため、地域住民に

自主防犯活動を実践体験してもらうとともに、同パトロール隊へ必要な物品を提供し、活

動を支援します。 

 
 

 
わがまち安全・安心ロック＆ライトアップ作戦 

                  （部局連携：安全環境部・警察本部）☆  県民参加  
2,884

  門灯等を一晩中点灯する「一戸一灯運動」のより一層の推進と鍵かけ意識の向上を図り、

夜間の犯罪および無施錠による被害の減少を図ります。 

 
 

 女性のための防犯安全対策事業（警察本部）☆ 1,078

 「女性のための防犯講座」を開催するとともに、女性からの警察安全相談を担当する女

性警察職員のスキルを向上させ、女性の安全対策の強化を図ります。 

  事業内容 身を守るための知識と技術の習得を目的とした講座の開催（年６回） 

       女性相談応対者２２人の研修 

 
 
〈防災体制の充実〉 

 

 
防災情報ネットワーク再整備事業（安全環境部）☆ 

                              〈債務負担行為〉 

390,385

 

  県防災情報ネットワークで使用している地上無線の周波数移行工事を行うとともに、

現在１ルートである県出先機関との通信手段を地上系および衛星系により２ルート化

し、災害時の連絡・情報収集機能を強化します。 

   事業計画 １７年度      実施設計 

        １８年度～１９年度 無線設備工事の実施 

(22,500)

 

 

 災害情報インターネットシステム拡充事業（安全環境部）☆ 26,481

     県や市町からの災害に関する多様な情報をホームページや携帯サイトに随時公開でき

るシステムを再構築するとともに、気象警報や避難勧告等の情報をメールにより迅速に県

民、防災関係機関、報道機関等に提供できるシステムを開発します。 

(56,700)

 

 

〈2,060,133〉 
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 地域防災動画情報配信事業（部局連携：総務部・土木部）☆  県民参加  2,600

  河川監視カメラによる画像情報を福井情報スーパーハイウェイを活用して、ＣＡＴＶな

ど放送事業者に配信し豪雨等に際して河川の現況を視聴可能にします。 

(4,300)

 

 

 災害時要援護者避難支援人材育成事業（安全環境部）☆  県民参加  1,901

     市町が行う災害時要援護者の避難支援プラン作成を支援する民生委員を対象に、プラン

作成に必要な地域防災や地域福祉等の知識に関する研修を行い、市町の避難支援プランの

早期作成を支援します。 

※災害時要援護者 要介護２～５の介護保険利用者、１・２級身体障害者、療育手帳Ａ１・ 

Ａ２の知的障害者、一人暮らし高齢者、高齢者のみの世帯の人 

 

 

 ため池防災情報提供事業（農林水産部）☆ 11,500

  ため池の災害危険度予測システムを導入し、豪雨や地震時における防災情報を迅速に地

域へ提供します。 

   事業期間 １７年度～１８年度 

   事業内容 「河川・砂防総合情報システム」との連携 

ため池管理者に対し防災情報を自動配信する機能を追加 

(4,300)

 

 

 山村等防災情報強化対策事業（農林水産部）☆ 2,400

  山地災害対策事業を効率的に実施するため、山地災害危険地区の見直しを行い、県民に

情報を提供します。 

   事業計画 １７年度  山地災害地区の基準の策定および点検・見直し 

        １８年度～ 土砂災害防止支援システム掲載による県民への情報提供 

(22,500)

 

 

 洪水に強い排水機場整備事業（農林水産部）☆ 36,000

  県営造成排水機場の洪水による被害を解消し、公共施設や農地等の被害を防止するた

め、洪水防災機能診断と防災対策工事を行います。 

   事業期間 １７年度～２１年度 

(30,370)

 

 

 道路防災対策事業（県単）（土木部）   289,000

 落石や崩壊の危険性のある箇所を把握するため、県管理道路の法面について防災点検を

再度、実施します。 

   事業期間 １７年度～１８年度 

実施箇所 約３，５００箇所 

 

 

 土砂災害防止支援システム整備事業（公共）（土木部） ★ 50,000

 市町や住民に対し土砂災害警戒情報等を迅速に提供するため、土砂災害防止支援システ

ムを構築し、県民の生命の安全を確保します。 

   事業期間 １５年度～１９年度 

   事業内容 基礎調査、危険箇所のデータ構築 

(3,000)
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 浸水想定区域等調査事業（公共）（土木部） 59,000

 氾濫時に大きな浸水被害が想定される県管理河川について、浸水想定区域を指定・公表

するための調査を行うとともに、避難場所等の情報を記載したハザードマップ作成に関す

る市町の調査経費に対して助成します。 

浸水想定区域指定調査（実施主体：県） 

事業期間  １７年度～１８年度 

対  象  １７河川 

  洪水ハザードマップ作成調査（実施主体：市町） 

補 助 率  県1／３（国1／３、市町１／３） 

 

 

〈除雪体制の抜本的な改善〉 

 
 除雪事業(公共・県単)（土木部） ★ 889,600

  冬期間において交通の円滑化を確保するため、県管理道路について除雪を行います。 

   公共 ８億３，４００万円 

   県単   ５，５６０万円 

(43,000)

 
 
 歩道除雪モデル事業(県単)（土木部）☆ ★ 43,000

 冬期間において小学生等の歩行者の安全を確保するため、小学校および主要駅周辺をモ

デル地区として県管理道路の歩道の除雪を行います。 

 除雪範囲 小学校および主要駅を中心に半径５００ｍ内 

(43,000)

 
 
 雪寒道路整備事業（公共・臨交）（土木部） ★ 547,000

 主要な県管理道路において消雪パイプを整備します。 

   路 線 名 一般県道福井鯖江線 他 

(124,736)

 
 
〈食の安全・安心の確保〉 

 
 食品衛生自主管理推進事業（健康福祉部）☆ 889

 福井県版食品衛生自主管理プログラム認証制度（福井県版ＨＡＣＣＰ）の対象業種を拡

大するとともに、認証取得に向けて食品事業者への支援を強化します。 

  事業内容 制度拡充検討会の開催（拡大対象業種、認証基準等を検討） 

ネットワーク組織「ふくいハサップ推進協議会」（仮称）を設置し、食 

品事業者を支援 

 
 
◇文化 

 

〈文化･スポーツ・生涯学習の振興〉 

 

 県立図書館等歴史資料活用推進事業（教育庁）☆  県民参加  5,476

 郷土の先覚者の足跡を学習するため、県立図書館等で所有する貴重な歴史資料の特別展

示を行います。 

  事業内容 県立歴史博物館での「五箇条の御誓文」草稿等展示 

       県立図書館での「解体新書」初版本等展示 

(7,450)
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 「ふるさと文学コーナー」（仮称）整備事業（教育庁）☆  県民参加  1,156

 県立図書館内に、本県出身作家の業績、生い立ち等を紹介するための展示コーナーを整

備し、郷土作家の作品や福井が舞台の作品の普及を図ります。 

  事業内容 本県出身作家の写真、愛蔵品、直筆原稿、初版本等の展示 

       本県を舞台とする作品の紹介 

(7,450)

 
 

 県立図書館サービス向上事業（教育庁）☆  県民参加  2,935

 市町立図書館と連携して返却場所を拡大するサービスを実施するとともに、産業支援コ

ーナーの機能充実、魅力ある子ども室づくり、学校との連携強化を行うなど、県立図書館

のサービス向上に努めます。 

   事業内容 幼児を対象としたお話し会の開催回数を月２回から４回に増加 

        お薦め本の学校への貸出しや県立図書館を利用した調べ学習の実施 

        「ジョブカフェ」等と連携したセミナーの開催 

(7,450)

 
 

 ふくい漢字学習推進事業（教育庁）☆ 4,726

 漢字文化の振興、国語教育の充実を図るため、県立図書館内の「白川文字学の室（へや）」

の拡充を行うとともに、学校教育における漢字文字教育の充実を図ります。 

  事業内容 子ども向け資料の収集・整備など「白川文字学の室」の充実 

       白川博士による講演会および親子漢字学習講座の開催 

       小学生向け教材の作成・活用、模擬授業を取り入れた教員研修会の開催 

(7,450)

 

 

 スポーツ拠点づくり施設整備事業（教育庁）☆ 57,580

 国の「スポーツ拠点づくり推進事業」に採択された市町が実施する体育施設整備に対し

補助を行います。 

  補 助 率 １／３ 

(13,500)

 

 

 県民スポーツ祭開催事業（教育庁）☆ 13,500

 競技スポーツと生涯スポーツの普及・振興のため、県民の誰もが気軽に参加できるスポ

ーツ大会として、県民スポーツ祭を開催します。 

(13,500)

 

 

恐竜ブランド発信事業（教育庁）☆  チャレンジふくい   県民参加  6,092

 福井が誇る恐竜博物館および恐竜研究の成果をふくいブランドとして広く全国に発信

します。 
 事業内容 「国際恐竜シンポジウム（仮称）」の開催（１９年度）に向けての準備 
      全国の子どもたちに“ふくいの恐竜”を知ってもらう出前講座の開催 
      化石発掘現場を野外博物館とする構想の検討 

(0) 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 - 66 -

 

 ふくい県民文化総合推進事業（教育庁）☆  県民参加  56,600

  「第２０回国民文化祭・ふくい２００５」開催の成果を踏まえ、広く県民が文化・芸術

に親しみ、楽しみ、学ぶことができる環境づくりを進めます。 

   事業内容 県立美術館が所蔵する絵画等を公共施設等へ貸し出し展示 

        ボランティア活動家などのミニコンサートを公共施設等で開催 

        「ふくい県民総合文化祭（仮称）」の開催 

        地域の文化団体が開催する体験教室・鑑賞教室等への支援 

(1,218,000)

 

 

 子どものための文化芸術促進事業（教育庁）☆  県民参加  24,860

  より多くの子どもたちが本物の文化芸術を鑑賞・体験する機会を充実します。 

   事業内容 県立音楽堂の公演での小中学生向けの無料鑑賞シートの確保 

        県立音楽堂での児童、園児のコンサート鑑賞 

        学校での小中学生を対象とした芸術鑑賞の機会の提供 

        県内外で活躍するプロの芸術家が直接指導するワークショップの開催 

(1,218,000)

 

 

 「平成ふくい風土記」（仮称）作成事業（教育庁）☆ 550

  国民文化祭の開催により、県民が県内各地域に伝わる文化、歴史等をあらためて認識し

たことを契機として、次世代に継承していくべき現在の福井の風景、行事、地名、日常の

暮らしなどを記録した「平成ふくい風土記」（仮称）を作成します。 

   事業内容 １８年度   内容、スケジュール等の検討 

        １９年度以降 項目ごとの執筆、編集、発行 

(1,218,000)

 

 

 指定等文化財活用推進事業（教育庁）☆ 5,000

  県民が文化財に対する理解を深めるとともに、観光資源等としての活用が進むよう、県

内の指定等文化財の積極的な公開等を支援します。 

   事業内容 文化財の活用状況を含むデータベースの構築、県ホームページでの公開 

        通常非公開の文化財の公開等に要する経費に対する補助 

(1,218,000)

 

 

 交流特別展「白山」の開催（教育庁）☆ 578

  石川県・福井県の両県民が「白山」についての理解を深めるため、両県歴史博物館にお

いて「白山」に関する交流展示を行います。 

   事業内容 白山に関する交流見学会の開催 

        交流特別展「白山」の開催（１９年度）に向けての準備 

(1,218,000)

 

 

〈国際交流の推進〉 

 

 国際交流会館開館１０周年記念事業（産業労働部）☆  2,000

  平成８年１０月に開館した国際交流会館の開館１０周年を記念し、福井ゆかりの人物を

通して国際化について考える講演会等を開催します。 

(20,000)
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◇ＩＴ 

 

 電子申請システム構築事業（総務部）☆  チャレンジふくい  11,052

  県民が申請・届出等の手続きを２４時間いつでもインターネットにより行うことができ

る電子申請システムの市町との共同整備を進め、１９年３月の運用開始を目指します。 

   事業計画 １７年度 システム設計 

        １８年度 システム構築、運用開始 

        １９年度 対象手続の拡大等 

(20,000)

 

 

 ＯＳＳシステム運営事業（部局連携：総務部・警察本部） 70,604

 個人やディーラーが自動車税、車庫証明等自動車保有に要する諸手続きを、インターネ

ットを通じて一括して行うことができるシステムの導入を進めます。 

   運用開始時期 ２０年２月導入予定 

 

 

 地域ＩＴ活動支援事業（総務部）☆  チャレンジふくい  805

  県民のＩＴ利活用能力の向上を図るため、「地域パソコンマスタ－」を対象に交流会等

を開催するとともに、「ふくいｅ-モニター」として県政に対する意見を電子メールで募集

します。 

(955)

 
 

 ふくいＩＴ―Ｂｌｏｇ開設事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい ★ 4,846

  県内情報サービス企業等が情報発信し、ＩＴ関係の就業に興味のある学生等と気軽に就

職相談等の情報交換を行う場（Ｂｌｏｇサイト）を提供するなど、企業の人材確保を支援

します。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

(4,477)

 

 

 学生と情報サービス企業との交流促進事業（産業労働部）☆  チャレンジふくい ★ 1,662

  県内大学等の情報系学生に対し、県内情報サービス企業が有する先端技術等を学ぶ講座

を開催し、大学等との連携の下、県内の情報サービス企業への理解を深めるとともに、企

業で必要となる技術や知識を学ぶことで企業へ優秀な人材確保を支援します。 

   事業期間 １８年度～２０年度 

   事業内容 大学における講座の開催（１２回程度） 

(4,477)

 
 

 携帯電話不感地域解消モデル事業（総務部）☆ 45,000

  県内不感地域の解消を推進するため、モデル的に市町が行う通信回線の整備を支援しま

す。 

    補 助 率  通信回線整備  県１／２（市町１／２） 

（補助限度額１，５００万円／１箇所） 

鉄塔施設は事業者が整備 

    支援箇所数 ３箇所 

 
 
 庁内情報システム最適化推進事業（総務部）☆ 31,500

  県庁内の既存１２０システムの妥当性等の精査に基づく「最適化実行計画」を策定し、

コスト削減を推進するとともに、新規開発システムについての適正化を図っていきます。 
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平成１８年度当初予算案 

（新世紀政策推進枠事業） 

 
 「福井元気宣言」のビジョン実現のため、１５年度から１８年度の４年間で、一般

財源で２００億円の新世紀政策推進枠事業を実施することとしています。 
このうち１８年度当初予算では、「農林水産業の振興」や「少子化対策」などの課

題に的確に対応するため、３１７事業、一般財源で約６６億円を予算化します。 

この結果、１５年度から１７年度の予算を合わせると、新世紀政策推進枠事業は 

４７４事業、一般財源総額で約２１７億円となります。 

 約１７億円の増額分は、成果主義に基づく事務事業のスクラップなど事業

の選択と集中をさらに進めることによって確保しています。 

(単位：百万円)

予算区分 福井元気宣言の項目 事 業 数 予 算 額 一 般 財 源 

Ⅰ 元気な産業 ９７  ４,００３  １,５７２ 

Ⅱ 元気な社会 ９６  ５,３０４  ３,３２２ 

Ⅲ 元気な県土 １６  ３,５３６    １５４ 

Ⅳ 元気な県政  １０８  ３,２３７  １,６２９ 

１ ８ 年 度 

当初予算 

（今  回） 

計 ３１７ １６,０８０  ６,６７７ 

     

Ⅰ 元気な産業 １２７ １５,２０４ ４,１５６ 

Ⅱ 元気な社会  ９３ １０,２２０ ４,７５８ 

Ⅲ 元気な県土  ２４ １０,４４１ １,５５１ 

Ⅳ 元気な県政 １１５  ６,４３２ ４,５５６ 

これまでの 

予算 

(15～17) 

計 ３５９ ４２,２９７ １５,０２１ 

 

Ⅰ 元気な産業 １６１ １９,２０７ ５,７２８ 

Ⅱ 元気な社会 １２２ １５,５２４ ８,０８０ 

Ⅲ 元気な県土  ３０ １３,９７７ １,７０５ 

Ⅳ 元気な県政 １６１  ９,６６９ ６,１５８ 

累   計 

計 ４７４ ５８,３７７ ２１,６９８ 
 
※累計の事業数は、これまでの取組分３５９事業に、１８年度当初予算の３１７事業のうち新規事業
の１１５事業を加えたものです。 
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平成１８年度当初予算案 

（福井豪雨災害対策事業） 

 

  １６年７月に発生した福井豪雨災害について、１８年度 

 も引き続き対策を行い、災害に強い県土づくりを推進します。

(単位：億円)

項   目 
１６年度 

実  績 

１７年度 

2月現計見込 

１８年度 

当初予算 
累 計 

 １ 被害を受けた方々の生活・住宅支援 １７ ２ 0.3 １９

 ２ 産業の再生 ２３ １９ １７ ５９

 ３ 社会基盤の早期復旧 ２３６ ５２ ２９ ３１７

(1) 河川・道路・砂防施設等の復旧 

 (2) 農林水産施設の復旧 

 (3) その他の施設の復旧 

１９４

３８

４

３９

１３

0.4

２３ 

６ 

0.2 

２５６

５７

４

 ４ 再度災害の防止 １５５ １４２ １５９ ４５６

(1) 激甚災害対策特別緊急事業 

 (2) 災害関連公共事業 

 (3) 災害対策の緊急調査等 

３０

１２４

１

９６

４６

１２２ 

３７ 

 

２４８

２０７

１

 ５ 救助活動等の実施・支援 ３ 0.4  ３

合    計 ４３４ ２１５ ２０５ ８５４
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災害に強い県土づくり 

～ １６年７月福井豪雨災害対策 ～ 

 

 

１ 被害を受けた方々の生活支援 

 

（１）生活再建のための支援 

 

 被災者住宅再建補助金 17,000

    被災世帯に対し、住宅の改築に要する経費について補助します。 

申込期限  平成１７年度末 

補助限度額 全壊世帯 ３００万円 

      半壊世帯 １５０万円 

補助率   県１／２（市町１／４、本人１／４）  

 

 

 被災者住宅再建資金無利子貸付事業 7,422

 被災世帯が住宅の改築、補修等をする際に利用する貸付金について、５年間無利子と

するため、利子補給をします。 

申込期限  平成１７年度末 

貸付限度額 全壊の場合 ２,０００万円  

半壊の場合 １,０００万円 

      一部破損、床上浸水の場合 ３００万円 

 

 

２ 社会基盤の早期復旧 

 

（１）河川・道路・砂防施設等の復旧 

 

 

 河川等災害復旧事業（公共）  2,275,713

 対象箇所 河川    ２５箇所 

 

（２）農林水産施設の復旧 

 

 耕地災害復旧事業（公共）  502,816

 対象箇所 農地等 ２８４箇所 

 

 

 林道施設災害復旧事業（公共）  86,740

 対象箇所 林道    ６箇所 

 

予 算 額 
（単位：千円）
予 算 額 

（単位：千円）
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３ 再度災害の防止 

 

（１）激甚災害対策特別緊急事業 

 

 河川激甚災害対策特別緊急事業（公共） 6,000,000

  浸水家屋数が２，０００戸以上である等の激甚な災害が発生した河川について再度災害

を防止するため、短期間で河川の大規模な改良を行います。 

   事業期間 １６年度～２０年度 

   対象箇所 足羽川（福井市日野川合流点～板垣橋付近） 

   事業内容 築堤復旧、堤防補強、河床掘削、低水護岸、橋梁架替等 
   事業延長 ６，０００ｍ 

 

 

 砂防激甚災害対策特別緊急事業（公共） 5,700,000

  激甚な災害が発生した地区の荒廃渓流について、再度災害を防止するため、緊急かつ集

中的に砂防設備工事を行います。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   対象箇所 ５０箇所 
   事業内容 砂防堰堤等 

 

 

 治山激甚災害対策特別緊急事業（公共） 539,175

  激甚な災害が発生した林地について、再度災害を防止するため、緊急かつ集中的に復旧

整備を行います。 

   事業期間 １７年度～１９年度 

   対象箇所 ２２箇所 

   事業内容 治山ダム等 

 

 

 

（２）災害関連公共事業 

 

 河川等災害関連事業（公共） 100,739

 災害箇所を含めた一連区間の再度災害の防止のため、災害復旧と併せて河川および砂防

の改良を行います。 

事業期間 １６年度～１８年度 

対象箇所 河川 ２箇所（三万谷川、一乗谷川） 

     砂防 １箇所（金見谷川） 

 

 

 河川等災害復旧助成事業（公共）  3,506,773

 災害箇所を含めた一連区間の再度災害の防止のため、災害復旧と併せて河川の大規模な

改良を行います。 

事業期間 １６年度～２０年度 

対象箇所 ２箇所（足羽川、鞍谷川） 
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 災害関連地域防災がけ崩れ対策事業補助金（公共） 29,366

  激甚な災害によりがけ地に崩壊等が発生している箇所において、崩壊防止施設を設置す

る経費に対し補助します。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

実施主体 市町 

対象箇所 ４箇所 

補 助 率 国１／２ 県１／５ (市町３／１０) 
 

 

 災害関連農地整備等事業（公共）  3,220

  被災した集落において、農地保有合理化法人等による効率的な営農体制の確立を図るた

め、農地等の災害復旧と併せて行う区画整理に対し補助します。 

   事業期間 １６年度～１８年度 

   事業主体 市町 

   対象箇所 ２箇所 

   補 助 率 農  地 国１／２ 県１／１０ (市町４／１０) 

 
 造林事業（公共） 35,457

  被災した作業路について整備を行います。 

   事業主体 森林組合等 

   対象箇所 １９路線１６０箇所 

   補 助 率 国３／１０ 県２／１０ (森林組合等５／１０) 
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平成１８年度当初予算案 

（職員提案型ゼロ予算事業） 

 

 県では、平成１６年度から、政策推進マネジメントシステムに基づき、

職員の日頃の仕事の業務改善を「ＢＰＲ運動（ビジネス・プロセス・リエ

ンジニアリング）」と位置づけ、全庁で様々な活動を行っています。 

平成１７年度当初予算編成からは、こうした活動をさらに発展させ、既

存の事業や施設の有効活用、将来の事業展開に向けた施策の企画立案など

職員の創意工夫を凝らした特別な予算措置を伴わない事業を推進するこ

ととしていますが、今回の予算編成においても積極的に取り組んでいくこ

ととしました。 
 

 

 
健康長寿バイスクル事業（総合政策部）  チャレンジふくい   県民参加  

( 再 掲 ) Ｐ４５ 

－

 

 

 
○拡観光と連携した有料道路の利用促進（土木部）  チャレンジふくい  

( 再 掲 ) Ｐ５１ 

－

  (－)

 

 
○新「ＬＯＶＥ・アース・ふくい」（温暖化ストップ県民運動）の展開（安全環境部） 県民参加  

( 再 掲 ) Ｐ５３ 

－

  (225)

 

 
○新ゆとりのある住環境形成推進事業（土木部） 県民参加  

( 再 掲 ) Ｐ５９ 

－

 

 

 

○拡県立図書館サービス向上事業（教育庁） 県民参加  

( 再 掲 ) Ｐ６５ 

   同事業のうち お薦め本の学校への貸出しや県立図書館を利用した調べ学習の実施 

          「ジョブカフェ」等と連携したセミナーの開催 

－

 

予 算 額 
（単位：千円）



       「福井県経済社会活性化プラン」の対応状況

区分 　　　　　主　　な　　事　　業 総事業費（千円） 予算額（千円）

8,815,177 6,129,315

(4,830,050) (2,839,901)

　みらい技術の創造

○ 産学官連携の推進 174,184 94,184

(174,184) (94,184)
福井県産力強化事業 2,000 2,000

新 「実は福井」の技発見事業 2,884 2,884
ふくい産学官共同研究推進総合事業 146,800 75,800
知的財産セミナー開催事業 2,000 2,000
ふくい産力強化国際特許出願経費補助事業 20,500 11,500

○ めざせ「最先端技術のメッカ」 495,416 460,416

(161,266) (126,266)
工業技術センター次世代ものづくり技術研究事業 91,066 91,066
早期事業化促進技術開発補助金 70,200 35,200

○ 「エネ・ワールド」創生 527,169 509,669

(526,496) (508,996)
若狭湾エネルギー研究センター調査研究事業 204,396 204,396

新 原子力・エネルギー関連技術開発支援事業 52,500 35,000
陽子線がん治療施設整備事業 269,600 269,600

【 参考 エネルギー研究開発拠点化計画関連文部科学省・経済産業省予算 4,473,000 】

　はばたけチャレンジ企業

○ 創業バリアフリー 日本一 2,745,940 1,483,081

(2,745,940) (1,483,081)
開業特別支援資金 1,500,000 833,730
意欲ある企業支援資金 1,000,000 510,740
新規創業支援事業 10,418 10,418
創業支援体制連携強化事業 4,658 2,329
産業支援センタープロジェクトマネージャー等設置事業 23,809 23,809

新 ふくい発新商品開発支援事業 20,900 10,900
繊維産業自立化支援事業 160,155 80,155
ファッション新市場開拓事業 16,000 6,000
伝統工芸品産業企業活性化支援事業 10,000 5,000

○ 販売支援体制の充実 105,133 105,133

(105,133) (105,133)
福井県ビジネス支援センター運営事業 90,787 90,787
大都市圏販路開拓強化事業 9,414 9,414
東アジア海外事務所機能強化事業 4,713 4,713
ベンチャー企業等へのチャレンジ発注推進事業 219 219

平成１８年２月
福　　井　　県

　平成15年度福井県経済社会活性化戦略会議からの提言を受け取りまとめた「挑戦（ﾁｬﾚﾝｼﾞ）ふくい－福井県
経済社会活性化プラン－」の平成18年度当初予算における対応状況は以下のとおりです。

１　産 力 強 化

　【区分】　新　：新規事業　　拡　：拡充事業
　【総事業費】　補助対象事業者の負担等も含めた事業費
　　（　　）　 ： 掲載した主な事業の合計額

資料No.4

1



区分 　　　　　主　　な　　事　　業 総事業費（千円） 予算額（千円）

　ウェルカム 元気な企業
2,557,464 2,557,464

(17,196) (17,196)
企業誘致アタック５００推進事業 2,487 2,487
県内港湾貨物集荷推進事業 13,709 13,709
立地企業関係強化事業 1,000 1,000

　夢のある農林水産業

○ 家業から企業へ 1,939,990 755,578
(833,566) (343,282)

米政策改革円滑推進事業 100,000 50,000
村落広域営農支援事業 286,595 104,461

新 生産組織高度化支援事業 6,000 6,000
新 農業生産組織等育成支援事業 12,448 12,448
新 農地集積実践事業 18,000 11,400

坂井北部丘陵地農業経営体育成モデル事業 318,000 107,000
坂井北部丘陵地農業経営体育成基盤整備支援事業 28,000 14,000

新 坂井北部丘陵地畑作再生総合対策事業 20,300 14,750
新 地産地消の新展開支援事業 7,000 5,000
新 福井うめ産地活性化事業 4,223 4,223
新 越前水仙産地活性化支援事業 15,000 5,000
新 「健康長寿ふくいの野菜」販売促進事業 18,000 9,000

○ 福井楽農 140,824 101,824
(140,824) (101,824)

新 いきいき女性・熟年農業者活動支援事業 55,050 22,250
拡 ふくいの「食」インターネット通信販売実践事業 7,500 7,500
新 ふくい産食材消費拡大推進事業 3,600 3,600
拡 元気いきいき福井をつくる食育推進事業 74,674 68,474

○ 山の力の再発見 98,182 49,327
(94,570) (47,300)

ふくいの森ビジネス活性化事業 13,840 13,840
新 県産材生産流通システム確立事業 55,000 20,500

「ふくいの森とつながる家づくり」推進事業 1,830 1,010
新 「ふくいの木」普及支援事業 2,900 1,450
新 木の香るふくいの環境づくり推進事業 21,000 10,500

○ 海の宝さがし 30,875 12,639

(30,875) (12,639)
拡 がんばる海業支援事業 12,026 6,356

栽培漁業自立支援事業 18,849 6,283

1,532,440 1,317,772

(1,506,492) (1,291,824)

○ サービス業の振興 42,037 42,037
(16,089) (16,089)

新 学生と情報サービス企業との交流促進事業 1,662 1,662
新 介護予防専門能力向上支援事業 3,000 3,000
新 在宅介護推進のための普及啓発と研究事業 3,228 3,228
新 在宅介護のための医師との連携促進事業 1,983 1,983
新 地域包括支援センター充実強化支援事業 6,216 6,216

○ 雇用効果の高いＩＴ関連産業の振興 40,031 28,231

(40,031) (28,231)
コールセンター産業人材育成事業 8,485 8,485

新 ふくいＩＴ-Blog開設事業 5,146 4,846
産学官連携による「メイドインふくいソフト」開発支援事業 26,400 14,900

２　活き活きサービス業

2



区分 　　　　　主　　な　　事　　業 総事業費（千円） 予算額（千円）

○ 地域共生ビジネスの創出 1,450,372 1,247,504

(1,450,372) (1,247,504)
地域助け合いビジネス起業化支援事業 2,756 2,756
産業活性化支援資金（地域助け合いビジネス支援分） 300,000 123,704
わくわく商店街づくり促進事業 1,234 1,234
商店街魅力向上支援事業 1,100,000 1,100,000

新 学生発　中心市街地等商業活性化プラン誘発事業 1,300 1,300
新 中心市街地店舗開業支援事業 45,082 18,510

490,916 490,916

(363,837) (363,837)

　みらい人財の育成
4,181 4,181

(1,236) (1,236)
県立大学ビジネススクール（短期課程）開設事業 1,236 1,236

　職づくり・人づくり・出会いづくり

○ 職づくり・人づくり 449,466 449,466

(329,389) (329,389)
新 若年者就職基礎能力向上事業 2,368 2,368
新 子育て女性の再就職支援事業 3,684 3,684

離転職者等能力開発推進事業（デュアルシステム分） 14,362 14,362
拡 高校生就労意識向上事業 8,975 8,975

私立高等学校魅力アップ推進事業 300,000 300,000

○ 出会いづくり 37,269 37,269

(33,212) (33,212)
若者就職支援センター（ジョブカフェ）運営事業 21,252 21,252
再就職支援セミナー・早期就職面接会開催事業 5,746 5,746

新 若年無業者（ニート）自立支援事業 2,161 2,161
新 県外新規学卒者就職支援事業 4,053 4,053

1,619,142 626,131

(1,410,611) (457,193)

　女性力のアップ・熟年力の発揮

○ 女性力のアップ 1,426,954 435,143

(1,371,117) (418,899)
拡 病児デイケア促進事業 28,258 14,129
拡 すみずみ子育てサポート事業 13,434 7,003

児童環境づくり基盤整備事業 446,502 234,844
拡 企業の子育て奨励事業 1,273 1,273
新 父親の子育て力向上推進事業 1,500 1,500
拡 中小企業育成資金（企業の子育て奨励分） 817,992 97,992

子育て支援職場づくり推進事業 10,718 10,718
勤労者ライフプラン資金貸付金（育児・介護休業生活資金貸付） 50,000 50,000
女性企業家支援事業 1,440 1,440

○ 熟年力の発揮 22,561 22,561

(22,561) (22,561)
中小企業経営技術診断助言事業 11,450 11,450

新 「達年」介護・子育てボランティア活動支援事業 3,282 3,282
新 団塊の世代社会貢献活動促進事業 2,450 2,450
新 団塊の世代就労支援事業 5,379 5,379

４　地　域　力　躍　進

３　人 財 創 出
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区分 　　　　　主　　な　　事　　業 総事業費（千円） 予算額（千円）

　地域ＩＴ力の強化

○ 次世代ＩＴインフラ整備 163,746 163,746
(11,052) (11,052)

電子申請システム構築事業 11,052 11,052

○ 豊かなＩＴライフ・ＩＴビジネスの活性化 5,881 4,681
(5,881) (4,681)

地域ＩＴ活動支援事業 805 805
産業情報化支援事業 5,076 3,876

1,835,970 1,084,711

(1,433,588) (837,837)

　ふくいブランドの進化 410,668 273,569
(388,033) (255,282)

拡 恐竜ブランド発信事業 6,092 6,092
新 岡倉天心「茶の本」出版100周年記念事業 8,515 8,515
新 継体天皇即位1500周年記念事業 1,850 1,850
拡 ふくいの魅力発信事業 19,680 19,680
拡 地域ブランド創造活動推進事業 141,155 71,155

「ふくいのおいしい水」認定・発信事業 2,941 2,941
名水を活かした地域づくり推進事業 20,000 10,000
ふくいブランド大使活動支援事業 10,258 10,258

新 「考福学（こうふくがく）」運動推進事業 3,450 3,450
新 「新ふくい人」誘致促進事業 20,570 16,070
新 コシヒカリ育成50周年記念事業 7,000 7,000

伝統的民家の保存活用推進 23,050 23,050
新 「おいしい福井米」販売促進事業 70,601 35,300
新 「イクヒカリ」販売促進支援事業 8,400 8,400
新 こだわりふくいの「食」ＰＲ事業 41,700 29,700
拡 「健康長寿ふくい」推進特別アドバイザー設置事業 2,771 2,771

　ビジット "ふくい" 1,425,302 811,142
(1,045,555) (582,555)

○ みがく～観光地の活性化～ 537,651 387,491
(206,664) (200,164)

一乗谷朝倉氏遺跡整備・活用推進事業 54,902 54,902
「ビジットふくい」観光客誘致拡大事業 50,870 50,870
美しい三方五湖再生事業 42,865 42,865

新 ラムサール条約湿地「三方五湖」再生整備事業 11,104 11,104
「人とメダカの元気な里づくり」推進事業 3,637 3,637
観光プロデューサー設置事業 10,758 10,758

拡 観光土産品活性化支援事業 4,000 2,000
新 伝統的工芸品産地誘客拡大事業 10,735 6,235

観光デジタル画像配信事業 7,094 7,094
福井の景観づくり推進事業 467 467

拡 観光と連携した有料道路の利用促進 ― ―
新 アカタン砂防歴史遺産活用促進事業 7,800 7,800
新 ｢藤野先生の故郷・福井｣ＰＲ事業 2,432 2,432

○ たかめる～くつろぎ空間の創造～ 771,778 316,278

(770,828) (315,328)
産業活性化支援資金（国際観光基盤整備分） 757,810 307,810

新 民宿の魅力づくり支援モデル事業 3,218 1,718
新 エコ・グリーンツーリズム強化推進事業 9,800 5,800

５　独 創 福 井

(「ビジット“ふくい”推進計画」の18年度当初予算における対応事業を記載。
　ただし、ふくいブランドの進化等他の項目に掲げたものおよび交通基盤整備などを除く。）
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区分 　　　　　主　　な　　事　　業 総事業費（千円） 予算額（千円）

○ そだてる～観光の人づくり～ 7,268 7,268

(3,408) (3,408)
観光ボランティアガイド「語り部」育成支援事業 1,808 1,808
通訳ボランティアガイド育成事業 1,600 1,600

○ しぼる～対象を絞ったアプローチ～ 108,605 100,105

(64,655) (63,655)
東アジア観光客誘致促進事業 15,488 15,488
「学びの旅」誘致事業 4,753 3,753
「ビジットふくい」観光宣伝事業 42,234 42,234
コンベンション活用観光宣伝事業 2,180 2,180

14,293,645 9,648,845
(9,544,578) (5,790,592)

合　　　　　計
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「行財政構造改革プログラム」に基づく 

「福井元気宣言」実現のための財源確保について 
 
 
（一般財源ベース） 

項     目 
15 年度

(実績)

① 

16 年度

(実績)

② 

17 年度

(当初)

③ 

18 年度 

(計画) 

 

18 年度 

（当初） 

④ 

 

計 

①～④

億円 億円 億円 億円 億円 億円

歳出の削減 Ａ 24 47 56 51 56 183

(1)新規の大規模施設整備の原則凍結 9 5 5 2 2 21

 既存施設の最大限活用 0.3 1 0.3 0.6

 大規模イベントの原則凍結等 2 3   5

 公共事業等の選択と集中 9 3 2 1 2 16

(2)成果主義に基づく事務事業のスクラップ 11 29 31 29 32 103

 事務事業・補助金の見直し 11 28 31 28 32 102

 行政組織の重点化・効率化 1 0.1 1 0.1 1.2

(3)人件費の抑制 4 9 16 18 20 49

 職員定数の適正な管理 3 6 10 12 12 31

 教員配置の適正化 2 4 5 6 12

 超過勤務の縮減 0.2 0.4 0.4 0.4 0.4 1.4

 管理職手当等の見直し、知事等の給料月額の減額 0.9 1.1 1.7 1.1 2 5.7

(4)外郭団体等の整理合理化 0 4 4 2 2 10

 運営費的補助金の廃止 4 3 2 2 9

 再就職の見直し 0.2 0.4 0.4 0.4 0.4 1.4

 外郭団体等の統廃合 1  0.2 1.2

歳入の確保 Ｂ 0 11    10 8 13 34

(5)財産売却等による歳入の確保 0 11 10 8 13 34

 財産売却 0.3 1 2 2 2 5.3

 電源三法交付金等の活用 10 8 6 11 29

合  計 Ａ＋Ｂ 24 58 66 59 69 217

 
               －１－ 

資料 No.６ 



平成１８年度の具体的な取組内容 

 

（１）新規の大規模施設整備の原則凍結 

 

○既存施設の最大限の活用 

     職員住宅の建替えに代え、民間住宅の借上げで対応 
○公共事業等の選択と集中 

     非公共事業に一部移行 

 
（２）成果主義に基づく事務事業のスクラップ 

 
  ○事務事業の見直し 
     スクラップした事業     １３９件 
  ○補助金の見直し 
     スクラップした補助金     ６５件 
  ○行政組織の重点化・効率化 
     合併後の市との役割分担に基づき、女性・家庭相談員、母子自立支援員の 
     配置を見直し 
 
（３）人件費の抑制 

 

  ○職員定数の適正な管理 

     職員の削減 １６８人（累計） 
  ○教員配置の適正化 

     少人数教育と学力向上のため、学校以外に配置している教員を削減 ８８人（累計） 
○手当の見直し 

     特殊勤務手当、農業改良普及手当の見直し 
 
（４）外郭団体等の整理合理化 

 

  ○運営費的補助金の廃止 

     団体に対して人件費、事務費等の削減や収入確保を促し、県補助を縮減 

  ○外郭団体等の統廃合 

     （財）すこやか長寿財団を県社会福祉協議会に統合 
     （財）サンドーム福井を（財）福井県産業会館に統合 
 
（５）財産売却等による歳入の確保 

 
  ○財産売却 

      未利用地等の売却実施 

  ○電源三法交付金等の活用 

      福祉や教育分野など県民の暮らしに身近な事業に活用 

 

 
 
 
 

              －２－  



 

 

 

行財政構造改革プログラムの推進状況 
 

項 目 
行財政構造改革 

プログラムの目標 

平成１８年度 

当 初 予 算 

基 金 取 崩 額    ９９億円    ９０億円 

基 金 残 高   １００億円   ２５０億円 

起 債 依 存 度 
(臨時財政対策債・豪雨災害対策分を除く)

  １０％以下    ９.５％ 

経 常 収 支 比 率   ９５％以下   ９３.２％ 

起 債 制 限 比 率   １５％以下   １４.１％ 

プライマリーバランス 
(臨時財政対策債を除く) 

  黒字を維持    黒  字 

※プライマリーバランス ＝ 借入金の償還金 － 借入金 

    
 

93

15

139

208

371

173
137

311

170

△392

△314

△245
△199

△54

△258

△43 △68 △38

△500

△400

△300

△200

△100

0

100

200

300

400

500

元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

    

※プライマリーバランス 

    借入金と借入金の償還を歳入・歳出それぞれから除いた場合の財政収支。 

    １６年度までは決算、１７年度は最終見込、１８年度は当初予算の数値である。 

資料 No.７ 

プライマリーバランスの推移 

(年度) 

(単位：億円) 



 

 

三位一体の改革を契機とした本県独自の予算編成方法 
 

１．成果連動型予算の試行 

国庫補助事業でなくなったものについては、より自由に事業が進められるよう

になったため、毎年度の成果目標を明確にし、その達成度によって次年度予算の

伸ばし方や配分額を連動させるシステムを試行的に導入する。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２．経費節減等の工夫 

国庫補助基準による制約がなくなったため、推進組織の見直しによる経費の削

減、事業参加団体からの負担金の徴収、印刷物への広告掲載等により、費用対効

果をこれまで以上に重視した予算とする。 
 

 

 

 

 

○新規就農者数の増加を目標とする事業群  46,543千円 

                      【定量的な成果指標】   成果指標の達成度に応じ 

                       新規就農者数（年間）   次年度予算へ反映（シーリング）

 

 

 

 

    

○ふくい産業支援センターが行う新規創業や経営革新企業の増加などを目標とする事業群（中小企

 業経営資源強化対策事業） 74,675千円 

  【成果指標】 新規創業企業 ７０社、経営革新企業 ５０社 など 

 

○国民健康保険事業運営の安定化に資する事業等を行っている市町に対し配分する交付金（国民 

 健康保険調整交付金 2号交付金） 383,608千円 

   【成果指標】 一人あたり医療費の削減率、健康診査受診者の伸び率 など 

（取組例） ＜いきいき女性・熟年農業者活動支援事業、アグリベンチャー支援事業等＞ 

        国庫補助の条件であった推進組織を廃止し、女性グループ等の支援を充実 

     ＜中小企業取引情報提供事業＞ 

        参加企業から負担金を求め、より安価に商談会を実施 

     ＜中小企業経営資源強化対策事業＞ 

        広告を掲載し、より安価に情報誌を発行 

ふくいアグリスクール開催事業 

新規就農サポート事業 等 

２８人以上 対前年１００％

２５～２７人 対前年 ９０％

２５人未満 対前年 ８０％

資料 No.８

－１－ 

新規就農者数 過去５年平均１９人 



 

 
 

＜地方全体＞ 

 ○税源移譲に結びつく国庫補助負担金の改革 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  (主な国庫廃止事業) 

   ＜１７政府・与党合意分＞ 

・児童扶養手当給付費負担金(地方負担率１/４→２/３)   １，８０５億円 

   ・児童手当国庫負担金(地方負担率１/３→２/３)      １，５７８億円 

   ・介護給付費等負担金（うち施設給付分地方負担率１２.５％→１７.５％） 

                                １，３０２億円 

   ＜１６政府・与党合意分＞ 

・国民健康保険財政調整交付金（県負担５％→７％）     １，４１３億円 

・義務教育費国庫負担金（地方負担率１/２→２/３ Ｈ１７暫定措置分除く） 

                                 ４，２１７億円 

 ＜福井県の影響＞ 

 ○税源移譲に結びつく国庫補助負担金の改革 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  (主な事業内訳) 

   ・児童扶養手当給付費負担金                １億円 

   ・児童手当国庫負担金                   ５億円 

   ・介護給付費等負担金                  １４億円 

   ・国民健康保険財政調整交付金               ７億円 

・義務教育費国庫負担金                 ３２億円 

 国庫補助負担金の廃止(１７政府・与党合意分) ６，５４４億円 

国庫補助負担金の廃止(１６政府・与党合意分) ６，３００億円 合計１２，８４４億円 

 

 所 得 譲 与 税          １８，９３５億円 

税源移譲予定特例交付金の廃止     △６，２９２億円 合計１２，６４３億円

１８年度の「三位一体の改革」の影響について 

 国庫補助負担金の廃止相当額(１７政府・与党合意分) ２８億円 

国庫補助負担金の廃止相当額(１６政府・与党合意分) ４０億円  合 計 ６８億円 

 

 所 得 譲 与 税              ９７億円 

税源移譲予定特例交付金の廃止        △４６億円 

地 方 交 付 税              １６億円  合 計 ６７億円 

－２－ 

移譲割合 98.4％  税源移譲 

国庫廃止 

移譲割合 98.4％  税源移譲 

国庫廃止 



 

 

 

＜地方全体＞ 

 ○税源移譲に結びつく国庫補助負担金の改革 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  (主な国庫廃止事業) 

   ・義務教育費国庫負担金            １２，９６０億円 

         共済長期・公務災害補償負担金    ２，１８４億円 

         退職手当・児童手当         ２，３０９億円 

         職員給与費（県負担１/２→２/３）  ８，４６７億円 

   ・国民健康保険財政調整交付金          ６，８６２億円 
        国民健康保険財政調整交付金（県負担７％導入） 

        国民健康保険負担金（県負担１/４→３/４） 

   ・児童扶養手当給付費負担金(地方負担率１/４→２/３)  １，８０５億円 

   ・児童手当国庫負担金(地方負担率１/３→２/３)     １，５７８億円 

   ・介護給付費等負担金（うち施設給付分地方負担率１２.５％→１７.５％） 

                           １，３０２億円 

＜福井県の影響＞ 

 ○税源移譲に結びつく国庫補助負担金の改革 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  (主な事業内訳) 

   ・義務教育費国庫負担金               １０２億円 

         共済長期・公務災害補償負担金     １４．５億円 

         退職手当・児童手当          ２３．５億円 

         職員給与費              ６４．１億円 

   ・国民健康保険財政調整交付金             ３４億円 

   ・児童扶養手当給付費負担金               １億円 

   ・児童手当国庫負担金                  ５億円 

   ・介護給付費等負担金                 １４億円 

 国庫補助負担金の廃止       ３１，１７６億円 

 

 所 得 譲 与 税        ３０，０９４億円 

平成１６～１８年度「三位一体の改革」の影響について

 国庫補助負担金の廃止相当額       １５９億円 

 

 所 得 譲 与 税  １４１億円 

    地 方 交 付 税   １２億円 合計 １５３億円 

－３－ 

移譲割合 96.5％ 

国庫廃止 

税源移譲 

移譲割合 96.5％ 

国庫廃止 

税源移譲 



資料 No.9
「福井元気宣言」の進捗度 

                         （平成 18 年３月末見込み） 
行財政構造改革の断行 

４年間で達成すべき主な目標 これまでの実行状況 

○知事、副知事などの報酬のカット ・知事、副知事の報酬を１０％カット 

○県職員数の５％削減、管理職手当と超過勤務の
縮減 

・職員の数を５％削減（一般行政部門の職員は全国
一少ない数）、管理職手当を概ね１０％削減 

○外郭団体等の整理合理化、退職県職員のいわゆ
る“天下り”の是正 

・外郭団体などの数を２５から１８に削減 
・外郭団体に再就職している退職県職員の退職年齢

引下げ、給与減額、退職手当廃止 

○４年間で２００億円の財源を創出 ・事務事業の見直しなどで平成 18 年度当初予算ま
でに約２２０億円の財源を確保 

 
Ⅰ 元気な産業 

４年間で達成すべき主な目標 これまでの実行状況 

○経済社会活性化戦略会議を設置し提言を即時
実行 

・提言に基づき産業政策や雇用政策のプランをつく
って最優先に実施（プランに基づく事業規模は、
16 年度：約 110 億円、17 年度：約 130 億円、
18 年度：約 140 億円） 

○１５，０００人の雇用創出 ・13，800 人の雇用を創出（約 92％達成） 
・有効求人倍率は 17.12 まで 33 か月連続で改善

○５，０００の新規創業を達成 ・新たに 3，803(推計)が創業（約７６％達成） 

○「ビジネス・スクール」開設 ・県立大学にプレビジネススクール、短期ビジネス
講座を開講し、計 214 人が受講 

○農業生産法人数・認定農業者数を１．５倍 ・475 経営体から 712 経営体に増加（約 1.5 倍）
              （17.12 末現在）

○県産材利用率を５０％以上 ・45%（14 年度） ⇒ 47%（推定値）に増加 

 
Ⅱ 元気な社会 

４年間で達成すべき主な目標 これまでの実行状況 

○「まちなかキッズルーム」（休憩室・授乳室）
を１００か所設置 

・県立図書館、大型スーパーなど７８か所に設置 
（約７８％達成） 

○「病児デイケア」を全市に設置 ・全８市のうち 8 市１3 施設に設置 

○３０人学級編制の導入など、教育体制の充実 ・学年の特性に応じて、ボランティア制度、ティー
ム・ティーチング、少人数学級などを導入 

○「福井型コミュニティ・スクール」を全市町村
に創設 

・全 17 市町に「コミュニティ・スクール」の指定
校を設置（全 28 校） 

○介護施設「待機者ゼロ県」実現 ・待機者数(約 700 人)を上回る約 1,050 床を整備
（高齢者人口の増により 17 年 4 月現在の待機

者数は約 270 人） 

 
Ⅲ 元気な県土 

４年間で達成すべき主な目標 これまでの実行状況 

○原子力の立地が福井県の振興に結びつくよう
な政策の実行 

・「エネルギー研究開発拠点化計画」を策定 
エネルギーの総合的な研究開発の拠点化、産学官
連携による技術移転体制の構築などを方向づけ 

○北陸新幹線の県内着工の実現 ・17 年度当初の福井駅部の認可と着工が実現 
・南越・敦賀間の工事実施計画の認可申請が決定 

○舞鶴若狭自動車道をはじめとする高速交通体
系の整備促進 

・舞鶴若狭自動車道は、敦賀・小浜両側からの整備
促進、新会社による有料道路方式での整備決定 

・中部縦貫自動車道は、永平寺西・永平寺東間の平
成 18 年度中の供用開始に向け前進、大野油坂道
路の環境調査に平成 18 年度から着手 

 
Ⅳ 元気な県政 

４年間で達成すべき主な目標 これまでの実行状況 

○政策形成過程から県民参加を推進 ・事業内容を公表し、県民意見を募集して事業に反
映（18 年度当初予算までの意見数：計 536 件）

○イメージアップの取組みを推進 ・1,350 人の「ふくいブランド大使」の活動など
により本県の「健康長寿」を県内外に広くＰＲ 

○安全・安心な県民生活の実現 ・17 年の刑法犯の件数は前年に比べて 17．3％ 
減少（8,324 件：１万件以下は６年ぶり） 

 



（参考） 
 

「福井元気宣言」の数値目標達成見込み 

 

数値目標 14 年度の現状 
18 年度末までに達

成する数値目標 

17 年度末までの達

成状況(見込み) 

18年度末まで

の達成見込み

○行財政構造改革 
（知事、副知事などの報酬 10％ｶｯﾄ） 
（一般行政部門の職員を任期中に 5％削減） 

－ 
（－） 
（－） 

200 億円 
（10％ｶｯﾄ） 
（5％削減） 

約 220 億円 
（10％ｶｯﾄ） 
（5％削減） 

既に達成 

○15,000 人の雇用創出 
 － 15,000 人 13,800 人 達成可能 

○産学官共同研究企業数を倍増 (11～14 年度の合計)
66 企業 

(15～18 年度の合計)
151 企業 220 企業 既に達成 

○5,000 の新規創業を達成 
－ 5,000 社 3,803 社 

（推計） 達成可能 

○農業生産法人数・認定農業者数  
を 1.5 倍に 

認定農業者 
475 経営体 

農業生産法人 
38 経営体 

認定農業者 
710 経営体 

農業生産法人 
57 経営体 

認定農業者 
730 経営体 

農業生産法人 
70 経営体 

既に達成 

○県産食材給食実施校を３倍に 10 品目以上使用

（15 年 6 月） 
60 校 

180 校 162 校 達成可能 

○県産材の利用率を 50％以上に 45％ 50％以上 47％ 
（推計） 達成可能 

○「まちなかキッズルーム」（休憩

室・授乳室）を１００か所設置 － 100 か所 78 か所 達成可能 

○「病児デイケア」を全市に設置 
 2 市 全市 8 市 既に達成 

○高校生の学力全国１０位以内の 
実現 

 
25 位 10 位以内 

15 位 
(大学入試センター

試験 5 教科平均) 
達成可能 

○「福井型コミュニティ・スクール」

を全市町村に創設 － 全市町村 全 17 市町 既に達成 

○「待機者ゼロ県」を実現 介護施設定員 
7,376 床 

待機者 約 700 人

8,917 床 
０人 

8,428床(17年度末)
約 270 人 

(17.4 現在) 
達成可能 

○太陽光発電量を５倍に 
 3,000kW 15,000kW 6,856kW 

(17.9 現在) 
達成は厳しい

が一層努力 

○低公害車の導入台数を１０倍に 14 年 12 月 
6,912 台 

(15 年 3 月を約 7,200
台と推計) 

72,325 台 65,700 台 
（推計） 達成可能 

○ブロードバンド普及率を３倍に 世帯普及率 
20％ 

世帯普及率 
60％ 

世帯普及率 
48％ 達成可能 

 

 

 

 

－２－ 



平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 資料出所

0.74 0.78 0.95 1.27

（H14.4) （H15.4) （H16.4) （H17.4)

全国2位 全国8位 全国1位

3.6 4.1 3.0 2.3

(H17.7～9)

全国4位 全国2位 全国1位

高校生就職内定率（％） 97.0 98.5 99.3 85.9

（H15.3卒） （H16.3卒） （H17.3卒） （Ｈ18.3卒・H17.11現在）

88.6 91.5 95.9 103.6

（H17.11)

5.0 6.6 8.2 8.5

（H18.3見込）

108 147

（H18.3見込）

107 130

（H18.3見込）

－

151

（H18.3見込）

雇

用

産

業

福

祉

県高校教育課

118 126

517,241 県障害福祉課

111 135 県子ども家庭課

3

鉱工業指数
（平成12年＝100）

熟年農業者グループ累計数
（グループ）

女性起業グループ累計数
（グループ）

企業立地件数（件）

農産物直売所販売額（億円）

489,299

7

県内授産施設の総売上額
（千円）

490,499

4 11

延長保育実施箇所数（箇所） 99

大学入試センター試験の英語
の平均点の全国順位（位）

失業率（％）

14

製造品出荷額等（億円） 18,133

31

16,871

3

指標名

－

14

（平成１８年１月末現在）

県販売開拓課

県農業技術経
営課

県農業技術経
営課124 142

教

育

経済指標等の推移（平成１４～１７年度）

県企業立地・
マーケット戦略
課

総務省労働力
調査、福井県
労働状況調査

厚生労働省

厚生労働省

県情報政策課

経済産業省工
業統計調査

有効求人倍率

17,475



「福井元気宣言」実施状況

平成１８年２月

福井県
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「福井元気宣言」 実施状況

ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

本県の行財政構造改革 ２　機構改革

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果
主な事業等 事　業　実　施　状　況

担当課
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

○「福井元気宣言」のビジョン実現
　のための大胆な組織再編

1　「行財政構造改革プログラム」に基づき、
　「政策推進マネジメントシステム」を本格運
　用し、職員の仕事の進め方改革を行うこと
　により、「経済活性化」、「県民生活の安全
　・安心」、「ふくいブランドの創造」などの県
　政の重要課題に的確に取り組むことを目
　指して、１６年４月に機構改革を実施
 

機構改革 総務部
人事企
画課

　民間の経営手法などを活用して、新し
い時代にふさわしい機構改革を推進
1  経営の視点で全庁を調整するため、
 「政策推進課」を設置
2  予算査定による事業の事前評価から
 分析による事後評価に力点を移し、事
 業の「選択と集中」を行うため、「財務
 企画課」を設置

15年6月
に機構
改革を
実施

16年4月
に機構
改革を
実施

17年4月
に機構
改革を
実施

→

　 　 　 　

○全ての事務事業の政策効果を追
「政策推進マネジメントシステム」導入

総合政
策部
政策推
進課

　求する「福井県政策推進マネジメ 1　「政策推進マネジメントシステム」の定着
　ントシステム」を構築 　　と職員の意識改革 1  分析（Ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔ）の重要性に着目

 した本県独自のマネジメントサイクル（Ａ
 ＰＤＳサイクル）を導入
2  県政の主要施策目標を50の「福井元
 気指標」として公表

公表 導入 → →

 (1)「政策推進マネジメントシステム」の研修
　　とＢＰＲ運動の研修会を一緒に実施
　　　　　　　　　研修会　26回
　　　　　　　　　受講者数　2,126人

「政策推進マネジメントシステム」研修 2,126人
総務部
人材育
成課

〔１８年度の課題〕
1　システムの定着推進 　限られた予算や人などを最適に配分

し、県民にとって最大の政策効果の実現
のため、新システムの研修会を実施

2,000人 未受講の
職員に対
し、実施

　 　（研修未受講者に対する研修実施）

凡　　例

福井元気宣言の施策 各施策の１７年度の取組内容と成
果および１８年度に向けた課題

取組内容の主な事業を３事業程度記載
・当初予算主要事業
・その他施策の実現に必要な事業
　（予算を伴わないものも含む。）

上段の数字は、
達成状況等の
実績値

下段の数字は、設定
されている目標値

目標数値がなく、実績
についても数値で捉え
られないものについて
は、取組状況を簡潔に
記載

１８年３月末見込みで、１
７年度実績を記入



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「福井元気宣言」 実施状況

ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

本県の行財政構造改革 １　行財政構造改革

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

「行財政構造改革プログラム」の実施 24億円 58億円 66億円

　　「福井元気宣言」実現のための
　　　　　　　　　　　　　　財源確保策

プログラ
ム策定・
実施

実施→ → →

  69億円

　　1　大規模イベントの原則凍結等
　　　　公共事業等の選択と集中

　　　－
   9億円

   2億円
   3億円

   3億円
   2億円

 (1)新規の大規模施設整備の原則
     凍結等　　　　      　……90億円

　　2　事務事業の見直し
　　　  行政組織の重点化･効率化

  11億円
　　　－

  28億円
   1億円

  31億円

 (2)成果主義に基づく事務事業の
　　　大胆なスクラップ  ……60億円

　　3　職員定数の適正管理
　　　　教員配置の適正化

   3億円
　　　－

   6億円
   2億円

  10億円
   4億円

 (3)人件費の抑制     　……42億円 3　17年度一般財源確保額　　　　66億円 　　　　手当等の見直し 　１億円 　１億円 　  2億円 　

　①４年間の任期中、知事・副知事
      などの報酬の10％カット

(1)新規の大規模施設整備の原則凍結等
　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　5億円

　　4　運営費的補助金の廃止
　　　　外郭団体の統廃合

　　　－
　　　－

   4億円
　　　　－

   3億円
　 1億円

　

　②一般行政部門の職員を任期中
       に5％削減

(2)成果主義に基づく事務事業の大胆な
　　スクラップ     　　　　　　 　　　　31億円

　　5　財産売却
　　　　電源三法交付金等の活用

　    －
　    －

    1億円
  10億円

    2億円
    8億円

　③管理職手当・超過勤務の縮減 (3)人件費の抑制    　　　　　　　　 16億円 総務部
　　18年４月に向けて職員数を0.6％削減

 (4)外郭団体等の整理合理化
億

(4)①外郭団体等の整理合理化　　　4億円

　　　　　　　　　　　　　　　　……3億

　外郭団体等の数を現在の25から20以
下に統合・廃止

統廃合
に向け
た検討

実施 実施

(5)財産売却等による歳入の確保 10億円
退職県職員のいわゆる“天下り”是正

　退職年齢引下げ、給与減額、退職手当
廃止

実施 → → →

一般行政部門の職員数の削減
16年4月
2.9%削減

17年4月
1.5%削減

25から20
に統合・
廃止
(17年4月)

外郭団体の統合・廃止

　一般行政部門の職員数を15年4月から
19年4月までに5％削減

実施

  ①外郭団体等への運営費的補助
      の廃止

  ②外郭団体等の数を現在の25
      から20以下に統合・廃止

　　②団体等の数を20から18に統合・廃止
   　　ア　（社福）福井県社会福祉協議会
           に、(財)福井県すこやか長寿財団
           を統合
 
       イ　（財）福井県産業会館に、（財）サ
           ンドーム福井を統合

 (5)財産売却等による歳入の確保
                          ……5億円以上

担当課

○行財政構造改革
  以下の行財政構造改革を推進し、
任期中の平成18年度までに200億
円の財源を生み出し、これを「新世
紀政策推進枠」として、「福井元気
宣言」のビジョン実現のために予算
化します。

1　16年2月に策定した「行財政構造改革
　プログラム」に基づき、行財政構造改革を
　推進

2　「福井元気宣言」実現を図るため、成果
　主義に基づく事務事業の大胆なスクラップ
　などにより、17年度当初予算において66
　億円の一般財源を確保し、「新世紀政策
　推進枠」として「福井元気宣言」のビジョン
　実現のための各種事業を予算化

総務部
財務企画
課
人事企画
課

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

→

18年4月
0.6%削減

20から18
に統合・
廃止予定
(18年4月)

5%削減
達成予
定

人事企画
課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

本県の行財政構造改革 ２　機構改革

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

民間副知事の登用

　15年8月1日付けで、㈱デンソー常務取
締役、デュポン㈱代表取締役社長を歴任
した、山本雅俊氏を副知事に選任

選任 → → →

機構改革

15年6月
に機構
改革を
実施

16年4月
に機構
改革を
実施

17年4月
に機構
改革を
実施

→

　 　 　 　

　 　 　 　

　
1　「政策推進マネジメントシステム」の定着
　　と職員の意識改革 公表 導入 → →

 (1)「政策推進マネジメントシステム」の研修

2,000人

○「福井元気宣言」のビジョン実現
のための大胆な組織再編

1　実行の段階を迎える施策を迅速かつ強
　力に推進するため、県庁の部を再編し、
　「福井元気宣言」の推進体制をさらに強化
　することをめざして、17年4月に機構改革
　を実施
  　総合政策部、安全環境部、健康福祉部
    の設置
　　産業労働部長と企業局長の併任

○全ての事務事業の政策効果を追
求する「福井県政策推進マネジメン
トシステム」を構築

○副知事などに優秀な民間人を登
用

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

　　とＢＰＲ運動の研修会を一緒に未受講者
　に対し実施
　　　　　　　　　研修会　19回
　　　　　　　　　受講者数　895人

「政策推進マネジメントシステム」導入

総務部
人事企画
課

総務部
人事企画
課　民間の経営手法などを活用して、新し

い時代にふさわしい機構改革を推進
1  経営の視点で全庁を調整するため、
 「政策推進課」を設置
2  予算査定による事業の事前評価から
 分析による事後評価に力点を移し、事
 業の「選択と集中」を行うため、「財務
 企画課」を設置
3　実行の段階を迎えた施策を迅速かつ
　強力に推進するため、17年４月に県庁
　の部を再編

「政策推進マネジメントシステム」研修

　限られた予算や人などを最適に配分
し、県民にとって最大の政策効果の実現
のため、新システムの研修会を実施

1  分析（Ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔ）の重要性に着目
 した本県独自のマネジメントサイクル（Ａ
 ＰＤＳサイクル）を導入
2  県政の主要施策目標を50の「福井元
 気指標」として公表

2,126人

未受講の
職員に対
し、実施

総務部
人材育成
課

総合政策
部
政策推進
課

担当課

895人

新採用の
職員に対
し、研修を
実施



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

本県の行財政構造改革 ２　機構改革

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

予算編成過程への県民参加 6月補正
53件
9月補正
22件
16年当
初148件

9月補正
22件
17年当
初156件

9月補正
26件
18年当
初109件

　全国で初めて予算編成過程への県民
参加に取り組み、県民の意見を予算に反
映し、結果を公開

実施 → → →

県政マーケティング制度 5件 4件

　政策の立案段階において県民の考え
方を把握

制度創
設

実施

→ →

ＰＦＩ導入可能性調査事業

　県で実施予定のある施設整備・運営の
事業へのＰＦＩ導入可能性について、専
門家による調査検討を実施

候補事
業の抽
出

可能性
調査の
実施

事業実
施に向
けた手
続実施
中

→

2　アウトソーシングなど行政サービスの
アウトソーシングの実施

13事業
で実施

9事業で
実施

11事業
で実施

　供給手段の多様化
　(1)電話交換業務、消費者支援講座、食品
　　　収去検査業務など新規に11業務のア
　　　ウトソーシングを実施

○ＰＦＩ（民間による公共施設の整
備、運営）やアウトソーシング（民間
への外部委託）などの民間活
力の積極的な活用

1　PFIの導入
　　　16年度　県立病院駐車場の整備・運
　　　　　　　　 営について導入可 能性調査
　　　　　　　　 を実施
　　　　　　　　 PFI方式による事業実施を決
　　　　　　　　 定
　　　17年度　事業実施に向けて、PFI法に
　　　　　　　　 基づく事務手続に着手
　　　18年度　PFI事業者の募集、選定

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

総務部
人事企画
課

総務部
財産活用
課

○政策形成過程からの情報公開・
県民参加のあり方を年度内（15年度
内）に検討し、方向を決定

1　「県政マーケティング事業」
 (1)政策立案段階でアンケート調査を実施
　　 4件（8,000人）実施(予定）
　　①アンケートテーマ
　　　・「福井元気宣言」の中間評価
　　　・県の広報
　　　・県民の生活を守る治安対策
　　　・団塊の世代の就業と社会参加（予定）
　

総務部
県民サー
ビス室

　特殊な技能を要する業務や一時的に
集中する業務で専門的な知識や技術を
要するものについて民間のノウハウや技
術等を活用してアウトソーシングを実施

アウト
ソーシン
グの推
進

→ → →

担当課



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「福井元気宣言」 実施状況

ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 １　経済対策の緊急発動

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

福井県経済社会活性化戦略会議 10回開催 4回開催
5回開催

予定

　経済界・労働界･学識経験者で構成す
る「戦略会議」において、15年12月に「挑
戦ふくい－福井県経済社会活性化プラ
ン－」を策定し、16年度以降はその進捗
状況等について、意見交換を実施

プラン策
定

実施 → →

○経済社会活性化戦略会議の設置
　経済社会活性化戦略会議を設置
し、戦略構想を年内に策定。
　ビジョンの具体化プランは、検討
が終了した段階で、やれるものから
即時、実行。
　また、それぞれの政策の期限を明
確化し、戦略会議がプランの推進状
況を監視。

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課

1 取組み状況
 (1)「挑戦（チャレンジ）ふくい」に基づき、産
　学官共同研究への企業の参加促進や創
　業支援、企業誘致などに積極的に取り組
　み、18年度当初予算に反映

2 会議の開催状況
 (1) 17年 6月10日
 (2) 17年 9月 1日
 (3) 17年10月25日
 (4) 18年 1月25日
 (5) 18年 3月下旬予定

3　主な意見交換項目
　「挑戦（チャレンジ）ふくい」の実施状況、
　最先端技術のメッカづくり、ふくい野菜の
　ブランド化、「ふくいブランド」のトータル
　マネジメント、新規創業・経営革新、
　２００７年問題、フリーター・ニート対策　等

総合政策
部
政策推進
課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 １　経済対策の緊急発動

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

雇用創出プランの実施 雇用創出
4,650人
失業率
4.1％

雇用創出
5,973人
失業率
3.0％

雇用創出
3,200人
失業率
未定

1  Ｈ16年2月に福井県雇用創出プランを策定
2  Ｈ15年4月～Ｈ18年3月の雇用実績は13,823人
   （進捗率92.2％）（3月末見込）
3  県のＨ16年完全失業率は3.0％
   （総務省労働力調査で全国一低い数字）
4  Ｈ17年12月の有効求人倍率は1.39倍で33か月
   連続の改善（前年同月比）

若者就職支援センター（ジョブカフェ）
運営事業

就職人数
254人

就職人数
1,100人

　若者のための就職に関する悩み事の
相談から、求人情報の提供、国の公共
職業安定所と連携したあっせんまで、若
者の就職をワンストップで支援

就職人数
60人

就職支援

就職人数
1,000人

就職支援 →

緊急地域雇用促進奨励金
雇用創出

3人
雇用創出

28人
雇用創出

17人

　緊急地域雇用創出特別基金事業の雇
用者を同事業の受託事業者が正式雇用
する場合に奨励金を支給することによる
継続雇用化の促進

雇用創出
30人

継続雇用
促進

雇用創出
15人

継続雇用
促進

産業労働
部
労働政策
課

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

○１５，０００人の雇用創出 1　雇用創出プランの実施
　(1)雇用創出状況
　 ①新たな雇用の受け皿づくり　1,910人
　 ②雇用のミスマッチの解消　　1,290人
　 ③セーフティネットの充実　　　      -人
            計   3,200人 （18年3月末見込）
  (2)本県の完全失業率（H16年）   3.0％
2　若者就職支援センター（ふくいジョブカ
　フェ）における若者の就職支援
　　ジョブカフェ利用者の就職人数　1,100人
                    　　　　(18年3月末見込)
3　職業訓練・セミナーの実施
 (1)デュアルシステム
　　①OA情報科（訓練期間　4か月）
　　　　　就職率　84.2％
　　②OA事務科、金属技術科、塗装技術
　　　 科、メカトロニクス科
　　　　（訓練期間　1年～2年）
 (2)再就職支援セミナー
　　　　参加者614人（6か所）
4　緊急地域雇用創出特別基金事業等の実
　施
 　奨励金による雇用創出数　　　17人

〔18年度の課題〕
1　本県企業が求める若年人材の確保の
　ため、県外大学進学者等のＵターン就職
　促進

雇用創出　１５，０００人

失業率　２．０％台

担当課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 １　経済対策の緊急発動

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

各種要件緩和による受注機会の拡大

1  指名業者選考の際、大規模な工事に
 ついては当該発注機関の区域だけでな
 く隣接機関の区域も対象
2  業者選考の基準となる過去の施工実
 績の規模を発注工事の8割から6割に
 緩和
3　トンネル工事に係る代表者施工実績
 要件の緩和

15年5月
～

→

16年5月
～

→

→

17年7月
～

→

→

→

県内業者活用等の要請

1  契約時に全ての業者に県内業者の
 活用等を要請　※ＨＰでの周知徹底
2  契約図書（特記仕様書）への記載

15年9月
～

→

16年4月
～

※17年8
月→
→

→

→

担当課

○公共工事の地元発注の促進
　公共工事の分離・分割発注によ
り、さらに地元発注を促進。

1　県内建設企業への発注の促進
 (1)可能な限りの分離・分割発注
 (2)施工実績要件の緩和による受注機会の
    拡大
 (3)県内業者の活用等について特記仕様書
    に明示

〔18年度の課題〕
1  可能な限りの分離・分割発注

土木部
土木管理
課

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 ２　ものづくり・新産業創出等

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

ふくい産学官共同研究推進総合事業

共同研究
参加企業数
５１社

共同研究
参加企業数
６６社

共同研究
参加企業数
１０３社

　先端的な技術開発を行う産学官共同
研究に加えて、県内個々の企業や企業
グループが大学等と共同で取り組む幅
広い分野での研究に対し補助を行うこと
で、新技術の開発を促進

研究支
援

→ → →

延べ
151社

元気企業創出産学官パートナーシップ
推進事業

100社 222社 200社

　県が年間200社以上の企業を訪問し、
共同研究の提案を行うとともに、講演会、
発表会を実施

年間
企業訪問
100社

年間
企業訪問
200社

年間
企業訪問
200社

福井県産力強化事業
産力戦略
本部
3回開催

産力戦略
本部
2回開催

　県内の産学官の代表者で構成する「福
井県産力戦略本部」が中心となり、県内
企業、大学、産業支援機関および行政
が足なみをそろえ、最先端技術開発や
産学官共同研究を推進

基本指
針策定

5研究会
設置

→

担当課

○産学官共同研究企業数を倍増
　繊維、眼鏡、機械、農林水産分野
など本県の優位性・独自性のある分
野や、環境、医療・福祉、生活分
野、情報・通信、バイオなど、今後、
発展の可能性が高い先端分野に的
を絞った産学官の共同研究の推
進。

1　産力強化
 (1)福井県産力戦略本部を開催し、「最先
　　端技術のメッカづくり基本指針」に基づ
　　く、県内産学官が連携した取組みを推
　　進
 (2)(財)ふくい産業支援センターと(財)若狭
　　湾エネルギー研究センターが共同で、
　　国の競争的資金を活用し、最先端技術
　　の創出を目指す5つの技術分野の研究
　　会を設置し、セミナーや可能性調査研究
　　などを実施

2　産学官共同研究の支援
 (1)産学官共同研究に対する補助制度や
　　工業技術センターにおける共同研究制
　　度により、産学官共同研究に対する
　　支援を充実
 (2)県内公設試験研究機関における研究
　　開発に産学官共同研究の手法を積極
　　的に導入したことにより、より多くの企業
　　が新たに産学官共同研究に参加

産業労働
部
地域産
業・技術
振興課

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 ２　ものづくり・新産業創出等

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

工業技術センター次世代ものづくり技術
研究事業

3テーマ 3テーマ

　本県が有する産業活性化に有望な「炭
素繊維開繊技術」「難加工金属材料加
工技術」「レーザ技術」をもとに、先端的
ものづくり技術の研究開発を実施

研究開
発

→ →

地域科学技術振興研究事業 31テーマ 37テーマ 34テーマ

　本県で成長が期待される分野を中心
に、複数の試験研究機関の連携による
研究事業を実施

研究開
発

→ → →

県内企業特許出願の促進 特許出願
件数
842件

特許出願
件数
973件

18年秋公
表予定

　知的財産活用プログラムを策定し、県
内企業の特許出願など知的財産の創
造・保護・活用を支援

プログラ
ム策定

事業
実施

目標
1,000件

5,000の新規創業
1,121社
(推計値)

1,360社
(推計値)

1,322社
(推計値)

　「5000の新規創業」達成に向けた支援
体制を整備し、やる気のある企業や創業
を強力にバックアップ

新規創業支援事業 2社 16社 14社

　創業予定者に対して、産業支援セン
ターの新事業コーディネーター等が集中
的にアドバイスを行い、事業化を支援 事業化

支援

30社

→

30社

→ →

創業支援体制連携強化事業 177社 200社

　創業相談窓口を土日に開設するなど、
創業支援強化に向けた商工会議所の新
たな取り組みに対して助成を行い、新規
創業を促進

創業支
援

150社

→

180社

→ →

産業労働
部
地域産
業・技術
振興課

○5,000の新規創業を達成 1　新規創業支援
　創業実績　1,322社（18年3月末推計値）
 (1)開業特別支援資金の活用
  ①開業特別支援資金による新規創業
  　                30社(18年3月末見込)
 (2)産業支援センターの創業支援の強化
　①新事業コーディネーター等が集中的にアドバ
   イスを行う新規創業支援事業等による強力な
   創業支援の実施
　　　  産業支援センターの支援による新規創業
　　　　　           71社(18年3月末見込)
 (3)創業支援体制連携強化事業の実施
　①商工会議所等民間の支援による新規創業
　　　　　　　　　 200社(18年3月末見込)
〔18年度の課題〕
1　地域経済への波及効果や付加価値の高い創
 業の推進　（大学発ベンチャーの推進　等）

産業労働
部
経営支援
課5,000の新規創業

任期中に実行し成果を出す施策 担当課

○最先端技術開発を通じて地域産
業を活性化
　県工業技術センターを拠点に産学
官連携で、平成１４年、本県が世界
で初めて成功した“レーザ発振技
術”を早急かつ具体的に本県の地
域産業の高度化・活性化に結びつ
けるなど、最先端技術開発を通じて
本県地域産業を活性化。

1　最先端技術の開発
 (1)工業技術センターにおける開繊技術や
    チタン加工、レーザ加工など本県が優
    位性を有する技術をもとにした先端技
    術開発など、県内公設試験研究機関
    において新規5テーマ、継続32テーマ
　　の研究開発を実施
 (2)共同研究成果等を活用して早期に事
　　業化を目指す企業6社の実用化研究
　　を支援

2　知的財産の創造・保護・活用の促進
 (1)17年3月に策定した「福井県知的財産
　　活用プログラム」に基づき、知的財産
　　セミナーを4回開催
 (2)知的財産を活用し国際的な事業展開
　　目指す企業5社の国際特許出願を支援

17年度の取組み、成果



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 ２　ものづくり・新産業創出等

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

○1年以内に県産業支援センターの
運営体制の充実

産業支援センタープロジェクトマネー
ジャー等設置事業

創業
67社
経営革新
52社

創業
71社
経営革新
50社

　専門的見地から企業経営に助言を行
い、企業の成長を支援するプロジェクトマ
ネージャー等を、産業支援センターに設
置

創業
50社
経営革新
50社

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏ
ﾈｰｼﾞｬｰ等
の設置

創業
70社
経営革新
50社

→
→

（財）ふくい産業支援センター、（財）福井
県中小企業産業大学校および（財）福井
県デザインセンターの統合

4月１日
統合

統合に
向けた
検討

4月１日
から統合

→

開業特別支援資金 144社 30社

　創業予定者等に対して、無担保、第三
者保証人不要で、大規模な資金を融資

80社

制度創
設

30社

→

意欲ある企業支援資金 17社 25社 　5社

　創業後１年以上を経過した独自性とや
る気のある中小企業者に対して、無担保
で融資

30社

制度創
設

30社

→

30社

→ →

産業労働
部
経営支援
課

担当課

1　産業支援センターの機能充実
 (1)産業支援センターの支援体制の強化
　①民間企業で豊富な経験を持ち、企業経営に
     精通したプロジェクトマネージャー、サブマネ
     ージャーを引き続き設置するなど、やる気の
　　ある企業や創業を強力にバックアップ
　　　産業支援センターの支援による新規創業
　　　　　　　　　　　　　　　71社(18年3月末見込)
　　　産業支援センターの支援による経営革新
　　　　　　　　　　　　　　　50社(18年3月末見込)
 (2)女性の企業家が相談しやすい環境の整備
　①女性相談件数　　　70件(18年3月末見込)
　②女性企業家異業種交流会　3回

２財団統合による産業支援機能の強化
 (1)平成17年4月に(財)ふくい産業支援センター
　　（財）福井県中小企業産業大学校、（財）福井
　　県デザインセンターの統合し、産業支援機能
　　を強化
　①組織横断的な企画推進チームの設置
　②経営企画会議の開催（毎月）

産業労働
部
経営支援
課

1　制度融資の拡充強化
 (1)開業特別支援資金
  ①無担保、第三者保証人不要で最高1億
     円を融資する開業特別支援資金を活用
     し、創業を強力に支援
　　    開業特別支援資金による新規創業
                         30社(18年3月末見込)
 (2)意欲ある企業支援資金
  ①創業後1年以上を経過した独自性とや
     る気のある中小企業者に対して、無担
     保で融資
       意欲ある企業支援資金による第二創業
                           5社(18年3月末見込)

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

○県信用保証協会の運営体制の充
実、制度融資の拡充強化



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 ２　ものづくり・新産業創出等

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

「ふくい南青山291」ステージ機能拡充事
業
　「ふくい南青山291」における海産物加
工品、農産物等の販売を拡充し、来館者
の増加を図り、首都圏での県産品のＰＲ
を強化

展示販
売機能
の拡充

→ →

「ふくい南青山291」利用促進事業 来館者数
39,697人
（前年比
5.8％増）
売上高
31,934千円
（前年比
18.1％増）

来館者数
42,680人
（前年比
7.5％増）
売上高
34,329千円
（前年比
7.5％増）

　「ふくい南青山291」の利用促進を図る
ため、福井の味覚の紹介を中心としたイ
ベントや県産品の展示販売を行うととも
に、商品ごとの顧客の反応を調査

前年比
5％増

前年比
（上半期
5％増、
下半期
10％増）

○１年以内にデザインセンターの産
業支援機能の充実

　（財）ふくい産業支援センター、（財）福
井県中小企業産業大学校および（財）福
井県デザインセンターの統合

4月１日
統合

統合に
向けた
検討

4月１日
から統合

→

○1年以内にふくい南青山291の機
能拡充

産業労働
部
経営支援
課

17年度の取組み、成果 担当課

産業労働
部
経営支援
課

1　民間委託による運営経費節減と機能拡
 充
 (1)民間企業が有する経営手法やネット
　ワークを活用するため、10月から民間事
　業者に運営業務を委託
 (2)「ふくい南青山291」利用促進事業
　①施設来客数　42,680人
　　　　　　　　　（前年比 7.5％増）
　②売上高　　    34,329千円
　　　　　　　　　（前年比 7.5％増）
　　　　　　　　　　　　　　　　(18年3月末見込)

〔18年度の課題〕
1　マーケット戦略拠点機能の強化
 (1)県内企業と首都圏企業とのビジネスマッ
　　チングの展開
 (2)新商品開発の提案や首都圏の市場ニ
　　ーズに促した商品開発のアドバイス等

１　デザインセンターの産業支援機能の強
 化
 (1)平成17年4月に(財)ふくい産業支援セン
    ター、（財）福井県中小企業産業大学
    校、（財）福井県デザインセンターの統
    合し、産業支援機能を強化
　①組織横断的な企画推進チームの設置
　②経営企画会議の開催（毎月）

任期中に実行し成果を出す施策



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 ２　ものづくり・新産業創出等

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

○県産品を公共事業などに活用
県産品活用推進会議の開催 1回 1回 1回

　県産品活用推進の総合的な方針の決
定と調整

会議開
催

会議開
催

会議開
催

→

住宅ルネッサンス・県産品活用推進事
業

4テーマ 4テーマ

　産学官が連携して県産品に関する研
究活動のネットワーク化を図り、県産品の
改良・開発や県産品を使用した住宅に
関する複合的な研究の促進

課題選
定

研究 実証

東京国際眼鏡展出展事業
出展
60社

出展
62社

出展
68社

　東京で開催される国際眼鏡展への出
展に対する支援

出展支
援

→ → →

海外繊維フェア事業
出展
10社

出展
10社

出展
10社

　（社）福井県繊維協会が上海で開催す
る福井県中国繊維素材展に対する支援

出展支
援

→ → →

大都市圏販路開拓強化事業
取引斡旋
成立32件

取引斡旋
15件（12
月末現
在）

　大都市圏の企業等に人脈を持つ本県
出身者等をアドバイザーに委嘱し、県内
中小企業のための受注情報収集や新た
な取引先を開拓

アドバイ
ザー
委嘱

→ →

産業労働
部
地域産
業・技術
振興課

土木部
営繕課

産業労働
部
商業･ｻｰ
ﾋﾞｽ業振興
課

任期中に実行し成果を出す施策

1　国際眼鏡展出展への支援
 (1)（社）福井県眼鏡協会が主催者である
   アジア最大の国際眼鏡展「ＩＯＦＴ(ｲﾝﾀｰﾅ
   ｼｮﾅﾙ･ｵﾌﾟﾃｨｶﾙ･ﾌｪｱ･ｲﾝ･東京)」に副知事
   が出席し、本県眼鏡製品をＰＲ
2　大都市圏での販路拡大
 (1)大都市圏アドバイザーの設置(2名)
 (2)商談会の実施
　　17年10月　関西機械要素技術展に出展

1　ものづくり・新産業等創出
 (1)県産品の活用について、工事毎に適
　　用する特記仕様書に明示
      県産品活用率指数
         14年度 100  →  17年度 119
 (2)県産品の改良・開発や県産品を使用し
    た住宅に関する複合的研究の促進
      4テーマを選定し、研究

〔18年度の課題〕
1  県産品の改良・開発や県産品を使用
  した住宅に関する複合的研究のさらな
  る促進

○知事自ら｢セールスマン｣となって
大都市圏や海外に県産品を売込み

担当課17年度の取組み、成果



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 ２　ものづくり・新産業創出等

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

ふくいの「食」情報発信事業 5回開催

　都市圏ホテルとタイアップして「県産食
材フェア」を開催し、県産食材をPR

東京・大
阪等5回
開催

県立大学ビジネススクール開設準備事
業

4回開催 2回開催 １回開催

　学識経験者、産業界代表、学内関係
者などで構成するビジネススクール開設
等準備会において、開設に向けた各種
検討を実施

基本計
画策定

カリキュ
ラム等作
成

開設準
備・募集

開設

県立大学プレビジネススクール開講事
業

2会場
受講者
①54名
②31名

　社会人を対象に、ビジネススクールで
学ぶべきエッセンスを短期間で身に付け
るプレビジネススクールを2会場で開講
　　　①福井地区
　　　②小浜地区

開講

県立大学ビジネススクール（短期課程）
開設事業

2コース
受講者
①33名
②30名

2コース
受講者
①35名
②31名

　社会人を対象に、企業経営に必要な
能力を短期間で体系的に身に付ける短
期ビジネス講座を2コース開講
　　　①経営革新コース
　　　②キャリア形成コース

開講 → →

1　福井すいか海外輸出出発式において、
　知事が出席し、ＰＲ（17年7月1日）
  ※県産農林水産物として初の海外輸出

2　ホテルメトロポリタン東京における県産食
 材フェアにおいて、知事が出席し、県産食
 材等をＰＲ（17年11月14日）

農林水産
部
販売開拓
課

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

総務部
大学・私
学振興課

1　ビジネススクール等の開設準備
 (1)16年度に決定したカリキュラム等をもと
　　に、履修方法や講義要綱等を決定、また
　　学生を募集し、選抜試験を実施
　　　選抜試験　1次　17年9月4日
　　　　　　　　　 　2次　18年2月5日
（2)ビジネススクール（短期ビジネス講座）を
　　開講　　17年7月20日開講

○知事自ら｢セールスマン｣となって
大都市圏や海外に県産品を売込み

○ビジネススクールを開設
　本県の産業振興に大きく貢献する
  ビジネススクールを開設
（ビジネススクールの具体的役割）
　・企業家をめざす若者や県内企業
　　家に経営ノウハウを教授
　・実学に徹し、経済界の要望に応
　　えることを最優先
　・グローバルな視野で経済を見る
　　目を養成　　　　　　　　　　　など

担当課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 ２　ものづくり・新産業創出等

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

東アジア・マーケット開拓戦略プランの策
定および実施

商談件数
319件

商談件数
774件

商談件数
880件

1  16年3月、「東アジア・マーケット開
 拓戦略プラン－中国市場での販路開
 拓－」を策定
2  16年度以降、プランに掲げた県のフォ
 ローシステムに基づき、支援方策を
 実行

プラン
策定

年間
商談件

数
500件

実行

年間
商談件
数
800件

→ →

繊維・眼鏡産業海外マーケット開拓支援
事業

出展
8社

出展
4社

出展
6社

  繊維・眼鏡関連中小企業等が行う海外
展示商談会への出展等を支援

出展
支援

→ →

福井米東アジア市場販路開拓事業 2,300kg

　東アジア市場における福井米の販路
開拓を図るため、試食販売等による販売
推進を支援

調査実
施

→

産業労働
部
企業立
地・マー
ケット戦略
課

産業労働
部
地域産
業・技術
振興課

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課

1　県産農林水産物の中国市場輸出
 (1)福井すいか
  ①17年7月23日～8月13日　香港
  ②232個
  ③JA、現地事務所と連携
 (2)福井米
  ①17年10月19日～18年2月1日　香港、
    台湾
  ②コシヒカリ1800kg、ハナエチゼン500kg
  ③JA、現地事務所と連携

〔18年度の課題〕
1  福井米、福井すいかの継続的出荷による
 量等の拡大
2　ミディトマト等福井すいかに続く青果物等
 の輸出

○東アジア・マーケット開拓戦略の
策定と実施
　富裕層が1千万人以上といわれる
中国をはじめ、東アジア市場におけ
る高付加価値商品に対するニーズ
を把握し、本県における新たな商品
開発・販売戦略を策定し、本格的に
実行。

1　東アジア・マーケット開拓戦略プラン
 （16年3月策定）の実行
 (1)プランに掲げた県のフォローシステムに
    基づき、支援の方策のうち取組めるもの
    から速やかに実施
　①東アジアでの県内企業の商談件数
　　　　　880件（18年3月末見込）
　②出展補助展示会での成約件数
　　　　　110件（18年3月末見込）

農林水産
部
販売開拓
課

福井米
輸出



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 ２　ものづくり・新産業創出等

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

海外事務所設置運営事業

　上海および香港事務所を設置運営。
ニューヨークおよびミラノ事務所を15年度
末に廃止

２事務所
廃止

→ → →

東アジア海外事務所機能強化事業

　上海事務所にビジネスコーディネー
ターを配置するなど、事務所体制を強化

機能強
化実施

→ →

企業立地の促進 14社 14社 31社

　本県の立地優遇制度等をＰＲしなが
ら、先端技術産業や雇用吸収力の高い
コールセンターなどの立地を促進

企業
誘致

→ → 企業立地
延べ50社

企業誘致アタック500推進事業 551社 600社

　本県への企業立地をより一層促進する
ため、年間延べ500社に対する企業誘致
活動を展開

年間
延べ
500社

年間
延べ
500社

年間
延べ
500社

企業
訪問

→ → →

○大胆な企業誘致の展開
(誘致の主なターゲット）
・ＩＴを含む先端技術産業
・下請けなどの誘致効果の高い製
造業
・雇用創出効果が高い情報サービ
ス産業
・バイオ、福祉、環境などの新成長
産業

1　「アタック500」のスローガンのもと、積極
 的な誘致活動を展開した結果、 「第一稀
 元素化学工業㈱」や「㈱アドバンスクリエイ
 ト」などが新たに立地
 (1)企業訪問　延べ600社
　　　　　　　　　　　　　　（18年3月末見込）
 (2)企業立地件数　31社
　　　　　　　　　　　　　　（18年1月末現在）
2　市町村と企業誘致説明会（東京、大阪、
　名古屋地区）を共同開催
 
3　企業に対するフォローアップを強化する
 ため、県内進出企業と県トップによる意見
 交換会を各地区ごとに実施

産業労働
部
企業立
地・マー
ケット戦略
課

○県海外事務所機能の再構築と上
海事務所の充実強化

1　東アジアの海外事務所機能の強化
 (1)上海事務所
　16年6月からビジネスコーディネーターと
  経済顧問を配置
　①ビジネスコーディネーター
　　　　　　　　　：銭江峰氏（ＮＮＡ中国）
　②経済顧問：珠村義朗氏
　　　　（上海日本商工クラブ副理事長）
　③企業支援等実績（17年12月末現在）
　　　　情報提供 303件、アテンド 10件
 (2)香港事務所
　16年7月から単独事務所化
　①企業支援等実績（17年12月末現在）
　　　　情報提供 348件、アテンド 10件

産業労働
部
国際政策
課

17年度の取組み、成果任期中に実行し成果を出す施策 担当課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 ３　福井の豊かさを支える農林水産業

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

明日の地域農業を支える担い手条件整
備事業　(   )内：農業生産法人

569
経営体

(53)

676
経営体

(57)

730
経営体

(70)
　認定農業者（農業生産法人）に対し
て、規模拡大等に必要な機械施設整備
等を支援

535
経営体

(43)

595
経営体

(48)

710
経営体

(57)

認定農
業者支
援

→ → →

担当課

1　指導・相談活動
 (1)各市町村単位で設置された推進チー
     ム（県・市町村・ＪＡ等関係指導機関）
     により、指導・相談活動を実施
2　指導者に対する研修等
 (1)地区別指導者研修推進検討会
　　（7/11～13　7地区　約170名参加）
 (2)地区別推進検討会
　　（10/4～18　7地区　約120名参加）
3　認定農業者数
 (1)676経営体（うち農業生産法人57）

　→　730経営体（うち農業生産法人70）

　　　　　　　　　　（18年3月末見込）
　※「福井元気宣言」目標を１年前倒しで
    達成

〔18年度の課題〕
1  認定農業者の対象となる農家（主業農
 家で65歳未満の農業専従者がいる農家
 約1,000戸）に対する普及・指導の強化

17年度の取組み、成果任期中に実行し成果を出す施策

○農業生産法人数・認定農業者数
を1.5倍に

農林水産
部
農業技術
経営課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 ３　福井の豊かさを支える農林水産業

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

生産組織高度化支援事業
　上段：集落単位　下段：複数集落

398組織
33組織

416組織
37組織

420組織
40組織

　機械共同利用組織や受託組織等が高
度な経営体を育成するため、経営分析
や経営相談を実施

育成支
援

→ → →

明日の地域農業を支える担い手条件整
備事業（再掲）（新規型）
　新たに集落営農を実施する組織に対し
て、機械施設整備等を支援

村落広域営農支援事業 5組織 7組織 9組織

　複数集落や旧村程度を単位とする広
域的な営農組織体制の整備

　5組織

体制整
備

　7組織

→

　9組織

→

　11組織

→

福井型コシヒカリ直播普及拡大事業 1,216ha 1,625ha 2,158ha

　実証圃の設置や研修会等を開催する
とともに、安定生産技術等を実施する営
農集団を支援

普及拡
大

→ → →

水田農業ビジョン生産対策推進事業 全市町村 全市町村

　各市町村における地域水田農業ビジョ
ンの実現に向け、米、麦、大豆等品質向
上の取組み（実証圃設置、研修会等）に
対する支援

取組支
援

→ →

17年度の取組み、成果 担当課

農林水産
部
農業技術
経営課
農畜産課

任期中に実行し成果を出す施策

1　生産組織の育成
 (1)生産組織高度化支援ｾﾝﾀｰ（県農業
    会議内に15年9月設置）等による育
    成支援
　①集落単位で組織しているもの
　　　　416組織　→　420組織
　②複数集落で組織しているもの
　　　　 37組織　→　 40組織
　（18年3月末見込）
2　広域的営農組織の育成
　         7組織　→　9組織
　　　　　　　　　　　（18年3月末見込）
3　コシヒカリの5月5日以降の田植えを
 推進
 (1)実施率　66％（前年並）
4　直播栽培の推進
 (1)直播栽培面積
     　1,625ha  →　2,158ha
5　作柄等
 (1)作柄　平年並み
　　　　　　作況指数101（全国平均101）
 (2)うるち米一等米比率
       72.9％  →　74.5％

〔18年度の課題〕
1　新たな経営安定対策の対象となる生
 産組織の育成（組織の経営の一元化に
 向けた支援、農地の集積）
2  稲の活力防止のための適正施肥の推
 進や、的確な収穫時期の判断など栽培
 管理の指導を強化

○地域における生産組織を育成し、
農業経営の低コスト化の推進と品
質向上に様々な支援を実施



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 ３　福井の豊かさを支える農林水産業

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

いきいき女性・熟年農業者活動支援事業
124

ｸﾞﾙｰﾌﾟ
(拡大)

142
ｸﾞﾙｰﾌﾟ
(拡大)

147
ｸﾞﾙｰﾌﾟ
(拡大)

　女性農業者および熟年農業者を育成
するための研修会を開催するとともに、
新たに生産、加工等に取り組む活動や
施設等の導入に対する支援

   124
グループ

育成支
援

   140
グループ

→

   147
グループ

→

   150
グループ

→

いきいき女性・熟年農業者活動支援事
業（再掲）

118
ｸﾞﾙｰﾌﾟ
(拡大)

126
ｸﾞﾙｰﾌﾟ
(拡大)

130
ｸﾞﾙｰﾌﾟ
(拡大)

　女性農業者および熟年農業者を育成
するための研修会を開催するとともに、
新たに生産、加工等に取り組む活動や
施設等の導入に対する支援

　 118
グループ

育成支
援

   122
グループ

→

   130
グループ

→ →

農林水産
部
農業技術
経営課

1　生産から加工、加工から販売など新たな
 経営発展のための講習会を開催（7か所
 約210名参加）
2　商品の開発・販売や施設等の導入を
 支援

〔18年度の課題〕
1  販売金額年間300万円以上のグループ
 増加に向け、新規育成および既存グルー
 プに対する活動支援等

17年度の取組み、成果

1　熟年農業者リーダー研修会や情報交換
 会の開催（8か所　約210名参加）
2　グループ化推進のための活動や施設等
 の導入に対する支援

〔18年度の課題〕
1  販売金額年間300万円以上のｸﾞﾙｰﾌﾟ増
 加に向け、新規育成および既存グループ
 に対する活動支援等

○農山漁村文化の伝承や加工品づ
くり等の担い手として期待されてい
る熟年農業者のグループ化を促進

農林水産
部
農業技術
経営課

任期中に実行し成果を出す施策

○女性農業グループを育成し、女性
の持つ優れた感性を活かした農業
経営を推進

担当課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 ３　福井の豊かさを支える農林水産業

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

福井型食生活推進事業

　生産者、消費者等関係者が連携による
情報提供や意識啓発を行い、地産地消
や食育を推進

「とれた
てふくい
の日」設
定、啓発
等

「とれた
てふくい
の日」定
着

→ →

大規模・拠点的な農産物直売施設の取
扱高

6.6億円 8.2億円 8.5億円

6.6億円 6.7億円 8.5億円 9.0億円

元気いきいき福井をつくる食育推進事業 700回

　ふくいの食文化や食習慣について、家
庭、地域、学校が連携して食や農の体
験を重視した食育を推進

食育ﾎﾞﾗ
ﾝﾃｲｱ活
動回数

→

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課

○福井型食生活を県民に提案し、
地元のファーマーズ・マーケットなど
を通じて生産者が県民に安心できる
食を提供する「地産・地消」を強力に
推進

農林水産
部
販売開拓
課

1　「とれたてふくいの日」定着に向けた取組
 み
 (1)定着イベントの開催（10か所）
 (2)県産食材を活用した簡単レシピの提供
　　 （3種類×3万部）
 (3)生産者による直売市「とれたてふくい
     の市」と連携したPR等の実施
     （8回　約4千人来場）
2　県内の有人の農産物直売施設数
 (1)114か所　→　120か所（18年3月末見込）
　　うち大規模・拠点的な施設（6施設）の
　　取扱高実績
　　約8億円→約8.5億円（18年3月末見込）
3　食育ボランティア（個人345人、企業・ｸﾞ
 ﾙｰﾌﾟ127団体）等による家庭、地域、学
 校における食育の推進
 (1)食育ボランティア研修会
   　延べ22回、約650名参加
　　　　　　　　　　　　 （18年3月末見込）
 (2)食育ボランティア活動回数
   　延べ700回      （18年3月末見込）

〔18年度の課題〕
1  加工業等との連携による地産地消の推
 進
2  食育を県民運動として展開



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 ３　福井の豊かさを支える農林水産業

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

地場産学校給食推進事業 63校
延べ

127校
延べ

162校

　生産者の顔が見える安全で安心な食
材を使った地場産学校給食を推進

約60校 延べ
100校

延べ
150校

延べ
180校

農林水産
部
販売開拓
課

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課

１　生産、流通、消費関係者の理解促進
 (1)実践事例等をまとめた「地場産学校給
    食の手引き」（16年6月作成）等を活用
    し、ブロック・市町村単位における研修
    会等の開催（約700名参加）
2　供給体制の整備
 (1)学校給食ニーズの高い品目を生産・
    供給するグループの育成
       約50ｸﾞﾙｰﾌﾟ（18年3月末見込）
 (2)保冷庫等の整備に対する支援
3　新品種「イクヒカリ」を学校給食に導入
                                     （18年1月）

〔18年度の課題〕
1  生産、流通、消費関係者の理解促進
2  使用品目の拡大

○県産食材給食実施校を3倍に



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 ３　福井の豊かさを支える農林水産業

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

福井県産農林水産物トレーサビリティ確
立推進事業

1品目
(牛肉)

5品目
(ｽｲｶ、ﾐ
ﾃﾞｲﾄﾏﾄ
等追加)

14品目
(豚肉、
鶏卵等
追加)

　県産農林水産物の生産から流通、消
費に至るまでの生産履歴情報を消費者
に提供する体制整備を推進

生産履
歴情報
伝達の
促進（→
消費者）

→ → →

任期中に実行し成果を出す施策

○「いつ誰がどこで生産し、どういう
ルートをたどったのか」が消費者に
分かる「生産者の顔が見える」シス
テムを確立し、“安全・安心”を福井
の最大のブランド力として育成

17年度の取組み、成果 担当課

農林水産
部
食の安全
安心課

１　生産・流通・消費の各関係者の理解の促
 進
 (1)「福井県トレーサビリティ確立推進協議
    会」の開催（2回見込）
 (2)各地区における研修会の開催
                                （7地区　計10回）
2　生産履歴記帳の徹底を指導
 (1)農薬等の適正使用と栽培方法等の記
    帳を徹底
3　生産履歴の情報開示を促進
 (1)ＪＡ等と連携した情報提供体制整備の
    促進
 (2)豚肉・鶏卵についてシステム運用開始
                                  （17年12月～）

〔18年度の課題〕
1   特に農産物、青果物について、新たな
　生産管理体制の導入を進めるとともに、
　生産者団体によるチェック体制や自主検
　査を強化
2  消費者が容易に生産情報等を取得でき
　る環境の整備



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 ３　福井の豊かさを支える農林水産業

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

家畜排せつ物処理・利用施設整備事業
要適切
処理農
家数10

要適切
処理農
家数 0

　適切な家畜排せつ物の処理が必要な
畜産農家に対し、堆肥化施設等の整備
を支援

施設整
備等支
援

→ 巡回指
導徹底

未利用有機性資源活用促進事業

　未利用有機性資源を堆肥化し、利用を
促進するため、広域的なブロック協議会
において、市町村協議会が行う活動を支
援

市町村
計画策
定指導

市町村
支援

→ →

農村振興総合整備統合補助事業（美方
地区）【公共】
1  事業実施主体　美浜・美方環境衛生
 組合
2  事業年度  14年度～17年度

着工
建設

完成 附帯工

○化学肥料や農薬を使わない安全
で安心な有機農産物の生産を拡大
するため、家畜排泄物や生ゴミなど
の未利用有機性資源を堆肥化する
ための施設整備の促進

担当課

農林水産
部
農村振興
課

17年度の取組み、成果

農林水産
部
食の安全
安心課

1　畜産農家に対して適切な家畜排せつ
 物の処理について巡回指導の徹底
2　利用有機性資源の利用促進
 (1)各ブロック（農林総合事務所等）管内
    において、堆肥生産量の実態調査等
    を実施
 (2)ブロック間の調整を促進
3　堆肥化施設整備に対する支援
 (1)美浜・三方地区の堆肥化施設の整備
    に対する支援（16年10月完成）
 (2)17年度から本格運用
 (3)処理量：33.1ﾄﾝ/日
　　堆肥生産量：12.5ﾄﾝ/日

〔18年度の課題〕
1  堆肥の利用促進
2  市町村等が行う施設整備等に対する支
 援

任期中に実行し成果を出す施策



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 ３　福井の豊かさを支える農林水産業

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

環境調和型農業推進ふくいモデル育成
事業

7集団
14集団
(拡大)

14集団
(継続)

　環境調和型農業に取り組む集団の育
成や、新たな生産方式の導入に必要な
生産資材や病害虫防除に対する支援

集団育
成

→ → →

有機農産物等認証制度推進事業 562ha
706ha

（拡大）
1,024ha
（拡大）

　県特別栽培農産物認証制度の普及を
促進し、安全で安心な農産物の生産を
拡大

○鳥獣被害対策の強化
特定鳥獣害保護管理計画推進事業

　科学的な調査・知見に基づきシカを計
画的に保護管理するため、「特定鳥獣保
護管理計画」を策定、実施

生息状
況調査

計画策
定

計画実
施

→ →

担当課

1　環境調和型農業モデル集団の育成
 (1)７集団が取組みを実施
    （H15～17計14集団）
2　県特別栽培農産物等の栽培面積
      706ha → 1,024ha（対前年比45％増)
3　エコファーマーの認定数
      489名 → 757名（対前年比54％増）
4　県特別栽培農産物認証制度の説明会
 や、消費拡大のための販売会等の開催

〔18年度の課題〕
1  同制度の普及拡大
2  生産者と消費者との交流促進

17年度の取組み、成果

農林水産
部
食の安全
安心課

1,200ha

→

○環境調和型農業の普及促進と流
通体制の整備

任期中に実行し成果を出す施策

１　農林業に被害を与えている有害鳥獣駆
 除のため、市町や関係団体と連携して
 対策を実施
 (1)シカの捕獲
　　年間1800頭の目標頭数の捕獲を実施
　　　 有害捕獲頭数　788頭
　　　　　　　　　　　　　（17年10月末現在）
　　　 狩猟捕獲頭数　狩猟期間終了後確定
 (2)モニタリング調査
　　シカの糞塊密度調査を実施し、その結果
　を個体数管理の年間実施計画の検討に
　反映

〔18年度の課題〕
1  事業を効果的に進めていくために地元
 住民による地域ぐるみの取組みを一層促
 進

安全環境
部
自然保護
課

特栽農
産物栽
培促進

→

1,000ha

→



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 ３　福井の豊かさを支える農林水産業

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

○鳥獣被害対策の強化 鳥獣害のない里づくり推進事業【部局連
携】

658ha 593ha 518ha

   658ha

防除・駆
除

   625ha

広域一
斉防除・
駆除

   540ha

→ →

担当課17年度の取組み、成果

　農林業の被害を与えている有害鳥獣駆
除のため、市町村や関係団体と連携して
新たな対策を実施
1 広域一斉防除・駆除の実施
 (1)17年7月～9月  シカは3月にも実施
 (2)駆除実績
     イノシシ539頭、シカ515頭、計1,054頭
2　モデル地区（重点対策地区）7地区に対
 する防除・駆除活動経費の支援
3　市町村が行う電気柵・捕獲檻の整備に
 対する支援
 (1)電気柵　19市町村　延長約61㎞
 (2)捕獲檻　28市町村　84基
4　若狭牛、やぎ放牧による獣害防止技術
 の実証実験
　     17年5月～9月　美浜町興道寺地係

5　森林組合職員等を防除推進員に養成
                                    （19名見込）
6  捕獲隊員を対象にした檻と銃による捕
 獲技術養成研修の実施
7  重点対策地区での地元住民を対象とし
 た学習会を実施
8　鳥獣による農作物被害面積
　     593ha→518ha（13％減）
　　　　　　　　　　　（18年3月末見込）

〔18年度の課題〕
1  事業を効果的に進めていくためには地
 元住民による地域ぐるみの取組みを一層
 促進

安全環境
部
自然保護
課

農林水産
部
農林水産
振興課
森づくり課

任期中に実行し成果を出す施策

　組織体制の整備や人づくり・専門家の
育成をはじめ情報収集分析力の向上
　電気柵や捕獲檻の整備拡充を図りな
がら、効果的な防除・駆除を実施
　特に緊急度・重要度が高い地域には、
指導・支援を重点的に実施



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 ３　福井の豊かさを支える農林水産業

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

福井型エコツーリズム推進事業

　福井県独自の魅力を活かした｢福井型
エコツーリズム｣を推進するため、自然の
語り部養成研修を実施するとともに、自
然体験プログラムを作成するなど体制整
備を実施

資源調
査、語
り部養
成研修

プログラ
ム作成

３モデル
地区で
実施
他地域
での実
施を普
及拡大

→

地域ぐるみ体験交流支援事業 2町 3町
2町、1団
体

　都市と農山漁村の交流拡大による地域
の活性化を図るため、地域ぐるみの活動
や体験交流施設との連携を促進

活動支
援

→ → →

農家民宿開業支援 3戸 7戸

　農家民宿開業のための説明会開催等 説明会
開催

→ →

17年度の取組み、成果

○「福井型学び体験する旅」として、
自然を体感する「エコ・ツーリズム」
や、農村での「グリーン・ツーリズ
ム」を推進

1　モデル3地区（大野、池田、三方）におい
 てエコツーリズムを実施
       大野　夏、秋、冬3回実施
　　 　池田　夏に1回実施
　　　 三方　夏から秋にかけて2回実施

2　 自然体験プログラム作成のノウハウを
　 生かし、県内各地でエコツーリズムを
   実施
 (1)越前市白山・坂口地区にて実施
　　　夏にエコキャンプを2回実施

〔18年度の課題〕
1  他地域への広がりおよびグリーン
　ツーリズムや観光等との連携を進めて
　いくことが必要

1　市町村（旧今立町、大飯町）等が行う地
 域ぐるみのワークショップ活動や推進体制
 の整備等に対する支援
2　農家民宿の開業促進を図るため、食事
 の提供に必要な施設基準の緩和について
 食品衛生法に基づく県規則の改正・施行
                                  （17年11月～）
3　旧今立町において農家民宿3戸が開業、
 新たに4戸開業に向けて準備中

〔18年度の課題〕
1  本県の地域資源をとり入れた滞在型体
 験プログラムやコースの実施等による交
 流人口の増加

任期中に実行し成果を出す施策 担当課

安全環境
部
自然保護
課

農林水産
部
農林水産
振興課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 ３　福井の豊かさを支える農林水産業

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

木とのふれあい環境づくり推進事業 7市町村 6市町村 6市町村

　福祉施設や教育施設への県産材の活
用や、イベントでの県産材を用いたＰＲ製
品の頒布等を支援することにより、県産
材の需要拡大を推進

木造木
質化支
援

→ →

安心と満足の福井材ふれあい事業 1,400m3 1,400m3 1,400m3

　福井材と県外産乾燥材との価格差補て
んして生産量を増やすことにより中間的
コストダウンを図り、福井材を使った木造
建築を促進

乾燥材
生産支
援

→ →

「ふくいの森とつながる家づくり」推進事
業

1協業体

　住宅分野での県産材利用率を高める
ため、県産材住宅を供給するシステムの
構築や住宅部材の製品開発を推進

協業体
創出

→

県産材利用率 47% 47%

18年5月
速報値
公表予
定

森林保全・整備の推進 3,965ha 3,680ha 4,560ｈａ

間伐等
実施

→ → →

農林水産
部
県産材活
用課

○森林の機能区分に応じた森林保
全・整備を推進

○県産材の利用率を50％以上に 1　公共施設等の木造・木質化に対する支
 援
2　県産間伐材認証制度認定事業体の間
 伐材製品利用実績
    H16 1,947m3 → H17 約2,000m3
　　　　　　　　　　　　　　（18年3月末見込）
3　事業者に対し、乾燥材生産に要する掛
 り増し経費に支援
 (1)住宅31棟に乾燥材約1,400m3使用
4　ふくい県の森優良材まつりの開催や市
 町村巡回パネル展の開催などによる消費
 者に対する広報
5　住宅分野への県産材利用の推進
 (1)森づくり隊、製材業者、住宅生産者等が
    連携し、県産材を住宅分野へ利用促進
    する協業体の創出（17年7月12日）
 (2)現地見学会、利用講習会の開催
5　県産材利用率
 (1)14年  45％ → 16年  47％

〔18年度の課題〕
1  住宅分野における県産材利用の推進
2  間伐材を中心とした県産材大量供給
 体制の整備

任期中に実行し成果を出す施策

1　県緑化大会（17年5月29日）において、
 県民を対象とした間伐体験を実施
2　集落座談会の開催や施業技術指導等
 により、適時、適切な間伐の実施を推進
3　間伐実施面積　約4,560ha
　　　　　　　　　　　　　　（18年3月末見込）

〔18年度の課題〕
1  「間伐推進3か年対策」による重点的な
 間伐の実施

17年度の取組み、成果

1 造林補助事業【公共】
2 地域森林育成支援事業
　森林の多面的機能の高度発揮を図る
ため、市町村等が行う間伐等による森林
整備に対する補助

担当課

農林水産
部
県産材活
用課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 ３　福井の豊かさを支える農林水産業

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

ふくいの森ビジネス活性化事業 7ｸﾞﾙｰﾌﾟ
14ｸﾞﾙｰ
ﾌﾟ

　低コストで山から市場へ木材が流れる
体制を整備するため、抜き伐りによる伐
採活動を積極的に行う森林所有者のグ
ループ化や低コストで伐採搬出を行う事
業者グループ（森づくり隊）を育成

森林所
有者ｸﾞ
ﾙｰﾌﾟ育
成

→ →

ふくいの森ビジネス活性化事業 4隊 4隊

森づくり
隊育成

活動支
援

→

県民森づくり推進事業
1町
（越前町）

1村
（上志比
村）

1市
（あわら市）

　県民参加の森づくりを推進するため、
県緑化大会の開催等

緑化大
会開催
等

→ → →

もり人づくり事業 2,929名 3,086名 約3,300名

　森づくりや緑に理解ある小中高校生
（ﾌｫﾚｽﾄｻﾎﾟｰﾀｰ等）育成するため、講習
会の開催等

講習会
開催等

→ → →

農林水産
部
県産材活
用課

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課

○森林地域におけるエコ・ツーリズ
ムの推進

1　県緑化大会やグリーンフェアなど県民
 参加の森づくりの普及啓発活動を実施
2　ボランティア等の育成
 (1)ﾌｫﾚｽﾄｻﾎﾟｰﾀｰ　86名 → 89名
　　　　　　　　　　　　　(18年3月末見込)
 (2)ｼﾞｭﾆｱﾌｫﾚｽﾄｻﾎﾟｰﾀｰ
   　66名 → 100名　(18年3月末見込)
 (3)森林ﾎﾞﾗﾝﾃｲｱ
   　2,934名 → 約3,100名
　　　　　　　　　　　　　(18年3月末見込)

〔18年度の課題〕
1  県民参加による森林整備、自然体験活
 動の促進
   （H21全国植樹祭に向けた県民運動の展
   開）

○意欲のある林業者を支援 1　伐採活動を積極的に行う意欲的な森林
 所有者のグループ化や、伐採・搬出を低コ
 ストで行う森づくり隊の活動を支援
 (1)森林所有者グループの育成
                                　14グループに拡大

〔18年度の課題〕
1  森づくり隊と製材業者、住宅生産者等と
 の連携により、住宅分野への県産材利用
 を促進

農林水産
部
県産材活
用課

　低コストで山から市場へ木材が流れる
体制を整備するため、抜き伐りによる伐
採活動を積極的に行う森林所有者のグ
ループ化や低コストで伐採搬出を行う事
業者グループ（森づくり隊）を育成



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 ３　福井の豊かさを支える農林水産業

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

マツクイムシ被害防除の推進
被害材積
15,389m3

被害材積
14,921m3

被害材積
14,300m3

予防・駆
除

→ → →

産地ふくい水産流通機能強化事業 2回 2回 1回

　県産水産物（養殖魚）のトレーサビリ
ティシステム導入のための検討会等を推
進

検討会
開催

→ → →

農林水産
部
水産課

担当課

1　伐倒駆除・予防活動の実施
 (1)保安林や自然公園等公益性の高い松
    林を対象に、駆除効果の高い特別伐倒
    駆除やくん蒸処理等を実施
 (2)地域住民等と連携し、防除推進のため
    のモデル的な取組みを実施（4地区）
2　人家等に近い過年度被害木の伐倒処理
3　松くい虫による被害量
 (1)被害材積　約14,300m3
　　　 （昨年度比4％減　　18年3月末見込）

〔18年度の課題〕
1  防除対策の重点化

○「漁業者の顔が見える」流通シス
テムを確立

1　漁業者・流通業者・消費者が意見交換す
 る場として「産地ふくい水産流通推進会議」
 を開催（1回）
2　「旬のさかなの料理教室」の開催等を通
 じて、生産者と消費者の意見交換を促進
3  トラフグ養殖業者におけるホームページ
 （敦賀海水養魚協会）上の養殖方法公開
 に続き、養殖方法の公開を県下全域に拡
 大するため、主に養殖業者を対象とした研
 修会を開催（2回）

〔18年度の課題〕
1  流通業者・消費者からの意見を反映し得
 る仕組みづくりの推進

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

○県木である松のマツクイムシ被害
防除を推進

1 松くい虫被害総合対策事業
2 松くい虫被害特別対策事業
　国定公園内など公益性の高い松林に
ついて、重点的に予防等を推進

農林水産
部
県産材活
用課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 ３　福井の豊かさを支える農林水産業

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

がんばる海業支援事業 11団体 12団体 13団体

　地域の意欲ある漁業者の活動強化や
起業に向けた取組みに対する支援

活動支
援

→ → →

トラフグ養殖種苗生産事業 4万尾
15.35万
尾

15万尾

　トラフグ種苗の量産・供給 種苗供
給

→ → →

ふくい生まれのアユ増産事業 130万尾 130万尾

　栽培漁業センター等既存施設を活用し
た県産アユの増産体制を確立し、福井
生まれ、福井育ちの「ふくいアユ」の地域
ブランドを確立し、内水面漁業を振興

放流 → →

福井鮮魚のブランド化推進事業 実施

　「若狭ぐじ」のブランド化を推進し、販売
拡大や収益向上を図るための活動を支
援

品質保
持徹底
市場へ
の理解
促進

産地ふくい水産流通機能強化事業(再掲) 63校 127校 162校

　地場産学校給食実施校 約60校 延べ
100校

延べ
150校

延べ
180校

水産物の地産地消率（県内仕向率） 56% 56%

○「越前がに」などのブランドを育成
し、水産物を高付加価値化

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

1　生産者自らによる新商品開発、水産物
 の高付加価値化に対する支援
 (1)漁業者のブランドに対する意識の向上
    を推進
2　地域ブランドの育成
 (1)「若狭ふぐ」の供給　15万尾
 (2)「ふくいアユ」の供給　130万尾
　　　　　　　　　　　　　　（18年3月末見込）
 (3)「若狭ぐじ」の鮮度管理徹底と、県漁連
    と協働した販売促進活動の展開

〔18年度の課題〕
1  県産水産物のブランド化の推進

農林水産
部
水産課

担当課

○水産物の「地産・地消」を推進 1　学校給食における県産水産物の品目拡
 大について働きかけ
2　水産物の地産地消率（県内仕向率）
 (1)14年度　56％  →  16年度　56％（見込）

〔18年度の課題〕
1  学校給食への県産水産物の供給拡大
                            （県産農産物と連携）

農林水産
部
水産課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅰ　元気な産業 ３　福井の豊かさを支える農林水産業

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

栽培漁業自立支援事業

12団体

　漁業者が自立した栽培漁業を推進す
るため、地域ごとの魚種の選択やコスト
削減策の検討に対する支援等

話し合
い促進

→

漁場造成事業【公共】 0.66K㎡ 0.31K㎡ 0.49K㎡

　漁場造成 造成 → → →

種苗生産事業（ヒラメ種苗生産事業、ア
ワビ種苗生産事業）

ﾋﾗﾒ
33万尾
ｱﾜﾋﾞ
28.4万
個

ﾋﾗﾒ
45万尾
ｱﾜﾋﾞ
26.5万
個

ﾋﾗﾒ
45万尾
ｱﾜﾋﾞ
26.4万
個

　ヒラメ、アワビ等の種苗を安定的に放流
することにより、沿岸漁業の生産性を向
上

種苗供
給

→ → →

ブラックバス・ブルーギル駆除事業 192回 192回 192回

　内水面漁場環境の保全等のため、外
来魚対策調査や普及啓発を行うととも
に、漁業者等による駆除活動に対する支
援

駆除等 → → →

担当課任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

○つくり育てる漁業・漁業者自らに
よる資源管理を促進

1　つくり育てる漁業の促進
 (1)漁業者自らがズワイガニの保護を実践
    するため導入したカニ・カレイ分離網の
    導入を有効活用するため、資源量の分
    析、情報提供
2　漁業者自らによる資源管理の促進
 (1)種苗放流の安定供給
        （ヒラメ45万尾、アワビ26.4万個）
 (2)種苗の大型化
　　ヒラメ：30㎜　→　40㎜
　　アワビ：15㎜　→　16㎜
(3)漁場の造成（3か所）、清掃耕耘（7か所）
 (4)間伐材等天然素材による魚礁の活用
                                             （25基）
 (5)漁業者等による外来魚駆除の実施
                                            （192回）
3　栽培漁業自立に向け、漁業者の話し合
　いを促進

〔18年度の課題〕
1  「儲かる漁業」を目指し、漁業者が行う放
 流事業の自立化に向けた実証

農林水産
部
水産課



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「福井元気宣言」 実施状況

ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅱ　元気な社会 ４　女性の元気が福井の元気

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

女性企業家支援事業
相談
79件

相談
117件

相談
　70件

　女性企業家が抱える経営上の悩み、ト
ラブル、問題に対して適切に助言

企業家
支援

いきいき女性・熟年農業者活動支援事
業（再掲）

　女性農業者および熟年農業者を育成
するための研修会を開催するとともに、
新たに生産、加工等に取り組む活動や
施設等の導入に対する支援

1　農村女性の農業生産・加工・販売等起業
 に向けたグループ育成
2　新たな経営発展のための講習会を開催
                        （7か所　約210名参加）

〔18年度の課題〕
1  販売金額年間300万円以上のｸﾞﾙｰﾌﾟ増
 加に向け、新規育成および既存グループ
 に対する活動支援等

農林水産
部
農業技術
経営課

○年内に女性の起業や経営革新の
支援を開始
　女性専門の相談窓口、相談日の
設置など産業支援センターの体制
を整備し、女性の創業や経営革新
を支援。
　農業における女性リーダーの育成
支援策の充実。

→ →

1　女性の企業家が相談しやすい環境の整
 備
 (1)産業支援センターにおいて女性相談窓
    口を実施
 (2)相談しやすい環境を整えるため、産業
    支援センターに相談ブース（個室）を設
    置
　　　女性相談件数　70件
　　　　　　　　　　　（平成18年3月末見込）

産業労働
部
経営支援
課

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課

総務部
県民サー
ビス室

○「福井女性会議」を設置
　　男性中心の発想から県政を大胆
　に転換するため、県内各界各層の
　清新な女性の参加を得て、「福井
　女性会議」を設置。
　（メンバー）県内各界各層の女性
　　　　　　　　50人程度で構成
　（具体的検討内容の例）
　・女性が参加しやすい県行事のあり
    方
　・県の施設に女性に配慮した工夫
　・女性が相談しやすい県の各相談窓
　　口の環境整備
　・女性が受診しやすい県立病院の環
　　境整備　　　　　　　　　　　　　　など

1　「福井女性会議」の開催
 (1)県内在住の20歳以上の女性50人を委
　　員に委嘱
 (2)県内3ブロック（福井・坂井・奥越、丹南、
　　嶺南）で各2回の会議を開催
 (3)各ブロックで県政に関する提言を取りま
　　とめ
 (4)提言数　（集計中）

　県内在住の女性の方から県政の様々
な課題に対する清新な意見・提言を広く
いただき、女性の持つ優れた感性、発想
を県政に反映

開催 → → →

委員60
人
3ブロック
で3回ず
つ開催

委員50
人
3ブロック
で3回ず
つ開催

福井女性会議開催事業

委員50
人
3ブロック
で2回ず
つ開催

→



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅱ　元気な社会 ４　女性の元気が福井の元気

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

○年内に「女性の異業種交流会」の
創設

女性企業家支援事業
3回
開催

3回
開催

3回
開催

　講演会、研修会、会員相互の情報交
換等の実施

交流会
創設

→ → →

私立幼稚園預かり保育推進事業

実施
29園
うち18時
まで
21園

実施
30園
うち18時
まで
22園

実施
30園
うち18時
まで
23園

推進 → → →

延長保育促進事業
12か所
（計111か
所）

24か所
（計135か
所）

16か所
（計151か
所）

　延長保育を実施する市町に対し補助
（17年度から交付金化）

実施
促進

→ → →

総務部
大学・私
学振興課

産業労働
部
経営支援
課

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課

健康福祉
部
子ども家
庭課

1　女性の異業種交流会の開催
　　　　交流会開催回数　　3回

○幼稚園・保育園での預かり保育、
  延長保育を充実

1　預かり保育を実施する学校法人立の幼
 稚園　30園
　　うち18時まで実施する幼稚園
　　　　　  22園→23園（18年3月末見込）
　　（17年度の県内の学校法人立私立幼稚
　　　園数　30園） 　年間を通じて1日2時間以上、継続的に

預かり保育を実施する幼稚園に対し補
助することにより、預かり保育の一層の推
進
　また、さらに18時まで預かり保育を実施
する場合加算補助することにより、保護
者の子育てを支援

1　市町に事業実施の働きかけ
2　延長保育を実施する保育園
　　  135か所→151か所
　　　　　　　　　（18年3月末見込）

〔18年度の課題〕
１　市町における保護者の就労実態やニー
 ズなどを踏まえた実施箇所の拡大
　　（市町に対する計画的な実施の働きか
　　け）

 （参考）
   福井県元気な子ども･子育て応援計画の
   21年度末目標値　210か所



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅱ　元気な社会 ４　女性の元気が福井の元気

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

児童厚生施設整備費補助事業
2か所
（計110か
所）

2か所
（計112か
所）

3か所
（計115か
所）

　児童館・児童センターを整備する市町
村に対し補助

整備
支援

→ → →

放課後児童クラブ育成事業
4クラブ
（計117ク
ラブ）

13クラブ
（計130ク
ラブ）

12クラブ
（計142ク
ラブ）

　昼間保護者のいない家庭の小学校低
学年児童に、遊びを主とする健全育成
活動を行う児童クラブに対し補助

設置
支援

→ → →

まちなかキッズルーム設置促進事業

22か所
（計22か
所）

30か所
（計52か
所）

26か所
（計78か
所）

　県有施設への授乳設備・おむつ交換
設備等の設置および市町村有施設、民
間施設の授乳設備・おむつ交換設備等
設置に対し補助

設置
促進

→ → 計
100か所

健康福祉
部
子ども家
庭課

健康福祉
部
子ども家
庭課

担当課

1　市町村・民間事業者に設備の設置を働
 きかけた。
2　「まちなかキッズルーム」の設置
 (1)県有施設　　 21か所→31か所
 (2)市町村施設　14か所→22か所
 (3)民間施設　　 17か所→25か所
　　　　計　　　　  52か所→78か所
　　　　　　　　　　（18年3月末見込）

〔18年度の課題〕
１　保護者のニーズに応じた民間施設にお
　　ける設置の促進（民間事業者に対する
　　整備の働きかけ）

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

○児童館・児童センターの整備を促
進、放課後児童クラブを育成・充実
　　放課後に留守家庭の児童を預
かって健全育成する児童館・児童セ
ンターの整備促進と、放課後児童ク
ラブの育成・充実。

1　児童館・児童センターの整備
　　　112か所→115か所（18年3月末見込）
 （参考）福井県元気なこども・子育て応
　　援計画の21年度末   目標値122か所
2　放課後児童クラブの育成･充実
　　　130クラブ→142クラブ
　　　　　　　　　　　　（18年3月末見込）
　（参考）福井県元気なこども・子育て応
　　援計画の21年度末  目標値180クラブ

〔18年度の課題〕
1　地域のニーズに応じた計画的かつ着実
 な整備・充実

○「まちなかキッズルーム」（休憩
室・授乳室）を100か所設置
　　家族がいつでも気軽に外出でき
るように、デパートなどのほか、各種
公共施設に多目的トイレ（おむつ替
え台、乳児シート、親子便座などを
備えたトイレ）、キッズスペース（子ど
もが安全に遊ぶことができる場所）、
授乳コーナーなどを「まちなかキッ
ズルーム」として整備し、子育てに
やさしいまちづくりを推進。



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅱ　元気な社会 ４　女性の元気が福井の元気

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

病児デイケア促進事業（病後児デイケ
ア）

2市
(3か所)
1,164人

5市
(6か所)
1,291人

8市
(13か所)
約1,400
人

　病気療養中やその回復期にある子ども
を病院や保育所等で一時的に預かる事
業を実施する市町村に対し補助
　（18年度から第3子以降3歳未満児の
　利用料金を無料化）

実施
促進

→ → 全市に
設置

病児デイケア促進事業（病児デイケア）

3市
(3か所)
401人

6市
(7か所)
約1,100
人

実施
促進

→ 全市に
設置

○「病児デイケア」を全市に設置
　　児童が病気で自宅での保育を余
儀なくされる期間、その子どもを預
かるデイサービスを行う「病児デイ
ケア」施設を全市に整備。

1  全市設置に向け、市や医師会、医療機
 関へ積極的に働きかけるとともに、町村に
 対しても取組みの働きかけを実施
 (1)病後児保育　5市（6施設）
                               →8市（13施設）
 (2)病児保育　　 3市(3施設)
　　　　　　　　　　　　　　　 →6市（7施設）
　　　　　　　　　　　（18年3月末見込）

〔18年度の課題〕
1　新たに誕生する市における設置および
 市町間の広域利用による利便性の向上
　　（市町に対する取組み実施の働きかけ）

健康福祉
部
子ども家
庭課

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課

　病気療養中やその回復期にある子ども
を病院や保育所等で一時的に預かる事
業を実施する市町村に対し補助
（18年度から第3子以降3歳未満児の利
用料金を無料化）



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅱ　元気な社会 ４　女性の元気が福井の元気

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

小児救急医療支援事業 1地域
（嶺北地
域）に整
備

2地域
（嶺北地
域および
嶺南地
域）に整
備

→

　小児医療について病院の輪番制によ
る夜間救急医療体制を整備する市町村
に対し補助

市町村
支援

→ → →

＃8000子ども医療電話相談事業

検討 実施 →

周産期医療体制整備事業
①44位
②33位

①44位
②21位

　新県立病院内に、高度専門的な医
療を効果的に提供する総合周産期母
子医療センターを整備するととも
に、周産期医療情報ネットワークシ
ステムを開発

①新生
児死亡
率
②周産
期死亡
率

①15位
以内
②15位
以内

周産期医療体制運営事業

運営
開始

→ →

健康福祉
部
医務薬務
課

健康福祉
部
健康増進
課

担当課

1　病院輪番制（嶺北5、嶺南3　計8）による
 小児救急医療体制を、全県域で実施
2　＃8000子ども医療電話相談を17年4月
 から実施（9月からは毎日実施）

〔18年度の課題〕
1　事業の普及推進
　　（子育て家庭に対する一層の周知）

○周産期医療ネットワークの整備
　　妊娠・出産における母体・胎児の
安全性を向上させるため、県立病院
を中心に周産期医療体制を整備す
るなど、小児医療救急体制を充実。

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

1　周産期医療体制の運営
 (1)県立病院内に整備した総合周産期母子
    医療センターを運営
 (2)周産期医療情報ネットワークを運用
    （医療機器整備情報、対応可能症状、空
     床情報など）

〔18年度の課題〕
1 　医療機関と消防救急機関との更なる連
 携
 (1)管轄範囲を超えた搬送体制の検討
 (2)搬送時の専門医の応援体制の検討
 (3)緊急時における防災ヘリコプターの円滑
　　な活用
2  地域周産期母子医療センターとの連携
 の強化

　病児を抱えた保護者の不安を解消する
ため、夜間に小児科医に相談できる体
制を整備

　総合周産期母子医療センターを運
営するとともに、地域の産科医院等
との連携による緊急時の搬送体制確
保のため周産期医療情報ネットワー
クを運用



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅱ　元気な社会 ４　女性の元気が福井の元気

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

県立病院整備事業（第一期建設工事）
患者数
827名

患者数
約1,000名

建設・竣
工

運用開
始

運用 →

乳幼児医療費無料化事業

　３歳未満の乳幼児に対する医療費の
無料化と、子どもが３人以上いる世帯の
小学校就学前の乳幼児に対する医療費
無料化の実施

全市町
村実施

→ → →

すくすく保育支援事業

28/34
市町村
17,605人

22/28
市町村
17,820人

15/17
市町
約
18,530人

　保育所に入所している第３子以降・３歳
未満児の保育料を、市町村の定める保
育料の１／１０に軽減する市町村に対し
補助
（18年度から無料化）

市町村
支援

→ → →

一時・特定保育事業

16/34
市町村
70か所

15/28
市町村
81か所

13/17
市町村
84か所

　就学前児童の一時的または一定期間
保育を実施する市町村に対し補助
（18年度から第3子以降3歳未満児の
　利用料金を無料化）

市町村
支援

→ → →

すみずみ子育てサポート事業
5市
606人

8市
約5,400

　小学校就学前および小学校１～３年に
就学する児童の一時的保育サービス等
の子育てサポートを行う市町村に対する
補助の実施
（18年度から第3子以降3歳未満児の
　利用料金を無料化）

市町村
支援

→ → →

○子育て家庭の経済負担軽減策の
検討・実施
　（具体的検討内容の例）
　　・教育費への補助
　　・保険制度への補助
　　・祝い金　　　　　　等

1　乳幼児医療費無料化事業
 (1)全市町村で取り組み、子育て家庭の
    経済的負担の軽減に寄与
2　すくすく保育支援事業
 (1)各市町村に事業の実施を働きかけ
3　すみずみ子育てサポート事業
 (1)各市町村に事業実施を働きかけると
    ともに、受け皿となる子育てサービス
    実施団体への事業説明

〔18年度の課題〕
1　子育て家庭への経済的負担軽減の拡充
 措置の実施

健康福祉
部
子ども家
庭課

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課

1　平成16年5月の新病院開院と同時に女
 性専用外来を設置し、診療を開始
 (1)診察には医師をはじめ、女性スタッフが
    対応する体制を整備
 (2)診察時間　毎週月・水・金午後（予約制）

健康福祉
部
医務薬務
課

○新県立病院に女性専用外来を設
置

　新病院開院に合わせ女性専用外来を
設置



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅱ　元気な社会 ５　未来を託す人づくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

高等学校学力向上教員配置事業
12名配
置

20名配
置

　県立高校4校（藤島、高志、武生、若
狭）に教科指導および進路指導の中核
となる指導的教員を12名配置した。
　 17年度から、4校（羽水、大野、武生
東、敦賀）に8名を配置

指導的
教員の
配置

→ →

高校生学力向上推進支援事業 18校 18校

県立学校が独自に実施する学力向上の
ための取組みを支援

重点校
努力校
の指定

各校の
学力向
上の取
組みを
支援

→

○高校生の学力全国１０位以内の
実現

教育庁
高校教育
課

担当課

1　高校入学時の学力分析と個に応じた指
 導
 （1）4月に高校生基礎学力診断テスト
       （国語、数学、英語）を実施
 （2）2月に第2回目を実施し、学習到達度
     をチェック
2　教員の指導力向上
 （1）予備校講師による研修の実施
 （2）予備校へ派遣
 （3）学力向上のための教員配置　20名
3　大学入試に向けた対策
 (1)11月に本番さながらの大学入試センタ
    ープレテストを実施

〔18年度の課題〕
1  セミナーの開催等による更なる学力の
 向上

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅱ　元気な社会 ５　未来を託す人づくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

元気福井っ子笑顔プラン事業

英会話力向上事業
63校指
定

49校指
定

9校指定

  英語のコミュニケーション能力、特に
会話力の拡充を目指し、県内小・中・
高等学校で英会話力向上のための取
り組みを積極的に推進

実施 → → →

英語教員集中研修
10回開
催

10回開
催

10回開
催

  生徒の英語のコミュニケーション能力
を育成するため、英語教員の指導力と
英語力の向上を推進

教員研
修実施

→ →

17年度の取組み、成果任期中に実行し成果を出す施策 担当課

○国際人育成の一環として、英語な
どの会話力養成
　21世紀の福井を担う人づくりのた
めに、インターネット社会も含めた国
際共通語”英語”のコミュニケーショ
ン能力（特に会話力）を大幅に拡
充。

1  英会話力の向上のため各種取組みを積
 極的に推進
 （1）小学校5校、中学校1校、高等学校3
     校で実施
2　英語教員集中研修
 （1）小・中・高等学校の英語教員の指導力
     と英語力の向上のための研修を10回
     実施

〔１8年度の課題〕
1　英会話力向上のための取組みは、引き
 続き小・中・高等学校31校で実施の予定

教育庁
義務教育
課
高校教育
課

  各学年の特性を踏まえて学級編制基
準の適正化を図り、きめ細かな教育体
制の充実
  小学校1、2年
  　ボランティア制度の導入および非常
    勤講師の配置
  小学校3～5年
    ティーム・ティーチングや少人数指
    導の強化
  小学校6年～中学校3年
  　19年度をめどに小学校6年、中学校
    2・3年は学級編制基準を36人、中学
    校1年は学級編制基準を30人に

1  「元気福井っ子笑顔プラン」の推進
 (1) 小学校1、2年　ボランティアの導入を
　　促進するとともに、36人以上の学級に
　　非常勤講師を配置
 (2) 小学校3～5年　ティーム・ティーチン
     グや少人数指導を実施
 (3) 小学校6年～中学校3年　少人数学
     級編制を実施
　　　　小学校6年　　　　　38人
　　　　中学校1年　　　　　35人
　　　　中学校2・3年　     38人

〔１8年度の課題〕
1  笑顔プランの着実な推進
 （1）18年度の学級編制基準は、中学校1
　　　年は32人、小学校6年および中学校
　　　2、3年は37人

教育庁
義務教育
課プラン策

定
→

○30人学級編成の導入など、きめこ
まかな教育体制の拡充
　30人学級編成を導入するととも
に、ティーム・ティーチングや少人数
学級など、教育現場に応じた効果的
な組合せによる教育体制の拡充。

実施
（一部改
定）

→



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅱ　元気な社会 ５　未来を託す人づくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

「福井型コミュニティ・スクール」推進事業
3校指定 11校指

定
14校指
定

  児童・生徒の保護者、地域、学校の
代表者が学校運営に主体的に参画し、
地域の特性・実情を活かしながら、地
域に根ざした開かれた学校づくりを推
進

モデル
校指定

→

14校指
定

→

県立高等学校冷房設備設置促進事業 7校 10校 3校

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課

教育庁
学校教育
振興課

○学校教室の冷房施設の整備を促
進

1  新たに県立高校3校において、冷房設
 備の整備促進への支援を実施

[18年度の課題]
1　新たに県立高校11校において、冷房設
 備の整備促進への支援を実施

→

1　新たにモデル校（14校）を指定し、全市町
　村に創設を完了
 　　福井市足羽小、松岡町吉野小、三国町
　　雄島小、春江町大石小、坂井町木部小、
　　池田町池田第一小、若狭町野木小、大
　　飯町大島小、美山町美山中、永平寺町
　　永平寺中、 南越前町南条中、越廼村越
　　廼中、清水町清水中、名田庄村名田庄
　　中
2　福井型コミュニティ・スクール研究推進会
 議を設置
 （1）福井型コミュニティ・スクールの在り方、
     県内の小・中学校への拡大等について
　　検討

〔18年度の課題〕
1　モデル校での取組みを基に、県内の小・
　中学校へ拡大予定

→整備支
援

○「福井型コミュニティ・スクール」を
全市町村に創設
　保護者や地域住民の代表が参画
した「地域協議会」が、学校運営、予
算の使途、地域との協力のあり方な
どを協議する「福井型コミュニティ・
スクール」を全市町村に創設。

  夏季における生徒の学習意欲の高揚
および学力の向上を図るために、県立
高校の普通教室等の冷房設備の整備
促進への支援を実施

→

教育庁
義務教育
課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅱ　元気な社会 ６　活き活きやさしい福井づくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

○熟年人材バンクにより、高齢者の
知恵や経験を社会に還元・雇用創
出

熟年人材情報の提供

アクセス
数
10,124件

アクセス
数
10,000件

　熟年人材情報およびシルバー人材セ
ンター活動事例を掲載したホームページ
を作成し、広く熟年者の情報を提供

ホーム
ページの
作成・情
報提供

情報提
供

→

○シルバー人材センターの機能充
実

シルバー人材センターの活用促進 就業延べ
人数
864,236人
契約金額
4,073.415
千円

就業延べ
人数
889,442人
契約金額
4,179,350
千円

就業延べ
人数
897,000人
契約金額
4,170,000
千円

　シルバー人材センターにより高齢者の
知恵や経験を社会で活用

活用促
進

→ → →

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

産業労働
部
労働政策
課

1　熟年人材情報の提供
 (1)熟年人材情報およびシルバー人材セン
    ター活動事例を掲載したホームページを
    作成（16年9月）
　　　　ホームページアクセス数　　10,000件
                 　　　　　　　（18年3月末見込）

1　県内シルバー人材センターの活動実績
 (1)就業延べ人数　897,000人
 (2)契約金額　　4,,170,000千円
　　　　　　　　　（18年3月末見込）

担当課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅱ　元気な社会 ６　活き活きやさしい福井づくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

チャレンジ塾開催事業
18塾
343人

24塾
459人

25塾
約600人

　高齢者が自ら講師となる高齢者の生涯
学習講座（塾長、塾生を募集）の開催

チャレン
ジ塾開
催

→ → →

高齢者放送講座

毎週
日曜日
155人

毎週
日曜日
196人

毎週
日曜日
約200人

　高齢者を対象としたラジオ講座の開設
FBCラジオ：毎週日曜日6:30～7:00

ラジオ
講座実
施

→ → →

高齢者ＩＴ推進事業
11回
192人

16回
296人

22回
約440人

　高齢者特有の悩みに対応したパソコン
講習会の開催

講習会
開催

→ → →

○高齢者の生涯学習機会の充実 1　高齢者の学習ニーズの多様化・高度化
 に対応した生涯学習機会の充実
 (1)高齢者IT推進事業(パソコン教室）
　　　296人→約440人
 (2)チャレンジ塾
      24塾（459人）→25塾（約600人）
 (3)創作講座（能面、竹細工、木彫）
      40人→約30人
 (4)携帯電話講習会　 206人→約240人
 (5)高齢者ラジオ講座　196人→約200人
 (6)高齢者健康・生きがい講座
　　　7,377人→約10,000人
　　　　　　　　　　（平成18年3月末見込）
2　地域に密着した生涯学習機会に関する
 幅広い情報の提供
 (1)機関紙（福悠人）21万部（年6回）発行

〔18年度の課題〕
1　高齢者およびこれから定年を迎える「団
　塊の世代」の知識・技能・能力を活かすこ
　とのできる場の拡充
2　開催時期・場所など高齢者がより参加し
　やすい実施方法の検討

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課

健康福祉
部
長寿福祉
課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅱ　元気な社会 ６　活き活きやさしい福井づくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

元気長生きがん予防推進事業
　　がん検診受診率
　　①胃がん
　　②肺がん
　　③大腸がん

①12.3％
②29.1％
③17.6％

①34位
②26位
③29位

（確定値、
H18.3月末）

①12.6％
②28.9％
③20.8％
（暫定値）

18年4月
暫定値
公表

　がん検診に関する普及啓発および市
町村等のがん検診事業者に対する指導
の実施

○がん検診の徹底

①20.2％
②36.6％
③21.9％

①～③
15位以
内

→

17年度の取組み、成果 担当課任期中に実行し成果を出す施策

1  普及啓発事業
 (1)女性のがん検診の普及啓発のための
　　パンフレットを美容院、市町村、事業所
    に配布(3,000部)
2  市町村がん検診受診拡大事業
 (1)乳がん集団検診体制の充実を目的とし
　　てマンモグラフィ検診車の追加整備
　　　　(H17年8月から2台体制で実施)
 (2)健康福祉センター職員による管内市町
　　村への受診率向上に向けての助言指導
 (3)市町村がん検診実施状況の公表
3　職場におけるがん検診の推進
 (1)職場におけるがん検診の実施状況を
    把握し、事業所の安全衛生管理者等を
    対象とした講習会を開催（12回予定）

〔18年度の課題〕
1　市町がん検診受診率の更なる向上
2　がん検診推進のため、市町の保健推進
 員等の資質の向上
3　がんの罹患や死亡率の高い世代に対す
 るがん予防対策
4  がん検診技術の更なる向上 指導実

施
→ →

健康福祉
部
健康増進
課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅱ　元気な社会 ６　活き活きやさしい福井づくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

陽子線がん治療施設整備事業
整備検
討

　平成21年度治療開始を目指し、広く県
民が利用できる施設の建設、県内医療
機関等とのネットワーク構築等を実施

整備検
討、基本
設計

基本設
計、実施
設計、装
置製造

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課

○本県が持つ高度な陽子線技術を
  がん治療に応用

1　陽子線がん治療施設の設置形態、機
　能、整備場所等について、整備検討委員
　会により検討
2　整備検討委員会の報告を基に、治療装
　置検討会で具体的仕様を検討
3　企画提案を公募し、設計業者選定委員
　会により業者を決定し、基本設計に着手

〔18年度の課題〕
1　基本設計・実施設計完了、治療装置製
 造着手
2　陽子線がん治療施設と県内医療機関と
 の効果的・効率的な連携のあり方につい
 ての検討

総合政
策部
電源立
地地域
振興課

健康福
祉部
医務薬
務課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅱ　元気な社会 ６　活き活きやさしい福井づくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

一団体一健康づくりネットワーク化事業 28団体 153団体
約340団
体

　仲間とともに楽しみながら継続した健康
づくりを行うための一団体一健康づくり運
動を推進するとともに、健康づくりに関す
る多様な情報を発信するホームページ
「ふくい健康広場」を整備・運営

一団体
一健康
づくり運
動参加
団体
100団体

運用開
始

200団体

→

300団体
以上

→ →

セルフケアの健口（けんこう）づくり事業

　産婦人科医療機関、事業所に対し
て歯科健診に関する意識向上を働き
かけるとともに8020運動の普及啓発
等により県民の歯の健康を促進

歯科健
診支援
8020運
動推進

→ → →

「健康長寿ふくい」推進特別アドバイ
ザー設置事業
　アドバイザーを設置し、施策等への助
言を得るとともに、講演などを通じ「健康
長寿ふくい」を情報発信

要因分析
算定方法
開発
（健康寿
命公表）

アドバイ
ザー設置

H16健康
寿命公表

○「健康寿命」の引き上げ
　　丈夫な歯や健脚など、健康な体
を維持するための県民運動を展開
し「健康寿命」を全国トップクラスに。

任期中に実行し成果を出す施策

1　一団体一健康づくり
 (1)ホームページ「ふくい健康広場」での
    健康づくり実践団体の情報提供等に
    より一団体一健康づくり運動を拡大
　　　　28団体→約340団体
　　　　　　　　　　　　　　（18年3月末見込）
2　県民の歯の健康の促進
 (1)産婦人科医療機関、事業所に対して歯
    科健診に関する意識向上を働きかける
    とともに8020運動の普及啓発等を実施
3　健康長寿の推進
 (1)「健康長寿ふくい」推進会議、健康長寿
　　推進チームにおいて、関係機関の情報
　　の共有化や取組みの連携などを推進
 (2)「健康長寿ふくい」推進特別アドバイザ
　　ーを設置し、施策への助言を得るととも
　　に、情報発信を推進
 (3)平成16年健康寿命の算定・公表(予定)
 (4)健康長寿ふくいの食育活動マニュアル
　　の作成と普及
 (5)職場における生活習慣病対策の実施

〔18年度の課題〕
1　更なる健康長寿の推進に向けた施策の
 実施
（1）県民の健康づくり推進のための新しい
　　概念や手法の導入
（2）家庭における食育活動
（3）県民一人ひとりの運動習慣の定着
（4）生涯を通じた歯の健康づくりのための
　　新しい手法の導入
　　（全国初のキシリトールタブレットの活
　　用）

健康福祉
部
健康増進
課

担当課17年度の取組み、成果



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅱ　元気な社会 ６　活き活きやさしい福井づくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

県民ホールを活用した「手作りセルプ
フェア」の開催

6回開催 9回開催

　授産振興の観点から、県内の授産施
設で作られた授産製品をPR販売する「手
作りセルプフェア」を開催

フェア開
催

→ →

授産施設経営ノウハウ向上事業
月額授
産工賃
13,991円

月額授
産工賃
14,273円

心身障害者更生援護施設定員(入所施
設）

1,988人 1,958人 1,958人

心身障害者更生援護施設定員(通所施
設）

1,093人 1,167人 1,212人

○授産施設の充実、民間の経営手
法を活用した製品の販路拡大

1　授産製品の販売機会の提供
 (1)県民ホールでの「手作りセルプフェア」開
　　催　9回
 (2)県主催イベントにおける販売の機会の
　　提供　4回
2　授産施設の経営力向上
 (1)授産施設職員対象の
　　マーケティング研修開催　4回
 (2）授産施設への商品開発等
　　アドバイザー派遣　13施設
 (3）県セルプ振興センターへの
　　顧問アドバイザー派遣　6回

〔18年度の課題〕
1　県セルプ振興センターのコーディネート
　機能の強化および県内授産施設全体の
　経営力の向上

任期中に実行し成果を出す施策

健康福祉
部
障害福祉
課

17年度の取組み、成果 担当課

○全国的にも高い本県の心身障害
者更生援護施設の整備基準の維
持・充実

1　「県第三次障害者福祉長期計画」に掲げ
 る目標に基づき福祉サービスを提供する心
 身障害者更生援護施設を計画的に整備
 (1)心身障害者更生援護施設定員
　 ①入所　1,958人　→　1,958人
　 ②通所  1,167人　→　1,212人
　 ③計　   3,125人　→　3,170人
　　　　　　　　　　（平成18年3月末見込）

〔18年度の課題〕
1　障害者の地域生活移行を推進する就労
　支援を中心とした通所型施設の整備
2　障害福祉計画の策定に当たり、今後必
　要となる福祉サービス量や施設定員の的
　確な把握

健康福祉
部
障害福祉
課

　

　福井県セルプ振興センターが行う営業
活動費への支援や授産施設へのアドバ
イザーの派遣等により、授産活動の推進
を図り、授産施設で働く障害者の経済的
自立を支援

15,300円

センター
設立、支
援

16,600円

→



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅱ　元気な社会 ６　活き活きやさしい福井づくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

福祉サービス基盤の計画的な整備
（ホームヘルプサービス）

76,808
時間

123,039
時間

155,950
時間

　ホームヘルプサービスの支給量確保を
推進

推進 → → →

ホームヘルプサービス利用時間から換
算した障害児（者）に対するホームヘル
パー数
※ﾎｰﾑﾍﾙﾌﾟｻｰﾋﾞｽ総利用時間÷980時間
（ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ１人当たりの年間標準派
遣時間）

78人 125人 159人

　

○在宅障害者が安心して日常生活
を送るために必要なデイサービスや
ホームヘルプサービスの一層の充
実

1　「県第三次障害者福祉長期計画」に掲げ
 る目標に基づき、福祉サービス基盤を計画
 的に整備
 (1)デイサービス延べ利用日数
　　　H16  34,931日　→　H17  39,180日
　　　　　　　　　　　　　　　（18年3月末見込）
 (2)ホームヘルプサービス延べ利用時間数
　　　H16  123,039時間
                     　→　H17 155,950時間
　　　　　　　　　　　　　　　（18年3月末見込）

〔18年度の課題〕
1　障害福祉計画の策定に当たり、今後必
　要となる福祉サービス量の的確な把握
2　障害福祉サービスの新たな支給決定
　手続への円滑な移行
　（関係者に対する研修の充実）

任期中に実行し成果を出す施策

健康福祉
部
障害福祉
課

17年度の取組み、成果 担当課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅱ　元気な社会 ６　活き活きやさしい福井づくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

安心で明るい子どもの道整備事業（照明
灯等の整備）

139か所 39か所

　歩道の新設、段差解消や交差点等の
局部照明、歩行者用照明灯の整備によ
る安全で安心な通学路の確保

アンケート
調査、照
明灯設置

照明灯
設置

→

人にやさしい歩行空間形成事業
約1.9km
整備

約1.6km
整備

約1.4km
整備

　11年度から社会福祉施設等交通弱者
の利用が多い施設が近くにあり、歩行者
自転車交通量が多く、かつ交通安全上
緊急性が高い箇所から優先して歩道の
段差解消等を実施

段差解
消の実
施

→ 事業終
了

 県有施設バリアフリー整備事業
15施設
（71）

10施設
（81）

　県有施設のバリアフリー化整備 整備実
施

事業終
了

民間施設バリアフリー整備事業
9施設
（39）

13施設
（52）

9施設
（61）

　交通施設または3階建てもしくは500㎡
以上の商業施設、宿泊施設等の民間施
設に対し、障害者や高齢者に配慮した
施設にするための改修経費の助成

改修
支援

→ → →

生活バス路線維持対策事業 6台 5台 3台

 低床バス導入経費の助成 導入
支援

→ → →

○障害者が健常者とともに暮らすま
ちづくり
　　歩道の段差の解消、公共施設の
スロープ・エレベーター設置などの
バリアフリー化推進。公共交通機関
の整備充実。これらの施策を「ユニ
バーサル・デザインのまちづくり」の
中で位置付け。

1　バリアフリー化の推進
 (1)歩道の段差解消や照明灯の整備
　①照明灯の整備　139か所→178か所
　②県管理道路の歩道の交通弱者に配
    慮した段差解消距離
　　　7.2㎞→8.6㎞
 (2)公益的施設のスロープ・エレベーター
    など設置
　　・民間施設のバリアフリー数
　　 　　52施設→61施設
 (3)公共交通機関の整備として低床バスの
    導入補助とバス待合所整備に対する補
    助の実施
　①低床バスの台数　55台→58台

〔18年度の課題〕
1　全ての県民にとって安全で暮らしやすい
 まちづくりを進めるため、歩道の段差解消
 や歩行者用照明灯の整備、建築物のバリ
 アフリー化の計画的な推進

総合政策
部
総合交通
課

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課

土木部
道路保全
課

健康福祉
部
障害福祉
課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅱ　元気な社会 ６　活き活きやさしい福井づくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

福祉の地域づくり推進支援事業

交流会
参加者
約350人
キー
パーソン
養成数

　23人

交流会
参加者
約870人
キー
パーソン
養成数

　93人

交流会
参加者
約710人
キー
パーソン
養成数
約120人

　住民参加による福祉の地域づくりを推
進するため、地域福祉活動実践例の発
表等を行う実践発表交流会を開催すると
ともに、地域福祉活動の推進を担うキー
パーソンを養成

交流会
参加者
　700人
キー
パーソン
養成数
　　80人

交流会
参加者
　700人
キー
パーソン
養成数
　　80人

交流会
参加者
　700人
キー
パーソン
養成数
　　80人

交流会
参加者
　700人

福祉ボランティア活動の場づくり支援事
業

整備数
　8ヶ所

整備数
　6ヶ所

整備数
　6ヶ所

地域住民の主体的参加によるボランティア
活動の活発化を図るため、ボランティア団体
が地域の身近なところで気軽に活動できる場
の確保を推進

整備数
　6ヶ所

整備数
　6ヶ所

整備数
　6ヶ所

整備数
　1ケ所

いきいき支え合い地域づくり事業
事業数
10事業

事業数
35事業

　地域支え合いの具体的活動の推進を図る
ため、市町村が行うコミュニティ単位での地域
支え合いの仕組みづくりを支援

事業数
22事業

事業数
18事業

事業数
29事業

老人福祉施設床数 394床 319床 339床

待機者
ゼロ

地域共生型デイサービス事業所数 17か所

県単事
業終了

地域密着型サービス等拠点整備数 14か所

1　介護施設や既存の民家等を活用したデ
 イサービス施設の整備を推進
 (1)真の待機者数
　　 平成17年4月1日現在　　268人
 (2)介護施設の整備　　　　　 339床
 (3)地域密着型サービスの整備
　　　　　　　　　　 　　　　　　　14か所
〔18年度の課題〕
1　市町が整備する地域密着型施設や民間
　の力を生かした施設の計画的整備
2　介護予防サービスの効果的実施や介護
　サービスの質の向上など、在宅介護を推
　進していくための条件整備

　身近なところで介護サービスや介護予
防サービスを受けられるよう、小規模な介
護施設や介護予防拠点を整備

○「待機者ゼロ県」を実現
　　本県の特別養護老人ホームの
充足度は、人口当たりで全国第3位
であるが、現在、真に入所が必要な
待機者が約700人であり、今後、計
画的に介護施設の増床を進め、「待
機者ゼロ県」を実現。

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課

健康福祉
部
長寿福祉
課

○ＮＰＯ、ボランティアや地域コミュ
ニティと連携して、地域全体で高齢
者・障害者等を支える体制を整備

1　地域福祉活動実践発表交流会の開催
    （参加者約710人）
2　地域福祉活動の推進を担うキーパーソ
 ンの養成　養成数116人→236人
3　県の広報媒体を活用したボランティア
 活動の紹介等
4　ボランティア活動拠点の整備
  　14か所→20か所
5　市町村が実施する地域支え合いの仕
 組みづくり事業への支援（35事業)

〔18年度の課題〕
1　地域支え合いの仕組みづくりに取組む
　市町・地域の拡大
　　（市町に対する取組み実施の働きかけ）
2　地域福祉活動を担う人材の養成

健康福祉
部
地域福祉
課



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「福井元気宣言」 実施状況

ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅲ　元気な県土 ７　原子力は県民の立場に立って

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

国や事業者の取組みの要請・確認 　 　

　国や事業者の建設計画の着実な推
進、安全確保対策の一層の強化、防災
対策の強化、環境保全対策の強化、原
子力に対する広報・理解活動、地域共生
の充実、県重要プロジェクトへの支援に
関する着実な取組みを要請・確認

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課

○敦賀３、４号機増設計画への適切
な対応
　日本原子力発電敦賀３、４号機増
設計画については、徹底した安全確
保や地域振興などについて、国と電
力事業者に強く要求するとともに、
安全確保や地域振興などに対する
国などの今後の取組み状況によっ
ては増設計画をストップ。

1　5月16日、日本原子力発電が、原子力安
 全・保安院の指示を受けて、活断層に関す
 る追加調査に着手
2　7月1日、日本原子力発電が、準備工事
 の一環として、建設現場への進入路トンネ
 ルの掘削工事に着手

〔18年度の課題〕
1　国や事業者に対し、建設計画の着実な
 推進、安全確保対策の一層の強化、原子
 力発電に関する継続的な理解活動、地域
 産業育成等地域共生の充実、県全体の
 発展に係る重要プロジェクトへの支援・協
 力につき、引き続き着実な取組みを要請

安全環境
部
原子力安
全対策課

国から安
全確保
対策の
強化等
について
確認

事業者
に計画
の着実
な推進、
地域共
生の充
実等に
ついて要
請

国に安
全確保
対策の
強化等
について
要請

事業者
に計画
の着実
な推進、
地域共
生の充
実等に
ついて要
請

→ →



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅲ　元気な県土 ７　原子力は県民の立場に立って

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

国や事業者の取組みの確認   

担当課

　国や事業者の「もんじゅ」の位置付け、
安全確保対策の強化、エネルギー研究
開発拠点化計画の推進、地域振興の充
実に対する取組みを確認

国から
安全確
保対策
の強化
等につ
いて確
認

国およ
び事業
者から
「もん
じゅ」の
位置付
け、拠
点化計
画の推
進等に
ついて
確認

→→

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

○「もんじゅ」への慎重な対処
　高速増殖原型炉「もんじゅ」につい
ては、高等裁判所の判決を重く受け
止め、今後の国の対応と裁判の推
移を注視するとともに、県独自の安
全性確認も行い、県民の視点に
立って慎重に対処。

1　9月1日、核燃料サイクル開発機構が、
 「もんじゅ」の本格的改造工事に着手
2　10月1日、核燃料サイクル開発機構と
 日本原子力研究所の統合により、日本原
 子力研究開発機構が発足。同機構は 、
 本社機能、中枢管理機能を持った敦賀
 本部を設置し、本部長に副理事長が就任
3　11月1日、国が、改造工事などハード面
 に加え、事業者の組織体制、品質保証体
 制、人材確保対策等のソフト面も含め「もん
 じゅ」の安全 確保全般について総合的に
 検証するため、「もんじゅ安全性確認検討
 会」を設置

〔18年度の課題〕
1　改造工事の実施状況や安全性総点検
 の指摘を踏まえた改善状況などを十分に
 確認

安全環
境部
原子力
安全対
策課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅲ　元気な県土 ７　原子力は県民の立場に立って

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

国や事業者の取組みの確認   

事業実施数（累計） 128 132 139

特例措置適用事業数（累計） 30 31 33

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課

安全環境
部
原子力安
全対策課

○原発特措法に基づく各種事業の
着実な推進
　「原子力発電施設等立地地域の
振興に関する特別措置法」に基づく
本県の振興計画には、舞鶴若狭自
動車道をはじめとしする191の各種
プロジェクト・事業が盛り込まれてお
り、これらの事業の着実な推進を国
に強く働きかけ

1  申請事業数　　　　　　　　　　86（15）
2  採択事業数　　　　　　　　　　86（15）
3  国、道路公団事業　　　　　　  8（　-）
4  17年度実施事業数　　　　　 94（15）
5  17年度まで実施事業数    139（33）
　　　　　　　　　　　　　（18年3月末見込）
　　（全体事業数                 191（52））
　※（　）は、特例措置適用事業
6　改訂案の提出　　追加3事業
　　　　　　　　　　　　　変更3事業
〔18年度の課題〕
1  振興計画に盛り込まれている事業の追
 加、変更が認められたため、今後、必要
 な事業の追加、変更を国と協議

総合政策
部
電源立地
地域振興
課

　国の安全規制やプルサーマルへの取
組み、事業者の安全確保対策、品質保
証活動、地域共生の充実、県重要プロ
ジェクトへの協力などへの取組みを確認

国の安
全規制
やプル
サーマ
ルへの
取組み
について
確認

　　―
（美浜事
故により
中断）

　　―
(美浜事
故により

中断)

○プルサーマル計画への対応
　プルサーマル計画については、改
善された国の輸入燃料体検査制度
に基づき、事業者が品質保証体制
を確立し、県民の信頼が確保される
ことを前提として対処。

1　美浜発電所３号機事故により失われた
県民の信頼・安心の回復が第一であり、そ
れに向けた 関西電力の取組みや国の原子
力行政の基 本姿勢、安全対策への取組み
状況を確認

〔18年度の課題〕
1　美浜発電所３号機事故により失われた
 県民の信頼・安心の回復が第一であり、
 関西電力の取組みと国の原子力行政の基
 本姿勢、安全対策への取組み状況を見極
 め、厳正に対処



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅲ　元気な県土 ７　原子力は県民の立場に立って

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

エネルギー研究開発拠点化推進体制整
備事業
「エネルギー研究開発拠点化計画」を策
定

策定 推進 →

若狭湾エネルギー研究センターが「中期
事業計画」を策定
中期事業計画に基づき、事業を推進 策定 推進 →

国に対する要望活動 4回 4回 4回

電源三法交付金・補助金額
150
億円

170
億円

180
億円

1  重要要望で要望
 (1)17年6月28日（文部科学省、経済産業省
　　等）
 (2)17年11月25日（文部科学省、経済産業
　　省等）
2  原子力関係道府県で組織する「原子力
 発電関係団体協議会」で要望
 (1)17年5月27日（文部科学省、経済産業
　　省等）
 (2)17年11月25日（文部科学省、経済産業
　　省等）

〔18年度の課題〕
1  さらに一層の改善や一般財源化に向け
 て、積極的な取組みが必要

総合政策
部
電源立地
地域振興
課

○原子力関連技術を活用した地域
産業の振興
　原子力発電所には多様な先端特
殊技術が集積。これを幅広く移転･
応用し、地域に根付く新たな産業を
創出するため、産業界、電力事業
者、試験研究機関、大学等が一体と
なった実用化研究を推進し、特にそ
の中核となる若狭湾エネルギー研
究センターの体制を充実し、早期に
成果を出すような取組み。

1  「エネルギー研究開発拠点化推進組織」
　を若狭湾エネルギー研究センターに設置
　し、拠点化計画推進に向けて総合的なコ
　－ディネートを実施
2  「エネルギー研究開発拠点化推進会議」
　を設置し、推進方針を決定
3　体系的な技術研修を実施
4　原子力・エネルギー関連技術活用研究
　会および３つの分科会を設置し、産学官
　のネットワーク体制を構築し、技術移転を
　促進
5　原子力研究・教育広域連携懇談会を設
置し、連携方策を検討

　〔18年度の課題〕
1  「エネルギー研究開発拠点化計画推進
　方針」に基づき、計画を着実、迅速に推
　進

総合政策
部
電源立地
地域振興
課

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課

○電源三法交付金・補助金の使途
の弾力化の推進
　年間約150億円の電源三法交付
金・補助金について、本県の要望に
沿った使途の弾力化と増額が実現
したが、今後さらに、一層の改善や
一般財源化に取組み。



ビ　ジ　ョ　ン

　Ⅲ　元気な県土 ８　福井は列島のまん中―より近くより便利に

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

北陸新幹線協議推進事業

　北陸新幹線の整備が着実に促進され
るよう、政府および関係政党、ＪＲ西日
本、鉄道・運輸機構などへの働きかけや
連絡調整を実施

実施 → → →

北陸新幹線広報啓発事業

　県民一人ひとりに北陸新幹線の必要
性、優位性を十分に理解してもらえるよ
う、各種広報啓発活動を展開

実施 → → →

北陸新幹線建設事業

　福井駅部整備
　　　・事業期間　　H17～20
　　　・駅部延長　　L=800m
　　　・総事業費　　81億円

事業費
10億円

事業費
30億円

担当課

総合政策
部
新幹線建
設推進課

1 福井駅部認可　　　　　　　17年4月27日
2 福井駅部着工　　　　　　　17年6月4日
3 南越・敦賀間工事実施計画認可申請
　　　　　　　　　　　　　　　　 17年12月12日

〔18年度の課題〕
1  金沢開業と同時期での福井開業と敦賀
 までの整備促進の実現に向けた整備スキ
 ームの早期見直し
2  敦賀以西について、大阪府、京都府、滋
 賀県と実務的な検討を実施

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

○北陸新幹線の県内着工の実現と
早期全線建設へ向けた整備促進
　　本年（15年）秋に予定さている新
幹線のスキーム（整備方針）見直し
において、南越までの一括工事認
可と早期整備、南越～敦賀間の早
期の工事実施計画認可申請と工事
認可が実現するよう、総力をあげて
関係機関に対し強力な運動を展
開。



ビ　ジ　ョ　ン

　Ⅲ　元気な県土 ８　福井は列島のまん中―より近くより便利に

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

舞鶴若狭自動車道整備推進事業（受託）

　小浜西・敦賀間の用地取得に関する事
務を日本道路公団から受託。早期完成
に向け、整備促進

9地区で
用地事務
の実施

→ 15地区で
用地事務
の実施

→

舞鶴若狭自動車道関連市町村道整備事業
補助金

　関係市町が行う工事用道路整備事業
に補助。工事用道路を早急に整備する
ことで本線の整備を促進

3市町
9路線に
補助

1市
6路線に
補助

1市
6路線に
補助

→

舞鶴若狭自動車道の整備促進の要望

　小浜西・敦賀間の用地買収、工事の促
進、公団民営化後の新会社による整備
を要望

15年12月
有料道路
整備事業
区間に決
定(公団)

17年1月
敦賀側から
現地着工
(公団)

18年2月
新会社で
の整備区
間に指定

→

中部縦貫自動車道整備推進事業（受託）

　永平寺大野道路の用地取得事務の一
部を国土交通省から受託。早期完成に
向け、整備推進

2地区で
用地事務
の実施

用地事
務の協
力

大野市・上
志比村で
用地事務
の実施

→

中部縦貫自動車道関連公共施設等整備事
業補助金

　中部縦貫自動車道通過市町村におけ
る周辺地域環境向上に資する公共施設
等整備事業に補助し、本線の整備促進
に寄与

3町村
4施設に
補助

→ １市
2施設に
補助

→

中部縦貫自動車道の整備促進の要望

　永平寺大野道路の用地買収、工事促
進、大野油坂道路のルート発表、環境調
査の実施、整備計画組入れを強く要望

上志比村
一地区で
交渉再開
(国)

16年12月
大野油坂
道路の
ルート帯発
表(国)

永平寺西
～同東間
の18年度
中供用開
始を決定

→

任期中に実行し成果を出す施策

土木部
高規格道
路推進課

1　舞鶴若狭自動車道
 (1)沿線4市町で工事中
 (2)小浜西・敦賀間全体の約6割の用地買
    収が完了
2　中部縦貫自動車道
 (1)福井・勝山間の平成18年度までの一部
　　開通に向けた要望、取り付け道路の整
    備
 (2)上志比村の1地区での用地買収の概ね
　　の完了
 (3)大野市での用地買収着手
 (4)大野油坂道路の猛禽類以外の環境調
　　査に向けた委員会の設置

〔18年度の課題〕
1  舞鶴若狭自動車道
 (1)小浜西・敦賀間の早期完成に向けて、
    18年度中に用地買収を概ね終えられ
    るよう用地買収促進
2  中部縦貫自動車道
 (1)福井・勝山間の18年度中の一部開通
 (2)大野市での用地買収の概ねの完了
 (3)大野油坂道路の猛禽類以外の環境調
　　査着手

担当課17年度の取組み、成果

○舞鶴若狭自動車道の敦賀からの
着工と早期全線開通、中部縦貫自
動車道の整備促進
　舞鶴若狭自動車道の敦賀からの
着工を含め、早期全線整備に最大
限の努力を傾注。
　また、中部縦貫自動車道の福井
～勝山間の一部供用開始をめざす
とともに、整備促進を強く要望。



ビ　ジ　ョ　ン

　Ⅲ　元気な県土 ８　福井は列島のまん中―より近くより便利に

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

道路整備の将来的な方針

1  道路の将来ビジョンの策定
       (16年1月)
2  道路整備プログラムの策定
       (16年3月)

策定 推進 → →

道路網整備の推進
2か所
供用

5か所
供用

5か所
供用

　国道416号布施田～里別所バイパス
（福井市）、県道本郷福井線明治橋（福
井市）などの供用

道路網
整備

→ → →

道づくり協議会の開催
1か所 8か所 8か所

　住民参加による「道づくり協議会」を開
催し、計画段階での住民参加を促進

協議会
開催

→ → →

広域農道整備事業【公共】
2路線 2路線

（継続）
2路線
（継続）

　県下の主要な農業地域や市町村間を
広域的に結び、地域の活性化に資する
広域農道の整備・改良

整備、供
用開始

→ → →

任期中に実行し成果を出す施策

1　地域間の交流と連携の強化
 (1)道路の将来ビジョンに基づき、地域間の
    連携の強化を図るため、県土の骨格を
    形成する交通ネットワークを充実させる
    など、地域の道路網整備推進
2　住民意見の反映
 (1)「使う」という視点をより重視するため、
    道づくり協議会を設置し、道路計画に住
    民の意見を反映

〔18年度の課題〕
1  事業継続箇所の早期完成

土木部
道路建設
課

農林水産
部
農村振興
課

○交通ネットワークとして不可欠な
地域の道路網を整備
　県民の暮らしを豊かにし産業を活
性化する地域に不可欠な国道、県
道、市町村道、農道を事業効果を重
視し、整備促進。

1  若狭西街道の整備促進
(1)大飯町尾内(おない)から小浜市鯉川(こい
   かわ)までの2.1km区間を平成18年3月末
   に供用開始見込
(2)全体延長22.83㎞のうち13.68㎞（60％）が
   供用を開始
(3)今後とも、早期完成に努めるとともに、完
   成した区間から順次供用開始する等事業
   促進
2  その他1路線、3.4㎞の供用を開始

〔18年度の課題〕
1  事業の促進

担当課17年度の取組み、成果



ビ　ジ　ョ　ン

　Ⅲ　元気な県土 ８　福井は列島のまん中―より近くより便利に

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

新世紀ふくい生活交通活性化支援事業

　生活交通の維持活性化に向けた市町
村等が行うハード、ソフト両面の事業を助
成し、地域が主体となった取組みを支援

実施 → →

生活交通活性化推進事業
活性化
会議
2回開催

活性化
会議
2回開催

ビジョン
策定

利用促
進

→ →

○地域公共交通機関の活性化と鉄
道・バス等の地域交通網の確保
　　地域の鉄道・バスは、お年寄りや
学生の交通手段、環境保全上も必
要不可欠なことから、住民ニーズ、
地域の実情に応じた鉄道・バス路線
網が維持されるよう、鉄道・バス事
業者および市町村に対して積極的
に支援。

　「新世紀ふくい生活交通ビジョン」に基
づく施策の全県的な展開を図るため「福
井県生活交通活性化会議」を開催し、各
地域の取組みの底上げを図るとともに、
公共交通の利用促進に向けた広報、啓
発を実施

1　地域生活交通活性化協議会の設置（各
 市町村等に行政、交通事業者、住民で構
 成）
 (1)17市町と4広域ブロックにおいて協議会
    を設置
 (2)地域が主体となり、その特性に応じた
    生活交通のあり方を検討
2　「新世紀ふくい生活交通活性化支援事
 業」による支援
 (1)市町村等が行うハード、ソフト両面の事
    業を助成し、地域が主体となった取組み
    への支援を強化

〔18年度の課題〕
1  地域生活交通活性化協議会を活用した
　生活交通のあり方の検討促進
2　地域が主体となった取組みへのさらなる
　支援強化

担当課

総合政策
部
総合交通
課

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅲ　元気な県土 ８　福井は列島のまん中―より近くより便利に

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

えちぜん鉄道基盤整備支援事業

　県と沿線市町村との合意に基づき、え
ちぜん鉄道が実施する設備投資に要す
る経費等、鉄道経営の基盤整備に必要
な経費を助成

設備投
資等に
補助

→ → →

えちぜん鉄道高架化支援事業

　県と沿線市町村との合意に基づき、え
ちぜん鉄道の高架化に係る鉄道事業者
負担金の一部を補助

乗り入れ
方策決
定

負担金
の一部
を補助

→ →

福井鉄道・えちぜん鉄道相互乗り入れ
推進事業
　新たな乗客の開拓や一層の利用促
進、中心市街地の賑わい創出を図るた
め、福井鉄道のえちぜん鉄道への相互
乗り入れを実施

事務レベ
ル協議

実証実
験、検討
会議

運賃・ダ
イヤの協
議･調整

パークアンドライド渋滞対策モデル事業
2か所
整備

2か所
整備

　福井市街地へアクセスする鉄道駅周辺
の県管理道路にパークアンドライド型の
駐車場を整備し、道路の渋滞緩和およ
び鉄道の活性化

駐車場
整備

→ 利用促
進

→

総合政策
部
総合交通
課

土木部
道路保全
課

○えちぜん鉄道の円滑な運行と活
性化の推進、福井鉄道・福武線との
連結
「えちぜん鉄道」の運行が円滑に進
むよう努力するとともに、再開後の
乗る運動、賑わい創出、パークアン
ドライドの促進を通じて活性化に努
力。また、「福井鉄道・福武線」との
相互乗り入れを実施。

1　えちぜん鉄道
 （1）安全性確保のための設備投資等を支
     援
 （2）利用促進への取組みにより、目標を
     上回る利用者数を確保
2　パークアンドライド型駐車場の利用促進
 （1）福井鉄道浅水駅(45台)・水落駅（80
　　 台)、えちぜん鉄道西長田駅(100台)・
     永平寺口駅（65台）の駐車場の利用
     促進（沿線市町村の広報誌を利用し、
     その利便性を周知）に新たに駐車場を
     整備
3　「福井鉄道・福武線」との相互乗り入れ
 （1）走行の安全性や定時性の確保、運賃・
 　　ダイヤの調整、設備整備の精査などを
     実施

〔18年度の課題〕
1  利用促進策の推進
2　新幹線福井駅部整備と一体となった高
 架化事業の円滑な推進
3　福井鉄道とえちぜん鉄道の連携による
　利便性向上のための方策の検討
4　整備済駐車場の利用促進を図るため、
 沿線市町の広報紙等を利用し、その利
 便性を周知

担当課任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅲ　元気な県土 ８　福井は列島のまん中―より近くより便利に

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

直流化ネットワークにぎわいの駅支援事
業

4駅
粟野駅、
三方駅、
上中駅、
青郷駅

4駅
三方駅、
上中駅、
若狭和
田駅、
三松駅

１駅
若狭高
浜駅

2駅
新疋田
駅、若狭
高浜駅

　敦賀までの直流化にあわせ、嶺南地域
における駅のにぎわいを創出するため、
市町村が行う駅施設、駅周辺整備を支
援

整備支
援

→ → →

敦賀・関西新快速直通化事業

　北陸線・湖西線を敦賀まで直流化し、
京阪神地域から新快速電車を直通運行
することにより、小浜線電化と相まって嶺
南地域と京阪神地域との広域交流を促
進し、定住人口の増大や観光振興など
嶺南地域の活性化を促進

着工 → → 18年秋
開業

嶺南地域鉄道整備対策事業

　敦賀までの直流化工事に係る県負担
額および若狭湾・琵琶湖快速鉄道建設
の実現に向けて、地域振興基金に積立
てを実施

基金積
立

→ → →

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課

○嶺南地域の鉄道網の充実
　　小浜線の電化開業を地域の振
興に結びつけるような施策の充実。
　　また、敦賀までの直流化につい
ては、今年（15年）秋の着工に向
け、関係市町村や民間との協議を
鋭意行い、経費負担等に対する合
意形成を早急に行うなど、平成18年
の直流化完成に向けて全力で取組
み。
　　今津・上中間の新線について
は、今後、採算性等の課題について
対応策を検討するとともに、滋賀県
をはじめとする関係者の理解と協力
を求めながら、事業化に向けて努
力。

1　JR小浜線
 (1)沿線市町村において、直流化ネットワー
　　クにぎわいの駅支援事業等により駅およ
　　び駅周辺の整備を進めるとともに、利用
　　促進策を実施

2　敦賀までのJR直流化
 (1)18年秋の開業に向け着実に推進
 (2)嶺南市町村では、新快速直通化開業に
    向け、駅周辺のまちづくり、地元住民によ
    る地域おこし、観光振興策等について活
    発に検討
3　若狭湾・琵琶湖快速鉄道建設
 (1)嶺南地域鉄道事業化検討協議会におい
    て地元市町村とともに事業主体、需要創
    出策等を検討
 (2)滋賀県と新線建設をはじめとした両県に
    関わる鉄道課題等について、6月、8月お
    よび11月に協議を実施

〔18年度の課題〕
1  嶺南地域鉄道の利用促進
2　新線建設への滋賀県・高島市の理解・協
 力

総合政策
部
総合交通
課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅲ　元気な県土 ８　福井は列島のまん中―より近くより便利に

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

空港利活用推進事業 ２回実施 ４回実施 １回実施

　本県の航空旅客輸送の実施に向けた
各種データ収集、潜在需要の掘起し、事
業の育成等を行うため、チャーター便を
試験運航

チャー
ター便試
験運行

→ →

小松空港アクセスの検討

　小松空港アクセス改善連絡会における
アクセス改善のための検討
　石川県と連携を図りながら、新ICや空
港案内標識の設置に向けた取組みを実
施

ＷＧ開催 連絡会
設置、開
催

ＩＣの新
設に向
けたアン
ケートの
実施

案内標
識の設
置

→

敦賀港港湾整備事業

　鞠山南多目的国際ターミナルの大水
深岸壁（－１４ｍ）、ふ頭用地造成等、国
と一体となって整備促進

防波堤、
岸壁、ふ
頭用地、
緑地の
整備

→ → →

福井港開港指定の要望

　財務省、大阪税関に対し、三国町
等関係機関と連携した要望活動を実
施

要望活
動の実
施

→ 開港指
定

○敦賀港、福井港の活性化
　県内最大の商業・流通港である敦
賀港について、貿易の拠点港として
なお一層の整備・活性化を推進。
　福井港については、工業原材料・
建設資材・リサイクル材等において
貨物量の増大を図り、関税法上の
「開港」をめざすとともに、リサイクル
産業の拠点港としても活用検討。

1　敦賀港
 (1)敦賀港鞠山南多目的国際ターミナルの
    整備促進
 (2)敦賀港国内物流ターミナル(金ケ崎)の
    供用開始(2月)
2　福井港
 (1)17年4月1日に開港指定

〔18年度の課題〕
1  敦賀港鞠山南多目的国際ターミナルの
 早期供用に向けた整備促進

土木部
港湾空港
課

総合政策
部
総合交通
課

土木部
高規格道
路推進課

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課

○福井空港の利活用促進等
　福井空港の利活用については、防
災拠点としての整備や航空関連学
校の誘致、コミュータ航空の可能性
など、対応できるものから計画的か
つ着実に取組み。
　また、本県の空路利用者が最も多
く利用する小松空港のアクセスにつ
いて、手段の多様化や、費用、時
間、利用者サービスなど利便性の
向上に努力。

1　チャーター便の試験運航を1回実施
2　小松空港とのアクセス改善
 (1)石川県との合同ワーキンググループ
　　を設置し、利用促進の方策について
　　共同で検討
 (2)テレビ局に対し、空席状況の提供へ
　　の働きかけ
 (3)空港付近でのＩＣの設置に向けたア
　　ンケートの実施
 (4) 「小松空港上海便利用促進同盟会」
    で、小松空港インターチェンジの新設
    に向け福井・石川両県の各界各層が
    一致団結して取り組んでいくことを決
    議

〔18年度の課題〕
1　福井空港利活用推進計画におけるチャ
 ーター便試験運行などの方向性の検討
2　小松空港ＩＣ（仮称）の事業化に向けた
 石川県との協議

総合政策
部
総合交通
課



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「福井元気宣言」 実施状況

ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 ９　新しい福井県政府の樹立

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

　平成15年度から、リーダーシップによる
「スピードと決断」により県政運営を進め、
全国に先駆けて次のような取組みを実施
 (1)原子力発電所や拉致問題を抱える福
    井県の立場から国民保護法制につい
    て積極的に提言するため、中部圏知
    事会の意見を本県がとりまとめ、中部
    圏の知事と力を合わせて、知事の権
    限拡大などについて政府に提言し、
    国民保護法制の国の政策に反映
 (2)全国で初めて、電源交付金を活用し
    て、障害者が共同で自立した生活を
    営むグループホームに対し防災設備
    や共同生活用備品の購入経費を支
    援する事業を実施
 (3)全国で初めて、県と県公安委員会、
    県警察本部の3者による「治安回復
    プログラム」を策定し、犯罪の発生総
    量の抑制と体感治安の向上を推進

独自施
策実施

→ → →

　予算編成において、事業の実施によっ
て県民に何がもたらされるかという政策効
果の観点から私と部局長との間で直接議
論する「政策議論」を実施
　平成15年度6月補正～　　試行
　平成16年度当初予算～　 実施

マネジメ
ントシス
テム構
築

運用 → →

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

○民意を十分くみ上げながら、強い
リーダーシップを発揮し、スピードと
決断で県民本位の県政運営を行
い、全国に先駆けて独自の政策を
実施

1  全国で初めて策定した国民保護計画
　に基づき、国と共同で原発へのテロ攻
　撃を想定した我が国最初の実動訓練を
　実施
2  アスベスト対策に的を絞った全国で初
　めての条例を制定
3　全国知事会憲法問題委員会の委員長
　として、真の地方分権に向けた憲法議論
  を展開
4  新しい時代に向け、今何をなすべきか
　を考えるみちしるべとして「ふくい２０３０
　年の姿」を作成

○変革とスピードの時代に対応し
て、期限を明確にして事業を実施す
るとともに、事業の成果を重視して、
大胆な選択と集中により予算を配分

1  政策議論の実施に当たっては、政策推
 進マネジメントシステムに基づき、
 (1)職員が現場の状況を十分把握してい
    るか
 (2)全国の状況や政策の情報の把握を行
    っているか等、現状の「分析」を特に重
   視
2  全国レベルの政策競争を進める「仕事
 の進め方改革」の実現

担当課

総合政策
部
政策推進
課

総合政策
部
政策推進
課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 ９　新しい福井県政府の樹立

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

県庁内ベンチャーグループ 2グルー
プ

3グルー
プ

7グルー
プ

　ベンチャーグループによる提言の実施
と施策への反映

ベン
チャーグ
ループの
活動実
施

→ → →

構築 運用 → →

17年度の取組み、成果

　16年2月には、民間の経営手法を県政
運営に導入し、予算や人など限られた行
政経営資源を最適に配分することにより、
県民にとって最大の政策効果を実現する
ため、「政策推進マネジメントシステム」を
構築

担当課

○新たな風で行革を断行するため、
コスト意識や効率を重視する民間の
経営感覚を県政に導入

○21世紀型の行政課題に取り組む
ため、若手職員による「県庁内ベン
チャー事業」を立ち上げ、優秀な若
手職員グループに新しい行政課題
を与え、解決方策の提言を指示

1  取組み内容
 (1)5月に県庁内ベンチャーグループを立ち
    上げ、21世紀型の新しい行政課題に関
    する調査研究を実施
 (2)庁内公募でもメンバーを選定
 (3)また、9月には提言内容のプレゼンテー
　  ションを行うなど若手職員にプレゼンテ
    ーションの機会を積極的に与え、意識
    改革推進
2  グループ
 (1)県の広報力アップ（グループ員8人）
 (2)内から外へー全国における認知度の
    向上（グループ員12人）
 (3)地域主導の防災活動
　　（グループ員10人）
 (4)セカンド・オピニオンの推進
　　（グループ員8人)
 (5)ニート対策(グループ員8人)
 (6)健康長寿のふくい野菜
     (グループ員10人)
 (7)住宅循環システムの構築
　　（グループ員8人）
3　提言を踏まえた18年度当初予算の新規
 事業
 (1)広報番組字幕付与事業
 (2)「考福学（こうふくがく）」運動推進事業
 (3)災害時要援護者避難支援人材育成事
　　業
 (5)若年無業者（ニート）自立支援事業
 (6)ふくい産食材消費拡大推進事業
 (7)住まいの履歴書の普及

任期中に実行し成果を出す施策

総合政策
部
政策推進
課

総合政策
部
政策推進
課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 ９　新しい福井県政府の樹立

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

機構改革
　 　

→

行政改革推進委員会事業 ２回開催 ４回開催
３回開催
予定

→ → →

座ぶとん集会
61回開催
参加者延
べ934人

39回開催
参加者延
べ677人

28回開催
参加者延
べ485人

　県政への県民参加を推進するため、県
内の各分野で活躍しているグループや企
業等で働いている方の生の声を直接知
事が聴取

開催 → → →

県政マーケティング事業（再掲） 5件 4件

　新規事業や既存事業の見直しに県民
の意見や意識を反映するために、アン
ケート調査を実施

制度創
設・実施

→ →

県民パブリックコメント制度
7件実施
意見数
　　112件

12件実施
意見数
　　645件

9件実施
意見数
　　137件

　県の行政計画等の企画立案過程にお
いて県民の意見表明の機会を拡大するこ
とにより、開かれた県政運営と幅広い県
民の県政への参加を促進

簡易な
実施方
法の導
入

実施 → →

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課

17年4月
に機構
改革を
実施

16年4月
に機構
改革を
実施

　行政改革推進委員会を開催し、行財政
構造改革プログラムの進捗状況とその改
定について意見聴取

委員会
開催

1  実行の段階を迎える施策を迅速かつ強
　力に推進するため、県庁の部を再編し、
　「福井元気宣言」の推進体制をさらに強化
　することをめざして、17年4月に機構改革
　を実施

2  「行財政構造改革プログラム」に基づく
　行財政改革の取組状況およびその改定
　について、有識者で構成する行政改革推
　進委員会に報告し、意見を聴取

　民間の経営手法などを活用して、新し
い時代にふさわしい機構改革を推進

15年6月
に機構
改革を
実施

○政策形成過程から県民参加を推
進し、行政情報の公開を徹底。
　また、各界各層の幅広い意見を集
約するため、全市町村で「座ぶとん
集会」を市町村ごとに開くなど、県民
との直接対話によって明朗でオープ
ンな県政を推進。

1　「座ぶとん集会」の開催
 （1）28回開催、参加者延べ485人
　　　　　　　　　　　　　　（18年1月末現在）
 （2）主な意見数　111件
2　県政マーケティング事業の実施（再掲）
 （1）政策立案段階でアンケート調査を実
     施
 （2）4件（8,000人）実施
 （3）アンケートテーマ
　　①「福井元気宣言」の中間評価
　　②県の広報
　　③県民の生活を守る治安対策
　　④団塊の世代の就業と社会参加（予定）
3　県民パブリックコメントの実施
 （1）9件実施（18年1月末現在）
 （2）意見数　137件（7件分、2件は集計中）
　　 募集方法や募集期間など簡易な実施
　　 方法を導入し、制度の有効活用を促進

総務部
県民サー
ビス室

○民間の経営手法などを活用して、
新しい時代にふさわしい行財政構
造改革・機構改革を推進

総務部
人事企画
課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 ９　新しい福井県政府の樹立

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

NPO協働モデル事業 6事業

ＮＰＯ（民間非営利団体）との協働指針策
定事業

ＮＰＯ協働推進連絡会の開催事業 4回開催 3回開催

ＰＦＩ導入可能性調査事業（再掲）

→

アウトソーシングの実施（再掲）
13事業
で実施

9事業で
実施

11事業
で実施

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

アウト
ソーシン
グの推
進

可能性
調査の
実施

→ →

→ →

→ →　15年度は、県が選定した6テーマに対
し、ＮＰＯから提案のあった事業をモデル
として実施

指針策
定

1　NPOとの協働
 (1)16年3月に、NPOとの協働を推進するた
    めの「NPO（民間非営利団体）との協働
    指針」を策定
  ①16年度以降、指針に基づき、全庁的に
　　 NPOとの協働を展開
  ②具体的な手法を示した「ＮＰＯとの協働
　　 の手引き」（16年5月作成）に基づき事
     業を実施
2　PFIの導入（再掲）
 16年度 　県立病院駐車場の整備・運営に
           ついて導入可能性調査を実施
　　　　　　  PFI方式による事業実施を決定
 １7年度 　事業実施に向けて、PFI法に基
           づく事務手続に着手
 18年度 　PFI事業者の募集、選定
3　アウトソーシングなど行政サービスの供
 給手段の多様化
 (1)電話交換業務、消費者支援講座、食品
　　収去検査業務など新規に11業務のアウ
　　トソーシングを実施

候補事
業の抽
出

連絡会
開催

　全庁的にＮＰＯとの協働を推進するた
め、県庁内に「ＮＰＯ協働推進連絡会」を
設置し、各課で取組める事業を検討

　ＮＰＯとの協働を推進するため、協働に
ついての基本的な考え方を示し、県の協
働に関する基本原則や各種施策を、協
働の視点に立って見直すための協働事
業選定基準等を明らかにした「ＮＰＯ（民
間非営利団体）との協働指針」を16年3月
に策定

指針策
定

　県で実施予定のある施設整備・運営の
事業へのＰＦＩ導入可能性について、専門
家による調査検討を実施

　特殊な技能を有する業務や一時的に集
中する業務で専門的な知識や技術を有
するものについて、民間のノウハウや技
術等を活用してアウトソーシングを実施

→

総務部
人事企画
課

→

各課に
おいて協
働事業
を実施

手引き
作成

職員研
修で周
知

事業実
施に向
けた手
続実施
中

担当課

総務部
男女参
画・県民
活動課

○ＮＰＯや地域コミュニティとの協働
や、ＰＦＩ（民間による公共施設の整
備、運営）、アウトソーシング（民間
への外部委託）など、行政サービス
の供給手段の多様化を推進

総務部
財産活用
課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 ９　新しい福井県政府の樹立

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

公共事業の1件審査

県単
審査開
始

→ → →

公共
審査開
始

→ →

再評価
審査開
始

→ →

「道づくり協議会｣の開催
1か所で
意見反映

8か所で
意見反映

8か所で
意見反映

　住民参加による「道づくり協議会」を開
催し、計画段階での住民参加を促進

協議会
開催

→ → →

住民参加による流域委員会等の開催 2委員会 → → →

　河川整備計画策定のため、学識経
験者や地元住民の参加による流域委
員会等を開催

流域委
員会開
催

→ →
住民説
明会開
催（九頭
竜川流
域委員
会、足羽
川河川
環境整
備検討
会）

→

任期中に実行し成果を出す施策

○公共事業は、政策効果を重視し、
真に必要な公共事業を、民間のマー
ケッティングなどの手法により県民
ニーズを把握しながら実施

1　17年度から公共事業について1件審査を
 開始（18年度新規事業・再評価事業）
 (1)1件審査の結果
　新規　公共　対象45事業　うち採択38事業
　　　　　県単　対象 8事業　うち採択  8事業
　再評価　　　 対象18事業　うち継続13事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 見直し　5事業
2　住民参加による道づくり協議会や河川
 整備に係る流域委員会等を開催するととも
 に、事業を実施するに当たってのアンケー
 ト調査を行うなど県民ニーズを把握

〔18年度の課題〕
1  アンケート調査の他、住民参加などを積極
 的に導入し、県民ニーズを的確に把握

17年度の取組み、成果

総務部
財務企画
課

土木部
道路建設
課

土木部
河川課

担当課

　「行財政構造改革プログラム」に基づき
１件審査を開始



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 ９　新しい福井県政府の樹立

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

市町村合併支援事業

1  市町村合併に必要な情報の提供
2  合併協議会の協議の円滑化への支援
3  市町村電算システム等整備事業への
 助成
4  合併市町村に対しての特別交付金の
 交付

9協議会
2町への
助成

9協議会
9町村2
合併市
町への
助成

6協議会
17市町
村5合併
市町へ
の助成

合併協議会事務局への職員の派遣

　関係町村からの要請に応じて、合併協
議会に県職員を派遣し、合併協議の円
滑な推進を支援

6協議会
に1名ず
つ計6名
を派遣

→ 3協議会
に1名ず
つ計3名
を派遣

各合併協議会への参画

　関係市町村からの要請に応じて合併協
議会に委員として参画し、合併協議の円
滑な推進を支援

9協議会
への参
画

→ 6協議会
への参
画

市町村への権限移譲 　 　

→

任期中に実行し成果を出す施策

○住民に最も身近な市町村を重視
するとともに、市町村の自治能力を
拡充するための適正な規模への合
併の自主的な取組みを支援し、地
域コミュニティの文化や機能を強化

　県民サービスの向上や特色あるまちづ
くりに市町村が主体的に取り組むことを支
援するため、福井県版「市町村事務権限
移譲特区制度」に基づき権限を移譲

1　市町村からの要請により、合併協議会
 への参画や事務局への職員の派遣、財
 政支援、助言等を実施
 (1)「越前市」誕生（17年10月1日）
 (2)新「大野市」誕生（17年11月7日）
 (3)新「福井市」誕生（18年2月1日）
 (4)新「永平寺町」誕生（18年2月13日）
 (5)「おおい町」誕生確定（18年3月3日）
 (6)「坂井市」誕生確定（18年3月20日）
 (7)県内の市町村数
　　16年4月　　17年4月 　　18年4月
　　　　34　　→　　28　　→　　17(確定)

2  県民サービスの向上や特色あるまちづ
　く りに市町村が主体的に取り組むことを
　支援するため、福井県版「市町村事務権
　限移譲特区制度」に基づき、9市町に対
　し、21事務　延べ47件を移譲

〔18年度の課題〕
1  県と市町の連携推進

17年度の取組み、成果

権限移
譲の手
法を検
討

9市町に
21事務
延べ47
件を移
譲

5市に8
事務78
項目を
移譲

総務部
人事企画
課

総務部
市町村課

担当課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

フレンドリーバス運行事業

平日21
休日19
往復運
行

平日21
休日19
往復運
行

平日21
休日19
往復運
行

教育庁
生涯学習
課

   福井駅前から生活学習館、市美術館
を経て県立図書館に至る経路を往復運
行

運行実
施

→ → →

1  公共施設の休館日や開館時間の見直し
 (1)広く県民の利用が見込まれる施設は、
　　国民の祝日も開館することを原則とし、
　　対象36施設中31施設で実施
 (2)子どもの利用が見込まれる施設は、夏
　　休み期間中毎日開館することを原則と
     し、21施設で実施
 (3)社会人の勤務終了後の利用が見込ま
　　れる施設は、開館時間を延長すること
　　とし、18施設で実施

任期中に実行し成果を出す施策

○県公共施設間にフレンドリーバス
を巡回させ、高齢者・学生などの交
通弱者の利便を増大

→

開館時
間延長

18施設
実施

→→

18施設
実施

18施設
実施

1　県立図書館のサービス向上やフレン
　ドリーバスの安全運行・接客サービス
　の徹底による利用者数の拡大
　　   68,868人（平成18年1月末現在）

〔18年度の課題〕
1  県立図書館のサービス向上により、利
 用者の増加に努力

31施設
実施公共施設の国民の祝日開館

21施設
実施

　広く県民の利用が見込まれる施設は、
国民の祝日も開館

公共施設の夏休み期間中毎日開館
14施設
実施

31施設
実施

　子どもの利用が見込まれる施設は、夏
休み期間中毎日開館

→祝日開
館

夏休み
期間中
毎日開
館

→

21施設
実施

→ →

総務部
人事企画
課

担当課17年度の取組み、成果

31施設
実施

→

→

公共施設の開館時間延長

　社会人の勤務終了後の利用が見込ま
れる施設は、開館時間を延長



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

フレンドリーアート推進事業
4回開催
7回運行

4回開催
8回運行

4回開催
8回運行

  嶺南地域で移動企画展等を開催する
とともに、福井市内の中核施設への送
迎バスを運行

運行実
施

→ → →

教育庁
文化課

1  嶺南地域における移動美術展、移動企
 画展の開催
（1）移動美術展
　　　小浜展（2回　若狭歴史民俗資料館）
　　　敦賀展（１回　プラザ萬象）
（2）移動企画展
　    恐竜博物館移動企画展
               （1回　若狭歴史民俗資料館）
 (3)総入場者数　7,376人（3回実施分）
 2  フレンドリーアート号の運行　年8回
                  平均乗車人数　32人

〔18年度の課題〕
1  利用者の要望をふまえながら、効果的な
 事業の実施

任期中に実行し成果を出す施策 担当課17年度の取組み、成果

○交通の利便性の向上など、公共
施設等を利用しやすくするためのソ
フト施策を充実
　嶺南地域をはじめ、全ての地域の
県民が等しく公共施設等の催事等
に触れる機会を確保するため、運営
方法の改善や交通手段の充実な
ど、ソフト施策を充実。



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

グリーン購入推進事業 329会員 379会員 439会員

　グリーン購入ふくいネット等を活用し、市
町村、民間事業者、消費者のグリーン購
入を促進

購入促
進

→ → →

福井の豊かで美しい水資源の新たな活
用
　「福井の豊かで美しい水資源の新たな
活用方策」に掲げた施策の実施

検討会
開催
取りまと
め

実施 →

名水を活かした地域づくり推進事業

　本県の豊かな水資源を全国にアピール
するため、市町、住民、事業者等で構成
する地域グループが行う名水を活かした
地域づくりを支援

１地域
支援

→

１地域
支援
（新規）

1　グリーン購入の促進
 (1)グリーン購入調達方針策定市町の
　　増加（11市町村→15市町）
 (2)グリーン購入ふくいネット会員数の増
　　加（379→439）（18年1月末現在）

2　水と共生するまちづくり
 (1)「福井の豊かで美しい水資源の新た
　　な活用方策」に掲げた施策を実施
　①貴重な湖沼である三方五湖の保全
　　 ・活用
　②身近な水辺空間である河川・農業
　　 用水等の整備・活用
　③おいしい水の認定や名水を活かした
     地域づくり等の推進

〔18年度の課題〕
1　水と共生するまちづくり
 (1)「福井の豊かで美しい水資源の新たな
　　活用方策」に掲げた施策の着実な実施

○社会全体で環境を保全する政策
を推進
　　「持続可能な循環型社会」や「資
源循環型の社会経済システム」へ
の転換を図っていくため、県民や事
業者と一体となって、ごみの減量
化、リサイクルの推進、新エネル
ギーの普及促進、グリーン購入に取
り組む県民運動を展開し、環境保全
を推進。
　また、福井の豊かで美しい水を保
全し、水と共生するまちづくりを推
進。

任期中に実行し成果を出す施策 担当課

安全環境
部
環境政策
課

17年度の取組み、成果



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

下水汚泥のリサイクル 46% 55% 57%

　下水汚泥リサイクル率（％） 50% 56% 60% 61%

水辺の楽校プロジェクト（真名川）

　真名川において環境整備の一環として
遊歩道の整備や高水敷整正の推進

遊歩道の
整備

遊歩道の
整備、河原
の復元

遊歩道の
整備、小川
等の整備

→

なぎさ護岸等の整備

　三方湖において、水質の改善と自然の
回復を図るため、水生植物帯護岸（なぎ
さ護岸）の整備やしゅんせつ等河川浄化
事業を実施

しゅんせ
つの実
施

なぎさ護
岸の整
備

効果調
査

しゅんせ
つの実
施

水の国・ふくいの構想(案)

　水環境と景観の保全・創出等 検討 庁内
ワーキン
ググルー
プ開催

構想策
定

足羽川
河川環
境整備
検討会
開催（4
回）

実施

○社会全体で環境を保全する政策
を推進
　　「持続可能な循環型社会」や「資
源循環型の社会経済システム」へ
の転換を図っていくため、県民や事
業者と一体となって、ごみの減量
化、リサイクルの推進、新エネル
ギーの普及促進、グリーン購入に取
り組む県民運動を展開し、環境保全
を推進。
　また、福井の豊かで美しい水を保
全し、水と共生するまちづくりを推
進。

1  豊かで美しい水の保全
 (1)汚水処理施設の整備
    「福井県汚水処理施設整備構想」を策
    定(15年7月)し、普及率が伸び悩んで
    いる市町村に対し指導を強化
2  リサイクルの推進
 (1)下水汚泥のリサイクル
    「福井県下水汚泥処理総合計画」を策
   定(15年7月)し、市町村に対し民間リサ
   イクル処理施設の新規参入・増強の情
   報提供、リサイクルの推進を指導
 (2)福井豪雨の災害復旧工事に伴い発生
　 する土砂の有効利用のため民間公募を
　 実施（9件、7,140m3)

3　グリーン購入の促進
 (1) 公共工事関係の特定調達品目として
　木材チップを利用した吹付工法を追加
4　なぎさ護岸の整備や、河原の復元、親
 水空間の創出など、環境に配慮した事業
 を実施
5　水と共生するまちづくり
 (1)「水の国・ふくい」の構想策定のための
    検討に着手、ワーキンググループの立
　　ち上げ
（2）足羽川について、桜堤の保全や河川
　　環境に配慮した方策等の検討

〔18年度の課題〕
1  県リサイクル推進センター（仮称）建設
 の動向を踏まえ、今後の汚泥処理・処分
 方針を決定
2  「水の国・ふくい」の構想策定に向けて
 市町等との意見交換、調整

任期中に実行し成果を出す施策 担当課

土木部
河川課

土木部
河川課

土木部
都市整備
課

17年度の取組み、成果



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策
Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況

事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

地域用水機能増進事業 2か所 2か所 2か所

　地域用水機能を維持・増進するため地
域が行う活動に対する支援

事業実
施

→ → →

プラ容器リサイクル３割達成事業 10% 11%

　「ごみゼロ社会（循環型社会）」を実現す
るため、「マイバッグキャンペーン」などの
きめ細かな啓発を実施
　市町等が整備する資源ごみ回収拠点
整備を支援し、分別排出しやすい環境を
整備
　市町等の広報媒体を利用した働きかけ
を実施

啓発実
施

　　16%

→

　　23%

→

　　30%

→

食べ残しを減らす社会づくり推進事業

　食べ残しごみの減量化を推進するた
め、既存の広報媒体等を活用した働きか
けを実施
　各種団体等が行う食べ残しを減らす取
り組みに対して助言や情報提供を実施

食べ残し
減量化
取組み

→ →

廃棄物処理計画改定事業

　廃棄物処理を巡る状況の変化により処
理計画の見直しが必要となったため、改
定を1年前倒しして17年度に実施
　排出事業者への産業廃棄物実態調査
等を実施し、産業廃棄物における公共関
与のあり方等を検討するとともに、一般廃
棄物についても減量化目標を検討

産業廃
棄物実
態調査

計画
改定

実施

１　ごみ減量
（１）買物袋持参運動の推進
（２）プラスチック容器包装の収集
①２市１町で２１箇所の拠点整備
（３）食べ残しごみの減量化
①学校栄養士会等を通じた家庭への働き
　 かけ
②公民館連合会等関係機関への協力要請
③ラジオによる広報、イベントでのチラシ配
  布等による普及啓発
２　リサイクルの推進
（１）リサイクル認定製品の需要拡大
　　62品目→67品目
３　廃棄物処理計画の改定
（１）委員会を3回開催（18年1月末現在）

〔18年度の課題〕
１　市町における分別収集品目の拡大
２　家庭における生ごみや飲食の場での
 食べ残しの減量化のため、県民や関係
 業者と一体となった取組みが必要

担当課

農林水産
部
農村振興
課

安全環境
部
廃棄物対
策課

1　水と共生するまちづくり
 (1)小学生の参加により、農業用水を活用
    したビオトープの造成
　　（2か所：福井市六条小学校、武生市
                                 北日野小学校）

〔18年度の課題〕
1  学校との連携促進

17年度の取組み、成果任期中に実行し成果を出す施策

○社会全体で環境を保全する政策
を推進
　　「持続可能な循環型社会」や「資
源循環型の社会経済システム」へ
の転換を図っていくため、県民や事
業者と一体となって、ごみの減量
化、リサイクルの推進、新エネル
ギーの普及促進、グリーン購入に取
り組む県民運動を展開し、環境保全
を推進。
　また、福井の豊かで美しい水を保
全し、水と共生するまちづくりを推
進。



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策
Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況

事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

環境配慮型公共工事検討委員会

3箇所作
成
8箇所実
施

5箇所作
成
3箇所実
施

9箇所作
成予定
5箇所実
施

1  一定規模以上の公共事業の計画設計
 段階において、環境に配慮した事業計
 画を作成
2  環境に配慮した事業計画に基づく公
 共事業の実施

2回開催 2回開催 2回開催
予定

→

環境に配慮した農業農村整備技術実証
事業

3か所 3か所

　環境に配慮した農業農村整備地区に
おいて、整備後の効果発揮状況を調査し
て整備手法を検討

調査・実
証等

→ →

地域用水機能増進事業（再掲）

　地域用水機能を維持・増進するため地
域が行う活動に対する支援

地域用水環境整備事業【公共】 2地区 2地区 1地区

　農業水利施設と一体的に、親水・景観
保全施設等の整備を行い、農村地域に
おける生活空間を向上

事業実
施

→ → →

○環境にやさしい方法で公共事業
を実施
　 環境に配慮した公共事業の推進
のため、事業実施に当たっては、自
然の回復と景観への配慮に努める
とともに、生物の生息・生育環境の
保全や水辺に親しむ空間を創出。

農林水産
部
農村振興
課

1  環境に配慮した公共事業の実施
 (1)環境配慮型公共工事検討委員会を開
    催し、環境に配慮した事業計画を作成
     (17年度9箇所)
　①かんがい排水事業において、マガン等
     の生息環境を維持できるよう配慮等
 (2)事業計画に基づく事業の着手
                                 (17年度5箇所)
 (3)景観や生態系にやさしい水路の整備等
                （福井市下荒井町地係ほか）
 (4)魚が住みやすい水路の研究・実証等
    （福井市栂野町地係：簡易魚道設置
    ほか）

〔18年度の課題〕
1  整備手法の普及

担当課

土木部
土木管理
課

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策
Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況

事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８
管理型最終処分場整備事業
（（財）福井県産業廃棄物処理公社）
　(財)福井県産業廃棄物処理公社にお
いて管理型最終処分場を増設

設計 設計

土地
取得

処分場
造成

処分場
造成

不適正処理に対する監視体制の強化
併任：
21/34
市町村

併任：
28/28
市町村

併任：
全市町
村

1  全市町に併任職員を継続して設置
2  行政処分基準、監視マニュアルの改
 正
3  監視機材の整備、環境省研修への職
 員派遣
4　石川県との合同越境パトロールの実
 施

併任職
員配置

→ →

越境パ
トロール

→

→

○産業廃棄物の適正処理の推進
　　廃棄物の適正処理とリサイクル
の推進については、公共関与による
施設整備を検討。また、産業廃棄物
の不法投棄については、警察や関
係機関と連携して監視体制を強化。

1 公共関与による施設整備の検討
(1)処理計画策定検討会において、リサイク
    ル推進センターの整備は見送ることと
    し、公共関与については、産廃公社の
    現在の施設にて対応
2 県産業廃棄物処理公社の方向性
(1)処理計画策定検討会において、公社焼
    却炉については平成22年度まで運転を
    継続し、管理型処分場については増設
(2)管理型処分場については、設置許可を
    受けるとともに造成工事に着手
3 監視体制の強化等
(1)石川県との間で、県境における監視体制
    強化のための連絡会議を設置し、情報
    交換および越境監視パトロールを実施
(2)硫酸ピッチの不適正処理による周辺環
    境への支障発生のおそれを除去

〔18年度の課題〕
1  産廃公社の焼却施設や最終処分場等、
 施設のあり方などについて、関係団体と
 の意見交換を行うことが必要

任期中に実行し成果を出す施策 担当課17年度の取組み、成果

安全環境
部
廃棄物対
策課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策
Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況

事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

県有施設への太陽光発電設備設置
3ヶ所
（50ｋｗ）

5ヶ所
（50ｋｗ）

2ヶ所
（18ｋｗ）

低公害車導入促進事業 120台 300台 300台

　通常車より価格が高い低公害車（ハイ
ブリッド車、電気自動車、天然ガス車）の
購入に対し、市町村と協調して助成

補助制
度の創
設、支援

支援 → →

低公害車の普及ＰＲ

累計
27,469
台（16
年3月）

累計
47,714
台（17
年3月）

累計
65,700
台（18
年3月
推計）

　低公害車フェアの開催、パンフレットの
配布等による県民への普及ＰＲ

フェアの
開催

普及ＰＲ

→

→ → →

太陽光発電等住宅設備設置促進事業 227戸 282戸 374戸

　一般住宅における太陽光発電設備の
普及促進

  300戸

設置支
援

  400戸

→

  900戸

→ →

○太陽光5倍に、低公害車の導入
台数を10倍に普及

1  太陽光発電の普及推進
 (1)県有施設に率先して、設備設置を行うと
    ともに、発電状況の表示による普及促進
    を実施
 (2)太陽光発電等住宅設備設置促進事業
    等による一般住宅における太陽光発電
    設備の普及
  　17年度　374戸(18年3月末見込)
2　低公害車の普及
 (1)購入費への助成
　　市町村と協調した低公害車購入費への
    助成（193台）（17年12月末現在）
 (2)普及啓発
　　パンフレットの配布
 (3)県内の導入台数
　　平成16年3月：27,469台
　　平成17年3月：47,714台
　　平成18年3月：67,500台（推計）

〔18年度の課題〕
1　市町、産業界を中心としたより一層の
 設備の普及・拡大
2  県民へのＰＲ活動において、さらなる普
 及拡大をはかるため、市町との連携強化
      全体目標　900戸
3　低公害車購入助成制度に対する市町
 の積極的な対応、県民へのさらなる普及

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

総合政
策部
電源立
地地域
振興課

安全環境
部
環境政策
課

土木部
建築住宅
課

担当課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

重要里地里山の保全・活用対策事業 30地区

　希少野生生物の生息状況を調査。把握
し、これらの生き物が生息する里地里山
を「重要里地里山」として選定

調査 選定

地域と連携した里地希少野生生物保全
対策事業
　武生市西部地域の里地里山を地域と一
体となって保全活用していくため住民参
加型ワークショップを行いながら「人とメダ
カの元気な里づくりビジョン」を策定。この
ビジョンを基に地元住民など多様な主体
により保全活用を推進

検討会
ワーク
ショップ

ビジョン
策定

保全活
用を支
援

→

担当課

安全環境
部
自然保護
課

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

1　里地里山ネットワーク連絡会を開催
　（2回）
2　越前市白山・坂口地区において、
 ビジョンに基づきエコツーリズム、希少
 野生生物保全指導員の育成を実施

〔18年度の課題〕
1   17年度から実施している越前市白山・
 坂口地区における希少野生生物保全
 指導員33人の育成、 エコツーリズム
 等の実施を支援

○里地・里山の保全等、環境と調和
した循環型の社会づくり



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

高架下の利活用

（福井市において高架下を利活用） 協定の
締結

福井市
による高
架下の
活用

→

福井駅周辺整備推進県市連絡会の開催 2回 1回

　福井市が実施する駅前一帯の基本計
画の策定に積極的に関与

連絡会
開催

→ →

手寄地区市街地再開発における県施設
整備事業
　平成18年度末の完成を目指して、多目
的ホール、県民活動センター等の施設を
整備

設計、着
工

→ 年度末
に完成
予定

福井駅付近連続立体交差事業

ＪＲ北陸線高架延長　3.3km　えちぜん鉄
道高架延長　2.7km　交差道路　27路線
高架側道　6路線　踏切除却　5箇所
事業期間　4年度～21年度

駅舎着
工

ＪＲ高架
化工事
完了

ＪＲ高架
化、えち
ぜん鉄
道高架
化着手

→

福井駅前地下駐車場（仮称）整備事業

1  計画台数　200台　　自走式
2  事業期間　12年度～19年度

文化財
発掘、山
留工

山留工 山留工・
本体躯
体工事

本体躯
体工事

幸橋整備事業

1  事業区間延長Ｌ＝570ｍ
2  橋長Ｌ＝140.0ｍ　幅員Ｗ＝36.8ｍ
3  事業期間　4年度～22年度
    （橋梁本体20年6月完成予定）

上流側
上部工

既設橋
撤去

下流側
下部工

下流側
下部工

下流側
上部工

中間部
上部工

下流側
上部工

中間部
上部工

下流側
橋面工

土木部
道路保全
課

総務部
財産活用
課

土木部
都市計画
課

土木部
都市整備
課

17年度の取組み、成果

○県都の活性化の推進
　県都福井市の中心部の整備は、
福井市のみならず、21世紀の県勢
発展にとって極めて重要な役割を果
たす大プロジェクトであり、福井市と
ともに、県民が夢と誇りを持てる県
都にふさわしい都市空間を整備

任期中に実行し成果を出す施策

1　ＪＲ北陸線高架下の利活用
 (1)福井市において、高架下利用のあり方
    について検討
2　福井駅西口中央地区の開発
 (1)平成１６年１２月の県市合意に基づく再
    開発の区域を変更する福井市の案を認
    め地元合意や関係機関との調整が進
    むよう県・市が努力していくことを確認
3　手寄地区市街地再開発
 (1)手寄地区再開発ビルの県保留床につ
    いて、再開発組合との間で購入契約を
    締結し、組合がビルの建築工事に着工
4　福井駅付近連続立体交差事業
 （1）ＪＲ北陸線の高架切替えおよび新しい
     ＪＲ福井駅の開業　　　17年4月18日
 （2）地元合意を前提に、西口駅前広場
　　 の区域を設定
5　福井駅前地下駐車場における山留工、
 本体躯体工の施工
6　幸橋整備事業における橋梁下部工お
 よび上部工の施工

〔18年度の課題〕
1  福井駅西口開発について、 福井市と
　ともに具体化に向けて努力
2　新幹線整備計画と整合性を取ったえち
 ぜん鉄道高架化事業の円滑な推進
3　福井市が実施する福井駅前広場の実現
 に向けた設計等に積極的に関与

総合政策
部
まちづくり
支援課

担当課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策
Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況

事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

地域ブランド創造活動推進事業 2件採択 3件採択
2件以内
採択

　県内の地域グループが様々な地域資
源を活用し、地域ブランドへと高め、ビジ
ネスとして継続的な取組みに発展させる
地域ブランド創造活動に対して支援。
　これにより、福井県の魅力を全国に向
かって強くアピール

地域ブラ
ンド創造
活動への
支援

→ →

ふくいブランド大使によるＰＲ活動

　福井県のイメージアップ活動に協
力いただける方々に「ふくいブラン
ド大使」になっていただき、福井県
の魅力を全国に向けて情報発信

→

→

→

→

福井県への定住促進事業

　都市圏に居住する団塊の世代等に
福井県での定住を促すため、「知っ
てもらう」「体験してもらう」「住
んでもらう」の３つの観点から事業
を実施

HP開設

定住促
進策の
検討

→

定住促
進策の
実施

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ大
使募集

ﾎﾟｽﾀｰ・
名刺型
ﾘｰﾌﾚｯﾄ・
ﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸ
等作成

1　地域ブランドの創造
 (1)福井が持つ「良きもの、優れたもの」を、
    県内外に通用する「ふくいブランド」に進
    化させるため、地域グループを対象とし
    た地域ブランド創造活動に対し支援

2　ふくいブランド大使によるＰＲ
 (1)ふくいブランド大使が、福井県が誇れる
    地域ブランドを、全国に向けて情報発信
　　　　・大使の登録状況
　　　　　　1,350名（平成18年1月31日現在）

3　福井県への定住促進
 (1)都市圏に居住する団塊の世代等に福井
　　県での定住を促すため、ホームページを
　　作成し情報発信するとともに、先進地の
　　関係者による勉強会を開催するなど効
　　果的な定住促進策について検討

〔18年度の課題〕
1　地域ブランド創造活動の2～3年目の事
 業については、より高い成果を求めていく
2　ブランド大使の積極的な活用と県民運
 動として幅広い活動に展開
3　庁内関係部局や市町との連携強化と
 事業推進のための体制整備

担当課

○歴史・文化の香りただようまちづく
りの推進

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

→

→

会報作
成

活動交
流会

活動費
支援

総合政策
部
政策推進
課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策
Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況

事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

アニバーサリーを活用した事業の実施

　郷土の偉人や偉業について理解を
深めるとともに、全国に向け福井県
の魅力を発信するため、アニバーサ
リーを活用した事業を実施

天心記
念事業
の検討

継体記
念事業
の検討

天心記
念事業
の実施

→

ビジット”ふくい”推進計画の策定と計画
に基づく観光振興
　「挑戦ふくい－福井県経済社会活性化
プラン」の中で示された「歴史と心の観
光」、「エンジョイ“スローライフ”」、「探訪
“ふくい”」、「成果重視のアウトソーシン
グ」を柱とする「ビジット“ふくい”」をもとに
観光振興施策の基本的な方向性を提示

　「みがく」～観光地の活性化～、「たか
める」～くつろぎ空間の創造～、「そだて
る」～観光の人づくり～、「しぼる」～対象
を絞ったアプローチ～について、重点的
に施策を展開

策定 事業
実施

→

4　アニバーサリーを活用した事業の検討
 （1）岡倉天心｢茶の本｣出版100周年記念
　　事業の内容について検討
 （2）継体天皇即位1500周年記念事業の
　　内容について検討

〔18年度の課題〕
1　全国発信につながるよう実施内容を検
　討

○歴史・文化の香りただようまちづく
りの推進

総合政策
部
政策推進
課

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課

産業労働
部
観光振興
課

1  ビジット“ふくい”推進計画に基づく観光
 振興
 (1)観光地の活性化と連携
　 ①観光プロデューサーの配置（17年4月）
　 ②観光客のニーズにあった観光コース
　　　の作成　　9コース（18年3月末見込）
 (2)民宿集積地の活性化
　 三国海岸、越前海岸、三方地区、小浜
　 地区などの民宿経営者との意見交換、
   アドバイス　　　延べ11回
 (3)大都市圏等からの誘致拡大旅行会
   社と連携した誘客の促進10社、38コース
　 送客数  14,090人（17年11月末現在）
 (4)教育旅行の誘致
　 学校訪問による誘致促進と宿泊に
　 対する助成　 教育旅行者数　5,300人
                             （18年3月末見込）
 (5)東アジアをターゲットとした誘客促進
　 海外旅行会社の助成措置に伴う送客数
                  2,629人（17年11月末現在）

〔18年度の課題〕
1　伝統的工芸品産地における観光誘客の
 推進
2　民宿集積地域の活性化の推進



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

福井城址等を活かしたまちづくり事業 2回開催 3回開催 3回開催

　庁内検討会を開催し、福井城址や県都
の中心市街地における歴史的遺産の利
活用策について論点整理

城址利活
用に関す
る前提条
件等の整
理

→ 城址利活
用に関す
る論点・
課題の整
理

城址の
利活用
のあり方
に関する
検討

福井駅前地下駐車場（仮称）整備に伴う
石垣展示計画
　福井駅前地下駐車場で発掘された百
間堀石垣を、駐車場脇の歩道で復元・展
示

石垣発
掘

展示計
画作成

設計 着工

幸橋整備事業

　幸橋周辺整備における景観整備方針
の策定・詳細設計

検討会
設置

景観整
備方針
策定

詳細設
計

1　福井城址等を活かしたまちづくり
 (1)歴史・文化を活かしたまちづくりや福井
    城址の利活用策についての前提条件
    等の整理を実施
2　福井駅前地下駐車場で発掘された石
 垣の復元・展示計画の詳細設計を作成
3　幸橋の旧橋脚などの利活用等につい
 て、幸橋景観検討会で景観整備方針を
 策定

〔18年度の課題〕
1  福井城址等の利活用のあり方につい
 て、さらに検討を深めるとともに、歴史的
 遺産を活かしたまちづくりを一層展開

○歴史・文化の香りただようまちづく
りの推進
　県内各地の歴史的街並み保全の
推進。
　歴史的遺産である福井城址を都
市環境整備のシンボル・県都のラン
ドマーク・未来への財産として復元
することを検討。また、「県都の顔」
整備の一環として、県庁移転につい
て今から県民とともに検討に着手
　また、貴重な歴史的遺産の一乗谷
朝倉氏遺跡の復元・整備を促進し、
本県の観光振興とイメージアップに
活用。

担当課

総合政策
部
まちづくり
支援課

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

　県庁敷地内の測量や歴史的遺産に関
する文献・資料の収集・整理などの基礎
調査を実施

基礎調
査を実
施

→幅広い視
点から議論
するための
具体的手
法について
検討

　福井城址等の利活用に関して幅広い
視点から議論するための具体的手法に
ついて検討

土木部
道路保全
課

土木部
都市整備
課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

歴史の香る建造物保存・活用事業 1件 1件 １件

　歴史的建造物を保存・活用する市町村
事業を支援

三国町
岸名家
にて実施

今庄町
明治殿
にて実施

越前市旧
料亭春駒
にて実施

→

アカタン砂防堰堤の広報

　砂防フェアなどにおいて「アカタン砂防
堰堤」の古文書やパネルを展示するなど
積極的に支援

砂防フェ
アや国
民文化
祭などで
古文書、
パネル
展示

砂防フェ
アで展示
するとと
もにリト
リートた
くらに常
設展示

歴史的建造物等データベース作成事業

　歴史的建造物の調査・評価とリストの作
成

調査
リスト作
成

HP公開
活用

→

ふくいの伝統的民家普及促進事業 2件

1  基本理念等の条例化
2  伝統的民家の新築・改修に助成
3  技能継承のための見学会等の実施

補助事業
実施
条例制定

補助事業
実施
条例施行
施策実施

1　歴史的建造物等の保存・活用
 (1)越前市の旧料亭春駒改修工事への
 補助
 (2)県内の歴史的建造物調査結果をホ
 ームページで一般公開
 (3)伝統的民家の保存および活用の推
 進に関する条例の制定
 (4)伝統的民家の新築・改修工事等に
 助成
 (5)登録有形文化財「アカタン砂防堰堤」
 群を広く周知

〔18年度の課題〕
1　民間における歴史的建造物および
 伝統的民家の保存・活用気運の醸成

○歴史・文化の香りただようまちづく
りの推進
　県内各地の歴史的街並み保全の
推進。
　歴史的遺産である福井城址を都
市環境整備のシンボル・県都のラン
ドマーク・未来への財産として復元
することを検討。また、「県都の顔」
整備の一環として、県庁移転につい
て今から県民とともに検討に着手
　また、貴重な歴史的遺産の一乗谷
朝倉氏遺跡の復元・整備を促進し、
本県の観光振興とイメージアップに
活用。

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

土木部
営繕課

土木部
砂防海岸
課

担当課

土木部
営繕課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

一乗谷朝倉氏遺跡活用推進事業

   地元、観光団体、行政等が一体となっ
て一乗谷朝倉氏遺跡活用推進協議会を
設立し、誘客活動を実施するとともに、今
後の整備活用を検討

協議会
設立

協議会６
回開催、
事業実
施

協議会２
回開催、
事業実
施

→

一乗谷朝倉氏遺跡整備・活用推進事業 2044㎡ 1000㎡ 7475㎡

　貴重な歴史的遺産である特別史跡一
乗谷朝倉氏遺跡の発掘調査、環境整備
および福井豪雨による災害復旧を実施

発掘調
査等実
施

→

7475㎡

→

7050㎡

→

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

○歴史・文化の香りただようまちづく
りの推進
　貴重な歴史的遺産の一乗谷朝倉
氏遺跡の復原・整備を促進し、本県
の観光振興とイメージアップに活用

1　一乗谷朝倉氏遺跡活用推進協議会に
 おいて来訪者の満足度向上、利便性向上
 を図る事業を実施
 （1）遺跡案内ボランティアの活動
　　　　登録数20名
 （2）四季の写真コンテストの実施
　　　　応募総数131点（春、夏、秋の部）
 （3）吟行俳句大会の実施
　　　　参加者83名
 （4）共通観覧券の販売
　　　　6,644枚（17年12月末現在）
 （5）「朝倉いっぷく茶」の運営
　　　　6,126杯（17年12月末現在）

2　新10か年計画（H17～26）による一乗谷
 朝倉氏遺跡整備・活用推進事業の推進
 （1）遊歩道沿いの平地部の発掘調査
　　 （3,000㎡）と平面復原（3,800㎡）を実施
 （2）福井豪雨による災害復旧（朝倉館跡の
　　　法面675㎡）の実施
　
〔18年度の課題〕
1　山城部分の調査
2　山城の発掘整備に必要となる山城部
 分の公有化
3　福井豪雨による被災箇所の早期復旧
4　全国に向けたＰＲ等一乗谷朝倉氏遺跡
 活用推進協議会を中心としたより効果的
 な誘客活動
　

教育庁
文化課

担当課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

電線共同溝整備事業等

　安全かつ円滑な道路交通の確保、都市
景観の向上を図るため電線類を地中化

事業実
施

2路線
約1km
完成

事業実
施

→

福井の景観づくり推進事業

　景観づくりガイドラインの策定と市町村
の景観計画策定の支援

景観法活
用に向けた
県、市町村
の取組み
について協
議

景観づくり
ガイドライ
ンを策定
市町村の
委員会へ
の参画

市町の委
員会への
参画

広告物と広告業に関する制度の拡充

　屋外広告物法の改正を受けた、広告物と広
告業に関する制度の拡充および見直し

美観特区
申請認定

違反広告
物の一斉
除去、条
例の一部
改正

屋外広告
業登録制
導入に関
する条例
改正

許可基準
等の見直
しに関す
る規則改
正

土木部
道路保全
課
都市計画
課
都市整備
課

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

1　電線類地中化
 (1)県管理道路で16年度までに約9㎞整備
    済み、17年度は事業実施中
2　景観法の活用
 (1)広域的な観点から福井らしい景観を保
    全・創出するための指針として景観づく
    りガイドラインを策定
 (2)市町村の景観づくりを支援するため小
    浜市、大野市、福井市の景観計画策定
    委員会に参画
 (3) 県民参加による景観づくりをテーマとし
    たセミナーを開催　参加数137名
3　屋外広告物法（一部改正）の活用
 (1)県屋外広告物条例の一部改正
　①屋外広告業の登録制の導入
　②広告物設置時に許可が必要となる地域
　　（許可地域）の県内全域への拡大

〔18年度の課題〕
1　市町が策定する景観計画に景観づくりガ
 イドラインの反映
2　美し近畿の国づくりに向け近畿ブロック
 府県と協働
3　広告物設置に関する許可基準等の規制
 内容見直しのための規則改正

○美しい街並み景観の創出
　電線地中化、街路灯の色彩統一、
デザイナーの美的感覚の活用等に
よる美しい街並み景観を創出

担当課

土木部
都市計画
課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

中小小売商業活性化施設整備事業

　TMO等が行う商店街や商業集積の活
性化に資する施設の整備に対して助成

まちなか
文化施
設整備

駅前ｱｰ
ｹｰﾄﾞ整
備

→

わくわく商店街づくり促進事業 7商店街

　個々の商店が魅力的な商品やサービス
を提供する「1店1品運動」の取組みを促
進

1店1品運
動の促進

→ →

チャレンジショップ形成支援モデル事業 5店出店
3店開業
4店出店

1店開業
5店出店

　中心市街地の空き店舗を活用したチャ
レンジショップ、コミュニティ施設の開設を
支援

開設支
援

→ →

産業労働
部商業･
ｻｰﾋﾞｽ業
振興課

1　まちづくり関連事業の推進
 (1)商業基盤施設整備
　①福井駅前電車通り、福井駅前南通
     り商店街ｱｰｹｰﾄﾞ整備
     が完成（18年2月）
 (2)1店1品運動の展開
　①1店1品開発検討委員会の開催
        (22人参加、5回開催、消費者
                                  ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ3回）
 (3)チャレンジショップの設置、運営
　　 5店舗

○美しい街並み景観の創出
　電線地中化、街路灯の色彩統一、
デザイナーの美的感覚の活用等に
よる美しい街並み景観を創出

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

安心で明るい子どもの道整備事業（照明
灯等の整備）

139か所 39か所

　歩道の新設、段差解消や交差点等の
局部照明、歩行者用照明灯の整備による
安全で安心な通学路の確保

アンケート
調査、照
明灯設置

照明灯
設置

→

人にやさしい歩行空間形成事業
約1.9km
整備

約1.6km
整備

約1.4km
整備

　11年度から社会福祉施設等交通弱者
の利用が多い施設が近くにあり、歩行者
自転車交通量が多く、かつ交通安全上
緊急性が高い箇所から優先して歩道の
段差解消等を実施

段差解
消の実
施

→ 事業終
了

 県有施設バリアフリー整備事業
15施設
（71）

10施設
（81）

　県有施設のバリアフリー化整備 整備実
施

事業終
了

民間施設バリアフリー整備事業
9施設
（39）

13施設
（52）

9施設
（61）

　交通施設または3階建てもしくは500㎡
以上の商業施設、宿泊施設等の民間施
設に対し、障害者や高齢者に配慮した施
設にするための改修経費の助成

改修
支援

→ → →

生活バス路線維持対策事業 6台 5台 3台

 低床バス導入経費の助成 導入
支援

→ → →

○障害者が健常者とともに暮らすま
ちづくり
　　歩道の段差の解消、公共施設の
スロープ・エレベーター設置などの
バリアフリー化推進。公共交通機関
の整備充実。これらの施策を「ユニ
バーサル・デザインのまちづくり」の
中で位置付け。

1　バリアフリー化の推進
 (1)歩道の段差解消や照明灯の整備
　①照明灯の整備　139か所→178か所
　②県管理道路の歩道の交通弱者に配
    慮した段差解消距離
　　　7.2㎞→8.6㎞
 (2)公益的施設のスロープ・エレベーター
    など設置
　　・民間施設のバリアフリー数
　　 　　52施設→61施設
 (3)公共交通機関の整備として低床バスの
    導入補助とバス待合所整備に対する補
    助の実施
　①低床バスの台数　55台→58台

〔18年度の課題〕
1　全ての県民にとって安全で暮らしやすい
 まちづくりを進めるため、歩道の段差解消
 や歩行者用照明灯の整備、建築物のバリ
 アフリー化の計画的な推進

17年度の取組み、成果任期中に実行し成果を出す施策 担当課

土木部
道路保全
課

健康福祉
部
障害福祉
課

総合政策
部
総合交通
課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

安全安心なまちづくりを考える懇話会開
催事業

4回開催

　自治会、防犯関係団体、学識経験者、
法曹界、経済界等各分野から12名で構
成された「福井県安全・安心なまちづくり
を考える懇話会」の設置および開催

条例制
定の提
言

条例施
行

→ →

安全安心まちづくり推進事業 3回開催 3回開催

　「福井県安全で安心なまちづくりの推進
に関する条例」に基づく「福井県安全安
心まちづくり推進会議」の設置および運
営等

実施 → →

安全・安心まちづくり地域実践活動支援
事業

216小学
校区

214小学
校区

　地域の防犯意識の普及を目的とした市
町村安全安心センターによる防犯教室等
の実施等

防犯教
室の実
施

→ →

福井県国民保護計画策定事業

　国や市町など関係機関からなる国民保
護計画策定準備会を開催し、県版の国
民保護計画をとりまとめ、公表
　またワーキンググループを開催し、県避
難マニュアルを作成

県版計
画策定

計画の
閣議決
定、実動
訓練の
実施

計画の
修正、図
上訓練
の実施

県防災無線再整備事業    

　60ＭＨＺ帯防災無線の260ＭＨＺ帯防災
無線への移行を推進

通信回
線調査

実施設
計

整備着
手

安全環境
部
生活安全
課

安全環境
部
危機対
策・防災
課

担当課任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

○安全・安心な県民生活の実現
　各種防災機能を一層充実するとと
もに、犯罪等に対する防犯・警備体
制やテロ対策を強化し、安全・安心
な県民生活を実現。

1　「福井県安全で安心なまちづくりの推進
 に関する条例」
 (1)条例に基づく福井県安全安心まちづくり
　　推進会議の開催
 (2)各小学校区単位で地域住民による
　　防犯活動の体験的実施
2　刑法犯認知件数の減少
　　　16年　10,060人
　　　17年　  8,324人（△17.3％）

〔18年度の課題〕
1　刑法犯認知件数を前年よりさらに減少
 させ、治安の回復傾向の定着

1  平成17年7月に、全国に先駆けて、県の
 国民保護計画を作成し、また、11月には、
 全国で初めての実動訓練を実施
2  次世代の防災情報ネットワーク整備に
 ついて、実施設計を実施

〔18年度の課題〕
1 県内すべての市町ができるだけ早期に
 国民保護計画を作成できるよう支援
2 訓練（図上）の実施
3 平成 19年度の周波数移行期限に向けた
 整備を実施



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

河川激甚災害対策特別緊急事業
土木部
河川課

1  足羽川　　事業延長　6km
2  河床掘削、堤防強化等
3  事業期間　16年度～20年度

破堤箇所
の築堤
堤防調査
等

河床掘削
橋梁架替
等

→

砂防激甚災害対策特別緊急事業

50箇所の整備（Ｈ17～19年度） 調査設計
用地補償
工事着手

工事

情報基盤緊急整備事業等

　水位計、雨量計の増設や監視カメラの
設置、土砂災害警戒区域、雪崩危険箇
所の情報の配信等による情報提供の強
化

河川およ
び土砂災
害情報シ
ステムの
構築

河川・砂
防総合情
報システ
ムの運用
開始

→
河川監視
カメラ設
置（２基）
土砂災害
警戒区
域、雪崩

→

河川監視
カメラ設
置（３基）

土砂災害警戒区域等の指定

　区域設定のための基礎調査および土
砂災害警戒区域等の指定の継続

基礎調査 175箇所
指定

1069箇
所指定

→

河川整備計画の策定 9回開催 7回開催
4回開催
予定

土木部
河川課

　九頭竜川水系の河川整備計画を策定
するため、九頭竜川流域委員会を開催

流域委員
会

→ 原案取り
まとめ

整備計
画策定

1  福井豪雨や台風への対応
 (1)ハード対応
  ①被災箇所の早期復旧と再度災害の防
     止
　②足羽川市街地区間での河床掘削や堤
     防強化、砂防事業と治山事業との連携
     による土砂災害対策
 (2)ソフト対策
　①被災者住宅再建への支援
　②災害に関する情報提供の充実
　③土砂災害警戒区域等の指定
2  治水対策の推進
 (1)足羽川の河川改修とダム計画につい
    て、九頭竜川流域委員会において審議
3  県内の小中高等学校からのアンケート
 結果をもとに照明灯を設置
4  港湾の保安対策を実施

〔18年度の課題〕
1  被災箇所の早期復旧
2  水位計等の増設や河川監視カメラの設
 設による洪水時の情報の充実
3  九頭竜川水系における河川整備計画の
 原案を作成するため、九頭竜川流域委員
 会における意見の早期取りまとめ
4  歩行者用照明灯の設置のための市町
 村との連携強化

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

○安全・安心な県民生活の実現
　各種防災機能を一層充実するとと
もに、犯罪等に対する防犯・警備体
制やテロ対策を強化し、安全・安心
な県民生活を実現。

担当課

土木部
砂防海岸
課

土木部
砂防海岸
課

土木部
河川課
砂防海岸
課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

安心で明るい子どもの道整備事業（照明
灯等の整備）（再掲）

139か所 39か所

　歩道の新設、段差解消や交差点等の
局部照明、歩行者用照明灯の整備による
安全で安心な通学路の確保

アンケート
調査、照
明灯設置

照明灯
設置

→

港湾施設保安対策事業

　敦賀港、福井港、内浦港において、国
際的な基準に対応した保安対策を実施

保安設
備整備

保安規
程策定

→ →

山地治山事業【公共】 61か所 52か所 29か所

　山地に起因する災害から住民の生命・
財産を保全するとともに、森林の水資源
かん養等機能を維持・増進

整備 → → →

県営ため池等整備事業【公共】 5地区 5地区 6地区

　農業用ため池、頭首工、用排水路等の
改修等行い、災害を未然防止

整備 → → →

ため池防災情報提供事業 導入

　ため池の災害危険度判定システムを導
入し、豪雨や地震に関する防災情報を迅
速に地域へ提供

ｼｽﾃﾑ整
備

○安全・安心な県民生活の実現
   各種防災機能を一層充実すると
ともに、犯罪等に対する防犯・警備
体制やテロ対策を強化し、安全・安
心な県民生活を実現。

17年度の取組み、成果

農林水産
部
森づくり課

農林水産
部
農村振興
課

農林水産
部
農村振興
課

任期中に実行し成果を出す施策

1  治山事業、農地防災事業等の実施
2  特に、福井豪雨災害、台風２３号による
 被害に対する復旧の推進
 (1)農地・農業用施設関係　97％復旧見込
　　　　　　　　　　　　（平成18年3月末見込）
 (2)治山関係
  ①治山事業　100％復旧見込
　　　　　　　　　　　　（平成18年3月末見込）
  ②治山激甚災害対策特別緊急事業
    （3か年（H17～19））で荒廃山地の
    集中的復旧
 　全体37か所のうち27か所復旧見込
　　　　　　　　　　　　（平成18年3月末見込）
3　災害に強い農山村づくりの推進
 (1)ため池防災情報提供システムの導入
 (2)山地災害危険地区の見直し
　
〔18年度の課題〕
1  災害に強い農山村づくりの推進

土木部
道路保全
課

土木部
港湾空港
課

担当課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

歩道除雪モデル事業
歩道除
雪延長
131km

歩道除
雪延長
142km

歩道除
雪延長
143km

　15年度より小学校周辺500ｍ内の通学
路に指定されている県管理道路の歩道
除雪を、車道除雪後速やかに実施

歩道除
雪の実
施

→ → →

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

土木部
道路保全
課

○除雪体制の抜本的な改善
   除雪・歩道融雪を抜本的に充実・
強化し、冬の安全で快適な県民生
活を実現。

1　除雪の充実
 (1)歩道除雪（小学校周辺および主要駅
    周辺）の充実（142㎞→143㎞）
 (2)市街地交差点排雪の新たな取組み
                                     （60箇所）
 (3)圧雪の早期除去、拡幅除雪の強化
 (4)消雪施設の設置（263㎞→270㎞）
 (5)「みどりのスコップひとかき運動」の
   実施（県内32箇所）
2　雪みち情報ネットふくいの充実
 (1)画像情報数の拡充
                        （47箇所→52箇所）
 (2)アクセス数
　　H16：約34万件→約68万件
　　　　　　　　　　　　　　（18年1月末現在）

〔18年度の課題〕
1  「雪みち情報ネットふくい」の画像情報数
 の拡充や広報活動の充実

担当課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

国民文化祭開催事業

実行委
員会等
開催

プレフェ
スティバ
ル開催

国民文
化祭開
催

ふくい漢字学習推進事業

　「白川文字学」を普及啓発するための展
示室を整備するとともに、白川静先生によ
る講演会を開催
　また、漢字の成り立ちを体系的に学習
するため、一般向けに漢字学習講座や
親子漢字教室、教員向け特設研修講座
を開催

白川文
字学の
室開設

→

1  生涯学習機会の充実
 （1）県内における漢字文化の振興、児童・
　　生徒の漢字教育の推進
　　　①「白川文字学の室」開設
　　　　　　入室者数：18年1月末　8,653人
　　　②白川先生講演会参加者数 　700人
　　　③漢字学習講座
　　　　　　　　　 10回開催、延605人参加
　　　④親子漢字教室
　　　　　　　　     8回開催、延179人参加
　　　⑤教員特設研修講座
　　　　　　　　　　 2回開催、延107人参加

教育庁
生涯学習
課

担当課

教育庁
文化課
国民文化
祭室

○文化・スポーツ・生涯学習の振興
　文化・スポーツ活動の振興を通じ
て、県民のくらしを豊かにし、生涯、
県民が学ぶ機会を可能な限り提供
する生涯学習、社会教育を積極的
に振興。

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果

1　「第20回国民文化祭・ふくい２００５」の
　開催
 （1）開催期間：平成17年10月22日～11月
　　　3日
 （2）開催場所：県内27市町村　116会場
 （3）開催事業数：67事業
 （4）出演者数：2,077団体　30,842人
 （5）観客数：785,863人

〔18年度の課題〕
1　 ふくい文化の総合的な推進
 （1）県民がいつでもどこでも文化に親しめ
　　　るための取組み
 （2）県民の文化活動を促進するための取
　　　組み
 （3）より質の高い文化芸術を鑑賞する取組
　　　み
2　子どものための文化芸術の促進
 （1）学校における文化芸術を鑑賞、体験す
　　　る機会の提供
 （2）地域における文化芸術を体験する機会
　　　の提供
 （3）文化芸術活動のレベルアップ

   「第２０回国民文化祭・ふくい２００５」を
開催
　また、国民文化祭を契機とした文化振
興について、国民文化祭終了後に市町
村、文化団体との意見交換会を実施



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

県立図書館サービス向上事業

　　県立図書館に産業支援コーナーを
　設置し、産業や就職関連情報を提供

図書館
運営懇
話会設
置

産業支
援コー
ナー設
置

サービス
向上施
策実施

生涯学習担当者研修事業

　　公民館長、公民館主事を対象にし
　た、今後の公民館活動のあり方を学
　ぶ研修を実施

17年3月
指針策定

公民館
職員専
門コー
ス開設

→

○文化・スポーツ・生涯学習の振興
　文化・スポーツ活動の振興を通じ
て、県民のくらしを豊かにし、生涯、
県民が学ぶ機会を可能な限り提供
する生涯学習、社会教育を積極的
に振興。

 （2）県立図書館の新たなサービス提供を
　　実施
　　①産業支援コーナー
　　　商用データベース
　　　　利用者数：498人（18年1月末現在）
　　　産業関連図書の配架・貸出
　　　　貸出冊数：5,149冊（18年1月末現在）
　　　産業関連レファレンス
　　　　相談件数：111件（18年1月末現在）
　
2  地域での社会教育の向上（コミュニティ
　の形成）
 （1）福井県公民館活動活性化指針に基
　　づく施策
　　　公民館職員専門研修
　　　　　　　　　　4回開催、延219人参加
　
 （2）安全・安心な子どもの居場所づくり
　　　地域子ども教室　148箇所で実施
　　　　　延べ160,000人参加
　　　　　　　　　　　　　　（18年1月末現在）

〔18年度の課題〕
1　県立図書館で所蔵している貴重な歴
 史資料の活用推進
2  児童・生徒の漢字教育や県民の漢字
 学習の推進
3  ふるさと文学の発信
4　県立図書館の一層のサービス向上
5  公民館職員のサービス意識の涵養や
 資質の向上
6　安全・安心な子どもの居場所づくりの
 推進

教育庁
生涯学習
課

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

県民スポーツ祭開催事業

  県民が気楽に参加できる幅広いスポー
ツ活動の場としての県民スポーツ祭を開
催

検討委
員会　2
回開催

検討委
員会2
回、開催
準備委
員会4
回、競技
種目担
当者会
議1回開
催

実施 →

スポーツ大会支援事業 高円杯
フェンシ
ングワー
ルドカッ
プ福井
大会他6
大会

中部日
本卓球
選手権
大会他2
大会

少林寺
拳法国
際大会 ｉ
ｎ ＦＵＫ
ＵＩ他8大
会

全国ス
ポーツ少
年団ホッ
ケー交
流大会
他3大会

  国際大会、全国大会等の競技の普及、
振興および県のイメージアップ、ＰＲに
つながる大会への支援を実施

大会支
援

→ → →

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課

1　県民スポーツ祭の開催
 （1）県民体育大会と県スポーツ・レクリエー
     ション祭を統合して、県民が気楽に参加
     できる幅広いスポーツ活動の場として
　　 の県民スポーツ祭を開催
　　　総合開会式：17年7月9日
　　　開催期間：17年5月～18年1月
　　　開催種目数：60種目
　　　参加人員：26,987人
（2）幅広い年齢層の方が参加できる部門を
　　 設けたり、ニュースポーツ体験教室の
　　 実施など多くの県民の方が参加しやす
　　 いスポーツ環境づくりを取組んだ。
2　スポーツイベントの開催
 （1）「都道府県対抗全日本マスターズ駅伝
　　大会」の実施
       開催期間：17年4月16～17日
 （2）「ＮＨＫ杯体操競技鯖江大会」の実施
 　    開催期間：17年7月7～9日
 （3)「全日本レディースソフトボール大会」の
　　実施
　　　 開催期間：17年9月16～19日
 (4)「少林寺拳法国際大会　ｉｎ　ＦＵＫＵＩ」の
     実施
 　　  開催期間：17年10月9～10日
 (5)「全日本9人制総合バレーボール女子
　　選手権大会」の実施
　　　 開催期間：17年11月25～28日
 (6)「全日本中学生都道府県対抗１１人制
　　ホッケー選手権大会」の実施
　　　 開催期間：17年12月10～11日
 (7)「全日本総合ハンドボール選手権大会」
　　の実施
　　　 開催期間：17年12月21～25日

教育庁ス
ポーツ保
健課

○文化・スポーツ・生涯学習の振興
　文化・スポーツ活動の振興を通 じ
て、県民のくらしを豊かにし、生涯、
県民が学ぶ機会を可能な限り提供
する生涯学習、社会教育を積極的
に振興。



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

 (8)「2006全国中学校選抜ボート大会」の
　　実施
　　　 開催期間：18年3月25～27日
 (9)参加選手等に県内観光パンフレットを
    配布するなど本県のイメージアップを実
    施
　     また、会場内で地場産品の販売を実
    施

〔18年度の課題〕
1　県民スポーツ祭の参加者を増加させる
　ため、種目数の増や参加基準の見直し
　等を実施
2　スポーツイベントを開催
 (1)本県で開催される全国スポーツ少年団
    ホッケー交流大会（18年8月開催）等に
　　おいて、来県者への本県のイメージアッ
　　プに努めるとともに、その成果を後年に
　　活かし、県内スポーツを振興

○文化・スポーツ・生涯学習の振興
　文化・スポーツ活動の振興を通 じ
て、県民のくらしを豊かにし、生涯、
県民が学ぶ機会を可能な限り提供
する生涯学習、社会教育を積極的
に振興。

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課

教育庁
スポーツ
保健課



ビ　ジ　ョ　ン 政　　　　　策

　Ⅳ　元気な県政 １０　夢あるふるさとづくり

主な事業等 事　業　実　施　状　況
事業等の内容 Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８

ケーブルテレビ施設整備支援事業

2事業者
に補助(4
市町にｴ
ﾘｱ拡大）

　ブロードバンドの普及率の一層の向上
を目指し、ケーブルテレビの全県的整備
を推進するため、市町村が行う施設整備
を支援

整備支
援

ブロードバンド整備支援モデル事業

2市町に
補助(3ｴ
ﾘｱ拡大）

現在ブロードバンドが利用できない地域
において、電気通信事業者が行うＡＤＳＬ
整備に補助する市町村を支援

整備支
援

福井情報スーパーハイウェイ管理運用事
業

35の民
間企業
等が利
用

45の民
間企業
等が利
用

48の民
間企業
等が利
用

　県、市町村および多数の民間企業等が
利用している福井情報スーパーハイウェ
イの円滑な管理運用を行うとともに利用

利用促
進

→ → →

任期中に実行し成果を出す施策 17年度の取組み、成果 担当課

○ブロードバンド普及率を3倍にす
るなど、全県ＩＴ化の推進
　急速に進展するＩＴ技術、ＣＡＴＶ網
や、今年（15年）4月から稼動する高
速で大容量の「福井情報スーパー
ハイウェイ」を活用し、県民の利便
性の向上と産業活性化を積極的に
推進。

1　ケーブルテレビ網の整備
 (1)ＣＡＴＶ施設整備に対する県単独補助事
　　業の実施
　　　あわら市、三国町、坂井町においてイ
　　　ンターネットが利用できるＣＡＴＶの
　　　サービスエリアが拡大
　　　松岡町において18年8月新規開局に
　　　向けて整備中
 (2)ＡＤＳＬ施設整備に対する県単独補助事
　　業の実施
　　　若狭町においてＡＤＳＬのサービスエ
　　　リアが拡大
　　　大野市（2か所）において18年2月
　　　サービスエリア拡大に向けて整備中
 (3)ブロードバンド加入世帯の拡大
　　　世帯普及率 19.7％(14年12月)
　　　　　→ 47.6％ (平成17年9月末現在)

2　福井情報スーパーハイウェイの利活用
 (1)行政利用のほか、48（直接利用）の企
　　業等が医療、教育、インターネット、放
　　送、企業内ネットワーク等に活用
 (2)13,000以上の世帯、企業等がプロバイ
　　ダ接続により間接的に利用
 (3)京都の情報ハイウェイと連携することに
　　よりネットワークを形成し、ＫＢＳ京都が
　　敦賀市から番組の生中継を実施

総務部
情報政策
課


